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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　わたくし、もしもの話は嫌きらいではございませんのよ？

　だって、現実というのはとても厳げん密みつで、遊びの挟はさむ余地なんてなくて、心が躍おどるものを探す方が難しいほどですもの。

　力関係が固まり、頂点から身動きが取れなくなるというのも難なん儀ぎするのでございます。

　ではでは楽しい言葉遊びの時間に参りましょう、あにうえ。




　もしも、世界で最悪の方法が手の中にあったとします。

　その方法を使わなければ、絶対に救う事のできない人間が目の前にいたとしたら？




　正しい事がしたいだけなら、きっと見殺しを選せん択たくするのでございましょう。

　苦しむ人を救いたいだけなら、きっと最悪の罪を背負うのでございましょう。

　人が決めたルールの価値などこの程度。

　誤解や解かい釈しやくの違ちがいなどで誤ご魔ま化かされるのを避さけるため、一つ一つを明文化していった結果、何故なぜそのルールが必要なのかという本質からどんどん遠ざかっていく有り様。そもそも、正義を守れば幸せになれるなどという大前提自体、一体誰だれが証明し、誰が保証してくれるのかも分からないというのに、ねえ？




　ちなみに、あにうえならどちらを選択いたしますか。

　わたくしはもう、答えが見えているのでございますけどね☆
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　歯は抜ぬけのゴールデンウィークだった。

　社会人は有ゆう給きゆう休きゆう暇かを上手に使えば最長一四日の長い休みが取れるらしいのだが、学生達にとっては全まつたく関係ない。中ちゆう途と半はん端ぱに二、三日の休みが何発か続くだけで、むしろ休みの日に徹てつ夜やで遊んで学校の日に朝から出発して、を繰くり返すとあっという間に気分が滅め入いってしまいそうな『予想』が立てられる。

　おまけに、この雨。

　決して勢いは強くない。しかしすぐにでも止やむ雰ふん囲い気きもない。そんなしとしととした長雨が、先週の終わりからずっとずっと続いていた。一日の内に曇くもりと雨が何度も切り替かえられていくため、出かける予定も作れない。

　……だがそんな諸もろ々もろの事情など、高級マンションのてっぺんでひきこもっている水着少女・愛あい歌かにとっては知った事ではなかった！

　どこか茫ぼう洋ようとした半開きの瞳ひとみ。茶色くて長い髪かみは二本の細い三つ編みにした上で、頭の左右で大きなわっかを作って束ねている、変則ツインテール。大体いっつも水着を纏まとっていて、傍かたわらにはソファ代わりにしている猛もう獣じゆうホワイトライガー（ライオンとホワイトタイガーの交雑種。ライオンの一・五倍くらいあるばけもん）を侍はべらせているのだが、今日は少々事情が違ちがった。

　愛歌は高級マンションの最上階とその下の階、そして屋上部分の空中庭園をまとめて自分の根城にしている。その屋上部分に一人立ち尽つくし、強くもないが止む事もない雨に全身を打たれていたのだ。

　明るい緑と白のシマシマビキニの上から、ぶかぶかのＴシャツを被かぶった状態で。

「……もはやただの水着では満足できない天才肌はだのお兄ちゃんとて、夢の濡ぬれ透すけ効果を与えてあげればイチコロに決まっているのです。ボディラインにぴっちり張り付く布地、透けて浮うき出る少女の肌色、ぶかぶかのＴシャツ装備に鉄板シマシマの組み合わせも加味すれば、落ちない男子など存在しないはず……!!」

　片耳に引っ掛かけたインカムから、小さな電子音が鳴った。

　来客の合図だ。先ほど、（血も繫つながっていないし義理でもないのに）お兄ちゃん呼ばわりな城しろ山やま恭きよう介すけから『もうすぐそっちに行く』というショートメールをもらっていた。緑リユウ娘ニヤン藍ランという改造チャイナドレスの巨きよ乳にゆう美女がくっついてくるのは減点だが、愛歌はポジティブに考える。そう、目の前に特盛の脂し肪ぼうの塊かたまりがあるからこそ、慎つつましく華きや奢しやな少女の身体からだがより強調されるのだと……!!

「……ふふふふふ！　せいぜいメインのお肉の横に添そえられるジャガイモさん、いいやお肉の下に敷しかれるタマネギさんくらいのポジションに甘あまんじるが良いのです年増女！　お兄ちゃんはお兄ちゃんと呼べる妹だけのものだっ……!!」

　勝利を確信し、ぺたぺたと濡ぬれた裸足はだしのまま屋内へと引っ込んでいく愛あい歌か。

　テレビのＣＭに出てくるモデルルームをそのまんま持ってきたような、広大で無む駄だに光で満たされた空間。普ふ通つうのご家庭用３ＬＤＫがすっぽり収まってしまいそうなくらい派手なリビングでは、すでに来客達が合い鍵かぎを使って入り浸びたっていた。

　ただし。




　ぜえぜえぜえぜえぜえはあはあはあはあはあ……!!　と。

　何やら城しろ山やま恭きよう介すけと緑リユウ娘ニヤン藍ランが、全身汗だくでぐったりしたまま二人してソファベッドにしなだれかかっている。




　スポーツブランドのパーカーにジャージという城山恭介はまだジョギングしてきたところです、で何とかなりそうだが、改造チャイナドレスの美女が傍かたわらで寝ねそべっているとムードが一気に変へん貌ぼうする。呼吸に合わせて滑なめらかに上下する胸むな元もと、大きなスリットから根元近くまで放り出された細い脚あし、そして露ろ出しゆつしたきめ細かな肌はだを伝う汗の珠たまと紅べにを差した唇くちびるの隙すき間まから洩もれる熱い吐と息いき……とずらずら並べていくと、どうしてもアレをアレしたビジョンが脳裏に浮うかんできてしまう。

　ひきこもり少女の愛歌の顔がサァっと青くなった。

　彼女は真っ先に頭に浮かんだものをダイレクトに口へ出した。

「……なっ、何が……二人の間に一体何が……!?　私がやってくるまでのたった数分間の内に、一体ここで何が起こったというのですかお兄ちゃん……!!　ま、まさか、ひきこもり少女の最後の砦とりでに他の女連れ込んでイチャコラしたなんていうド級の外道に突つっ走った訳ではないですよね!?　お兄ちゃんはそんなお兄ちゃんじゃないですよね……!?」

　ちなみに彼女のペット、ソファ、話し相手、依より代しろ……その他諸もろ々もろ色んな意味でのパートナーであるホワイトライガーは、土ど鍋なべの中で丸まる猫ねこみたいにのんびりしていた。

「ぅ……うえ……あうは……!!」

　未いまだに荒あらい呼吸を整える事もできず、喉のどを詰つまらせるようにしながらも、恭介は何とかして口を開く。

「い……今のは、これは全部、ぜえ、リューさんが悪い……。だって、いきなり、ぜえ、僕ぼくの事を、気絶させ……」

「何を言っているのよ、恭介ちゃん、はあ、今回ばかりは、恭介ちゃんが、全部の元げん凶きよう……はあ、駄目って言ったのに、勝手に飛びかかって……」

　ソファベッドの上にぶっ倒たおれてろくに動けないまま、彼らは互たがいの腕うでを交差させ、互いの鼻先へ人差し指を突き付けながら罵ののしり合う。

　愛歌としては安心要素が一個もなかった。

　かえって目の前が真っ暗になっていく。

「……な、何なのですか、その阿あ吽うんの呼吸は？　まるで私の見ていないところで一ひと悶もん着ちやくあって私の入り込む余地が残っていない的な前フリは……!?」

「あ、あれ……そろそろニュースになっている頃ころではないかな……」

　ようやくハンカチで額ひたいの汗を拭ぬぐいつつ、恭きよう介すけはソファベッドの上でそう答えた。

　緑リユウ娘ニヤン藍ランはひらひらと片手を振ふり、ソファベッドの傍かたわらに置かれたアタッシェケースを足の先でぐりぐりしながら、

「割とド派手な事件だったし、社会不安を煽あおらないようじっくり原げん稿こうを吟ぎん味みするまでは各局全部自じ粛しゆくムードなんじゃない？　そんな事やっているから素人しろうと丸出しのネットニュースだの動画サイトだのに出し抜ぬかれて、テレビの意義がなくなっていくのよねえ……」

「？」

　首を傾かしげる愛あい歌かに、恭介はさらに言う。

「僕ぼくとリューさんが出かけていたのはＡ区画。そこにあるものは？」

　少女はガラスのテーブルの上に置いてある、お風呂でも使える防水カバーをつけたノートサイズのタブレット端たん末まつを手に取る。人差し指で操ると、天井全体が巨きよ大だいなプロジェクター用のスクリーンに早変わりした。

　元々は寝ね転ころがってネットサーフィンするために施せ工こうさせたジョークグッズだ。ひきこもりが極まると、もはや部屋の中でさえ『そこ行くの面めん倒どう臭くさい』が蔓延はびこるものなのだ。

　トイドリーム35、Ａ区画で検けん索さくをかけて観光案内のページを表示させてみると、

「Ａ区画はエアポートの頭文字を冠かんする街並みで、その名の通りトイドリーム35の巨大な玄げん関かん口ぐちとして機能しております……」

　空港という色付けをされた街。そう言われてもピンとこないかもしれないが、ようは高級バッグや腕うで時ど計けいなんかを取り扱あつかう免めん税ぜい店てんだの何だので溢あふれ返った場所、と考えれば良い。全体的にシックで大人っぽい……という雰ふん囲い気きは、単純な都市計画の他にそこを行き交う人々が醸かもし出しているのかもしれない。……何しろブランドバッグが（定価よりは幾いく分ぶんか）安く手に入るのだから、『不自然な年ねん齢れい差さのカップル（？）』が行き交う事も多い場所だったりする訳だ。

　そして、検索を続けていく内に愛歌は見つけてしまった。

　このＡ区画の、もう一つの特とく徴ちように。

「お、お兄ちゃん、これはどういう事なのですか……？」

「何がよ」

「……Ａ区画って空港から溢れてくる外国人だの、キャンセル待ちで結局チケット手に入れられなかった人向けだの、超ちよう豪ごう華か三ツ星ホテルから格安のカプセルホテルまで、とにかくホテルホテルホテルホテルで地図が埋うめ尽つくされているじゃないですか……っ!!」

「え、あ？」

「ホテルの街へ消えていった男女……ぜえぜえはあはあ息も荒あらい二人……『何かが起きた』と公言して憚はばからないその言動……これは一体全体どういう事なのかを問うているのですお兄ちゃん……!!」

「何でＡ区画の地図を見て僕ぼくの落ち度みたいに言われなくてはならないのか、あなたのシナプスの連結に理解が追い着かない訳だが!!」

「びゃー！　ラぁイガぁぁぁー!!」

　何故なぜだか両目をバッテンにして涙なみだ混まじりに号令を放つ愛あい歌か。

　途と端たんに部屋の一角でソファのように丸くなっていた巨きよ体たいが、のそりと動き出す。前まえ脚あしを両方突つき出し、背骨を軽く伸のばす仕草をするだけで、五メートル大という脅きよう威いの巨きよ軀くが存分にさらけ出される。それはもう風景の主格だ。一いつ瞬しゆんで全すべての色しき彩さいが塗ぬり替かえられてしまう。

　しかし、どれだけ体が大きくたって、根本的には夜行性のネコ科の獣けものだ。その歩みに足音はない。恭きよう介すけへ近づいていく動きそのものには奇き妙みように現実味がなく、まるで圧あつ倒とう的てきな力を持った亡ぼう霊れいでも眺ながめているような気分にさせられるだろう。

　が、その獣はあまりにも巨大な爪つめや牙きばでソファベッドの少年をズタズタにはしなかった。

　彼女（メス）は愛歌の命令で恭介の傍そばへ寄った直後、こう動いたのだ。




　べろん、と。

　まるでゴムで作った巨大なヘラのような舌で、恭介の頰ほおを舐なめ回したのだ。




「わひゃっ!?」

　思わず恭介の体が跳はねそうになったが、ホワイトライガーはお構いなしだ。前脚の肉球で恭介の頭をぷにぷに撫なで、ちょっとした大木くらいもある首元をすりすりと押おし付けてくる。匂においつけと呼ばれる、所有権を主張する仕草だった。

「ちょ、これ、なん!?　毛がっ、毛が口いっぱいに……うえっ!?」

　そしてついに愛歌が爆ばく発はつした。

「……ライガー……あなたまで……あなたまで私を出し抜ぬくと、そう言いたい訳なのですか……？　この恋こいはまさに戦国時代、となればもはや仁義などありゃしなくなっちゃうのですが、構わないという事なのですね……!?」

「あなたのシナプスを理解するのは放ほう棄きする。諦あきらめるからとにかくこれ、ぶわっ、これ何とかしてよ、ホワイトライガー!!」

　恭介の声が切せつ迫ぱくしているのには理由がある。

　ホワイトライガーに悪意はない。むしろお気に入りの猫ねこ用ベッドで丸くなる子猫のように、その瞳ひとみは眠ねむたそうに細められ、警けい戒かい心しんは限界まで解けているのが良く分かる。

　だが、そもそも根本的にホワイトライガーは体長五メートルの巨きよ獣じゆう。

　重量にしておよそ三〇〇から三五〇キログラム。

　ぶっちゃけ、ちょっとした白バイでやんわりとプレスされていくようなもので、間に恭きよう介すけをサンドイッチしたままソファベッドの方がミシミシと悲鳴を上げ始めていた。

「ちょ、これ、まずい……愛あい歌か、本格的にまずいって！　いいやリューさんでも良い、とにかくこの子ちょっと僕ぼくの上からどけてもらえるかなー!?」

「……ふふふふふ。そうやって、そうやってお兄ちゃんはライガーとイチャイチャする事で私に嫉しつ妬との炎ほのおをぶちまけようと、そういう腹積もりなのですね……？　分かります、非常に良く分かります。私とてここから先は容よう赦しやをしない、水着戦術からさらに一段階先へ進むしかないようなのですね……!!」

「ていうか恭介ちゃん、究極的に乙おと女め心ごころが分かっていないわねえ。『～でも良い』なんて言われたら、意地でも協力したくなくなるに決まっているじゃない」




　何でまた『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』城しろ山やま恭介は唐とう突とつに中型バイク級の重量で圧殺されかかっているのか。

　そのきっかけとなった出来事は何だったのか。

　それは、時間を少しだけ巻き戻もどして恭介と緑リユウ娘ニヤン藍ランの行動を追っていけば分かる。

　Ａ区画での彼らの動きを。
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　トイドリーム35は、赤字続きで財政破は綻たんに陥おちいった地方都市・旧夏なつ海み市を世界最大のエンターテイメント企き業ぎよう体たいトイドリーム社が丸ごと買い上げて巨きよ大だいな遊園地に作り替かえた、世界で三五番目の国際再生都市だ。

　湾わん岸がん部ぶの『海の中』に直接無数のビルを建てて、それらの間を縦じゆう横おう無む尽じんに巨大陸橋で結んだ特異な街並み。ＡからＺまで二六の区画に隔へだてられたその構成は、まるで真ん丸のピザを切り分けたように分かりやすく整えられている。

　都市計画においてそこに住む人々の意見よりも、具体的に出資した企業の単一意見が色いろ濃こく反映された証しよう拠こでもあるだろう。

「Ａ区画って、エアポートのＡだったのねえ……」

　しとしとと切れの悪い長雨が降り続く中、改造チャイナドレスの美女、緑リユウ娘ニヤン藍ランは傘かさを差したままそんな風に言った。

　典型的な中ちゆう華か系けい……にしては、瞳ひとみの色が青かったり、驚おどろくほど肌はだが白かったりする。それもそのはず、その『一族』は地球全地域全人類で結けつ婚こん・交配を繰くり返し、真に優すぐれた人体とは何かをひたすら追求し続けてきたのだから。緑娘藍は『一族』の中で有力視されている『先せん鋭えい化か候補の一つ』であった。同じ候補の中にはアフロで色黒のボクサーもいるし、自じ称しよう『動物と話せる系』のネイティブ系大自然少女もいる。『親しん戚せき一同だけで格ゲーが作れる』でお馴な染じみの『一族』なのだった。

　よって、厳げん密みつには緑娘藍にも、その『一族』にも、国こく籍せきや帰属意識というものは存在しない。もはや、『どこから』始まったのかは誰だれにも分からないからだ。

　でもって。

　その隣となりで同じように傘を差しているのは、城しろ山やま恭きよう介すけだ。

　こちらは典型的な日本人の少年だが、『何もない』というよりは、『あのう、この人いくら検けん索さくしても不自然なくらい何にも出てこないんですけどー？』という方が近いかもしれない。ちなみに今は午後五時を過ぎた辺りだが、服装は制服ではなくいつも通りのパーカーとスポーツブランドのジャージだった。

　プライベートと仕事で切り替えているのだろう。

　今は仕事の顔だ。

「……本当に、これで最後にしたい訳だが。早く業界から足を洗ってのほほんと生きていきたい……」

「はいはい、恭介ちゃんが夢を見る事までは取り上げたりしないわよ」

「あのう、リューさん、大だい丈じよう夫ぶなの？　ここは空港の街って話ではないか。全身あちこちに武器を隠かくしまくっているんだから、職しよく質しつされたら問答無用で手て錠じようっぽいんだけど」

「警官の職しよく質しつは基本的に手荷物と薬物検査が軸じくだから大だい丈じよう夫ぶ。お前怪あやしいから服を脱ぬいで素すっ裸ぱだかになれーだなんて、人権意識のしっかりしたこの国じゃまず無理でしょ。ああ、女に生まれて良かったわあ」

　緑リユウ娘ニヤン藍ランは『イリーガル』の所属だ。

　召しよう喚かん儀ぎ礼れいの世界における、三大勢力の一角。およそ三三〇の犯罪組織の寄り合い所帯とも揶や揄ゆされる枠わくの中にいるので、その気になれば『ピッカピカで黒くろ塗ぬりの、絶対にかすり傷なんてつけたくない高級車』を自由に呼びつけられるポジションにいるはずだ。

　にも拘かかわらず、ただでさえ混雑している、しかもあっちこっちに濡ぬれた傘かさの乱らん舞ぶするモノレールを使ってＡ区画までやってきたのには、相応の訳がある。

　そのものずばり。

　目立ったら困る仕事をするからだ。

「恭きよう介すけちゃん、今日は急な呼び出しで付き合わせちゃってごめんなさいね」

「別に良いけど。でも今の僕ぼくには依より代しろはいないし、何をするか聞かされていないよ。ま、『僕の事』を分かった上で引きずり込んでいるんだから、誰だれかをどん底に突つき落とす類たぐいのものではないとは思っている訳だが」

「大・正・解。今日は『清せい掃そう業者のコンテナ』も『養よう豚とん場じようへ予約の電話一本』もナシ。空港のロビーで友人を出で迎むかえるふりをしながらアタッシェケースを受け取るだけよ」

　荷物の中身についての説明はなかった。

　知らない方が良い事も世の中にはあるのだろう。何でも検けん索さくしたがる今の世の中には馴な染じめないかもしれないが、『知らない事』が武器になる時もある。

「……何でまた、警備厳重な空港でそんな事するの？」

「警備が厳重だからに決まっているじゃない。怪しげな夜の港とか裏路地とかでケースをパカパカ開けていたら、あっという間に機き関かん銃じゆう持った一団に横よこ槍やり入れられるわよ。『空港の周り』って銃を置いて出かけている人が多いから、カツアゲには最適って常識知らないの？」

「そもそも、この国は鉄てつ砲ぽう持っていたらいけないはずなんだけどなあ……」

　そんな事を言い合いながら、恭介と緑娘藍は国際空港の敷しき地ちへ足を運ぶ。

　Ａ区画の空港はおよそ三キロ四方の巨きよ大だいな正方形。等とう間かん隔かくに立てられた一〇〇本の柱で海面から二五〇メートル辺りの高さで支えられた、世界で唯ゆい一いつの空中空港だ。最大の特とく徴ちようは、その敷地面積を滑かつ走そう路ろとして最大限利用するため、最低限のターミナル以外の商業施し設せつ……喫きつ茶さ店てんやレストラン、免めん税ぜい店てんなどが入ったビル群はつららのように下へ向けて伸びている、といったところか。

　傘を畳たたみ、ターミナルのガラスの自動ドアを潜くぐりながら緑娘藍はこう言った。

「じゃあ恭介ちゃん、お花屋さんに行って歓かん迎げいの花束の調達をお願い。私は厚紙と油性ペン買って『ようこそグンファン＝アルハザード。トイドリーム35へ』って書き殴なぐっちゃうから」

「薔薇ばらは白と赤、後はカスミソウだっけ？」

「品種は『ウェディングドレス』と『バージンロード』ね。それ目印っていうか、合言葉みたいなものだから」

　この世ならざる異い形ぎようの怪かい物ぶつ達『被召物マテリアル』を自在に操り、時に物理法則を丸ごと無視する召しよう喚かん儀ぎ礼れいの三大勢力と言っても、年中化け物と向き合っていれば良いという話でもない。結局、人が束ねる人の集団であるのは変わらない以上、細こま々ごまとした『折り合い』のために労力を割さかなくては、どんな組織だって空中分解してしまう。

「絵本の中の魔ま法ほう使いにはまだまだ遠いね、いやほんと。これが森の奥おくで鍋なべをかき回すだけの平和なお仕事だったら、いつまでも続けていたいんだけど……」

「現実の魔女がどういう扱あつかいを受けてきたかっていうのを考えるとね。超ちよう常じようって儚はかないわ」

　ともあれ、このままレールに乗っかってアタッシェケースを受け取る。

　後は黙だまって空港から立ち去る。

　召喚師も被召物マテリアルも出番なし。物理法則を無視した超常の『戦争』もなし。

　それで終わるはずだった。

　だったのだが。




「よおし！　全員動くな!!　ルールを逸いつ脱だつしない限り、我々は諸君を傷つける事はない!!」

「これより当空港は我々『黒い羽』の支配下に入る。我々がルールだ、それだけを忘れるな！」




　辺り一面は黒くろ覆ふく面めんと機き関かん銃じゆうのオンパレード。

　ガラス張りの空港ロビーには一〇〇人前後の男女が人質として大集合。

　欧おう米べいでは当たり前ですよ！　のトイドリーム35にも空港占せん拠きよ事件がやってきたらしい。

「……………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………どうなってんのよ、リューさん」

　そのすぐ近く。等とう間かん隔かくで並ぶ太い円柱に身を隠かくす格好で、城しろ山やま恭きよう介すけは低い声で呟つぶやいていた。

　覆面達は一ヵ所に集めた人質達から携けい帯たい電話や手荷物を奪うばっている。よそと違ちがって銃が隠れている可能性は低いのに、随ずい分ぶんと念入りに調べている印象だった。

　一方で、恭介と同じ柱に隠れるため、ほとんどしなだれかかるような体勢で、緑リユウ娘ニヤン藍ランはスマホをいじくり回していた。

　とはいえ、彼女が検けん索さくしているのは普ふ通つうのインターネットではない。裏うら稼か業ぎようの殺し屋だけが使える意味不明な機材と経路を辿たどって、普通なら絶対に表示されない情報を片かたっ端ぱしから網もう羅らできるようにされている訳だ。

「……ああ、出てる出てる。一二時間以内に各地の刑務所へ収しゆう監かんされている同志の解放と、慰い謝しや料りようとして匿とく名めい銀行に一人あたり三億円ずつ送金しろ、だってさ」

「本当にそんなの信じている訳ではないだろう。どう考えてもタイミングが良過ぎるし、あの手荷物検査、これを探しているのではないかな？」

　絡からみ合う二人の足元には、問題のアタッシェケースが立てた状態で置いてあった。

　中身については謎なぞのままだが、おそらくこの空港で一番金になるのはこのケースだろう。あるいは大型旅客機よりも、あるいは一〇〇名前後の人命よりも。

「空港なら銃じゆうの横よこ槍やりはなくなるから安全なのではなかったっけ」

「いやまあ、流石さすがに私もテロリストを装うってのは予想外だったわねえ」

「心当たりは？」

「『黒い羽』っていうのはとりあえずブラフ。視界から消えた途と端たんに記き憶おくも認識もなくなってしまう。そんな私達のルールを無視して襲しゆう撃げき計画を練られたって事は、記憶を継けい続ぞくできる……私達と同じ召しよう喚かん儀ぎ礼れいの勢力の誰だれかが化けている、といった感じではないかしら」

「空港のセキュリティを無視できたのは？」

「ガードマン、バリケード、タイヤ用のスパイク……。陸から押おし寄せる脅きよう威いには万全、でも同じ空から降りてくる者はノーガード。これって空港の特とく徴ちようなのよねえ」

　緑リユウ娘ニヤン藍ランは抱き着いたまま、少年の肩かた越ごしに苦笑する。

　この美女なら、まだ笑える。

「……飛行機っていうのは相そう互ご信しん頼らいが軸じくになっているもの。向こうの空港で安全が確認されたから、こっちの空港に招いたって大だい丈じよう夫ぶだろう。それが大前提」

「つまり？」

「治安の悪い小国の飛行場が丸ごと買収済み。『お墨すみ付つき』のハンコをもらった旅客機の中には兵隊と装そう甲こう車しやがぎっしり。蓋ふたを開けた途と端たんにドバッと出てくる現代のトロイの木馬といったところかしらね」

　改造チャイナドレスの美女は一ひと際きわ物ぶつ騒そうな事を言ってのけた。

　装甲車。旅客機の貨物用スペースから這はい出てきた八輪の装輪装甲車が三台ほど。たったこれだけで、初うい陣じんの警官隊は逃にげ帰る羽目になった。ジュラルミンの盾たてだのパトカーだので身を隠かくす程度でどうにかなる火力ではなかったのだ。

「そりゃ二〇ミリの重機にグレネードをばら撒まく擲てき弾だん機き関かん砲ほう、挙げ句、一台は戦車と戦うための低圧ライフル砲を頭にくっつけているんでしょ？　もう地上でパンパカ撃うつんじゃなくて、攻こう撃げきヘリとかマルチロールの戦せん闘とう機きとか、上から狙ねらい撃つ兵器がないと無理ね。こうなると警察じゃなくて軍の出番って事になるけど、世界各国どこだって国内の事件に軍の投入なんてしたがらない。『何でも法律で解決できなければならない』法治国家のプライドに障さわるもの。……今いま頃ごろ、上の上の上とやらは背広で摑つかみ合いになっているでしょうから『決定』は遅おくれに遅れる。その間にやりたい放題に決まっているわ」

　わずかに。

　城しろ山やま恭きよう介すけは、目を細めた。

「……あの、リューさん。今の状じよう況きようは全すべて僕ぼく達が巻き込んだ、って事実は分かっているよね？」

「でも、最適解はケースを持ってここを離はなれる事よね。ケースが空港から離れれば、連中は学芸会を切り上げてでも血ち眼まなこで追う。逆にここで手に入れてしまえば、連中は学芸会を完かん璧ぺきにこなす。リアルなテロリストを演じて罪を被かぶせるために、客席から死人役を募集するでしょ」

　至近、柱の裏。二メートルの位置で覆ふく面めんが巡じゆん回かいしていなければ、舌打ちしていただろう。

　結局はアタッシェケースが最優先。どこまでも緑リユウ娘ニヤン藍ランのペースに乗せられているような気もするが、提案された以上にスマートな解答がないのも事実だ。

「分かったよ、人質が助かるなら。ではそれで───」

　と、恭介が不ふ承しよう不ぶ承しようそう答えようとした時だった。

　この太い円柱のすぐ裏側。人質達の方で新しい動きがあった。

　女の子の声が響ひびき渡わたる。

「やめてっ、やめてよ！　お母さんに触さわらないで、何で連れて行こうとするの!?」

「我々がルールだと言っただろう。少数での突とつ入にゆうの気配がある。表を牽けん制せいするために、バリケードの前に何人か縛しばり付けておく。そうすれば『ドアを爆ばく破はして突入』もできないだろう」

「やめてったら!!」

　その、金切り声を耳にして。

　城山恭介の目つきが、身に纏まとう空気が、音もなく変わっていくのを緑娘藍は感じていた。

「……、」

「……駄だ目めよ、恭介ちゃん。あなたには依より代しろがいないし、召しよう喚かん儀ぎ礼れいを使えない。この仕事で引退するって言ったでしょう。だから駄目、ちょっと落ち着いて。ね？」

　そうこうしている間にも、円柱の向こうでは応おう酬しゆうが続く。

　家族を取り返そうとする少女は最初、その腹を機き関かん銃じゆうの銃床で思いきり突つかれ、床ゆかに膝ひざをつけたところで今度は首の後ろをやられた。最後の最後には後頭部に銃口を押おし付けられる。『爆ばく弾だん除よけ』に使われそうになっている母親の方が悲鳴を上げるほどの状況だった。

　それでも、少女の声は止まらない。

　這はいつくばったまま、彼女はなおも虚こ空くうへ手を伸のばそうとする。

「やだ、やだよ」

　覆面の指先が、明確に機関銃の引き金にかかる。

　分かっていて、少女はしかし口を開く。

「誰だれか」

　ああ、まずい。緑リユウ娘ニヤン藍ランはそう思った。このままだと少女が死ぬ。そんな事ではない。

　彼女の口から、その一言が出てしまうのは決定的にまずい、と。




「誰かお母さんを助けてよお!!」




　ゴンッッッ!!!!!!　という爆ばく音おんが炸さく裂れつした。

　躊ちゆう躇ちよなく太い円柱の陰かげから飛び出した城しろ山やま恭きよう介すけが、パーカーの背中にとぐろを巻く蛇へびのような格好で隠かくし持っていた一八〇センチの長大な棒・ブラッドサインを砲ほう弾だんのように投げ放ち、その先せん端たんでもって少女の母親の腕うでを摑つかんでいた覆ふく面めんの額ひたいへ精せい密みつに叩たたき込んだ音だった。

　ぐらり、と覆面の体が後ろへ倒たおれていく。

　緑娘藍はケースを静かに置き、もう片方の手を額にやる。

　ブラッドサインが重力に引かれて床ゆかへと落ちていく。

　からん、という軽い音が沈ちん黙もくのロビーの隅すみ々ずみまで響ひびき渡わたっていく。

　直後の出来事だった。

「あははははははははははははははははは[image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─]」

　緑娘藍はスマホを親指で押おし、

　　防犯カメラの機能を全すべて飛ばし、

　　　チャイナドレスの内側に手を入れ、

　　　　きらびやかな装そう飾しよくの扇おうぎを取り出して、

　　　　　その『骨』を一気にまとめて分解して、

　　　　　　二〇以上の『擲針』、暗殺用ダーツを摑み、

　　　　　　　少女の頭に銃じゆうを向ける男へ恭介が突つっ込み、

　　　　　　　　火力支し援えんのため敵全員七方向に三本ずつ投げ、

　　　　　　　　　ようやく敵方の覆面達が銃の照準を覗のぞこうとし、

　　　　　　　　　　太い腱けんや関節を貫つらぬかれ、思い出したように崩くずれる。
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　ここまでで、一息。

　ヤケクソ気味に笑って大おお盤ばん振ぶる舞まいする緑娘藍は、ゴドン!!　という壮そう絶ぜつな轟ごう音おんを耳にした。少女の後頭部へ銃口を突き付けていた覆面。その顎あごを恭介の肘ひじが砕くだいた音だった。

　助けられた少女の方がおろおろとしながら、

「わっ、わっ」

「やめなって。死にたくなければ安あん易いに動かないで人質のふりを続けろ！　三キロ四方の空港を制圧するには五〇人から一〇〇人は必要だよ。ここにはたった七人。残り全員が異変に気づいてロビーを一いつ斉せい攻こう撃げきしたら、外へ逃にげ出す前にあなた達は背中を撃うたれて全ぜん滅めつな訳だが!!」

「あ、あう、あの、あなた、達は……？」

「ああ、気にしなくても良い訳だが。どうせすぐに忘れるよ」

　言うだけ言うと、恭きよう介すけは自分で投げ放ったブラッドサインを足で蹴けり上げて片手で摑つかむ。再びケースを拾い上げた緑リユウ娘ニヤン藍ランと合流してガラス張りのロビーを駆かけ抜ぬけていく。

「恭介ちゃんさあ！　板前さんがお寿す司しを振ふる舞まうように、シェフがハンバーグを振る舞うように、暗殺者っていうのは殺しを振る舞うお仕事なの。当然、料理には値札がついている。こんな風にただでまかない料理をホイホイ期待されちゃあ困っちゃうんだけど!!」

「『僕ぼくの事』を知っている上で自分の仕事に引き込んだ。それならこれも織おり込み済みだろう！」

　巡じゆん回かい中ちゆうの二人組とかち合った。

　恭介はブラッドサインで、緑娘藍は飛フエイ爪チヤオと呼ばれる縄なわの先せん端たんに鉄の熊くま手でをつけたような暗器を振り回して、それぞれ迅じん速そくに黙だまらせる。

「連中が私達やケースの存在を知っていて空港を占せん拠きよした場合、召しよう喚かん師しや依より代しろは視界から外れると忘れられるって特性も使えない。長くても五分でバレるわね」

「方針は変わらないよ。ケースを派手に振り回して空港から逃にげ出そう。それで連中はまとめてこっちについてくるはず───！」

　恭介の言葉は最後まで続かなかった。

　ドガシャア!!　と。

　真横にあったガラス張りの壁かべが勢い良く砕け、大量の破片が雪崩なだれのように押おし寄せる。それさえかき分けて、複合装そう甲こうの塊かたまりが屋内へと突つっ込んでくる。

　八輪の装輪装甲車。

　それも屋根に戦車砲ほうの砲ほう塔とうのようなものを取りつけた特別仕様だ。

「───、」

　ヒィウ、という鋭するどい笛ふえのような吐と息いきがあった。

　恭介の方へアタッシェケースが放り投げられる。

　それを恭介が耳にし、宙のケースを手に取った時には、すでに緑娘藍は恐おそるべき速度で駆けていた。真っ赤な改造チャイナドレスが躍おどる。まるでレーザービームのように突き抜ぬけた美女は装甲車の正面から側面へ一息に回り込むと、その一点へ合わせた両の掌てのひらを叩たたき込む。
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　ッッッズン!!!!!!　という腹に響ひびく轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　直後に、二〇トン以上ある装甲兵器がエンストでも起こしたようにガクンと止まる。




　これが『瘦身暗器パーフエクトドラゴン』。

　物理法則無視の怪かい物ぶつが当たり前のように闊かつ歩ぽする召喚儀ぎ礼れいの世界において、それら超ちよう常じように一切頼たよらず切り抜ぬけていく異い端たんの中の異端。

　いきなり鉄の棺かん桶おけに早変わりした装そう甲こう車しやの脇わきで、緑リユウ娘ニヤン藍ランが手招きする。恭きよう介すけはその横を走り抜けながら、素直に質問した。

「ガソリンタンク？」

「バッテリー液。エンジンまわりだけ止めたって電気駆く動どうの砲ほう塔とうはぐるりと回っちゃうもの」

　当然ながら、どんなに体を鍛きたえようが、生身の人間の拳こぶしで装甲車を打ち抜くのは不可能だ。

　だが若じやつ干かんの衝しよう撃げきは通る。

　そして装甲車だろうが戦車だろうが、ベースとなるのが『自動車』であるのは同じ事だ。

　であれば、特定のパターンを持ったわずかな振しん動どうを加えるだけで良い。

　空気と液体の配合率が燃焼に直接関わるエンジンにおいて、ガソリンの中にわずかな気き泡ほうが混ざるのは致ち命めい的てきだ。不完全燃焼が起こって簡単にエンストが起こる。

　緑娘藍はさらに発展させ、バッテリー液に浸ひたしてある電極の周囲に大量の気泡を絡からみつかせる事で『壁かべ』を作り、液中から電気を取り出す効率を極きよく端たんに落とす応用技を編み出した、といったところか。

「元々は、分厚い鎧よろい越ごしに肺を泡あわ立だたせて息の根を止める暗殺技なんだけどね☆」

　ようやく装甲車のあちこちにあるハッチやカーゴドアがパタパタと開いて内部の覆ふく面めん達が顔を出したが、彼らの機き関かん銃じゆうが壁にミシンのような穴を空あけた時には、すでに恭介達は角を曲がって逃にげ延のびている。

　いい加減うんざりして、恭きよう介すけは叫さけんだ。

「一体何が詰つまっているのかな、このケース!?」

「あら聞きたい？　恭介ちゃんに話せるレベルだと、これは某ぼう国こくの地下深くで組み上げられていた、仮想敵国をやっつけるための戦略概がい要よう書しよ……つまりシミュレーションデータよ。ま、どこの国でも普ふ通つうにやってる事なんだけど、こいつはあまりに出来が良過ぎてね。上の上の上に伝わっちゃうとそのまんま戦争に舵かじを切られるかもしれないから、どこかの誰だれかが闇やみに葬ほうむらなくちゃならなくなったって訳。万に一つ、億に一つ、兆ちように一つでも復元されないよう、徹てつ底ていした方法でね☆」

「『イリーガル』が？」

「『イリーガル』が。私達は穴だらけの現行システムより自分達で決めた鉄の掟おきてや血の結束で街を国を世界を支配して、より良い暮らしを提供したいだけだもの。ま、『ガバメント』からすれば牙が城じようを切り崩くずす悪の親玉なんでしょうけど、私達としては世界を壊こわしちゃったら本ほん末まつ転てん倒とうなのよねえ」

　となると、相手はその戦争を起こしたい側か。あるいは『隣りん国ごくを確実に葬れる計画を立てていた』という事実を盾たてに、戦略概要書の出所の国を脅きよう迫はくしたい第三国か。

　ともあれ、装そう甲こう車しやの面々は絶対にケースの存在を確認した。すぐにでもその情報は彼らの仲間全体に波は及きゆうしていくはずだ。

　そしてアタッシェケースごと恭介達が空港から逃げ出せば、彼らもまとめてついてくるだろう。それを振ふり切れば、ようやくほとんど最悪に近い状じよう況きようを丸く収める事ができる。

　そう思っていた。

　だが、ここに来てまたもや予想を覆くつがえす事態に陥おちいった。




　もはや、可か聴ちよう域いきを超こえていた。

　今度は最大級。一〇〇本の柱で支えられた空中空港そのものが大きく揺ゆさぶられる。




　あちこちのガラスが一いつ斉せいに砕くだけ、壁かべや天井へ不気味な亀き裂れつが走っていく。

　だが、それさえも余波。

　ぶわっ!!　と青っぽい光の立方体が遠方、空港の一角を埋うめ尽つくす。

　恭介はわずかに目を細める。

（人工霊れい場じよう。でもこれは……）

　普通のものと違ちがってかなり大型なのは、それだけ被召物マテリアルのサイズも巨きよ大だいだからだろう。

　三キロ四方の、ほぼ正方形に近い空港の敷しき地ちの端はしを削けずり取るような格好で、凄すさまじく巨大な影かげが顔を覗のぞかせていた。軽く見積もっても五〇メートル以上。鉛なまり色いろに輝かがやく不気味な鱗うろこでびっしりと覆おおわれた怪かい物ぶつは、

「リヴァイアサン……『神格級』の被召物マテリアルですって!?」

　水面を飛び交う虫を狙ねらう川魚のように大きく跳とんだ巨きよ大だい魚ぎよは、何かおかしなものを咥くわえていた。格好としては犬と骨のオモチャにも似ているが、何しろサイズがサイズだ。

　黒光りする鋼はがねの塊かたまり。

　三〇メートル前後もある、大きなカプセル状のシルエット。

「潜せん水すい、艦かん……？」

「ああもう、空港を占せん拠きよした連中がどうやって安全に逃にげ出すのかと思ったら……！」

　目の前で嚙かみ砕くだかれ、二つに分ぶん離りした潜水艦の残ざん骸がいが滑かつ走そう路ろへと落下していく。給油中のまま事件のせいで放り出されていた無人の旅客機を押おし潰つぶし、大だい爆ばく発はつを巻き起こす。近くにあった装そう甲こう車しやがまとめて炎ほのおに包まれた。

　頂点まで達した巨大魚は重力に引かれる事もなく、身をくねらせて灰色の空を泳ぐ。

　その真下。

　炎に包まれつつある滑走路に、小こ柄がらな影かげを見つけた。

「あいつ」

　歳としの頃ころはせいぜい一〇歳さいか、いっても一二歳くらいの少年だろう。黒系のシャツとスパッツに、蛍けい光こうイエローのヘルメットや肘ひじや膝ひざのプロテクター。蜂はちの腹のような警けい戒かい色しよくで彩いろどられたその服装は、スケボーやローラーブレードで遊ぶための装備品のように見えなくもない。

　だが、それとは別に。

　その体格に見合うようカスタムされた物には覚えがあった。

　ブラッドサインだ。

　外的・内的、あらゆる死から召しよう喚かん師しを……というより儀ぎ式しきの執しつ行こうを守る防護円の存在もまた、その小柄な少年の正体を強く知らしめている。

「……あいつ……!!」

　恭きよう介すけがそう叫さけんだのは、少年が従えているリヴァイアサンが、灰色の空から勢い良く滑走路へ襲おそいかかったからだ。

　そこにいたのは、確かに空港を占せん拠きよした覆ふく面めんの男達だったのかもしれない。

　ケースのために多くの民間人を巻き込んだ、情じよう状じよう酌しやく量りようの余地もない外道かもしれない。

　だけど。

　そのあまりにも一方的な赤色の乱らん舞ぶは。

『そうなる事』が分かっていて、なお無む慈じ悲ひに化け物を解き放つ心のありようは。

　どう考えたって、やり過ぎだ。

「恭介ちゃん、ストップ。いったんストップしましょ」

　と、横で緑リユウ娘ニヤン藍ランがそう告げた。

「状じよう況きようを見るに、あれはおそらく私と同じ『イリーガル』の殺し屋ね。まあ私だって、あそこまで一方的な感じだと嫌いや気けは差すけど……ケースを安全に逃にがすため派は遣けんされたとしたら、私達にはヤツと戦う理由はないわ」

「あなたにとっては。でも僕ぼくにとってはそうでもないよ」

「彼らは恭きよう介すけちゃんに『たすけて』とは言っていない」

「言っているかもしれないだろう。距きよ離りが離はなれているせいで耳に届かないだけで」

「……相手は神格級。依より代しろと契けい約やくしていない恭介ちゃんは『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』としての力は使えないから、万に一つも勝ち目はない」

「戦力不足は僕の落ち度であって、彼らが見捨てられる理由にはならない」

　恭介は猛もう威いを振ふるう神格級の怪かい物ぶつを見み据すえながら、

「リューさん、必要なら一人で逃げて。流石さすがに無む闇やみに人工霊れい場じようの中まで飛び込む真似まねはしないけど、でも、僕にもやれる事はまだあるはずだ」

　おう……と緑リユウ娘ニヤン藍ランは額ひたいに手を当てて天を仰あおいだ。

　どうあっても城しろ山やま恭介はスマートに逃げ出すつもりはないらしい。

　そういう風に結論を出した彼女は。




　ゴドン!!　と。

　直後に、恭介の首の後ろの辺りへ容よう赦しやなく打だ撃げきを加えた。




「……ぁ……」

　為なす術すべもなく、恭介は自分の体重も支えられずに崩くずれ落ちていく。

　緑娘藍は少年の体を腕うで一本で支えた。

　空港から安全に逃げ出し、カーチェイスの一つでもかまして追っ手を完全に撒まくために、彼女は彼女で引き続きアタッシェケースを摑つかんで少年を肩かたに担かつぎ、戦場を駆かける。

　全力の本領発はつ揮きでは分からないが、単純な徒と手しゆ空くう拳けんの勝負であれば緑娘藍は全すべてに勝る。
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　　　　？




　音声ＳＮＳ『こえのともだち』。

　登録招待制ボイスチャットより。




　ねえ知ってる、こんな話。

　雨の夜にはご用心、その日はもう出歩かない方が良いかもよ。雨の夜に学校のチャイムが歪ゆがんだ形で鳴り響ひびいたら、それは『雨中の少女』が現れる前ぜん兆ちようなんだって。

『雨中の少女』っていうのは五、六年くらい前かな、雨の日に通学路で殺されちゃった、小さな女の子だっていう話なの。

　絶対気分悪くなるからあんまりお勧すすめはしないけど、マジでそういう事件はあったみたいだね。旧名の夏なつ海み市で検けん索さくするとニュースサイトの記事が出てくるんだって、ほんとほんと。

　でね、『雨中の少女』の顔は誰だれにも分からないの。

　何でも、ボロボロに折れた傘かさを差しているせいで、顔が隠かくれちゃっているんだって。でも、その下に見える服は真っ赤に染まっているし、『事件』の事を考えてみると、あんまり覗のぞき込んでみたいとも思わないけど。

『雨中の少女』と出会うとどうなるか、だって？

　分かんないよ、そんなの。

　あはは、口くち裂さけ女とか花はな子こさんみたいに、分かりやすいオチがあった方が良かったかな。出会ったらもう逃にげられないとか、必ず死ぬとか。

　でも、そういうのって安っぽいと思う。

　怖こわいけど本物らしくない。『だから』安心して囁ささやく事ができるっていうかさ。

　この『雨中の少女』はさ、何かが違ちがうんだよ。

　らしさ、っていうのかな。それが他の有う象ぞう無む象ぞうとは全然違う。わざわざ盛り上げようって意思がないのに、いつまでも忘れ去られる事がないっていうのかな。変な凄すご味みがあるんだ。

　うん。

『雨中の少女』に出会うとどうなるか。少なくとも分かっている共通点はこんなとこかも。




　出会った、とされる人達はみんな、固く口を噤つぐんじゃうんだよ。

　一体何があったらそこまで強く脅おびえちゃうんだろうね。




　　　　２




『昨日発生したＡ区画の国際空港占せん拠きよ事件は、発生からわずか五〇分足らずで一〇二名の人質全員が無事に救出されるという、前ぜん代だい未み聞もんの幕引きとなりました』

『テロの時代に対応した警察側の特とく殊しゆ部隊が、いかに優すぐれたものかを世界へ証明した結果になりましたな。しかし、空港内部へどうやって精せい鋭えいの隊員達を送り込んだかについては公表されておらず、専門家の間でも意見が分かれているようなのですよ』

『トイドリーム35は巨きよ大だい遊園地の街で、民衆の混乱を防ぐ、パパラッチを振ふり切るなどの理由で、空港にもＶＩＰ用の秘ひ密みつの出入口がある、という噂うわさもあります。ネット上ではそれらを使ったのではないかという憶おく測そくも流れているようですが』

『それより装備過か剰じようの疑いが持たれているのが問題かもしれませんな。犯人側の遺体はどれもこれも書類上登録されている官給品にしては損傷が激しいのだとか。とはいえ、一〇〇名以上の人命が関わっていた極限の状じよう況きようなのですから、吞のん気きな市民グループの怒いかりを真に受ける必要はないかと思われますがね』

『なお、犯行グループの一部は空港を飛び出してＡ区画車両橋でカーチェイスを演じましたが、いずれもハンドル操作を誤って事故を起こしています。彼らが「何を」追い駆かけていたのかは疑問の余地もあり、警察では引き続き……』

　城しろ山やま恭きよう介すけの自宅は建売住宅、マンション、学がく生せい寮りようなどではなく、ハーバーに留めてある豪ごう華かなクルーザーだ。少年はあくびをしながら、シリアルと牛乳を軸じくにした朝食の準備を進めていた。

　テレビから流れてくるニュースはどれもこれも間ま違ちがいだらけだが、別に誰だれかが悪意のある噓うそをついて恭介達の手て柄がらを横取りした訳でもない。

　召しよう喚かん師し、依より代しろ、被召物マテリアル。

　召喚儀ぎ礼れいの業界に深く関わる者は、人の視界から外れると途と端たんに忘れられてしまう。『いつの間にか占拠事件が終わっていた』という事実だけを受け止めた人々は、その齟そ齬ごを自分達で勝手に埋うめ合わせてしまったのだろう。

『続いてはスペース白ひげ船長の天気予報です。きゃぷてーん』

『はーい、こちら民間宇宙ステーション・トイドリームｏｐ‐05、スペース白ひげ船長だよ！　宇宙から見下ろした今日の天気はこちら、トイドリーム35は降水確率二〇％って感じだね。今は曇くもりでまだ降っていないとしても、やっぱり傘かさは手放さない方が良いと思うよ！』

『トイドリーム35では、雨の日だけに行われるスペシャルイベント、「レイニースクリーン」キャンペーンを実じつ施し中ちゆうです。雨と光の乱反射が織おり成なす極上の夜景観賞はいかがでしょうか。詳しよう細さいは公式ホームページで……』

　生あい憎にくと、冷蔵庫の中にはサラダが入っていなかった。

　昨日のゴタゴタで食料調達を怠おこたっていたらしい。仕方がないのでシリアルと牛乳の入った大皿の中に、非常食のドライフルーツをしこたま突つっ込んで『野菜分』を確保する。

　朝食を終えると節水仕様の全自動食器洗い機に大皿を入れて、その間にシャワールームで軽く汗を洗い流す。着き替がえはいつものパーカーとズボンの組み合わせではなく、赤系のブレザーだった。

　いい加減に誰だれも彼も忘れているのかもしれないが、一応彼は高校生である。




　　　　３




　その高校は丸いピザのように切り分けられた街の内、Ｒ区画にあった。大きな正方形の敷しき地ちに、無数の柱によって海面から大きく上に支えられているなど、条件を並べると昨日の国際空港を思い出すが、あちらに比べると一回り以上小さい。せいぜい三〇〇メートル大の敷地だ。

「うーい」

　教室に入ると、何人かの男子生徒がそんな適当な挨あい拶さつをかましてきた。男子も女子も、すでに多くの生徒達が集まって朝のホームルームを待っている。恭きよう介すけは毎日遅ち刻こくをするタイプではないが、決して早くに登校する方でもない。

　大体いつも話す人間は決まっているので、恭介もその流れに乗っかって教室の前の方の席へ向かってみる。

　相手は『何でも試して何でも飽あきる』でお馴な染じみの帰宅部部長・簾れん堂どう明あき也やだ。

「ニュース観たかよ、すげえな。警察大だい活かつ躍やくだって。トイドリーム本社も動き出しているみたいでさ、ひょっとするとすぐにでも空港占せん拠きよのアトラクションができるんじゃねえかって話になってるってよ。ほら、サバゲーみたいな感じで」

　粗そ暴ぼうな物の言い方をする割に、その風ふう貌ぼうは女子のブレザーとプリーツスカートで、髪かみもセミロングの茶ちや髪ぱつだ。……ただし名前を確認すれば分かる通り、彼は正しよう真しん正しよう銘めいの男性である。

　生徒手帳にはこうある。

　一、本校生徒は指定の制服を纏まとって学業に勤いそしむべし。

　つまり、男子と女子が互たがい違ちがいの制服を纏う事への記述は特にない。……当たり前過ぎていちいち書くのを忘れていたのかもしれないが。

　ちなみに簾堂明也はファッションの幅はばを広げようとしているだけで、いわゆる本気の『男の娘こ』ではない。この辺を履はき違えてラブレターを送ると返す刀で鼻っ柱を叩たたき折られる羽目になるので要注意だ。

「なになにー、ひょっとして新しいアルバイトの話？」

　と、そこへ寄ってきたのは一本三つ編みに細いフレームのメガネをかけた女子生徒だ。

「何かと思えば図書委員ちゃんではないか」

「名前覚えろや、そろそろ五月に入るぞこの野や郎ろう」

　夢も希望もみんなのイメージも台無しの図書委員ちゃんなのだった。

　彼女は低い声で言った後、ことさらに声を小さく抑おさえて、

「（……何よー、マジでバイト募集しているっていうなら一言教えなさいよ。あたし、そういうのに目がないんだから）」

「オメーも気が早はええな。まだ新しいアトラクションができんじゃねえのって噂うわさの段階なのに」

「（話題になってから募集記事を追い駆かけたって、すでにメンツは埋うまっているわよ。こっちから動かないと美味おいしいポジションは手に入れられない。何にだって当てはまると思うけど）」

「けどまあ、ひょっとするとオメーの苦手なホラー系になるかもしんねえぞ？」

「どういう事かな？」

　あれは恭きよう介すけ達の行動が、歪ゆがんだ形で修正されたものだ。

　しかし、当の本人達には『歪み』が及およばない故ゆえに、どういう風に歪められているのかを実感できない。変なヒントを現場に残していなければ良いが、と恭介は考えていたのだが、

「何でも、占せん拠きよ事件発生の前後で例の『雨中の少女』が目もく撃げきされたんだってよ」

　完全に見けん当とう違ちがいだった。

　あのバインバインの緑リユウ娘ニヤン藍ランが『少女』のカテゴリに入るとも思えないし。

「『災害の前にイルカ大暴走』みてえに、なんかの前まえ触ぶれだったんじゃねえのって話がネットに上がってる。トイドリーム本社が和風ホラーを理解するとは思えねえけど、そっちに喰くいついたらお化け屋や敷しきになるかもしんねえ」

「あ、あはは。そういう話ならちょこーっと引いておこうかなあ……」

「オメーはホントにダメだよな、そっち系。『本当は怖こわい童話』だの何だので目を逸そらすくらいだし」

「良いよ、そんなの、悪あく趣しゆ味みだよ。河原の石みたいに時間の流れで角が丸くなっていたって良いじゃん。オリジナルだからって、わざわざゴツゴツとっつきにくい話に戻もどしたがる方が訳分かんないって」

　図書委員ちゃんは乾かわいた笑いと共に、本当に一歩後ろに下がった。

　よっぽど苦手なジャンルらしい。

　恭介は眉まゆをひそめて、

「『雨中の少女』って、通学路に現れるお化けだっけ？」

「だよ。つってもネットで噂が出回ったせいか今じゃグアムだのニューヨークだのの学校前にも出るらしい。もったいねえ、いっそ学校の中に出てくれりゃあな。文化祭でクラスの出し物をお化け屋敷一いつ択たくにできたかもしれねえのに」

　その口くち振ぶりだけで、信じていないのが良く分かる台詞せりふだった。

　召しよう喚かん儀ぎ礼れいの世界に関わっていなければ、それが普ふ通つうの認識だろう。高校生にもなってお化けの話で脅おびえている図書委員ちゃんの方が感受性が豊かすぎる。……まあ、血を見るのが駄だ目め、と一いつ緒しよで、本当に苦手な人は努力でどうにかできる話でもないのだろうが。

「文化祭の出し物って、実は内申点のチェックに使われている、なんて話もあったような」

「他にもトイドリーム本社のスカウトがラーメン雑誌の調査員みてえに内ない偵ていしてやがるとかな。だから気を抜ぬいている訳にもいかねえ、何しろ世界企き業ぎようだぜ？　良い意味で注目を集めりゃ勝ち組人生決定じゃね……」

　そんな簾れん堂どう明あき也やの言葉が、唐とう突とつに途と切ぎれた。




　けたたましい非常ベルの大だい音おん響きようが学校中に炸さく裂れつしたからだ。




　とはいえ。

　この手の警報が鳴り響ひびいても、生徒達はバタバタとその辺を走り回ったりはしない。まず始めにするのは、怪け訝げんな顔でスピーカーの方へ視線を投げる事だ。

「やれやれ、どっかの馬ば鹿かがはしゃいでボタン押おしやがったか？」

　そんな風に呟つぶやく簾堂だが、どうも事情は違ちがうらしい。

　ピンポンパンポーン、というお決まりの音色がスピーカーの方から流れてきた。

　続いて、放送部員のものらしい、女の子の声が響き渡わたる。

『これより、抜ぬき打ちの緊きん急きゆう時じ防犯訓練を実じつ施しします。各クラスの生徒達は教員の指示に従って速すみやかに避ひ難なん活動を行ってください。繰くり返します……』

　図書委員ちゃんがうんざりした調子で呟く。

「うへえ、今の聞いた？　外はしとしと雨が降り始めているっていうのに、これから全員集合で校長先生のお話コースになるのかしら」

「雨だし体育館に変へん更こうではないかな？」

「どっちだろうが面めん倒どう臭くせえよ！　何だ何だ、空港占せん拠きよのニュースを観て流行に乗っかろうとしたバカは俺おれだけじゃなかったって寸法か？　テロリストだの通り魔まだの銃じゆう乱らん射しやだのが校舎に突とつ撃げきしてきたっつー想定なのに、えっちらおっちらみんなで廊ろう下かを出歩いてどうすんだ」

「朝のホームルームも始まっていないのに、出欠どうするんだろうね」

「ああくそ、有う耶や無む耶やになるんだったらベッドで二度寝ねしているべきだったぜ」

　あれこれ文句を言っても仕方がない。

　誰だれがどう見たって意味のない行事だが、この手の訓練を茶化すと内申点を大きくマイナスされる、という豆知識もすっかり浸しん透とう済みだ。

　のんびりやってきたクラスの担任（おっとり系巨きよ乳にゆうで隠かくれニックネームは『牛』）の指示に従って男女二列で廊下を歩く。どうぞ皆みな殺ごろしにしてください肉の盾たてになりますから、というプラカードでも掲かかげてみたい気分にさせられた。

　階段を下りるところで、他のクラスとかち合った。

　恭きよう介すけ達よりも上級生のクラスだ。

「どけ一年、マナーじゃなくてルールだ馬ば鹿か」

「絡からむなって、見るからに頭悪そうだろ。何言っても時間の無む駄だだ」

　くっくっ、と笑いながら男子の一団が通り過ぎていく。

　簾れん堂どう明あき也やは小指で耳の穴をほじっていた。

「あーあ、早速ニンゲン辞めてるじゃん。あんな風にはなりたくねえわな。やっぱりさ、一年進むごとに違ちがいの分かるオトナになりてえじゃん？　何だ、あの態度だけデカくて能力ゼロの小さいオヤジは。三〇になっても四〇になってもあのまんま落ちぶれていくのが目に浮うかぶぜ。変化があるのは髪かみの量だけか？」

「今の僕ぼく達だって、中学生とかが見たらガッカリする高校生かもしれないけどね」

「俺おれさあ、あの頃ころは自じ慢まんじゃねえが高校へ進んだ瞬しゆん間かんに入学式で童どう貞てい捨てられると信じていたんだぜ。優しい先せん輩ぱいか女教師に体育倉庫へ誘さそわれてよ」

「そうなの？　僕は世界の一つでも救えるものだと思っていたけど」

　あっはっはっはっは、と少年達は馬鹿笑い。

　……あながち片方の言っている事は笑えない辺りに気づく者などもちろんいない。

　と、そんな時だった。

　ふわりと柑かん橘きつ系の優しい匂においが恭介の鼻についた。

『先輩方』の中の一人、長い黒髪の先せん端たん近くを大きなリボンで束ね、緑リユウ娘ニヤン藍ランと良い勝負になりそうな豊満な胸むねを備えたセンパイ系女子が片手で拝むようなジェスチャーをしながら、片目を瞑つぶって恭介達にこう囁ささやいてきたのだ。

　早速自みずからの腕うでで自らの胸をむにゅりと外側から柔やわらかく潰つぶしている事には気づいているのかいないのか。
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「（……すまんな城しろ山やま少年、朝っぱらからくだらんイベントに付き合わせて。でも全校集会のおかげで一限は潰れるぞ、それでチャラにしてくれたまえ）」

　内ない緒しよ話のつもりか知らないが、思ったよりも距きよ離りはずっと近い。

　特に触ふれてもいないのに、柔らかい頰ほおの温度が伝わってきそうな勢いだ。

「生徒会長がそれで良いんですか」

　げんなりしながら答える恭介に、髪から甘あまい匂いを放つセンパイはこう答えた。

「（何を言うか。私だって昨日の今日で『壇だん上じようの挨あい拶さつ』を任されて夜通し原げん稿こう作りに奔ほん走そうさせられたんだ。面白くないのはこっちも同じだよ、でも一限の選せん択たく社会が潰れたのは幸いだった）」

「ああもう、自分で選んで自分で不満なんですか」

「（世界史の授業があんなにつまらないのはもはや奇き跡せき的てきな苦痛だ。何であいつは年表通りに板書するだけで、間に挟はさまるロマンを理解しないのかね。残念ながら素質の問題だな）」

　ではな、と軽く手を振ふって、センパイは先に階段を下りていく。

　図書委員ちゃんが口を挟んできた。

「うへえ。『歴史って普ふ通つうは楽しいものだろう？』なーんて考えている時点で、もうあたし達とはスペックが違ちがいますうーって感じよね」

「あれ？　図書委員ちゃんは図書委員ちゃんであるからして、水すい滸こ伝でんとかシェイクスピアとかには目がないタイプでは……？」

「名前覚えろや。あたしのこれキャラ作りだから、本は好きだけど別に詳くわしくないし。自分で買った本なんて二、三冊くらいのもんで、後は親の本ほん棚だなから借りているものばっかりよ」

　アイドルの素顔を見せられたような気分にさせられる一言だった。

　内申点はきっと魔ま力りよくでできているのだ。

　若じやつ干かんブルーになる恭きよう介すけに、簾れん堂どう明あき也やが予想外なリカバリーを投げ込んできた。

「けけっ、意外にめるへんな童話ばっかりな」

「うっ、うるさいなっ!!　トイドリームは外資系遊園地の街なんだから、むしろ市民権はこっちにある!!」

　顔を真っ赤にする図書委員ちゃんだが、童話好きそのものは否ひ定ていできなかったらしい。

　確かに簾堂の言う通り、意外な側面ではある。

「でもセレブでＦ１仕様の会長さん、俺おれ達原チャリ庶しよ民みんと違ちがってトイドリーム本社のスカウト枠わくの最有力候補だろ。『リピーターと反復性カタルシス』って経済論文がイギリスの『ビジネス＆クレジット』に掲けい載さいされて大注目だって。世界企き業ぎようの重役ポストに乗っかれるコースだぜ、風船の糸切ったらそのまんま雲の上に旅立たれる人じゃねえか。俺達とは違うよなあ」

　ちなみに、抜ぬき打ちの防犯訓練だというのに全校生徒の集合場所は恭きよう介すけの読み通り体育館だった。

　テロリストや乱射犯が闊かつ歩ぽする死の学校において、こんな所に集まって何をしろというのだろう？　現実に戦い慣れた恭介でなくとも、ここが巨きよ大だいな処刑場になるのは誰だれだって目に見えているはずだ。

　お決まりの校長先生のお話については、現役の召しよう喚かん師しである『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』城しろ山やま恭介をもってしても、渾こん身しんの忍にん耐たいを行使しなくては立ったまま居い眠ねむりしかねないレベルだった。被召物マテリアルに頼たよらずに時間感覚を狂くるわせる超ちよう常じようを行使できるとしたらかなりのものだと判断する。

　……そして、この『駄だ目めな例』の後にやってきたセンパイのスピーチの、なんと効果的な事か。砂さ漠ばくを延々と歩かされた後に、キンキンに冷えたミントのアイスを渡わたされたような気分にさせられた。

『重要なのは不測の事態に慣れておく事で、そのためには反復練習が最も効果的だ。つまり、いざという時に膝ひざが震ふるえないように準備運動をしておこう、という訳だな。こいつは海水浴と一いつ緒しよだよ。水に顔をつけた事もない子供をいきなり岸から突つき飛ばせば、どうなるかは目に見えているだろう？　そして残念ながら、銃じゆう撃げき戦せんには浮うき輪の代わりになるものはない。泳げるようになるまで練習するしかないんだ。分かったつもりが一番怖こわい』

　文章自体は『壇だん上じように相応ふさわしい』お堅かたいものだが、ただ淡たん々たんと文章を読み続ける校長と違い、こちらは要所要所で身み振ぶりを交え、言葉に抑よく揚ようを持たせる事でドラマの波を作っている。『音読』と『演説』の違いというヤツである。

　そして所々に身近な例を持ち出し、『何でこんな事を』という不満や疑問を分かりやすく解消させる事で、謎なぞ解ときじみた達成感さえ与えてくる。いわゆる『説明されたから分かった』ではなく『頭が良いから俺だけには伝わった』感を抱いだかせる訳だ。

　それが、実際には一〇〇％丁てい寧ねいに解説され誘ゆう導どうされた結果だったとしても。

「……これを一ひと晩ばんで組んだとしたら、舞ぶ台たい作家か政治家の秘ひ書しよになれる訳だが」

「裏方じゃなくて、スポットライトの下に出た方がお似合いじゃない？」

　隣となりの列にいた図書委員ちゃんがそんな事を言ってきた。

「でも、ここまで差が出るなら、いっそ校長の原げん稿こうも書いてあげれば良いんじゃないかしら」

「プライドの問題だろうさ。そんな風になったら大人が泣なき出す訳だが」

　恭介達がひそひそ話をしていると、放送部員がマイク片手にこんな風に締しめくくった。

『以上、生徒会長・紅べに小こ道みち楓ふう希きさんのお話でした。これで緊きん急きゆう時じ防犯訓練は終了となります。二限からは通常通りの授業となりますので、各おの々おの、速すみやかに元の教室へ戻もどってください』

　つまり、今日も平和という事だった。

　でなければ、こんなにのんびり訓練なんてしていられない。




　　　　４




　昼休みになった。

　城しろ山やま恭きよう介すけは普ふ段だん、一人でご飯を食べる事が多い。

　理由は単純で、昼休みになるとクラスメイト達が各々バラバラに動き出すからだ。すると『視界から外れた途と端たんに忘れられる』召しよう喚かん師しの特性が顔を出す。どんな約束をしても簡単に忘ぼう却きやくされてしまうため、食事の約束だっていっしょくたに無効化される。

　そんなこんなで一人で学食へ行き、塩バターラーメンを注文して席に座ると、向かいに上級生の女子生徒が腰こし掛かけてきた。

　生徒会長の紅べに小こ道みち楓ふう希きだ。

「合席構わんか、城山少年？」

「ええまあ。……何なんですそれ？」

　相手が真正面に腰掛けている限りは、恭介が一いつ般ぱん人じんから忘れられる事もない。一時的に忘れられていた記き憶おくも、この時だけは繫つながって円えん滑かつに蓄ちく積せきされていく。

　そして少年が怪け訝げんな声で言ったのは、彼女のトレイに乗っかっているものが、学食の自じ販はん機きのどこにも登録されていない謎なぞの料理だったからだ。

　生徒会長の特権で一人だけ重箱弁当、とかいう豪ごう華かな話ではない。

「低カロリーのこんにゃく中ちゆう華かそばだと。今度、学食に採さい用ようされるかどうかの試験中だ」

「正統派とは呼べないし、ゲテモノ枠わくにしては踏ふみ込みが足りないような」

「私は食のこだわりを放ほう棄きした健康食品枠だと思っているがね」

「健康って……麵めんをこんにゃくにしても、そもそもつゆのアブラ率が半はん端ぱないのでは……？」

「それ以前に味が心配だ。どんなに美び辞じ麗れい句くを並べたところで、不味まずいものには手を出さないのが食べ盛りの定めだからな。君がそうして、無意味にラーメンの上へバターを乗っけているように」

「いやあ、何でバターの塊かたまりを乗っけるだけでブルジョワな感じが出るんでしょうね」

「気持ちはすごく分かるよ。ハンバーガーのピクルスの酸味は苦手だが、これが輪切りの新しん鮮せんなトマトになると途と端たんに豪華な感じが出るのと一いつ緒しよだな。実は本気で漬つけ込んだピクルスの方が高くつくのにだ」

「唐から揚あげの横にあるレモン」

「ソーダフロートのバニラアイス」

「焼肉やバーベキューの時に鉄板の端はしで勝手に作っている焼きおにぎり」

「ケーキの上の砂さ糖とう菓が子し人形って最強だよな」

　ガッ!!　と。何故なぜだか城しろ山やま恭きよう介すけと紅べに小こ道みち楓ふう希きは固く握あく手しゆしていた。

　魂たましいの理解者と巡めぐり合った気分だった。

　ピアノとバイオリンと華か道どうと茶道と乗馬と英会話で血肉ができています、といった感じの生徒会長だが、ラーメンを食べる時の『作法』は心得ているらしい。普ふ通つうに割り箸ばしを使って普通に麵めんをすすっている。……もっとも、片手で耳元の長い髪かみをかき上げているサマは無意味に艶なまめかしかったりする訳なのだが。

　パスタみたいにくるくるしないのが逆に不自然に見える人間というのも珍めずらしいだろう。

「ん？　何だ、顔に何かついているか？」

「いえ別に」

「味はそこそこ、といったところだな。なまじ食感がきちんとラーメンに似ている分、驚おどろかしがない。『だったら普通のラーメンで良いじゃん』になりそうで、どうやって宣伝文句を作れば良いのか不安になる味だ」

「カロリーハーフで同じ味、くらいざっくりできれば分かりやすいんでしょうけどね」

「こんにゃく麵にはそこまでの効果はないんだよな。だが食べられない味でもない。ほら、一口やろう」

「今まさにラーメンの最上位クラスである塩バターで舌が肥えている真っ最中ですけど!?」

「だから羨うらやましいから交こう換かん条件で一口寄よ越こせと言っているのだ」

　互たがいの丼どんぶりに箸が差し込まれて、麵が交差する。何故だろう、きゃーこれって間接キスってヤツなんじゃー、なんていうロマンは感じられなかった。ラーメンは人類が研けん磨まさせた究極の大衆料理の一つかもしれないが、恋れん愛あい要素にはとことん不向きだ。

　でもって、噂うわさのこんにゃく麵のお味はと言えば、

「……普通にラーメン、普通に食べられる訳だが。確かにこれ、進化の行き止まりっていうか、もうここからどの方向にも伸のびないような……」

「な？　プロデュースする側に立つと怖こわい商品だろう。開発者には何の落ち度もないから見捨てるに見捨てられなくてな。……ああくそ、それにしたってやっぱり塩バターが最強か。もう一口、いやいっそ丼ごと交こう換かんしよう！　なぁに、こいつは未知の新商品を君の手で独どく占せんするチャンスだぞ!!」

「やめてくださいよ人生の喜びを丸ごとかっさらうような横暴!!　これいった後にこんにゃく麵を食べたって感動が何もない訳だが！　味のないスポンジを嚙かんでいるような気分にさせられるんです!!」

　割と本気のギラギラした目から丼を死守するべく体を丸める恭介。

　と、そんな時だった。

　トレイを持って空あいたテーブルに向かう運動部らしき一団の話が彼らの方にまで届く。

「マジだって、道具の後片付けで居残りしてやがった一年とかが見たっつってんだよ、例の『雨中の少女』!!」

「んな訳ねーべ、どうせネットの検けん索さくで見つけて面白がってんだって」

「元ネタじゃあ草くさ刈かり鎌がまを頭に一九回も振ふり下ろされたって話だろ。しかもやったの遺伝子チューニングのせいで骨格無視した大男だってさ。幽ゆう霊れいより犯人の方がよっぽどおっかねえぜ」

　乾かわいた気分になる話だった。

　一団が通り過ぎた後、紅べに小こ道みち楓ふう希きはコップに入った水を一口飲んでから、

「ここ最近、そういう話が増えているな。『お化け』の歳としを考えるに、おそらく元は日本のどこかの小学校に由来する怪かい談だんだったのだろうが、学校繫つながりでこっちの高校にまで波は及きゆうし始めている。ネットで日本どころか世界中に広まっている話だし、今に花はな子こさんと同じように、学校に合わせて『雨中の少女』の歳もバラバラになっていくんじゃないか」

「ちなみにセンパイは？」

「信じる理由がないだろう。……こういう台詞せりふを聞かれると、涙なみだもろくて信心深い母親辺りが目め尻じりを吊つり上げそうだがね」

　やっぱり、それが当たり前の反応なのかもしれない。

　召しよう喚かん儀ぎ礼れいを知らず、誰だれからも忘れられる心配のない普ふ通つうの人達にとっては。

　そんな風に恭きよう介すけが思っていた時だった。

「ひょんなわけれそんなわけで、ひゃーしゅーとにゃるとをチヤーシユーとナルトをこうきゃんというほうきょうでこうかんというほうこうでどうひゃろうどうだろう？」

「あっ！　勝手に人の焼き豚ぶた頰ほお張ばりながら提案する事ですかそれ!?」
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　召喚儀礼の世界において、幽霊は当人よりも『場所』に由来した現象だ、とされている。

　現世と異界。二つの領域を行き交うために必要な『何か』。

　それが何らかの理由で目め詰づまりを起こした結果、旅立つはずの魂たましいが旅立てずに留とどまってしまった存在。

　だから、幽霊退治は最も初歩的な依い頼らいでもある。

　被召物マテリアルを駆く使しして幽霊と戦う事例は、相手がよほどの怨おん霊りようでない限りほとんどない。

　多くの場合は励起手榴弾インセンスグレネードを投げて人工霊場を整えた時点で決着する。一応、幽霊も超ちよう常じようの存在であるのだから、人工霊場の中では常より強大な力を振るうように、ブーストされる事になる。

　だがその力が具体的に振るわれる事はない。

　被召物マテリアルを呼び出すための条件を整えた段階で『目詰まり』が強制的に排はい除じよされ、雨どいに残っていた水たまりが流れていくように、幽ゆう霊れいはどこかへ消えてしまうからだ。

　幽霊が宗教上の天国とやらに向かうのか、被召物マテリアルのひしめく異界へ飛ばされるのか、それともただ消しよう滅めつするのか。

　それは観測上の問題によって明らかにはされていない。

　だが現世の、人間から見た都合だけで言うなら、とりあえずは解決できてしまう。




　言ってしまえば、分かっているのは『これ』だけだった。

　実際のところ、規定級、神格級、未み踏とう級、そしてその頂点たる『白き女王』まで手が届く第一線の召しよう喚かん師し達でさえ、『幽霊という現象』について知っている事は少ないのだった。
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　午後になると、雨足は徐じよ々じよに激しくなってきた。

　教室の窓まどガラスにビシビシと雨あま粒つぶの当たる音が連続している。

　クラスの中で頻ひん繁ぱんに手紙のやり取りが交わされていたり、こっそり携けい帯たい電話をカチカチ操作しているのは、きっと運動部連中の場所取り合戦だろう。こんな雨の日は部室で筋トレか廊ろう下かや階段をダッシュくらいしかやる事がない。そして普ふ段だんはランニングなどしたくないのに、雨の日ばかりは走りたがるものなのだ。きっとラーメンの上に乗っかっているバターの塊かたまりと同じ効果なのだろう。みんなで廊下の取り合いをしている。

　帰りのホームルームが終わると、やっと放課後だ。

　クラスメイト達がバラバラに動き出すと恭きよう介すけの存在はじきに『忘れられてしまう』のだが、それにも時間差はある。

　教室から部活へ。

　そのわずかな名残なごりの時間、恭介は図書委員ちゃんと話をしていた。

「うへえ……。こんな時間になってもまだ降っているし。今日はもうずーっと夜まで降り続くのかしら」

「あれ？　図書委員ちゃんってなんか遊びに行く予定でもあるのかな？」

「名前を覚える努力をしようや。あたしはこれからその委員会よ。図書室のカウンターでお留守番。いっそクラシックでも流してくれたら気持ち良くお昼ひる寝ねできるかもしれないのにね」

　……だったら雨でも不都合はないだろうに、と恭介は疑問に思った。いくら雨の日だからって、図書室で保管されている蔵書が湿し気ける事はないだろう。

　と、そこでひょっこり横から口を挟はさんだのは簾れん堂どう明あき也やだ。

「つーか、巷ちまたで噂うわさの『雨中の少女』が怖こわいんじゃね？　あれ実は元ネタこの街だった、なんて話も出回ってるしよ。この季節じゃあ、図書委員の仕事が長引くと真っ暗になっちまうだろうしな」

「い、いや、そんなんじゃないし……」

「もう膝ひざが震ふるえてますけど？　こりゃマジで文化祭の出し物お化け屋や敷しきにすりゃあ女の子から抱き着きサービスでももらえんのかね、はっはっはー!!」

　じゃあ、あ、あたしはそろそろこの辺でー……、と図書委員ちゃんは足早に教室から出て行ってしまう。

　彼女がいなくなった後、簾れん堂どうは何やら首をひねっていた。

「どうしたのかな？」

「いやさ、あいつ、前からあんなに怪かい談だん駄だ目めだったっけ？　って思ってさ」

「まだ四月の終わりだし、僕ぼくにそんなの聞かれても困る訳だが」

「俺おれは中学も一いつ緒しよだったんだよ。でも、そんときゃあんなに怖こわがりって訳でもなかったような気がするんだけどなあ……？」

　疑問を解消できないまま、簾堂も簾堂で教室から立ち去っていく。

　まだクラスには何人か生徒達が残っていたが、そんな中で恭きよう介すけは自分の席で勉強道具を広げていた。

　学生と召しよう喚かん師しの二重生活をしていると、成績を維い持じするのも大変な訳だ。
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「そんな訳でさ、重力加速度だからここはシンプルにｇだろ？　違ちがう、この場合は九・八を掛かける必要はないんだ、円えん錐すい振ふり子この公式は覚えているか。ヒントはパイとルートを使う」

「……、」

「君な。一応、選せん択たく科学で自分から物理を選んだクチだろう？　にも拘かかわらず……なんというか、君は色々と不向きだなあ。頭が悪いとか理系の脳じゃないとかそういう話とは違って……何だか、違う世界の物理定数が染み付いているような感じだ。間違っているなりに筋が通っているから修正が難しそうなんだよなあ」

「あの、センパイ」

　二人きりの教室で恭介が尋たずねると、さして大きくもない机を挟はさんで向かいに陣じん取どる生徒会長・紅べに小こ道みち楓ふう希きはきょとんとした顔で『どうした？』とだけ告げた。

　なので恭介は遠えん慮りよなく先を言った。

「全体的に何やっているんですか」

「小しよう休きゆう憩けいだよ。今、生徒会室という名の密みつ室しつでは何をやっていると思う？　答えを知ったら絶望するぞ」

「では良いです」

「簡単に言うと書記と会計が髪かみの毛摑つかみ合って暴れている。予算関係の話はどうしてもなあ。まあ、連中の場合は好き合っているからコミュニケーションの一環かもしれないが」

「前置きした上で巻き込まないでくださいよ！　しかも個人情報まで!!」

　抗こう議ぎをサラリと受け流し、生徒会長は恭きよう介すけの机の天板に肘ひじをつけて頰ほお杖づえをついていた。

　途と端たんに、『のしっ』と音がしそうな勢いで、具体的な明言は避さけたい大きな塊かたまりが二つほど机の上へ乗っかる。

　召しよう喚かん師しは一いつ般ぱん人じんの目に入らない限りは忘れられる存在だ。恭介としては、目に留まるような位置で不用意に勉強していた己おのれを恨うらむしかない。おかげで駆かけ込み寺の役を買う羽目になった。

「あいつら、最初の内は私に仲ちゆう裁さいしてもらう事で感謝していたんだがな。どうもここ最近は面めん倒どう見てもらって当然、みたいな匂においを漂ただよわせていたから、一度放り投げてみた。予想では困り顔、引っ込みがつかない、勢い余って刃にん傷じよう沙ざ汰た。さあどれにベットする!!」

「生徒会のみなさーん!!　不ふ謹きん慎しんな会長はここにいますよー!!」

　面倒になってきたので大声で叫さけぶと、慌あわてて口を塞ふさがれた。

　男のそれとは明らかに違ちがう、柔やわらかくてしっとりとした掌てのひらで顔の下半分を覆おおわれる。

　召喚師は人の目に触ふれない限り忘れられるが、大声は『誰だれのものか分からない声』として認識される。些さ細さいな実験を繰くり返すつもりだったが、途と中ちゆうで阻そ止しされてしまった。

「まあまあ、品行方正、成績優秀、文武両道、一いつ騎き当とう千せん、天てん下か無む双そうの美人生徒会長が勉強を見てやっているんだからむせび泣なこうじゃないか。掌ぺろぺろまでなら許す」

「ぷはっ、自己評価がどんどん怖こわくなっていく人には絶対嫌いやです。そのまま顔握にぎり潰つぶされそうですし」

「つまらんなあ」

　と、生徒会長は恭介の唇くちびるを人差し指の腹で一度ゆっくりとなぞってから、元の頰杖体勢へ戻もどっていく。

「結局、歴史に限らず学問とはおしなべてロマンだ。一つの発見、一つの公式を巡めぐって多くの学者達が人生を費ついやしている。ぶっちゃけ、英文法だって円周率だって、そいつにまつわるドラマから学んだ方が頭に入りやすいぞ。感情移入は最大の学習方法だよ、これは私が保証する」

「……センパイ、自分で選んでお金を払はらった本と、読書感想文の課題図書では文字を目で追う苦痛度が段違いだと思うんですけど」

「ふむ、残念ながら『無理して覚える』という概がい念ねんが私には分からんな……。目の前に理解できん事が一つ転がっていれば、何故なぜそんなものが存在するのか、その発生と成り立ちを調べてみたくなるのが人間の好こう奇き心しんではないか？」

「……、」

（理解できない事が一つ転がっていれば、か）

　一いつ瞬しゆん、真っ白な色しき彩さいで埋うめ尽つくされ、少女の形を取った極大の邪悪が脳裏をよぎるが、恭きよう介すけは頭を振ふってくだらない妄もう想そうを追い払はらった。

　召しよう喚かん儀ぎ礼れいの事を知らない先せん輩ぱいは、くすくすと笑って恭介の鼻先に人差し指を向けた。

　鼻の頭に触ふれるか触れないかをキープしながら、彼女は言う。

「君はどこか、遠くを見ているような気がするな」

「何ですか、藪やぶから棒ぼうに」

「自分がズレている自覚はあるだろう？　壊こわれているでも崩くずれているでもなく、ズレている。君の心は、このトンチキな物理の方程式と一いつ緒しよだ。なんていうか、普ふ通つうの高校生としてはおかしいが、どこか別の場所に立てばそれがカッチリ当てはまる。そんな感じがするんだよ」

「……一応念のため。部活もバイトもしていませんけど？」

「ハハッ、そうか。まあ良いさ。実を言うとな、私も何でもかんでも思い通りの高校生活ってヤツにはちょっと飽あき飽きしているところなんだ。だから、まあ、今は無理に話さなくても良い。でも、もしも何かのきっかけで話したいと思えるようになったら、ＵＦＯ調査委員会でも妖よう怪かいバスターズでも何でも良い、とにかくその『二重生活のもう一個』を私にも教えてはくれないか？」

　ずずい、と小さな顔を近づけ、今度こそ恭介の鼻の頭に人差し指の腹でうっすらと触れながら、好こう奇き心しん旺おう盛せいな美女は笑って言った。

「なんていうか、君のズレ方は心地が良いんだよ。もしもそのズレ方が当たり前のように受け入れられる世界があったら、きっと私にとっても気持ち良い刺し激げきに満たされると思うしさ」

「善ぜん処しよします」

「前ぜん途とは多難そうだな」

　恭介は誤ご魔ま化かすため、白一色のノートに彩いろどりを与えるべく机の上の蛍けい光こうマーカーに手を伸のばそうとする。

　が、どこにもない。

　床ゆかにでも落としたかなと思ったが、そういう訳でもないらしい。

　のしのしっ！　と。

　そんな音が聞こえてきそうなくらい机の天板に乗っかっている、思春期男子としてはダイレクトに言げん及きゆうしがたい二つの塊かたまりによって蛍光マーカーが吞のみ込まれつつある……!?

「ん？　どうした、探し物なら手伝おうか城しろ山やま少年？」

「確信犯なんですか!?　そのとんでもなく柔やわらかい『真実の口』!!」
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　そして完全下校時刻に廊ろう下かで城山恭介は図書委員ちゃんと鉢はち合あわせた。

「あれ？　城しろ山やま君、帰宅部なのに今まで何やってたの？」

「学生の本分かな」

「？」

　ちなみに生徒会長は執しつ行こう部ぶのお歴々に泣なきつかれて、渋しぶ々しぶ元のホームグラウンドに戻もどっていった。今どうなっているかは恭きよう介すけも知らない。ひょっとしたら一いつ騎き当とう千せんで天てん下か無む双そうとの自己評価通り、鶴つるの構えとかで暴れる書記だの会計だのを蹴け散ちらしているかもしれない。

　適当に言い合いながら、恭介と図書委員ちゃんは二人して廊ろう下かを歩く。

　すでに蛍けい光こう灯とうのスイッチは切られていて、廊下は外から差し込む電でん飾しよくの淡あわい光だけが頼たよりとなっていた。その窓まども雨あま粒つぶがビシビシ当たっていて、外の景色はアメーバのように歪ゆがんでいる。

「『レイニースクリーン』なんて言っているけど、こんな雨続きで遊園地に遊びに来る人なんているのかな」

「……、」

「図書委員ちゃん？」

「えっ、あ!?　う、うんうん、でもバイトの方はかなり補ほ充じゆうしているみたいよ。珍めずらしいもの見たさで結構集まっているんだって。大量の雨粒にプロジェクターから放った映像を表示して指向性スピーカーで音声を流すって、原理自体は割と単純なのにね」

　名前は良いのかな？　と恭介は思ったが、藪やぶ蛇へびになるので深くは探さぐらない。

「となると、委員会の仕事の後にアルバイトも控ひかえているっていう事かな？　何だかそれも大変だね」

「ほんとだよー。『レイニースクリーン』って基本的にホテルとか車内とかから眺ながめる雨の夜景観賞イベントな訳じゃない？　よりにもよって、今日は車両橋のスポーツカー向け出前サービスだよ。スマホ一本でＧＰＳ注文入ったらどこでも三〇分以内に料理を届けなくちゃならないって例のあれ。こんな雨の中でやるような仕事じゃないって」

「何だか、女の子が夜にやると危なそうな仕事に聞こえるけど」

「よ、夜になったってお化けなんか出ない!!　にゃにをヒカガクテキな!?」

「そうではなくて。『実は男性お一人様からご注文』されていたって、電話口では分からない訳だろう？　しかも車からの注文に答えるとなると、あらかじめ人目につかない場所に車を停めておく事もできるし。穴場で静かに夜景を見たいとか、適当な言い訳をつけてさ」

「一応二人一組で、催さい涙るいスプレーとスタンガンを支給されていますけど？」

「何でそれを取り上げられて自分に向けられるって可能性を考こう慮りよしないのかな。盗ぬすんだスマホからＧＰＳ注文を送っていれば、店側に残るデータを担保に犯人を特定する事もできないのにだ」

　さらっと言った直後に図書委員ちゃんがカチンコチンになった。今まで自分がどんだけ頼りない吊つり橋を渡わたり続けてきたのか、今になって気づいたらしい。

「へ、えへへ。ちなみに城しろ山やま君、今夜はお暇ひまかな？　たまたまバイトをしているあたしとたまたまおんなじルートを通る予定はあったりするのかなー!?」

「やだよ面めん倒どう臭くさい！　この雨の中一ひと晩ばんかけて図書委員ちゃんと同じ事しているのに、何で僕ぼくだけバイト料が出ないのか!?」

「特典として女の子と夜歩きデートができる他、晩ばんご飯が丸ごと浮うくよ！　バイト先はフレンチだから仔こ牛うしが美味おいしいよ!!」

「ぐうう……!?」

　ここに来てまた塩バターラーメンのバターの塊かたまり効果が襲おそいかかってきた。

　相手は仔牛だ。単なる牛肉ではない、仔牛なのだ。

　具体的に仔牛の肉を煮にるのか焼くのかどうすんのかも分からない中、とにかく仔牛という単語のパワーだけで魂たましいを持っていかれそうになる恭きよう介すけ。

「成分的には同じ、成分的には同じ。分子配列に違ちがいはない訳だが……ぶつぶつ……」

「でもほら仔牛ちゃんだよー？　ほらほらー、余り物のまかないと言ってもなかなか食べられるものじゃないよー？」

「とっ、図書委員ちゃんのくせに、意外とやりおるわ」

「キャラ崩ほう壊かいしているし名前名前。じゃあ付き添そいオーケーって事で大だい丈じよう夫ぶね」

「まあ仔牛が出てくるなら良いけど、それって今から？　それとも時間が空あいたりする？」

「ん、どして？」

　……視線から外れると約束は『忘れられてしまう』からなのだが、これは説明のしようがない。一方的に忘れられた状態から携けい帯たい電話片手に再合流するのは、周りが思っているよりずっと面倒臭いものだ。視界に入らない限り、どれだけ言葉で説明しても覚えてもらえないのだから。

「バイトは七時半からだから……っと、意外に危ないか。列車が事故とかで停まっていたら割とギリギリになるかも。とにかく、まずはＳ区画まで向かいましょう。お店があるのそっちだから」

「一応善ぜん意いからツッコミ入れておくけど、あなたが保険にしている僕ぼくだって男ではある訳だが。人ひと気けのない暗がりに連れて行っても大丈夫なの？」

「ああん？　城山君は間違いなく安あん全ぜん牌パイっしょ。月曜九時のドラマよりは教育番組の人形劇っていうか？　たとえ壁かべ紙がみが全部ピンク色で埋うめ尽つくされたホテルで二人きりになったって、何かが起こるはずもないし」

　その召しよう喚かん師しは、涙なみだは流さないと決めていた。

　だからシリアスな顔で彼は告げた。

「……さて、そろそろ一回くらい人を助けないって選せん択たく肢しを選んでも良い時が来たと思うんだ」

「わあ!!　待った待った待ってよここまで来てドタキャンされたら泣なくぞ恨うらむぞ目の前でチビるぞこの野や郎ろうー!!」

　ばたばたばたばたー!!　と暗い廊ろう下かに逃にげる足音と追う足音が連続する。

　が、結局昇しよう降こう口ぐちの辺りで、上うわ履ばきから革かわ靴ぐつに履き替かえるタイムロスでしくじった。恭きよう介すけは図書委員ちゃんにブレザーの首根っこを押おさえられる。

「信じらんないっ、ほんとに信じらんないっ！　あれだけさんざん恐きよう怖ふを煽あおっておいて本気で逃げようとしたでしょ!?　ここで捕つかまえなかったらそのまんま雨の中をダッシュするつもりだったでしょー!?」

「もはや常識を捨てて上履きのまま外へ出るべきだった、か」

「この外道!!　女の子の切実な大ピンチを知っておきながらその所業かー!?」

　ぐわあーっ!!　と大だい噴ふん火かを起こしそうになっている図書委員ちゃんだったが、そこでふと彼女の動きが止まった。

　理由は簡単だ。




　辺り一面にある校内放送用のスピーカーが爆ばく発はつした。

　いいや、本来の音色とはかけ離はなれた大だい音おん響きようを炸さく裂れつさせたのだ。




　凄すさまじい爆音の渦うずに、戦せん闘とう時じの閃せん光こうや音響にある程度慣れている召しよう喚かん師しの恭介さえも、顔をしかめて両手で耳を覆おおった。学校中のスピーカーから発せられているようだが、場所によっては自みずからが放つ音によって本当に壊こわれてしまったスピーカーもあったかもしれない。

　音の壁かべは、大体一〇秒前後も鳴り響ひびいた。

　一転して、全すべての音が消える。

　シン……と耳が痛くなるほど静まり返った中で、城しろ山やま恭介はふと思い至った。

（今の爆音……一〇秒前後の調子外れな電子音。ひょっとして……学校のチャイムか……？）

　しとしとと降り注ぐ雨の音さえ遠ざかる。

　そして、先ほどから図書委員ちゃんが一言も発していない事に気づく。

　彼女は傍かたわらの恭介など忘れて何かを見ている。

　外を。

　昇降口のその先を。

『何か』を目もく撃げきしたまま、その両目を見開いて、全身を硬こう直ちよくさせている。

（何が……）

　首を振ふって視線の先を目で追い駆かけながら、恭介の脳裏に荒こう唐とう無む稽けいな噂うわさがよぎっていた。

　日本どころかネット越ごしに世界へ広がる怪かい談だん。

　雨の夜、学校のチャイムが歪ゆがんだ形で鳴り響いたら要注意。

　それは『雨中の少女』が現れる前ぜん兆ちようなのだ。

「……ちゃ……」

　図書委員ちゃんの唇くちびるが、掠かすれた音を洩もらした。

　城しろ山やま恭きよう介すけもまた、目もく撃げきする。

　昇しよう降こう口ぐちから外側、しとしととした長雨の降り注ぐ表。そこに、せいぜい一〇歳さいから一二歳くらいの小こ柄がらな女の子が立っていた。だが『可愛かわいらしい』という冠かんむりがつくのかどうかは分からない。

　一つ、少女の顔はボロボロに折れた傘かさによって隠かくされていた事。

　二つ、少女の纏まとうレインコートが、ずぶずぶの赤色に染まっていた事。

『プロ』であるが故ゆえに、恭介には理解できる。あれは間ま違ちがいなく致ち死し量を超こえた出血だ。かつ、血の濁にごり方から考えて、傷口から噴ふき出したばかりの真新しい血という訳でもない。

　それでも、立つ。

　まるで通せんぼでもするように、学校から出さないようにする格好で、城山恭介と図書委員ちゃんの前に立ち塞ふさがる。

[image: ]

　幽ゆう霊れい。

『雨中の少女』。

　過去の凄せい惨さんな事件に巻き込まれて命を落とし、今なお何かしらの理由でもって夜の通学路に出しゆつ没ぼつするとされる亡もう者じやの一つ。

　そんな風に、恭きよう介すけは思っていた。

　だが違ちがう。

　直後に、傍かたわらの図書委員ちゃんは震ふるえる唇くちびるを動かして、こんな風に告げたのだ。




「お、ねえ、ちゃん……？」




　　　　９




　城しろ山やま恭介は昼休みに、生徒会長の紅べに小こ道みち楓ふう希きからこんな話を聞いていた。

『雨中の少女』の噂うわさは、メインとなる幽ゆう霊れいの年ねん齢れいを考えると元は日本のどこかの小学校に由来する怪かい談だんで、それが『学校のチャイム』という繫つながりを経てこちらの高校でも語られるようになった。じきに学校ごとにカスタマイズされ、『雨中の少女』の年齢も高校生になるのだろう、と。

　だが、違ったのだ。

『雨中の少女』は場所に執しゆう着ちやくする幽霊ではない。

　人に執着する存在で、だからこそ高校にまで『ついてきた』のだ。

（図書委員ちゃんがやたらと『雨中の少女』の話に脅おびえていたのもそのためか。元々、彼女は心当たりがあったのかな……）

　いいや。

　もしかしたら。

（この現象について、彼女はいちいち幻げん覚かくや錯さつ覚かくの可能性を考えていない訳だが。そういう検証の段階はすでに終えている。……だとすると、出会うのは、これが初めてではないのかも）

　テレビに出たがりの『間ま抜ぬけな専門家』と違って、召しよう喚かん師しの恭介はいちいち目の前の怪かい奇き現象に検証作業を施ほどこす必要はない。本物は本物と、ただ分かる。

　びぢっ。

　びぢっ、びぢっ……と。

　濡ぬれたゴムが擦こすれるような不快な音と共に、それはゆっくりとこちらへ近づいてくる。子供向けの長なが靴ぐつのソールが地面を嚙かみ締しめているだけだ。そう分かっているのに、一つ一つの情報が汚お染せんされていくように思えてきた。

　会話はない。

　ひょっとしたらボロボロに折れた傘かさの向こうで唇を動かしているのかもしれないが、少なくとも恭介達の耳には届かない。

「あ、うあ……」

　図書委員ちゃんは、後ろへ下がる事もできなくなっていた。

　ただその場で震ふるえ、いやいやするように首を何度も横へ振ふった。目の前に広がる景色を、全力で意識が拒こばもうとしていた。

　だが、できない。

　そんなもので、目の前の理り不ふ尽じん極まる『現実』は変えられない。

『雨中の少女』は、今すぐにでも校舎の中へ入ってきそうになっている。

「や、だ」

　図書委員ちゃんの唇くちびるが、声とも音ともつかないものを発した。

　にも拘かかわらず、そこには生々しい感情がこれ以上ないほど詰つめ込まれていた。

「いやだ……。あたしは、お姉ちゃんと一いつ緒しよに、同じ所になんか、いけない。だって、仕方がないじゃない。お姉ちゃんはもう死んでいて、あたしはまだ生きているんだもの！　だから、こんなのっ、どうしようもないじゃない!!」

　びぢっ。

　小さな長なが靴ぐつの足は、止まらない。

　ボロボロに折れた傘かさが、ぐるりと回る。

　破れた布地の隙すき間まから、単なる充じゆう血けつとはまた違ちがった原因で真っ赤に染まった眼球が外界を覗のぞき込む。

　ぶわっ!!　と。

　視線の向きをなぞるように、濃のう密みつな、雨の道で潰つぶれたカエルのような匂においが鼻についた。

　まるで、敵意や殺意の実体化。

　図書委員ちゃんは、きびすを返して逃にげる、という当たり前の選せん択たく肢しさえ思い浮うかべる事ができなくなっているらしい。

「だから帰って……。もう帰って!!　ここはお姉ちゃんがいて良い場所じゃない。お姉ちゃんが憧あこがれて、本当だったらみんなと同じように通う事ができて、それを理不尽に取り上げられたのだとしても！　お姉ちゃんはここにいちゃいけないんだ!!　だから!!」

「……、」

（お姉ちゃん、か……）

　その呼び方に、城しろ山やま恭きよう介すけはほんのわずかに目を細めた。

　ある双ふた子ごの巫女みこ、召しよう喚かん師しと依より代しろのペアの少女達を思い出していたからだ。

　そして、学生鞄かばんの中身について少しだけ考えた。

　召喚師にとって、幽ゆう霊れい退治は初歩中の初歩だ。わざわざ被召物マテリアルを呼び出して戦うまでもなく、準備段階である人工霊場を展開させた時点で、幽霊は『ここではないどこか』へ勝手に消えてしまう事になる。

　ただし、今の恭介には依代がいない。

　召喚師としての最低条件が満たされていないため、隠し持っている励起手榴弾インセンスグレネードを投げても人工霊れい場じようを張る事ができない。

　逆に言えば。

　依より代しろさえいれば。

　具体的な才能や実力は関係ない。とにかく人工霊場を張る条件さえ満たせられるなら。

　だけど、それは。

「……もしもさ」

　城しろ山やま恭きよう介すけは図書委員ちゃんと『雨中の少女』の双そう方ほうを見やり、それからクラスメイトの注意を引くようにそっと呟つぶやいた。

「もしもこの場で、あなたのお姉さん……『雨中の少女』をとりあえず消してしまえる方法があったとしたら、どうする？　天国へ送るか地じ獄ごくに落ちるか、それともただ消しよう滅めつするか。誰だれにも魂たましいの行方は分からないけど、とりあえずここから消し飛ばせる方法があるとしたら」

　図書委員ちゃんの話が正しければ。

　たとえどれだけ変へん貌ぼうしていたとしても、『雨中の少女』の正体は彼女の家族だ。

　人の魂を、削さく除じよする。

　かろうじて残っていた痕こん跡せきを、今度こそ欠片かけらも残さずに。

　その行こう為いは、是ぜか非ひか。

　質問に対して、図書委員ちゃんは震ふるえる唇くちびるを動かした。

　変わり果て、元あった家族にさえ牙きばを剝むく亡もう者じやを想いながら。

「そんな方法があるなら、今すぐ使ってよ……」

　是、と。

「こんなの、こんなのもう、見ていられないのよ!!　確かにお姉ちゃんを襲おそったのは極大の理り不ふ尽じんだったのかもしれない。世界を恨うらんだって不思議じゃないのかもしれない。だけど、だけどっ！　救われないじゃない、今さらお姉ちゃんが何をしたって!!」

　同時。

　びぢっ、という足音の質が硬こう質しつなものへと切り替かわった。

　その長なが靴ぐつが、雨の降りしきる表から、一線を越こえたのだ。

　明確に、昇しよう降こう口ぐちから一歩。校舎の中へと踏ふみ込んでくる。

　テリトリーに踏み込まれた。

　そう判断した図書委員ちゃんの中で、最後の堰せきが決けつ壊かいした。




「だから助けてよ。あたしだって死にたくない、これ以上お姉ちゃんが苦しんだって何にもならない。血みどろの絶望止められる方法があるなら教えてよ、あたしを助けてよォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」




「分かったよ」

　ブツン!!　と。

　それで、明確に城しろ山やま恭きよう介すけのスイッチが切り替かわった。

　その犬歯を使って人差し指の腹に小さな傷を作り、表面に血の珠たまを浮うかび上がらせる。

　必要な文もん言ごんを述べる。




「召しよう喚かん儀ぎ礼れいを束ね導く『大三角』の一、『「黄」の鰓はためきし天空を統べる精霊s・a・so・voz・tix・ei・yw・za』を介かいし血の盟約を結ぶ。汝なんじは確かな心と魂たましいを持つ人の身でありながら、今この時より万象を受け入れる有限の器うつわとなる者なり」




　かつっ、がづっ!!　という硬こう質しつな足音が続く。

　だが、恭介は気に留めない。この場において最も重要なのは、物もの陰かげに隠かくれる事でも、遠くに逃にげる事でもない。一刻も早く、必要な儀式を済ませる事だ。




「汝は器を満たすその力を用いて、時に世界の理ことわりさえも曲げる空くう虚きよな王となる者なり」




　きっと、図書委員ちゃんにはその儀式の意味が分からなかっただろう。

　分からないままに、彼女は差し出された人差し指の先に浮かぶ血の珠に意識を吸い寄せられる。

　それは魔ま性しようだ。

　理り屈くつが分からずとも、為なすべき事を理解させる強制力。少女の唇くちびるの間から小さな舌がわずかに覗のぞく。その先せん端たんが、恭介の血の珠を静かに舐なめ取る。




「ならばその器を仕上げてみせよう。我われは召喚師、人の世を飛び出す事もできず、しかし人の世を超こえた力を使役して人の世を次なる時代へ導く傲ごう岸がんなる叡えい智ちの象しよう徴ちようなり!!」




　直後に、恭介達を中心に風が吹ふき荒あれた。

　契けい約やくは完了した。

　昇しよう降こう口ぐちのガラスを砕くだいてしまいそうなほどの暴風の中、恭介は学生鞄かばんへと手を伸のばす。

　その中から励起手榴弾インセンスグレネードを取り出す。

『雨中の少女』と戦う必要はない。人工霊れい場じようを張った時点で、大たい抵ていの幽ゆう霊れいは消しよう滅めつする。

　だが。

　しかし。

　ピンを抜ぬくより早く、再び学校中のスピーカーが大だい爆ばく発はつを巻き起こした。間近の落らく雷らいのように、恭きよう介すけは思わず顔をしかめて身を竦すくませる。

　視線を外していたのは、一秒にも満たなかっただろう。

　それでも顔を上げた時には、すでに誰だれもいなかった。

『雨中の少女』は消えていた。

　ただ、静せい寂じやくの中の雨音だけが暗がりを支配する。

　使いどころを失った励起手榴弾インセンスグレネードを手にしたままの恭介の耳に、図書委員ちゃんがこんな事を呟つぶやいた。

「お姉ちゃんは、また来るよ。雨の夜のたびに……」

　疲つかれたように。

　うっすらと、笑いながら。




「……あたしを殺しに、やってくるんだ」













　　　ある双子の調査記録01







　夜の街を、モノレールが走っていた。

　時刻は七時を過ぎた辺り。乗客のカラーは学生から社会人に塗ぬり替かえられつつある。帰宅ラッシュの第一陣じんと重なる事、しばらく長雨が続いている事などもあり、普ふ段だんよりも乗車率は高い。そして傘かさに張り付いた雨あま粒つぶのせいか人々の汗のせいか、とにかく空気が湿しめっていた。

　そんな中に、異い彩さいを放つ一組の双ふた子ごがいた。

　冥めい乃の河かわ蓮れん華げ。

　冥乃河彼ひ岸がん。

　共に緋ひ色いろの袴はかまを纏まとう長い髪かみの巫女みこだった。その顔立ちは似通っているが、片方は黒い髪に黒い瞳ひとみ、もう片方は金色の髪に青い瞳と、特とく徴ちようが大きく異なる。それでいて、髪染めやカラーコンタクトなどの人工物を使っている不自然さも見られない。

　背広だらけの中に二人の巫女が並んで座席に腰こし掛かけている風景は異質かもしれないが、別に神職だってネット通つう販はんはするし映画館で３Ｄのゴーグルを掛けたりもする。

　二人はノートサイズのタブレット端たん末まつを仲良く覗のぞき込んでいた。

「つまり、私達が乗っているこの列車が『例のヤツ』って訳よ」

　と言ったのは長い黒髪を持つ『姉』の蓮華だ。

　画面に表示されている、新聞の読者投とう稿こう欄らんの切り抜ぬきを指先の動きで拡大させながら、

「トイドリーム35在住、野の原はら天あま彦ひこくん（九歳さい）のお話。最終電車、あるいは回送行きになる列車の中で居い眠ねむりすると、そのまま行方不明になって二度と帰って来られなくなる。でも、人が消えてしまった事実は何故なぜかニュースにならない」

「……う、うーん。九歳の男の子が、その、最終電車なんかと接点があるのかなあ、お姉ちゃん？」

「だから『あるいは回送行き』って付け足しがあるのかもね。口くち裂さけ女と同じ、『塾じゆく帰がえりの夜』に対する怖こわさが生み出した話なのかしら。自分はここで降りるけど、あの酔よっ払ぱらいのおっさんどこまで運ばれるんだろう、的な？」

「でも、本当にそれだけだったら……」

「そう。私達みたいな『フリーダム』の召しよう喚かん師しに調査依い頼らいがやってくる事もない」

　気になるのは最後にある『人が消えてしまった事実は何故かニュースにならない』という点だ。噂うわさ話ばなしのくくりとしては非常にご都合主義だが、実際にはまず不可能だろう。家族、友人、恋こい人びと、クラスメイト、仕事の同どう僚りよう……人が消えれば、誰だれかが異変に気づくものだ。

　ただし、

「召しよう喚かん師しや依より代しろなんかはアワード１００を超こえた辺りで人々の認識や記き憶おくから弾はじかれてしまう。このモノレールなり操車場なりに、私達の世界の理り屈くつで説明できる事でも隠かくれているって事なのかしら」

「た、例えば、その、乗客のみんなが知らない内に被召物マテリアルを呼び出してしまうような『仕組み』を作っている、とか？」

　金きん髪ぱつの彼ひ岸がんは、おっかなびっくり濡ぬれた床ゆか、自分の足元へと目を落とす。

　ベッドの下の斧おの男おとこでも想像しているのかもしれない。

「噂うわさには色んな派生形があって、必ずしも恐きよう怖ふ系ばっかりじゃないみたいなんだけどね。回送行きの電車に乗ると、ずっと忘れていた初はつ恋こいの人に会えるとか、いなくなっちゃったはずのペットが帰ってくるとか、なくした宝物が出てくるとか。ただまあ、こういう有う象ぞう無む象ぞうについては根こん拠きよも希き薄はくになっちゃうんだけど。グアムとかでも流れている噂だし」

「へえ。初恋の人に会える、か。えへへ」

「彼岸？」

　姉の方が若じやつ干かんめらっとしたが、妹の方は気づいていないようだった。

　ともあれ、

「このタブレット詰つめたカバンを網あみ棚だなに置いて『回送行き』の様子をカメラで観察してみましょう。最後の駅から操車場に向かうまでの『どこ』で異変が生じるのかをピックアップしないと」

「で、でも、人工霊れい場じよう展開中の召喚師や依代はカメラやセンサーに映らないし」

「う」

「そもそも、条件を合わせるなら『居い眠ねむりしている乗客』を用意しなくちゃならないんじゃあ……」

「で、でも、いきなり人体実験みたいな真似まねできる訳ないでしょ、彼岸。いつどこで何がどう起こっているのかもサッパリ分からないんだから」

「え、えへへ。お姉ちゃん。そこでね、その、私、ちょっと頑がん張ばってみたんだ」

「何よ彼岸？」

「その、さっき渡わたした飲み物の中に何が入っていたと思う？」

　笑顔のまま意味不明な事を言われた。

　直後に、頭の芯しんがぐわんと大きく揺ゆれたような気がした。

「ひ、がん……？　あなた、まさか睡すい眠みん薬やくとか使っていないでしょうね……!?」

「ふわ……ぁあ。さ、流石さすがにそこまでは。『お茶に混ぜて飲んじゃ駄だ目め』って箱に書いてある花か粉ふん症しようの薬をザラザラ入れた程度で……むにゃ……」

「ち、ち、長ちよう距きよ離りドライバー殺しの『眠たくなる成分』満まん載さいかーっ!?」

　必死になって意識を保とうとする蓮れん華げだったが、車両の定期的な振しん動どうがあっという間に抵てい抗こう力りよくを奪うばっていく。坂道にあるボウリングの球を髪かみの毛一本で支えているようなもので、何か細いものがプツッと切れた途と端たん、後は転げ落ちるように柔やわらかい暗くら闇やみへと吞のみ込まれていった。







「う……」

　自分自身の呻うめき声に、冥めい乃の河かわ蓮華は目を覚ました。

　辺り一面は真っ暗闇だった。その重さと感かん触しよくから、膝ひざの上にはノートサイズのタブレット端たん末まつが置いてあるのが分かる。車両の振動はなく、モノレールはどこかへ停車しているらしい。あれだけ湿しめっぽかった空気はどこかに消えていて、むしろ若じやつ干かんの肌はだ寒ざむさを感じるくらいだった。

「ここどこよ……。彼ひ岸がん？　あなたのせいでとんでもない目に……」

　彼女は適当に言いながら、タブレット端末の電源スイッチを人差し指の腹で押おした。途端にバックライトが光り、車両全体がぼんやりと照らし出される。

　すでに『鮨すし詰づめ』の一歩手前だった背広の大人達は一人もいない。

　人の気配がない。

　何より、




「ちょっと待って……。彼岸ってば？」




　いない。

　すぐ隣となりに腰こし掛かけていたはずの、同じ顔をした金きん髪ぱつの少女がいない。

「ッ!?」

　バッ!!　と慌あわてて立ち上がり、あちこちを見回す蓮華。だがどこを見回しても、あれだけ派手な容よう貌ぼうをした『妹』がいない。そもそも人のいる気配そのものがなく、生き物全体を拒きよ絶ぜつするような冷たい空気しか漂ただよっていない。

「彼岸！　あなたどこにいるの、彼岸!?」

　叫さけぶ蓮華が唯ゆい一いつの光源としているタブレット端末には、新聞の読者投とう稿こう欄らんの切り抜ぬきが表示されていた。

　トイドリーム35に住む小学生の話には、こうあった。




　最終電車、あるいは回送行きになる列車の中で居い眠ねむりすると、そのまま行方不明になって二度と帰って来られなくなる。でも、人が消えてしまった事実は何故なぜかニュースにならない。
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　読切新聞、二〇ＸＸ年一〇月二二日付。

　刃は物もので切り抜ぬかれた社説記事より。




　一つの幼い命が失われた。名前は海うみ恵え祥しよう子こちゃん、夏なつ海み市で暮らしていた一一歳さいの少女だ。下校中の通学路で男に襲おそわれ、草くさ刈かり鎌がまを一九回も頭部に振ふり下ろされたという。

　一体どのような理由があれば、人はここまで凶きよう暴ぼうになれるのか。

　犯人の男……そう、住所や職業などの身元が分からずに書類作成が遅おくれているなどという都合により、明確に逮たい捕ほされたにも拘かかわらず未いまだに紙面にて名を明かす事さえできないこの男が言うには、子供を守ろう、女性を守ろう、病人を守ろう、老人を守ろう、では一体誰だれが俺おれの事を守ってくれるのだ、などと意味の分からない事を叫さけび続けているらしい。闇やみ医い者しやの手で、記録に残らない形で、遺伝子チューニングを施ほどこした大男が駄だ々だをこねる様は、さぞかし滑こつ稽けいだったに違ちがいない。

　人は、いつからこんなに弱くなったのだろう。

　何故なぜそこで、それなら私は守る側になろうと宣言できなかったのだろう。

　命を奪うばうという行こう為いは、それ自体が極限の理り不ふ尽じんだ。たとえそれが救命ボートを巡めぐる争そう奪だつ戦せんだったとしても、法の上での合理性を並べたところで、命を奪った行為そのものが是ぜとされる風潮など世の人々は決して認めないだろう。命を奪ってでも命を守ったのであれば、命の重みについては自責と共に誰よりも学ばなければならないはずなのだから。

　まして、それがこんな理由で引き起こされたというのであれば、報むくわれない。

　せめてその冥めい福ふくを祈いのろう。天国というものが実在してくれる事も。

　人間の行う裁判の結果がどうあれ、あの男は決してそこへは行けない。天国という場所が本当にあるのなら、そこはきっと温かくて優しいものだけで囲まれた、祥子ちゃんにとっての理想の場所であってくれるはずだから。

　それはこの世を天国にしてあげられなかった大人達の、身勝手極まりない願いかもしれないけれど。




　　　　２




　雨の夜だった。

　巨きよ大だいなビルの群れの隙すき間まを縫ぬうように、何本も何本も巨大陸橋が重なり合っている。しとしとと切れの悪い長雨だが、それらの雨あま粒つぶにプロジェクターから放たれた光が乱反射を起こしていた。普ふ通つうの電でん飾しよくの他に、夜空いっぱいに巨きよ大だいなマスコット達が躍おどっている。手すりから身を乗り出して最下層の黒い海を眺ながめれば、そちらも夜光塗と料りようでもぶち撒まけたように光の乱らん舞ぶで埋うめ尽つくされているのが分かるはずだ。

『レイニースクリーン』キャンペーン。

　遊園地への客足が遠のくのを防ぐための特別イベントらしいのだが、何日も付き合わされる住人からしてみると、そろそろ極ごく彩さい色しきの光や指向性スピーカーの音声の洪こう水ずいが煩わずらわしくも思えてくる。

　ビルの壁へき面めんを流れる水の膜まくに映し出された光の時計を見る限り、時刻は午後七時半。

　図書委員ちゃんの『リスクの高いアルバイト』の集合時間だったが、結局これはトラブルのせいで間に合わなかった。

　だが彼女が店長に怒おこられる心配はなかった。

　傘かさを差し、携けい帯たい電話を耳に当てた図書委員ちゃんの顔にあるのは激しい困こん惑わくだ。

「え、ええと、ですから遅おくれてしまった旨むねのご報告を……」

『そんな事言われてもねえ。求人番号一〇七七Ｂ？　……そんなの、いくら探したってファイルが出てこないんだけどさ』

「店長！　あたしは先週もそこで働いているはずで」

『ああ、ああ。こちらの落ち度にして、書類も面接もすっ飛ばしてお仕事させてもらおうって腹積もりなら諦あきらめなよ。大人の社会はそんな単純じゃないんだよ、それじゃね』

　一方的に電話を切られて、図書委員ちゃんは小さな画面を啞あ然ぜんとした顔で眺ながめていた。

　恭きよう介すけはため息をついて、

「だから言っただろう。『目に見える範はん囲いにいなきゃ駄だ目めだ』って」

「……信じらんない」

「何だったら、クラスの連れん絡らく網もうでもご家族でも一一〇番でも良いよ。思いつく限りのあらゆる電話番号を試してご覧。間ま違ちがいなく、一人も相手にしてくれない訳だが。まるで、世界全体から忘れ去られたようにね」

「……、」

　図書委員ちゃんは、携帯電話のボタンの表面を親指の腹で撫なでた。

　しばらく逡しゆん巡じゆんがあったが、しかし、簡単操作の短縮ダイヤル一つ実行される事はなかった。

　先週今週くらいの付き合いであるバイト先の店長でさえ、衝しよう撃げきを受けた。

　もっと親しい人から忘ぼう却きやくされる、置いてきぼりにされる恐きよう怖ふを浴びる事を、心の奥おく底そこが拒こばんでいるのかもしれない。

「別に、完全に情報が消えてしまう訳ではないから。直接彼らの目に見える範囲に立てば、その間だけは思い出してもらえるよ」

「じゃあ……」

「いい加減に話を聞くつもりになったかな。召しよう喚かん儀ぎ礼れいについてさ」

　召喚師や依より代しろなどという説明をいきなり鵜う吞のみにする一いつ般ぱん人じんはいないと思う。

　手っ取り早いのは実際に被召物マテリアルを呼び出してしまう事だが、あれは基本的に対人戦、一対一の構造で召喚するものだ。つまり、試すのは簡単だが、そうなると殺し合いになる。

　かといって、それ以外に『安全かつ確実に』超ちよう常じようの世界を実証するとなると、これがなかなか難しい。この辺をサラリと説明できるようになって、ようやく半人前だなどと揶や揄ゆされるくらいには。

「とにかく、バイトの心配はなくなったんだ。お姉さんの方に集中する方が妥だ当とうだと思うけど。それとも、『雨中の少女』とでも呼ぶべきか……」

「……お姉ちゃんを、何とかできるの？」

「捕ほ捉そくさえできれば。そもそも、僕ぼく達が扱あつかうのは『神様の奥おくに潜ひそんでいた存在』だからね。人間から生じた幽ゆう霊れいくらいのものに負ける道理はないし」

「……、」

　しとしとと降り続ける雨の中、無数の電でん飾しよくの光の照り返しを受けた図書委員ちゃんの顔は青白く思いつめたものだった。あるいは、自分自身もまた、時間の流れから取り残された幽霊になってしまったかのように。

　恭きよう介すけは息を吐はいて、

「あなたの『それ』は一時的なものだから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「えっ。元に、戻もどるの？」

「問題を全部解決して、僕との契けい約やくを解けばね。リューさんみたいに依代単たん騎きで一〇〇以上のアワードを獲かく得とくする変わり種を除のぞけば、基本的に超常は召喚師に依い存そんする訳だが。依代は契約を解かい除じよすれば元の人に戻れるよ」

　逆に言えば、恭介は戻れない。

　ちょっと目を離はなせば友人にも恋こい人びとにも、今この瞬しゆん間かんに忘れ去られる状じよう況きようから、永遠に。

　そして死んでしまえば。

　墓の下に埋うめられてしまえば、もう誰だれの目にも入らない。

　人が死んだ事実も、いいや、生きていた事実も、何もかもが忘ぼう却きやくの蓋ふたで閉め切られる。

「解除だけを望むなら、今すぐにでもできる。でも、そうなるとあなたのお姉さんの問題は宙ぶらりんな訳だが。召喚儀礼とか言ってもピンとこないかもしれないけど、少なくとも、『変わった力』がある事くらいは勘かん付づいているだろう？　これなしにあなたのお姉さんを遠ざけるのは相当骨が折れる。そう言ったら信じるかい？」

「確かに、あんな状態のお姉ちゃん相手じゃ、刃は物ものとか鉄てつ砲ぽうなんかはあてにならない、か。かといって、軽く振ふっただけで炎ほのおが飛び出す杖つえなんかにも心当たりはないし……手近にある『不思議な力』のストックはもうこれくらいしかないのよね……」

　恭きよう介すけに、というよりも、自分自身に言い聞かせるように図書委員ちゃんは呟つぶやく。

　科学信しん仰こうとでも呼ぶべき『常識』を一歩踏ふみ越こえるのは、想像以上の苦痛を伴ともなう。

　逆にそれができたのは、おそらく恭介の話術によるものではないだろう。

　それくらい、彼女はすでに追い詰つめられている。

　やはり、『雨中の少女』と遭そう遇ぐうするのは今日が初めてではなかったのだ。そして、試せる手は全すべて試していて、『常識』というものがどれほど脆もろいのかを肌はだ身みで思い知らされてきたのだ。

　だから、踏み越えた。

　自分の生まれた世界を捨てて、こちら側へと飛び込んできた。

「……どこから始めるの？」

「そうだね」

　恭介は傘かさを差したまま、いつもと同じ口調でこう告げた。




「それでは、まずはちょっとあなたのカラダを拘こう束そくするところから始めようか？」




　……………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………。

　図書委員ちゃんはしばし沈ちん黙もくした。

　そしてにっこりと微笑ほほえむ。

　直後、ッッッパァァァァァァァァァァン!!　というとんでもない音が夜の街に炸さく裂れつした。

　女の子の本気ビンタには特別な力が宿っているのだった!!

「ぶごっ、ごぶはぁ!?」

「さいってー!!　本当にさいってー!!　城しろ山やま君、あなた人の弱みに付け込めば何でもかんでも好き放題にできるとでも思ってんの!?」

「ちっ、ちがっ、ちょ、説明させて……」

「何を!?　城山君が特とく殊しゆな『癖へき』に達した経けい緯いでも!?」

　傘と学生鞄かばんを手にしたまま、自分の体を両手で抱き締しめてガードの姿勢に入った図書委員ちゃんは、顔中真っ赤にしつつ嚙かみ付くように叫さけぶ。

　変態野や郎ろうの烙らく印いんを押おされた恭介は軽めに打ちのめされつつも、

「し、召しよう喚かん儀ぎ礼れいの世界ではね、召喚師は依より代しろと組んで戦う訳だが。その依代というのが今の図書委員ちゃんなんだ。でもって、今の図書委員ちゃんは僕ぼくからの指示以外にも、怨おん霊りようとか悪い精霊とか、色んなものを呼び込んでしまうリスクがある」

「……、」

　きっと、図書委員ちゃんは恭介が言っている事の半分も理解していないだろう。

　だが、『怨おん霊りよう』という言葉だけで、彼女の顔色を曇くもらせるには十分だった。

「それを防ぐためのセーフティがいる。……別に何でも良いんだよ。自分の心をがっちり硬こう質しつに固めてしまう『象しよう徴ちよう』さえあれば。首輪とか手て錠じようとかが分かりやすいけど、生活に密みつ着ちやくしたものでも構わない訳だが。ほら、体重計とかさ、スカートのファスナーとかさ、『自分の行動や欲望を縛しばるもの』っていうの、あるだろう？」

「……何で体重とかスリーサイズとかの方に寄せまくったの？」

「女の子の依より代しろの場合は意外と多いんだよ、そっち系。例えば寄せて上げるブラとか胸むねパッドとかぼぐえっっっ!?」

　恭きよう介すけがデリカシーのない一言を放った直後、図書委員ちゃんは地球上の悩なやめる乙女おとめ全員の代わりに召しよう喚かん師しの顔を学生鞄かばんでぶん殴なぐった。

「はあ。つまり、身に着けるもので気が引き締しまれば何でも良いのね。どこまで効果があるかサッパリなんだけど、お守りとかおまじないみたいに、試せるものは何でもやってみるしかないのよね……」

「うう。……きちんと説明もしたのに、なおこの仕打ちな訳だが……」

「だとすると、うーん。あたしの場合はこれかな」

　と、図書委員ちゃんは恭介に自分の右手首を見せた。

　小指の爪つめくらいしかない文字盤ばんのついた、小さな小さな腕うで時ど計けいが嵌はめられている。

「外出する時は必ず付けているから、緊きん張ちようのオンオフって言ったら真っ先にこれが浮うかぶけど」

「なら、それが一番だね。それは思い入れがあるもの？」

「そこそこ値は張ったけど、特には」

「では、時計屋に寄らせてもらうよ。少しだけ改良したい訳だが」

「魔ま法ほうのお札でも仕込むっていうの？」

「いいや、ベルトだけでも交こう換かんする。『召喚師が手を加え、召喚師から手て渡わたされた』って記号を混ぜておきたいんだよ。そっちの方がより確実だ」

　必要な作業を済ませるため、恭介達は帰路から少し脇わきへ逸それ、必要な店てん舗ぽを探す。

　最初は時計の製造メーカーに準じたブランドショップに入ったが、お値段の〇の数が洒落しやれにならなかったのですぐに諦あきらめた。おじいちゃんが店主を務めている修理屋の方へ方向転換し、細い銀の鎖くさりでできたベルトにその場で交換してもらう。

「これで準備完了。毎日の習慣になっているなら大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、それは絶対に忘れないように。良いね？」

「分かったわ」

　図書委員ちゃんは手首をさすって新しいベルトの感かん触しよくを確かめながら、

「でも、これから具体的にどうするの？　お姉ちゃんがやってくるまで毎日夜通し警けい戒かいしているとか？」

「こっちから『雨中の少女』へ切り込む。噂うわさがどれだけ真実を突ついているかは未知数だけど、とりあえずは雨の夜を歩いても問題ない服装に着き替がえるところから進めようか」

「どうせみんなに忘れられるのに？」

「バッタリ再会したら思い出されるんだ。警官相手に鬼おにごっこなんて、やらないで済むならそっちの方が良いとは思わないかな？」

　恭きよう介すけは一度だけスマートフォンで周辺の地図を呼び出すと、

「……クルーザーまでは遠いか。では僕ぼくは、近くにあるトランクルームに着替えを取りに行ってくるよ。図書委員ちゃんは一度自分の家に戻もどって、私服に着替えてきてほしい訳だが。できるだけ大人っぽい方が状じよう況きように適しているかな」

　言うだけ言ってさっさと別れようとした恭介の腕うでを、図書委員ちゃんがぐいっと摑つかんだ。

　か細い声で、彼女は言う。

「待って、置いて行かないで」

「召しよう喚かん師しや依より代しろは『外れた側の人間』だから、視界から外れても互たがいを忘れる事はないよ」

「そんなの関係ない」

　一度だけ彼女は唇くちびるを嚙かんでから、やがて白状するように先を続けた。

「……怖こわいのよ、『こんな所』で一人きりにされるのが。お願いだから、一いつ緒しよにいて」




　　　　３




　先に恭介の用事を済ませる事にした。

　モノレール駅の近くにあるトランクルームで必要な着替え一式を揃そろえ、学生服からいつものパーカーへ服を替える。

　それから、Ｍ区画にある学生向けのマンションへお邪じや魔ましていた。

　図書委員ちゃんの家らしい。

　大都市にそびえる超ちよう高層建築の二七階。……そう聞くとさぞかし高級に映るかもしれないが、トイドリーム35の場合はそうでもない。大体、五階か一〇階おきに巨きよ大だい陸橋が挟はさまるため、感覚的には『せいぜい二階か三階』くらいのものでしかない。

　部屋の間取りは典型的なワンルームだった。

　なので、家族が一緒に暮らしている気配はない。

「ご両親は？」

「別のとこで暮らしているよ。……何だか、お姉ちゃんがいなくなってからずっと時間が止まっているようでね。エレベーターの中の気まずい沈ちん黙もくが二四時間続いているような感じで耐たえられなくって、高校に上がったのをきっかけに抜ぬけ出してきちゃったの」

　図書委員ちゃんは部屋の電気をつけ、エアコンのリモコンを摑つかみながらそんな風に言った。

「お父さんもお母さんも優しいし問題がある訳じゃない。というか、普ふ通つうの家よりは溺でき愛あいされていたとも思う、お小こ遣づかいの額を一つ取ってもね。でもさ、それが耐たえられないんだ。まるでお姉ちゃんがもらうはずだったものを全部回されているっていうか。お姉ちゃんの分も幸せになれって事なんだろうけど、当事者としては複雑なのよ、そういうの」

　やたらとアルバイトの話をしているのも、そうした事情があったのかもしれない。

　姉がもらうはずだったものを食い潰つぶしたくない。

　だから、自分で稼かせいで自分で暮らす。

「……、」

　恭きよう介すけは、テーブルの上へチラリと視線を投げた。

　何冊かのハードカバーが置いてある。学校では、自分で買ったのは二、三冊程度で、後は親の本ほん棚だなから借りている、と言っていた。どうやら完全に関係が断絶している訳ではなく、不定期に実家の方にも顔を出しているらしい。

　複雑だが、疎うとましいと思っている訳でもないのだろう。

　少なくとも、繫つながりをなくしてしまいたくはないと考えている。『召しよう喚かん師しや依より代しろは簡単にその存在を忘れられる』という事態に直面した時、恐きよう怖ふを覚えていた事からも明らかだ。

　……自分の人生に不満がある場合、あそこで喜ぶ人間もいるのだから。

「お姉さんの写真とかってあるのかな」

「ないよ」

　壁かべ際ぎわのクローゼットから適当に私服を見み繕つくろいながら、図書委員ちゃんは自じ嘲ちようの混ざった笑みを浮うかべてそう答えた。

　彼女は衣類を抱え、脱だつ衣い所じよの方へ歩きながら、

「あたしはさ、あの日からずっとお姉ちゃんと向き合えないでいるんだ。だからお姉ちゃんはすごく怒おこっている。『雨中の少女』の噂うわさがネットで日本中に出回り始めた時に、すぐそう思ったよ。あちこちで目もく撃げきされているのは、きっと怒いかりの形相であたしを捜さがしているんだって」

　図書委員ちゃんが脱衣所の曇くもりガラスの向こうへ消えた。

　シルエットの仕草から、制服を脱ぬいでいるのが分かる。

「どんな人だった？」

『どんな人だったかな』

　脱衣所の方から、不ふ明めい瞭りような声が返ってきた。

『正直に言って、もう、思い出せなくなっているの。記き憶おくを呼び起こすのが怖こわい、っていうのとは少し違ちがう。お姉ちゃんの遺体は「ああ」だったから、お葬そう式しきの時も棺かん桶おけは空からっぽのままだった。……それだけ、なんだよ。海に行った時、お祭りに行った時、子供だけでお泊とまり会をした時。いろんな思い出があるはずなのに、お姉ちゃんの顔の部分だけぽっかりとした空白が空あいている。棺かん桶おけの窓まどから覗のぞいた、あの何にもない空白だけが』

「……、」

　恭きよう介すけは、わずかに目を細めた。

（……『雨中の少女』の生前の行動範はん囲いやパターンが分かれば先回りもできたかもしれないけど、こうなると望み薄うす、か）

「そっか。ならもう良いよ」

『優しいね。事件の後は、やたらめったら話を聞きたがる連中に取り囲まれたものだけど』

『雨中の少女』それ自体は、励起手榴弾インセンスグレネードを投げれば一発で消しよう滅めつさせられる。

　本当にベストの選せん択たくかは判断しかねるが、少なくとも図書委員ちゃんはそう望んでいる。

　そうなると、

「お待たせ」

　脱だつ衣い所じよの曇くもりガラスの戸を開けて、図書委員ちゃんはそう言った。

　黒系のぴったりしたシャツに、ベージュのキュロットスカート、そして厚手の黒のタイツ。全体的にチョコレートカラーといった具合で、注文通りに大人びた印象がある。こうなると、簡単に補導されたりもしないだろう。

「出かける準備は整った。じゃあ、これからどこに向かうの？」

「とにかく情報を集めるところから始めたい訳だが」

「お姉ちゃん、の？」

「それに限らず、とにかく状じよう況きように関わるもの通りは一いつ遍ぺん全すべて。とはいえ、幽霊なんて現象は、ひっくるめてもっと大きな召しよう喚かん儀ぎ礼れいのルールで説明がつく。つまり、不自然に幽霊が出てきたからには、不自然に召喚儀礼のルールが作用している可能性が高い。……となると、今欲しいのは『業界』の動きかな」

『雨中の少女』そのものに一番近い情報源だった図書委員ちゃんが使えない以上、別の手を考える必要がある。そういう意味も込めての提案だった。

　恭介はスマホを取り出しながら、

「愛あい歌かにリューさん。いつもの腐くされ縁えんから情報を買うしかなさそうだね。……いやほんと、あの人達に必要以上に借りを作るのは生死に関わるんだけど……」

　呟つぶやきながら、恭介はスマホを人差し指で操って愛歌のマンションへショートメールを飛ばす。内容は、新しい仕事を受注した事、依より代しろと契けい約やくした事、情報を買うためにこれからそちらに向かう事。

　それともう一つ、

「……そうだな。あの線も一応追い駆かけてもらおうかな」

「？」

「幽霊っていう現象自体は自然発生するものなんだ。だけど、それは召喚儀礼の中で説明がつけられる以上、召しよう喚かん師し達が人じん為い的てきに起こす事もできる。『雨中の少女』本人はあなたのお姉さんで間ま違ちがいないだろうけど、急にこのタイミングで出てきたのが気になる訳だが。『雨中の少女』の噂うわさは日本どころかグアムとかニューヨークとかでも流れているみたいだけど、真の出所はトイドリーム35と仮定し、付近の召喚師が何かやっていないかも一応調べてもらおう」

　メールの返事は待たなかった。そもそも半分以上本気で『愛あい歌かのお世話係』と化しているため合い鍵かぎを持っているし、ド級のひきこもりや第一線の暗殺者に昼夜の概がい念ねんはない。

「では出発しようではないか。愛歌の事だから、コンビニにある季節限定のポテチでも買っておけば歓かん迎げいしてくれるだろう」

「ああ、そういえばバイト飛んだからご飯も食べ損なったか。途と中ちゆうで何か買っていかない？」

　そんな事を言い合いながら、恭きよう介すけ達はワンルームマンションを出る。

　外は相変わらずの雨だが、行き交う人は決して少なくない。

『レイニースクリーン』というのもあながち焼け石に水という訳でもなさそうだった。

　そろそろ警察の少年犯罪対策チームが本格的に夜回りを始める頃ころ合あいだが、巨きよ大だい陸橋には同じ学校の制服を着た男女もちらほらと混じっているのが分かる。

「あれ、生徒会長がいるじゃない」

「どの辺り？」

「ほら、あの人だかりの方」

　図書委員ちゃんは指差すが、色とりどりの傘かさの乱らん舞ぶばかりで、恭介には良く分からない。

　そんな風に思っていると、どんっ、と恭介の肩かたの辺りに何かがぶつかった。

「んっ？　どうした少年、帰宅部でバイトもしていないヤツがこんな時間まで」

　紅べに小こ道みち楓ふう希きだった。

　両者の傘が、ぎゅう、と音を立てて歪ゆがむ。

「センパイこそ一体何を？」

「これから帰るところだよ薄はく情じよう者ものめ。例によって生徒会の甘あまえん坊ぼうどもの世話と仲ちゆう裁さいで一日が潰つぶれたぞ。まったく、あの時君が肉の盾たてとなってくれれば、退たい屈くつ極まる生徒会室に連れ戻もどされずに済んだのになあ」

「世の中の摂せつ理りを無視した文句を言わないでくださいよ」

「挙げ句に下校直前でトラブルに見み舞まわれるし。ああ、君は覚えがないか。何だか校舎中のスピーカーが片かたっ端ぱしから壊こわれたように雑音を撒まき散らしてな。急きゆう遽きよ、あっちもこっちも総出で調べる羽目になった。しかも結局は『原因不明』だと。哀かなしい事に徒労の極みだな」

「……っ」

　やれやれと疲つかれたような生徒会長の言葉に、図書委員ちゃんがビクリと肩を震ふるわせた。

　頭の中にわだかまっている怪かい奇き現象に、『当事者の目もく撃げき談だん』だけでなく客観性がついた。

　その単純な事実が、また図書委員ちゃんの常識の薄うす皮かわを一枚めくり取ったようだった。そろそろ心から血でも滲にじみそうなくらいに。

　紅べに小こ道みち楓ふう希きは気づかないようで、何の気なしにこう続けていた。

「おかげで気がつけばこんな時間だよ。スマホ経由で録画レコーダーの操作ができたから夜のドラマを観み逃のがす事はなさそうだけど、それができなかったら流石さすがに叫さけんでいたかもしれないな」

　なるほどなあ、と恭きよう介すけは適当に相あい槌づちを打っていた。

　しかし生徒会長は何故なぜか『それじゃあこれで』と立ち去るつもりはないらしい。

　さらにぎゅうぎゅうと傘かさを密みつ着ちやくさせ、恭介の方を上目使いで見上げてくる。

「と、ところで城しろ山やま少年、ものは相談なんだが」

「何ですか」

　恭介が尋たずねると、彼女は傘を持つのとは逆の手で耳元の長い髪かみをいじくり始めた。

「君達の思い描えがく先せん輩ぱい像からは狂くるってしまうかもしれないが、実を言うと、こんな時間まで表を歩いている経験があまりなくてだな。トイドリーム35はネオン全開になると『客層』が全まつたく変わるという噂うわさも聞くし、できる事なら夜の独ひとり歩きは避さけたいなあと思っている訳なんだが……」

「っ！　だめ、城山君!!　あたしの方を手伝ってくれるって約束したでしょう!?」

「お、何だ、モテ期か城山少年。だが私としても譲ゆずらんぞ」

「待って待って両手をそれぞれ引っ張らないで傘かさが離はなれていくからびしょ濡ぬれになっている訳だが!?」
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　傍はた目めには羨うらやましい図式かもしれないが、少女達の根底にあるのは共に『恐きよう怖ふ』だ。よって力加減に容よう赦しやがない。冗じよう談だん抜ぬきに肩かたの関節辺りからすぽーんと引っこ抜けそうな痛みが走り回る。

　と、そんな折だった。




　あらゆる音が、何の前まえ触ぶれもなく唐とう突とつに消失した。




　別に、周囲を行き交う人々の群れも、均一なノイズのように降り注ぐ長雨も消えてなくなった訳ではない。

　これは精神の問題。

　カツン、と。

　決して少なくない人が行き交う巨きよ大だい陸橋の上で、様々な電でん飾しよくのパレードが行われる中でも、まるで洞どう窟くつの中に小石を放り投げるような、明確な音が一つ。

　足音だ。

「───、」

「わっ！　城しろ山やま……君？」

「どうしたんだ、城山少年」

　質問に答えている余よ裕ゆうはない。そちらをぐるりと振ふり返った恭きよう介すけは、およそ一五メートルほど先に一人の小こ柄がらな少年を視界に捉とらえる。

　歳としはせいぜい一二歳さいくらいの少年だろう。黒系のシャツとスパッツに、蛍けい光こうイエローのヘルメットや肘ひじや膝ひざのプロテクター。ローラーブレードのキッズ用品にも見えるそれらは、色の組み合わせによってまるで蜂はちの腹のように見えた。

　その双そう眸ぼうには、歳相応の明るさや無む邪じや気きさはない。

　眼がん窩かに淀よどむ暗い闇やみは、明らかに殺しの世界に生きる者のそれだ。

「よお」

　そんな風に、声がかかった。

　直後に、小柄な少年は背中から何かを抜いた。それはヌンチャクのように三本の棒を繫つないだ武具……いわゆる三さん節せつ棍こんにも似ていたが、内部のワイヤーが締しまると一本の長大な棒へと組み替かえられていく。

　ブラッドサイン。

　相手は間ま違ちがいなく召しよう喚かん師しだ。

　召喚儀ぎ礼れいという世界を丸っきり知らない紅べに小こ道みち楓ふう希きでも、その少年の異様な雰ふん囲い気きくらいは嗅かぎ取れたのだろう。あるいは、召しよう喚かん儀ぎ礼れいという『言い訳』『落とし所』がないからこそ、頭の中で処理できずに空転を続けているのかもしれない。

「知り合い、なのか……？」

　とりあえずの答えを求めたのも、そういう理由があったのかもしれない。

　だが恭きよう介すけは生徒会長の方へ振ふり返れない。

　この相手から視線を外すなどという真似まねはしたくない。

「……『イリーガル』の、殺し屋かな。国際空港の悪あく食じきめ」

「原因は分からずとも、結果は理解が及およぶだろう。殺し屋が、殺しを届けるため、殺しに来たのだから」

　相手がこちらの業界の殺し屋である以上、召喚儀礼が絡からむ案件以外で出で張ばる事はないだろう。

　しかし一方で、アタッシェケースが絡んだあの空港占せん拠きよ事件の『続き』という訳でもないはずだ。緑リユウ娘ニヤン藍ランのおかげで、恭介は途と中ちゆうリタイヤしている。全すべて『イリーガル』の思おも惑わく通りに進んだのだから、今さら彼らが恭介にちょっかいを出すとも思えない。

　他に『不殺王アリス（ウイズ）ラビット』が抱えている案件もない。そもそも恭介と図書委員ちゃんは先ほど契けい約やくしたばかりなのだから、業界に対するしがらみが生まれるはずもない。

　たった一点。

　元々図書委員ちゃんが抱えていた、それでいて、一応は召喚儀礼のルールの中で説明できてしまう『雨中の少女』以外には。

（……僕ぼく達が『雨中の少女』について調べていて、図書委員ちゃんのマンションに行って、これからこのルートを通って愛あい歌かのマンションへ向かう事。この一連の情報をこいつはどこで手に入れたんだろう？）

　少し考え、簡単に答えは出た。

　通信が傍ぼう受じゆされていた。

　ただし、恭介のスマホや愛歌のパソコンではないだろう。プロの人間なら平均以上に情報の流れには気を配る。それよりもっと簡単で現実的な解答が一つある。

（図書委員ちゃんのマンションと、周辺の携けい帯たい基地アンテナがあらかじめ細工されていたのか。だから僕から送ったメールを中ちゆう継けいハードウェア経由で盗ぬすまれた。……となるとこいつは、随ずい分ぶん前から『雨中の少女』の関係者を監かん視しするための仕組みを作っている事になる訳だが）

　しかし分かるのはそこまでだ。

　およそ三三〇の犯罪組織の寄り合い所帯である『イリーガル』。

　そこに属し、値段に応じてプロの暴力を提供する殺し屋が、どういう理由で『雨中の少女』という幽ゆう霊れいに固こ執しつしているのか。そこまでは流石さすがに摑つかみようがない。

　戦って、明かすしかない。

「何故なぜ、と問うのはそちらの流儀に反するかな？」

「たった今、お前が気づいた事への口封じだ。それ以上は答えられない」

　返答と同時だった。




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　小さな殺し屋の背後にあったビルの壁へき面めんが、勢い良く爆ばく発はつして砕くだけ散った。




　煉れん瓦がのブロックよりも巨きよ大だいなコンクリートの破片が大量に降り注ぐ。すぐ近くを行き交っていたモノレールのガラスに直ちよく撃げきし、レールにオレンジ色の火花の列を作りながら甲かん高だかいブレーキ音を響ひびかせて急停車していく。いくつもの傘かさがバキバキと折れた。あちこちで悲鳴が起こり、四方八方へ人々が逃にげ出していく。各おの々おのは『一刻も早く逃げ出したい』という共通の想おもいを抱いだいているにも拘かかわらず、互たがいの足を引っ張り合うように人の流れを押おし留とどめてしまう。

　恭きよう介すけはとっさに背中へ手を伸のばし、とぐろ状に隠かくしてあったレプリグラス製のブラッドサインを引き抜ぬこうとする。

　と、そこで恭介の腕うでをぐっと摑つかむ手があった。

　脅おびえて青い顔をしている紅べに小こ道みち楓ふう希きだった。

「なっ、なんだっ、今の!?　その少年がやったのか、だっ、だぶっ、あわわわわわわわわわわわわわわ！　けいさつっ、伏ふせなきゃ、ええと、何からすれば……!?」

「───、」

　対して、真正面にいる殺し屋は口の端はしに笑みを浮うかべながらブラッドサインを構えた。

　その先せん端たんを恭介の顔から、すいっ、と紅小道楓希の方へと向け直す。

　それを見た途と端たん、恭介は間近の生徒会長へ足あし払ばらいをかけて転ばせた。同時に、一歩前へ出る。パーカーの中から励起手榴弾インセンスグレネードの缶を取り出す。

　一連の流れる動作に、恭介は後から遅おくれて頭がその意味を理解していった。

　───そう、何故なぜ、励起手榴弾インセンスグレネードが必要なのだ？

　それは人工霊れい場じようが展開されていないから。

　───人工霊場が展開されていないというのはどういう意味だ？

　まだ被召物マテリアルを呼び出せる環境が整っていないのだ。

　───では、そもそも。殺し屋の少年の依より代しろはどこにいる？　ビルの壁面を大きく崩くずしたのは事実だが、それは本当に被召物マテリアルが起こしたのか。

　直後の出来事だった。




　ドンッッッ!!!!!!　と。

　真後ろから、唐とう突とつに。鈍にぶい衝しよう撃げきがぶつかってきた。

　自分の肩かた越ごしに見ると、恭介の背中の真ん中に大きな裁さい縫ほう用の裁たち切きりバサミが刺ささっていた。

　持ち手に目をやる。

　両手で腰ごしだめに突つっ込んできたのは、生徒会長の紅べに小こ道みち楓ふう希きだった。




　　　　４




　ゴリゴリという嫌いやな音が、外部にまで洩もれるほどだった。

　城しろ山やま恭きよう介すけからは図書委員ちゃんと呼ばれている三つ編みにメガネのその少女は、目の前で起きた現象を理解できなかった。

　恭介の言げんでは、彼女達の前に立ち塞ふさがる小こ柄がらな少年は召しよう喚かん師しであるらしい。

　そして、ビルの壁かべを吹ふき飛ばした事にも関与しているようだ。

　その召喚師に与くみしている生徒会長は何者か。

　協力者としてこの場に立つ以上、今の自分と同じ『依より代しろ』という事になるのか。

　普ふ通つうに考えればそうだが、それだとおかしい。

　そう。

　紅小道楓希は、高校の生徒会長なのだ。

　今の恭介や少女と同じように『視界から外れた途と端たん、簡単に忘れ去られてしまう』ような存在だとすれば、絶対にどこかで齟そ齬ごが生まれる。だが今までそんな違い和わ感かんはなかった。

　だが一方で、恭介もまた『簡単に忘れられる存在』だ。つまり、ただの一いつ般ぱん人じんが敵方の召喚師に協力しているだけだとしたら、ターゲットである恭介の事を忘れてしまう。『狙ねらって襲おそう』という計画的な行こう為いに結び付けられないはずなのだ。

　では、結局。

　紅小道楓希は一体何なのだ。

　依代なのか、ただの一般人なのか。

「……そういう、こと、か」

　と、背中に深々とハサミを突き立てられたまま、恭介はポツリと呟つぶやいた。

「召喚師と、依代の……契けい約やくは、必要なプロセスを踏ふめば適てき宜ぎ切り替かえられる訳だが。そして、ペアのアワードは、基本的に召喚師の方が管理する」

　くすり、という笑みの吐と息いきがあった。

　ほとんど恭介の背中に寄りかかる格好で、紅小道楓希が愉ゆ悦えつしているのだ。

「そうだよ城山少年。だから、契約を解かい除じよしてしまえば依代は元の人間へ戻もどれる。人々から忘れられる事もなくなる」

「……頻ひん繁ぱんに、それこそ、五分か一〇分の間かん隔かくで、契約を結んだり解いたりを繰くり返してきた、って訳なのかな……」

「だったら？」

「召しよう喚かん師しと依より代しろの再さい契けい約やくは、とりあえずできるというだけで、詳くわしい理り屈くつや安全性は分かっていない訳だが。どんな副作用が後から襲おそってくるかも不明だというのに……」

「それでも、『フリーダム』アワード９０３、『不殺王アリス（ウイズ）ラビット』を安全に撃げき破はできた。いつかやってくる副作用より、ずっとずっと寿じゆ命みようを延ばす行こう為いとは思わないか？」

「そう、かい」

　恭きよう介すけは、細く細く息を吐はいた。

　それから、




「だとしたら、残念」




　低い声だった。

　直後に、裁たち切きりバサミの握にぎりを今も摑つかむ紅べに小こ道みち楓ふう希きの顔色が、怪け訝げんに曇くもった。

　みぢみぢみぢみぢっっっ!!　と。鈍にぶい感かん触しよくと共に、体に埋うまった刃はに凄すさまじい圧あつ迫ぱくが加わる。押おしても引いても全まつたく動かなくなる。たったの一ミリさえも。まるで、巨きよ大だいな岩の隙すき間まに挟はさまってしまったかのように。

「なんっ、だ!?　まさか、これが全部人間の筋肉だとでも……!!」

「そんな訳がないではないか」

　ばぢんっ!!　という凄まじい衝しよう撃げきを受けて、生徒会長の手から凶きよう器きの刃が取り上げられた。真上に跳はね上げられるハサミに合わせて、パーカーの背中一面が縦たてに引き裂さかれる。宙で回転する裁切りバサミが巨大陸橋の手すりを越こえて海へと落ちていく。破れたパーカーの布地がバタバタと風に舞う。

　それで、ようやく紅小道楓希は気づいた。

　そもそも、自分が突つき刺さしていたのは恭介の背中ではなかった、と。

「レプリグラス製の、ブラッドサイン!?」

「悪いね、普ふ段だんはとぐろを巻くようにして背中に隠かくしているんだ。後ろからなら、拳けん銃じゆうで撃うたれたって死ぬ事はないんだよ」

「最初から気づいていて、こちらに誘さそいをかけていた？　いいや、そんなに簡単ではないはずだ……!!」

「ああ、結果論でしたり顔をするつもりもないよ。疑問はあったが、それでもあなたを守ろうとはしたんだし。きちんと騙だまされていたんだろうさ」

　恭介は変に見栄を張らない。

　張る必要がないからだ。

「だけど、迷っている間にも体は勝手に動いていた訳だが。多分、自分でも把は握あくできない奥おく底そこではあらゆる可能性を模も索さくしていたんだろうね。例えば、このタイミングで生徒会長が出てきたのが不自然には見えないか、とか」

　言っている間にも、すでに恭きよう介すけは次の行動に出ていた。

　ゴッ！　と。真後ろへ肘ひじを打ち、生徒会長の腹の真ん中へ容よう赦しやなく打だ撃げきを加える。

「がっ、あ!?」

　荒あらい吐と息いきと共にグラマラスな少女の体がくの字に折れると、今度はわずかな隙すき間まを埋うめるように伸のばしたブラッドサインを背後へ放つ。弾だん丸がんのような先せん端たんでもって、確実に意識を断ち切ってしまおうと画策する。

　息が詰つまりながらも、生徒会長はこう叫さけんだ。

「……っ、勇はや斗と!!」

　それは魔ま法ほうの呪じゆ文もんだった。

　口から放たれた直後、恭介の狙ねらいが外れた。

　突とつ如じよとして、ほとんど密みつ着ちやくするような格好だった紅べに小こ道みち楓ふう希きの気配が消失したのだ。とはいえ、見たところ彼女の身体能力に緑リユウ娘ニヤン藍ランのような特別性はない。普ふ通つうの女子高生レベルの動きなら、絶対に恭介の一撃は避さけられなかったはずだ。

　では、それを可能にしたのは何か。

　答えは簡単。




　勇斗と呼ばれた殺し屋の召しよう喚かん師しが、今度こそ励起手榴弾インセンスグレネードを投げ放ったからだ。

　それは人工霊れい場じようの展開の他に、炸さく裂れつ地点へ召喚師と依より代しろを自動的に呼び寄せる効果も持つ。




「チッ!!」

　恭介は舌打ちする。手の中でブラッドサインを回転させ、体術から召喚儀ぎ礼れいのための構えへと瞬しゆん時じに切り替かえていく。

　敵は、寄り添そうような二人。

　殺し屋の召喚師・勇斗と、その依代たる生徒会長・紅小道楓希。

　恭介と勇斗の間では、すでに二一六個の『花弁』を集めた立方体『薔薇ばら』が浮うかび上がっている。召喚師達の手元には初期数三つの『白しろ棘とげ』が。

「ちょうど良い。図書委員ちゃん！　今から僕ぼく達の召喚儀礼がどこまでできるのかを証明してあげよう。戦いながら、依代の仕事を肌はだで覚えるんだ!!」

「えっ、え!?　彼女と戦うって、本当に!?　戦うって何!?　だって、その、あの人は、生徒会長で……!?」

「理由はどうあれ、あいつらはこのまま『雨中の少女』の真実を調べられると厄やつ介かいだと思って妨ぼう害がいに来ている訳だが。殺してでも封ふうじたい情報があるってね。ここを突とつ破ぱしない限りは本命に辿たどり着けないよ。だから行くぞ、図書委員ちゃん!!」
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　ドカカッ!!　という硬かたい物同士を叩たたきつける快音が鳴り響ひびいた。

　二一六個の『花弁』を束ねて立方体にした『薔薇ばら』。それを両方向から押おし潰つぶすように、恭きよう介すけと勇はや斗とは同時に『白しろ棘とげ』を放ったのだ。レーザービームのような軌き跡せきを残して叩き込まれた『白棘』は、一いつ瞬しゆんにして『薔薇』の立方体をバラバラに砕くだく。低音、中音、高音、極低音。無数の『花弁』が四方八方へと飛び散り、地面、街がい灯とう、人工霊れい場じようの端はし、様々な障害物に激げき突とつして乱反射を繰くり返す。

『薔薇』が砕けると同時、人工霊場の中にはスポットと呼ばれる無数の穴が空あいていた。

　空間に開いた、握にぎり拳こぶし大の黒い穴。まるでブラックホールのミニチュアのようにも見えるそれらに、あちこち跳はね返る『花弁』が吸い込まれて消えていく。

　落ちる。

　ストックが加わる。

「図書委員ちゃん!!」

「楓ふう希きさん!!」

　双そう方ほうの叫さけびと同時、依より代しろの少女達の体が大きく形を変える。

　図書委員ちゃんのシルエットが、ビュルン!!　と派手に渦うずを巻く。気がつけば全長三メートル、重量七〇〇キロに届く巨きよ大だいな黄色の粘ねん液えきと化していた。コスト１、音域は高音。『始祖のｓ黄』と呼ばれる基き礎そ中の基礎たる被召物マテリアルだ。

　一方の紅べに小こ道みち楓希は同系の緑色の粘液。こちらはコスト１、音域は中音。『始祖の緑ｋ』と呼ばれる被召物マテリアルだ。

　全すべてはここから無限に広がる。

　展開次第では規定級、神格級、未み踏とう級へと繫つながっていく。考えるだけでも恐おそろしいが、場合によっては最強の中の最強たる『白き女王』にまでも。

（……三つ巴どもえの『音域』の相性はこちらが有利。相手は神格級を軽々と呼び出す凄すご腕うで、であれば大規模な錬れん成せいが進む前に速そつ攻こうで決着をつけるのが最さい善ぜんか。これを維い持じしたまま相手の次の手を先読みし続けて、常に有利な『音域』で潰しにかかる!!）

　恭介はそう考え、頭の中で何パターンかの被召物マテリアルを思い浮うかべる。そこから連つらなる進化の系統樹もまとめて。人工霊場にばら撒まかれた無数の『花弁』とスポットの配置を一瞬で把は握あくし、どこにどう『白棘』を打ち込めば望んだレールに乗っかれるかを正確に計算していく。

　だが、

「……ああ、分かっているよ、楓希さん」

　勇斗は生徒会長と思念で会話しているのか、そんな事をブツブツ言っていた。

「ミストレスはあなただ。いつも通り、楓ふう希きさんの好きなようにやると良い。後の帳ちよう尻じりはこちらで合わせる」

　直後の出来事だった。

　戦せん闘とうは始まった。

　ただし黄と緑の粘ねん液えきが最短距きよ離りでぶつかる事はなかった。




　ドゴアッ!!　と。

　紅べに小こ道みち楓希が変へん貌ぼうした『始祖の緑ｋ』が、容よう赦しやなく巨きよ大だい陸橋をへし折ったのだ。




　躊ちゆう躇ちよなく、恭きよう介すけ達の体が沈しずんでいく。

　重力に引かれる。

　いきなり足場を崩くずされ、しかし、城しろ山やま恭介という召しよう喚かん師しはその狙ねらいを即そく座ざに看かん破ぱした。

「こいつ……!!」

「ははっ、予想の通りだ!!」

　召喚儀ぎ礼れいのルールにはこうある。

『人工霊れい場じようは励起手榴弾インセンスグレネードを使用する事で展開される』

『人工霊場は励起手榴弾インセンスグレネード炸さく裂れつ時の「接せつ触しよく面めん」を軸じくに展開される』

『よって、床ゆかや地面だけでなく、壁かべや天井を軸に展開する事もできる。その場合、召喚師や被召物マテリアルは重力を無視して壁や天井に張り付く事になる』

　では。

　人工霊場の基準となる『接触面』が破は壊かいされてしまった場合はどうなるか。

　答えは単純。




『人工霊場を張った側の召喚師が、次に足を着けた「接触面」を基準に再構築される』

『壁や天井などの場合は、疑似的な重力方向も適てき宜ぎ変へん更こうされる』

『この場合、励起手榴弾インセンスグレネード炸裂時と異なり、相手方の召喚師と依より代しろも新たな重力方向に引きずられる』




　落下しながら、殺し屋の少年・勇はや斗とは自分の体をビルの壁へき面めんへ叩たたきつけるような格好でその両足を無理矢理に押おし付けた。

　直後に、ガクンッ!!　と恭介や『始祖の黄ｓ』の体の落下方向が大きく変わる。

　ビルの壁面に向けて落ちる。

　着地もままならず、胴どう体たいから激げき突とつする。

《きゃあ!?》

「図書委員ちゃん、人間の感覚は捨てろ！　今のあなたなら、刀や銃じゆう弾だんを喰くらっても傷一つつけられる事はないんだから!!」

《なに、なに、これ、なに!?　あたしの体どうなっているの、何でドロドロなのに包まれ……いや、これあたしの体!?　何なのよお!!》

　それ以前の問題だった。

　童話やメルヘンが好きと言っても、『本物』をいきなり受け入れられるものではないらしい。

　そうしている間にもすでに状じよう況きようは動き出している。古い人工霊れい場じようの辺りに漂ただよっていた無数の『花弁』が、巨きよ大だいな掌てのひらに叩たたかれるように新しい人工霊場へ雪崩なだれ込んできた。それらはブラッドサインと『白しろ棘とげ』を使わずとも、好き勝手に乱反射して暴れ回る。

　勇はや斗とはそれらに狙ねらいを定め、『白棘』を正確に解き放つ。

　恭きよう介すけがその流れに追い縋すがろうと起き上がる前に、紅べに小こ道みち楓ふう希きの『始祖の緑ｋ』がさらにビルの壁へき面めんを大きく粉ふん砕さいしていく。

　バランスを保つ暇ひまさえなかった。

　落下するたびに、激げき突とつするたびに、新しい面ができるたびに、数秒も待たずに被召物マテリアルは『接せつ触しよく面めん』を粉々に破は壊かいしていく。そのたびに恭介達の体と無数の『花弁』が縦じゆう横おう無む尽じんに振ふり回される。まるで見えない鎖くさりで縛しばられた上で、人間モーニングスターのように振り回されているような錯さつ覚かくにさえ陥おちいる。

「……っ!!」

　強きよう靭じん極まる肉体を持つ被召物マテリアルや、防護円で守られた召しよう喚かん師しがこの程度で殺害される事はない。

　だが常に体を大きく揺ゆさぶられ続ける事で、じっくり狙いを定めて『白棘』を放つチャンスは確実に失われている。

　召喚儀ぎ礼れいの中で一番簡単なショットは、『白棘』と『花弁』とスポットを一直線に結び、『白棘』の中心をブラッドサインで突つき、回転を掛かけずに放つ事だ。

　これなら『花弁』は真まっ直すぐに進むだけ。

　ルーキーでも簡単に錬れん成せいが行えるが……この状況では一〇〇％使えない。

　人工霊場が切り替かわるたびに場に存在する全すべての『花弁』が振り回され、勝手に乱反射をするからだ。止まっている『花弁』と違ちがい、動いている『花弁』を狙う場合、『白棘』と接触させても『花弁』の向きはズレてしまう。だから、二つのベクトルを考こう慮りよして『白棘』を放たなくてはならない。

　壁かべや天井、縦たてに横にと疑似重力が絶えず移動し、召喚師の体全体が振り回される最中に、だ。

　あらかじめ舞ぶ台たいがどう切り替わるか。

　それが事前に分かっているか否いなかでは、どうしても反応速度に差が出てしまう。そのラグが、互たがいの被召物マテリアルの錬成にも明確な開きを生み出してしまう。

　たったそれだけのために、彼らは壊こわす。

　街を、風景を、人の暮らす場所を、何も知らない一いつ般ぱん人じんの安息の地を。

　だだんっ!!　と派手な着地音が連続した。

　その時、恭きよう介すけ達は巨きよ大だいなオフィスフロアの中にいた。水平に並ぶ丸太の橋のようになった太い柱の中、各おの々おのが違ちがう柱へと足を着けている。

　誰だれも触ふれなかった『花弁』が勝手にスポットに落ち、無む駄だ遣づかいのままに消えていく。

　垂直に並ぶ無数のスチールデスクやキャスター付きの椅い子す。

　真下に広がる谷の正体は、ガラスを砕くだかれた窓まどの群れ。

　互たがいの被召物マテリアルもまた、時間の経過に伴ともない次々と形を変えていた。

　恭介の側は『悪鬼喰らう貪欲なる蜘蛛nu・wm・ei・lvz・fc・o・zi』。

　コスト14、音域は『高音』。

　全長三メートル前後の、赤と黒に染め上げられた凶きよう悪あくな大おお蜘ぐ蛛も。巣を張る、などという回りくどい真似まねはせず、ひたすら標的にのしかかり、牙きばから注入した消化液によって敵対する被召物マテリアルを内側からドロドロに溶とかしていく恐おそるべき怪かい物ぶつだ。

　勇はや斗との側は『虚空を蝕む悲劇に膨れた醜く哀れな虫lu・ei・map・ab・ou・od・nu・mel・o・yi』。

　コスト21、音域は『中音』。

　見た目で言えば乗用車を超える巨大な芋いも虫むし。蠢うごめき、貪どん欲よくに口を動かすたびに、葉を抉えぐるように景色を蝕むしばむ食欲の権ごん化げ。

《……いっ、いい加減に、腹が立ってきた》

　頭の奥おくで、図書委員ちゃんの声が響ひびいてきた。

　声色はひずみ、未いまだに混乱が続いているようだが、それ以上に納得がいかないものを見つけてしまったような調子だった。

《冷静に考えてみれば、人の背中は躊ちゆう躇ちよなく突つき刺さすわ、自分の都合で街並みをメチャクチャにするわ……。人に怒おこられなければ、忘れられれば何をやっても良いって訳？　そんなの、そんな理由で人を殺しかねないようなヤツらなんか放っておけるかっての!!》

　その叫さけびの中ちゆう核かくには、自分の家族の問題も重なっているのかもしれない。

『雨中の少女』と化した亡もう者じやの怪物。

　かつて、彼女の姉だった何か。

　理り不ふ尽じんによって家族を奪うばわれた少女は、同じ理不尽がまかり通る事を許さない。その感情は、理解不能の怪物と同化させられた困こん惑わくと恐きよう怖ふを上回る怒いかりを呼び起こしたのだ。

《何をすれば良い？　城しろ山やま君、あいつらぶっ飛ばすためにあたしは何をすれば良いのか教えてよ!!》

「その意気さえあれば十分だよ。被召物マテリアルの意識の手た綱づなを引いて、ブレまくる照準カーソルを相手に合わせ続けるようなイメージだ！　後は勝手に化け物が『相手』を攻こう撃げきしてくれる!!」
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　人工霊れい場じようの『足場』を次々と破は壊かいしていく事で、壁かべや天井などを頻ひん繁ぱんに切り替かえて渡わたり歩いていく疑似重力制せい御ぎよ戦術。

　それを統とう括かつする殺し屋の召しよう喚かん師し・勇はや斗との戦術は、自分の被召物マテリアルを育てるよりも相手の成長を阻そ害がいする事に軸じくを置いたものだ。

　タネが割れたところで、解決策が出てくる訳ではない。

　第一に、ブラッドサインと『白しろ棘とげ』を使った被召物マテリアルの錬れん成せいは、狙そ撃げきのように神経をすり減らすものだ。『疑似的な重力の向き』を頻繁に変えられ、縦たてに横にと振ふり回される中ではどうしても集中力は乱されてしまう。

　第二に、人工霊場が切り替わるたびに『花弁』は全すべて旧から新へ移動させられる。止まっている『花弁』を狙ねらうより、動いている『花弁』を狙ってスポットに入れる方が格段に難しい。

　そして、人工霊場の足場は常に戦せん闘とうを仕し掛かけた側を軸に行われる。

　仮に恭きよう介すけが足場を崩くずしても、次の人工霊場の『基準面』は勇斗の足を中心に展開されるため、敵が猿さる真ま似ねを行う事もできない。

　挙げ句、『仕掛ける側』の勇斗は次の足場が床ゆかになるのか壁になるのか天井になるのか、その位置をあらかじめ知る事ができる。

　召喚師が振り回されるのも、『花弁』が動き回るのも、全ての起点には勇斗の存在があり、故ゆえに仕掛ける側の勇斗は状じよう況きようが動く前から演算できる。

　備えて意識を集中できる勇斗と、実際に振り回されてから対処するしかない恭介では、リカバリーにかかる時間にわずかな差が生じる。その蓄ちく積せきが、ブラッドサインを振るう腕うでに影えい響きようを与える。被召物マテリアルの錬成の速度を致ち命めい的てきに開かせていく。

　この状況で、なお城しろ山やま恭介は殺し屋の腕についてきた。

　こちらが苦手とする『音域』へ常に切り替え続け、開いたコスト差の不利を補う形で。

　だがそれも、いつまでもは続かない。

　コストが10も開いてしまえば、三つ巴どもえの『音域』など力業で押おし流せる。

（現在のコスト差は、平均して５前後。常にこちらが優勢、ここから巻き返される事はもうない）

　時にオフィス内に並ぶ丸い柱の列に、時に一面のウィンドウに、時に突つき抜ぬけて巨きよ大だい陸橋の裏側に、時に高層ビルの外側壁へき面めんに、次々に足場を変えて『不殺王アリス（ウイズ）ラビット』のペアを振り回していく。真っ赤な『花弁』の列が、まるでテールランプの群れのように彼らを追い駆かける。

　そのたびに深刻な破は壊かいが周辺一帯を覆おおうが、そんな事など気に留めない。

　殺し屋達は、闇やみ夜よの物もの陰かげに紛まぎれてコソコソ仕事など行わない。

　事件が起きれば人は憤いきどおる。戦争はより強く長い憎ぞう悪おの連れん鎖さを生み出していく。だが一方で、完全に人じん智ちの及およばない天災を前に、人は怒いかりを覚える事などできるものか。

　答えはノー。

　あまりにもスケールの違ちがい過ぎる破は壊かいは、人から当たり前の感情さえ奪うばっていく。この世ならざる存在を使役して殺しをもたらす彼らもまた、すでにその領域にいる。だからこそ、勇はや斗とと紅べに小こ道みち楓ふう希きの二人は一度召しよう喚かん儀ぎ礼れいを使ってしまえば、もう逃にげない、もう隠かくれない、もう誤ご魔ま化かさない。ただその威い容ようを見せつけるように、目的を達成するまで猛もう威いを振ふるう。

　だから、彼らの前に立つ者はただ嚙かみ砕くだかれるのみ。

　それが『フリーダム』アワード９０３、『不殺王アリス（ウイズ）ラビット』であっても同じ事。




　だというのに。




「……何だ」

　紅小道楓希の力を借りて高層ビルの窓まどを立て続けに三棟とう分真横に貫つらぬき、雨天欠航で寂さびしげなジェットコースターのレール側面へ垂直に着地しながら、勇斗は微かすかに怪け訝げんな声を上げた。

　城しろ山やま恭きよう介すけの使役する被召物マテリアルは、まだ撃げき破はされていない。

　致ち命めい的てきなコスト差となる、『10』の壁かべを破れていない。

　それどころか、

（何故なぜ、喰くらいついてこられる……!?）

　恭介側は『風を喰らい障壁踏み砕く馬va・ei・lvz・km・ei・ox・cec・uy』。

　コスト18、音域は『高音』。

　その名の通り、列車の車両に匹ひつ敵てきする巨きよ体たいを誇ほこる暴れ馬だ。攻こう撃げき方法もシンプルで、ただ突とつ撃げきして目の前に存在する突起を片かたっ端ぱしから真っ平らに地じ均ならししていく。

　勇斗側は『全身憎悪の杭で埋め尽くjok・bf・ei・md・a・されし哀れなる人形xov・wuz・r・mel・oq』。

　コスト22、音域は『中音』。

　全身を鎖くさりで戒いましめられた等身大の人形に、無数の鉄の杭くいを突つき刺さした被召物マテリアル。ただでさえ貫かん通つうしている杭をさらに血の力で高速射出する事で大量の道連れを作り出す怪かい物ぶつだ。

（何故、コスト差が縮まっていく？）

　恭介側は『無邪気なる漆黒に膨張mul・o・iu・ou・dhc・する人喰いのぬいぐるみweq・ei・lvz・a・icg』。

　コスト23、音域は『低音』。

　ズタズタに引き裂さかれた巨大なくまのぬいぐるみで、切り裂かれた布の隙すき間まからは真綿の代わりに赤黒い闇やみが噴ふき出している。嚙かみ付いたり切り裂いたりするのではなく、その腹の中に標的を吞のみ込み、ずぶずぶに汚お染せんしていく被召物マテリアルだ。

　勇斗側は『紫電渦巻く灼熱にkub・miq・a・sx・wzb・爛れた殺意の笑顔mu・ou・vew・l・a・zfc』。

　コスト24、音域は『高音』。

　空間に直接浮うかび上がる、ネオンのような青あお紫むらさきの閃せん光こう。それが一〇メートル以上もの巨きよ大だいな笑顔を作り出す。触ふれたものはおろか、不用意に近寄った者全すべてを焼き焦こがすべく、だ。

　……少しずつだが、じりじりと、互たがいの被召物マテリアルのコスト差が縮まっていく。しかも、恭きよう介すけ側は常に勇はや斗と側に対して、三つ巴どもえの内で有利な『音域』をキープし続けている。

　このまま並んでしまえば、追い詰つめられるのは勇斗側の方だ。

　いいや、それどころか、

（追い着かれる……？　いいや、追い抜ぬかれるかもしれない、だと？　常に『足場』はこちらが作り、向こうは後手に回らされるはずだというのに）

　こうしている今も、体感的には世界がぐるりと何度も回り、壁かべや床ゆかや天井が次々と新しい足場として切り替かわっている。ビルや巨大陸橋、アトラクションのレールや柱へ飛び移るたびに、全ての前提条件が崩くずれていっている。

　普ふ通つうであれば、まともに着地するどころか揺ゆさぶられる視界を確保する事すら困難なはずなのに。

「簡単な理り屈くつだよ」

　ブラッドサインを構えながら、恭介は人の心を読んだように告げた。

　あるいはこの場の主人たる勇斗よりも軽やかに足場へ着地しながら、

「幅はば跳とびでも高跳びでも同じ訳だが。選手達は跳んでから着地のための動作を始めるのではない。跳ぶ前から、助走をつける前から、すでにどこへ自分の体を置くべきかと定めている。目標を決めてから、実際の行動に移っているんだよ」

「まさか」

「呼吸、目線の動き、筋肉の強こわ張ばり、重心のバランス調整……。必要な情報は、全てあなたの体の中に揃っているではないか。僕ぼくはそれを読み取るだけで、『次の足場』がいつどこに変へん更こうされていくかを理解する事ができる訳だが」

　たたんっ!!　と、恭介と勇斗の二人は九〇度垂直になった世界で、街がい灯とうと信号機の柱へそれぞれ着地していく。

「そして動き回る『花弁』に対する計算式も単純だよ。……四五度を起点に考えれば良い。動き回る『花弁』と全まつたく同じ速度で直角に『白しろ棘とげ』をぶつければ、『花弁』は四五度斜ななめに進む。こんなのは、腕うで時ど計けいの針と太陽の位置から方角を測るよりも簡単ではないか」

　そんな訳はない。

　それはあくまでも理論値だ。『花弁』の芯しんを完全に捉とらえなければ、双そう方ほうどちらかにわずかでも回転が加わっていれば、それで『花弁』の軌き道どうは揺らいでしまう。

　だが恭介は現にそれを成なし遂とげている。

　成し遂げるだけの力がある。

　しかし、勇はや斗とは納得していなかった。

（それでは俺おれの行動パターンを傍ぼう受じゆし、足場と『花弁』の動きを読んで行動しているだけだ。追い着く事はできても、追い抜ぬく可能性にまでは達しないはず）

「いいや、待て」

　呟つぶやき、殺し屋の少年は自分の足元へ目をやった。

　丸太の橋のようになった信号機の柱を眺ながめながら、勇斗はようやく何かを摑つかむ。

（これは将しよう棋ぎやチェスと同じか。『足場』の決定権はこちらにあるが、選せん択たく肢しの数は完全に無制限という訳でもない。次に足を着けた場所、を基準に人工霊れい場じようが作られる以上、最初の一歩で到とう達たつできない場所を『足場』にする事はできないのだから）

　だとすると、

（召しよう喚かん師しの立ち位置、被召物マテリアルのコストや『音域』、地形の条件……。それらを正確に分ぶん析せきする事ができれば、これはランダム性の高いジャンケンとは違ちがう、ある程度のコースの決まった樹形図を辿たどるようなものにできるはずだ。それを、こいつは、それを、全部読んで……？）

「どうしたのかな？」

　声が、聞こえた。

　おそらくは、殺し屋の少年自身よりも先に、次の『足場』を予見しているであろう召喚師の声が。

「今さら、何に気づいたとでも？」

「は、はは」

　勇斗は、笑う。

　その時、もう彼のアドバンテージはほとんど失われていた。

　恭きよう介すけ側は『紫電渦巻く虚空の海を泳ぐ鮫の王kub・miq・sx・lu・a・hf・ei・tok・enl・a・vjz』。

　コスト25、音域は『中音』。

　トレーラーサイズの、空中を自在に泳ぐ膨ぼう張ちようしきった人ひと喰くい鮫ざめ。鋭するどい歯を嚙かみ鳴らすたびに青白い火花が炸さく裂れつし、アーク溶よう断だんをはるかに超こえる超ちよう高温にて徹てつ底てい的てきにズタズタに嚙み砕くだく。

　勇斗側は『眼前の敵対する全てを吹き飛ばす鋭利な衝撃波の翼du・vo・a・cuw・bf・ei・zix・nal・me・a・qi・a・fd』。

　コスト26、音域は『低音』。

　プロペラのように八枚の翼つばさを円形に配置した奇き怪かい極まる巨きよ大だいな鳥。その翼を羽ばたかせれば周辺一帯へくまなく衝しよう撃げき波はを撒まき散らす他、まるで凹おう型がたの鏡で光を集めるように、衝撃波を一点に集中させて敵対者を圧あつ搾さくしてしまう事もできる。

　……互たがいのコスト差はもうほとんどない。

　三つ巴どもえの『音域』では勇斗の方が不利。

　状じよう況きようを考えれば、このままではコストの方でも完全に追い着かれ、追い抜かれる。それは、表面張力いっぱいに水を入れたコップと同じだ。一度決けつ壊かいが始まってしまえば、もう元には戻もどらない。全すべてが終わる。

　時間はすでに九分越ごえ。

　励起手榴弾インセンスグレネードを使った人工霊れい場じようは平均して一〇分前後が限界だ。残る時間は数十秒程度だが、その時間さえももどかしい。一秒一秒が、死と敗北の気配と共に無限に引き延ばされていく。

　だが、

「これで終わりと思ったか？」

「隠かくし球があるなら早くした方が良いよ。もう、あなたに時間はない訳だが」

「そうさせてもらうさ」

　言葉と同時だった。

　ドガッ!!　と。

　真上から、紅べに小こ道みち楓ふう希きが同化した被召物マテリアルが、勇はや斗とが足を着けていた信号機の柱を勢い良くへし折った。

『足場』を失い、人工霊場は次の『基準面』を追い求める。

　これまでと同じ動きだが、違ちがう。

「……？」

　恭きよう介すけの眉まゆが、微かすかに動いた。

　初めて、勇斗の行動予測ができなくなったのかもしれない。

　だが無理もない。

　次の瞬しゆん間かん。




　ドッ!!　と。被召物マテリアルはＵターンすると、宙に浮ういていた勇斗の体を真下から勢い良く突つき上げたのだ。




『防護円』によって守られているため、召しよう喚かん師しの体がひしゃげる事はない。

　まるで金属バットで打ち上げられたボールのように勇斗の体がはるか上方へと弾はじき飛ばされる。そうしながら、勇斗は等とう間かん隔かくで垂直一列に並ぶ街がい灯とうの内の一本へと改めて足を着ける。

　距きよ離りにして五〇〇メートルほど。

　ただし。

（今回は人間の落下速度よりも、被召物マテリアルに打ち上げられた俺おれの方が圧あつ倒とう的てきに速い。その状じよう況きようで新しい人工霊場を作り出せばどうなるか）

　答えはすぐに出る。

（お前は新しく生み出された人工霊場の壁かべに叩たたかれる形で、無理矢理に加速させられる。これはもうトランポリンどころの次元じゃない。投石用のカタパルトで宙へ投げ出されるようにな）

　奥おくの手。

　垂直投射戦術。

　ズバン!!　と。一いつ瞬しゆん遅おくれて、恭きよう介すけの体が勇はや斗とのそれを縦たてに追い抜ぬいた。

　同じように翻ほん弄ろうされる、大量の『花弁』を伴ともないながら。

　まるで上方に向けて落ちていくような、ではまだ足りない。砲ほう台だいに詰つめて発射したかのように、恭介の体は新たに生み出された人工霊れい場じようの上じよう端たん近くまで投げ出される。

　勇斗と違ちがって、恭介には足場がない。

　それはシンプルだが致ち命めい的てきな格差だ。

　この世ならざる被召物マテリアルを使役し、超ちよう常じようの力を存分に振ふるう召しよう喚かん師しとはいえ、起点となるのはブラッドサインを使った肉体の運動に他ならない。その両足で地面を踏ふみ締しめ、全身の力を使って扱あつかえるか否いなかには絶対的な差が生じる。全身の筋肉を使い、腰こしを回して殴なぐりかかるのと、手の力だけを使って叩たたくのでは威い力りよくも精度も大きく変わる。それと同じ事だ。

　宙へ投げ出された恭介に狙ねらいを定めるように、勇斗はブラッドサインを構える。その先端を突つき付けていく。

　追い着かれる、追い抜かれる。そんなリスクのある状じよう況きようだが、それはあくまで予測だ。現状ではまだ勇斗側の方が優勢。であれば、ここで流れを断ち切る。具体的に追い着かれる前に、可能性の芽を踏み潰つぶす。

　一度人工霊場の上端に叩きつけられ、さらに新しく『足場』に着地するまでは、相手はまともな錬れん成せいもできないだろう。

　この間に、ダメージを蓄ちく積せきさせる。

　完全に嚙かみ砕くだく。

「……終われ『フリーダム』、これが殺し屋の本分だ」

　と。

　その時だった。

　上空へ勢い良く吹ふき飛ばされた城しろ山やま恭介の体に、異変があった。ギリギリと、その体が体操選手のように勢い良くひねりをつけて回転していたのだ。それは憐あわれに投げ出されて手足をバタバタと振るう形とは、明らかに違う。自みずからの体に回転をかけているのも手伝っているのか、明らかに『軸じく』のようなものを感じさせる。

　あの状況でなお、体勢を維い持じしている。

　刹せつ那な、その視線が確実に勇斗を貫つらぬく。

「ま、さか」

　街がい灯とうの柱に足を着けたまま、殺し屋の少年の全身に硬かたい緊きん張ちようが突き抜けた。

　ブラッドサインを握にぎる掌てのひらに、汗が浮うかび上がっていく。

（こいつ、この状況でなお、戦せん闘とうを続行できる……？　『白しろ棘とげ』を正確に放つ気か!?）

　カッ!!　と、間近の落らく雷らいのような轟ごう音おんが交差した。

　恭きよう介すけと勇はや斗と。その双そう方ほうの手元からブラッドサインを使って『白しろ棘とげ』が勢い良く放たれた音だった。
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　恭介側が追い着くのか、勇斗側が突つき放すのか。

　結論は出なかった。




　ふっ……と。

　唐とう突とつに、人工霊れい場じようが消失してしまったからだ。




　一〇分経過。タイムアップ。

　奇き怪かい極まる格好をした互たがいの被召物マテリアルが、それぞれ可か憐れんな少女達へと戻もどっていく。同時、重力の方向が正しい向きへと切り替かわる。

　勇斗と紅べに小こ道みち楓ふう希きは巨きよ大だい陸橋の上へと滑すべるように着地した。

　だが恭介とその連れ合いの依より代しろは巨大陸橋の外側へと大きくはみ出し、ビルの立ち並ぶ高層から勢い良く墜つい落らくしていく。おそらくは無数に重なる数々の陸橋の間をすり抜ぬけて、一番下に広がっている海面まで、だ。

　手すりに手をやり、はるか下方にある暗い海へ視線を投げながら、紅小道楓希は呟つぶやいた。

「仕留め損なった、か」

「……追うか、ミストレス？」

「いいや、いい加減に奇き襲しゆうのシード権も使い果たした。殺すのなら一度策を練るところからやり直そう。我々は対等な勝負など求めていない。殺し屋とは確実に殺せる方法を模も索さくする事に意義があるのだからな」




　　　　７




　少女が放つ、甲かん高だかい悲鳴が炸さく裂れつしていた。

「……、」

　恭きよう介すけはスカイダイバーのように両手足を大きく広げて空気抵てい抗こうを大きく取り、何重にも重なる巨きよ大だい陸橋を水平方向にかわしていく。一度でも激げき突とつすれば即そく死しは避さけられない。だがそんな恭介を追い抜ぬいていくように、図書委員ちゃんは錐きり揉もみ状に回転しながら勢い良く落下していくのが分かった。

　バランスなど取れていない。

　このままではいずれ巨大陸橋に激突してしまう。

　それを見て、恭介は方針を変へん更こうする。

　両手足をピタリと揃そろえ、体全体を一本の棒にする。空気抵抗を極限まで低減させる。落下速度が一挙に跳はね上がる。リスクを覚かく悟ごで頭から地球に向けて突つき進み、何とかして先行した図書委員ちゃんへ追い着いていく。

　その腕うでを摑つかむ。

　手足を振ふって体全体をぐるりと回す。

　巨大陸橋の手すりからわずか二〇センチの所を突き抜け、恭介達はさらに墜つい落らくしていく。

　真っ黒な海面が迫せまる。

　水を割り、身長よりも高い水柱を巻き上げる轟ごう音おんが耳に突き刺ささった。

　迅じん速そくに海面へ向かおうとした恭介は、そこで図書委員ちゃんの体が海かい藻そうのように揺ゆらいでいるのを目もく撃げきした。

　着水の衝しよう撃げきで気を失っている。

　再びその体を摑み、海面を目指す。

　ようやく水から顔を突き出す。口から酸素を吸い込む事ができる。

「図書委員ちゃん？　図書委員ちゃん!!」

「ぅ……あう……？」

　呻うめきのようなその声は、意識の回復に伴ともなって激しい咳せきへと変わっていった。

「がはっ、げほごほっ!!　あ、あたし、一体、何がどうなって……？」

「ひとまずは撒まいたみたいだけど、まだ安心もできない訳だが。適当なビルから上って、きちんと行方を晦くらまそう。あんなのに何度も何度も追つい撃げきを受けても消しよう耗もうするだけだしね」

「あいつ……一体、何だったの？」

「僕ぼく達の業界の殺し屋。とりあえずその線で間ま違ちがいはなさそうではないか」

「……そんな物ぶつ騒そうなヤツが、お姉ちゃんの幽ゆう霊れいとどう関わっているっていうのよ？」

「さあね。でもあの横よこ槍やりで、状じよう況きようが少し変わってきたみたいだよ」

「？」

「とにかく、まずは安全なルートを探して愛あい歌かのマンションを目指そう。情報は少しでも多い方が良いんだからね」
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　それ以前にびっちょびちょなのだった。

　トイドリーム35の近辺はずっと長雨続きなので、傘かさを忘れたり、ちょっとお店に入っている間に盗ぬすまれたりした人が猛もうダッシュしている事もある。が、流石さすがに磯いそ臭くさいのはいただけない。挙げ句、城しろ山やま恭きよう介すけは先ほどの戦せん闘とうでパーカーを破かれている。どうせすぐに忘れられるからと言って、恥はずかしい注目を気に留めなくなったらもう人としておしまいである。

　思春期の高校生として、無防備な格好でびしょ濡ぬれのまま街を練り歩く旅でもないのに恥はかき捨てスタイルは断じて認められない。

　なので、

「ふう。こういう時、トランクルームっていうのは本当に役に立つ訳だが」

「あの、城山君。何でおんなじパーカーとかズボンばっかり何着も持ってんの？」

「ああ、こだわりとかではないよ。このメーカーで一番出回っているのがこのモデルなんだ。だから現場でうっかり同業者に目撃されても、衣服の特とく徴ちようから身元を割り出される心配が最も少ない。……広いようで狭せまい業界だから、気休め程度なんだけどね」

「でもって、あたしの着き替がえは？」

「僕が女物の服なんて持っているとでも思うのかな……？」

　質問に質問で返すと、そのまんま耳を摑つかまれて近くのコインランドリーまで連れ込まれた。

　びしょ濡れの私服のまま、彼女は言う。

「城山君、上着脱ぬいでこっちに渡わたして」

「いきなりの追いはぎ宣言な訳だが！」

「あたしは！　この服を洗って乾かわかさなくちゃならないの！　全部で合わせて一時間くらい、ここで素っ裸になっていろっていうの!?　良いから脱げっ、おらっ、脱ぎやがれ!!」

　やめて待ってむーむー！　と恭介が抗こう議ぎする間もなく、図書委員ちゃんの手でパーカーを奪うばい取られる。

　両手で体を抱いて小刻みに震ふるえる召しよう喚かん師しに向けて、続けざまに突つき付けるように彼女は言う。

「じゃあ城しろ山やま君、一八〇度回れ右。良いって言うまで絶対にこっち振ふり返らないでね」

「寒い……風邪かぜを引いてしまいそうだが……」

「これから女の子が遮しや蔽へい物ぶつゼロで脱ぬぐっつってんだ！　顔中まっかっかにしなさいよ!!」

　指示された通りに待つと、背後で湿しめっぽい音が響ひびいた。濡ぬれた布地が肌はだに張り付いているのか、時折苦戦するような吐と息いきが混ざる。

　壁かべ一面に並べられた洗せん濯たく機きがゴウンゴウンと動く音が聞こえてから、図書委員ちゃんはこう告げた。

「良いわよ」

　振り返ると、図書委員ちゃんは恭きよう介すけのパーカーを纏まとっていた。裾すそから真っ白な太ふと股ももの付け根辺りまで見えている事、ぐるぐる回る洗濯機は一つではなく、ストッキングや下着専用のモードを使っているものもある事などを考こう慮りよすると、『裸に一枚』が大正解という事らしい。

　……上半身裸はだかの恭介と並べて待合用のベンチに座らせると、何やら犯はん罪ざい臭しゆうが漂ただようので非常に気まずい。ルールで罰ばつせられる事のない召喚師は自みずからのポリシーに準じて己おのれを律するものなのだ！

　図書委員ちゃんは補欠選手が温めていますみたいな格好でベンチに腰こし掛かけ、透とう明めいな蓋ふたの向こうで大回転している自分の衣類に目をやっていた。

　一本三つ編みを解いた髪かみはウェーブがかっていて、おまけに濡れそぼっていた。メガネを外している事も手伝って、普ふ段だんと大分印象が違ちがう。さらに垢あか抜ぬけたようなイメージだ。

「城山君ってさ、いつもこんな事をしてんの？」

「……い、いや、流石さすがに依より代しろから衣服を奪うばわれるなんて目にはなかなか遭あわない訳だが」

「そうじゃなくて」

　図書委員ちゃんは洗濯機と向かい合いながら、真っ白な足をぷらぷらと揺ゆらして、

「いつもあんな風に、その、なんていうのかな。暴れ回っているの？」

『戦う』という言葉を現実世界で使うのは、なかなか抵てい抗こうがあるのかもしれなかった。

　恭介は息を吐はいてから、

「……被召物マテリアルと同化する感覚は、やっぱり怖こわかった？」

「それもあるけど、そっちよりも……」

　図書委員ちゃんはわずかに言い淀よどんだ後、

「やっぱり、誰だれも彼もから忘れられちゃう方がゾッとした、かな。だって、あたしが忘れられるって事は、あたしがいなくても世界は回っちゃうって事じゃない。……まるで、あたしはもう死んでいて、あたしのいなくなった世界を一人で眺ながめさせられているみたいで」

　そんな感想が出てきたのは、彼女の姉の存在があるのかもしれない。

『雨中の少女』。

「城しろ山やま君は、怖こわくないの？」

「もう慣れたよ」

「元の居場所に戻もどりたいって思った事は？」

「だから僕ぼくは、『こんな』になってもまだ学校に通っているんだろうさ」

『フリーダム』アワード９０３。

　１０００まで達すれば、人々と神々の所属が入れ替かわり、『向こう』の住人として新たな神話の主人公になれる。

　そんな話もあるが、ここで論じても意味はないだろう。

　図書委員ちゃんは姉の幽ゆう霊れい『雨中の少女』をどうにかできればそれで良いのだし、恭きよう介すけは恭介でその手の分かりやすい欲望に駆かられている訳でもないのだから。

　これはもっと、小さな話。

　そうしたもののために、命を賭かけられる二人の話。

「学校、か」

「まだ一日も経たっていないのに、随ずい分ぶん遠くに見えちゃうな。城山君ってさ、教科書見ていて退たい屈くつじゃなかった？　こんなの覚えて何の役に立つんだ……って言葉、城山君なら負け惜しみじゃなくて普通に出てきそうな感じだし」

「そうでもないよ」

　こればかりは、恭介は一秒も待たずに即そく答とうできた。

「……たかだか二〇年も生きていないクソガキに、世界ってヤツの何が分かるって言うんだ。それくらいの分別はまだ残っているって、僕は僕を信じているからさ」

　あるいは、世界の方を信じたいのか。

　その象しよう徴ちようが、学校という小さな箱庭であるのか。

　人の視界から外れると忘れられる恭介は、そもそもまともな入試を経て学校に入る事もできない。テストで満点を取っても、誰だれも覚えてくれないからだ。それでも高校で授業を受けている以上は普通ではない手段を使っている訳で、それだけ学校というものに執しゆう着ちやくを持っているという意味でもある。

　図書委員ちゃんはパーカーの裾すそを両手できゅっと握にぎりながら、それでも小さく笑ってこう言った。

「城山君がロボットみたいなヤツじゃなくて、良かった」

「人間なんてそんなに強い生き物ではないよ。召しよう喚かん師しを長く続けていると、かえってそいつが分かってくる訳だが」

　例えば、愛あい歌かは『人から忘れられる事』に打ちのめされ、外の世界へ希望を持つのをやめた。

　例えば、緑リユウ娘ニヤン藍ランは優すぐれた技術に人生を引きずられ、『イリーガル』の中から抜ぬけ出せない。

　誰だれも彼もが、もがきながら生きている。

　周囲から見れば超ちよう越えつしているように思える者ほど、その歪ゆがみは酷ひどくなっていく。

「生徒会長も、すごかったよね……」

　ぽつりと、図書委員ちゃんはそんな風に言った。

　何しろ背後から裁たち切きりバサミで人を刺さし、依より代しろとして怪かい物ぶつの存在を受け入れたのだ。

　恭きよう介すけ自身、そんな紅べに小こ道みち楓ふう希きの本質がどこにあるかは分からない。生まれた時からそうだったのかもしれないし、人生に何かしらの大きな岐き路ろがあったのかもしれない。ただ、図書委員ちゃんは『こんな業界に片足を突つっ込んだから』だと考えているらしかった。

「城しろ山やま君は……ショックじゃなかった？　結構、学校では仲良しな感じだったし」

「仲は、良かった、のかな？」

「少なくとも、傍はた目めで見ている限りは」

　恭介の反応を、かえって意外そうな目で見る図書委員ちゃん。

　だがそれは二人の仲というよりも、恭介自身が人との距きよ離りを測りかねている雰ふん囲い気きを漂ただよわせていたからかもしれない。

　やがて恭介はこう答えた。

「びっくりしたのは事実、かな」

「ショックを受けているって事は、やっぱり仲が良かったのよ」

「……そっか」

「悔くやしくない？」

「明日からどうなるんだろう。もう学校でああいう話はできなくなるのかな。そう思うと、少しだけ寂さびしいとは思うけど」

「仲良しめ」

　と、図書委員ちゃんは小さく笑った。

　ロボットみたいじゃなくて良かった、という言葉を自分で思い出しているようだった。

「でも、だったら、生徒会長を助けてあげたいと思っているんじゃない？　それなら、もちろんお姉ちゃんの件が最優先だけど、その、協力もできる、けど」

「……、」

　恭介はわずかに目を細めた後、

「それはないかな」

「どうして？」

「まだ『たすけて』と言ったあなたを助けていない。悪いけど、誰かを見捨てるような約束はできない訳だが」

　言いながら、恭介は図書委員ちゃんの瞳ひとみを正面から見み据すえていた。

「そ、そう」

　頰ほおを赤くし、わずかに目を逸そらす少女の反応を、恭きよう介すけは間違った解法で捉とらえた。

「ロボットみたいだって思った？」

「え？　いや、そっち方向じゃなくて……でも説明しがたい……」

「大だい丈じよう夫ぶさ。前にも言ったけど、召しよう喚かん儀ぎ礼れいの特異性は主に召喚師の方へ依い存そんする。リューさんみたいなイレギュラーでもない限り、仕事を終えて僕ぼくとの契けい約やくを解けば、あなたの『忘れられる』特性や『怨おん霊りようや悪い精霊に取りつかれやすくなる』特性は失われる訳だが。だからこれは、ちょっとした海外旅行みたいに考えれば良い」

　元の場所に帰れる。

　その言葉に一いつ瞬しゆん表情を明るくしかけた図書委員ちゃんだが、即そく座ざに気づいた。

「……ねえ、それって。城しろ山やま君は、どうするの？」

　質問に、恭介は肩かたをすくめた。

「今もそれを探しているよ」
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「……お兄ちゃん。前にも言ったのですが、ここはひきこもり少女の最後の砦とりでなのです……」

「だから？」

「……何でまた、どういう理り屈くつでホイホイと他の女を連れ込んでくるのですか!?　もう全体的な理屈が分からないのです……!!」

　時刻は午後一〇時前。

　あの召喚師の殺し屋達と接せつ触しよくしたのが七時半を過ぎた辺りだった。そこから一〇分間の戦せん闘とうを経て、コインランドリーで一時間程度時間を潰つぶしてからここへやってきたのだから、かなり慎しん重ちようを期して回り道をしてきた事になる。

　それだけ、恭介も彼らを警けい戒かいしている事を意味する訳だ。

　ちなみに図書委員ちゃんの衣服はコインランドリーの洗せん濯たく機きと乾かん燥そう機きで大復活し、恭介もパーカーを返してもらったので、恭介のパーカーに若じやつ干かん石せつ鹼けんの香かおりがついたのを除のぞけば見た目の違い和わ感かんはほぼ払ふつ拭しよくされている。

「ああこれ、コンビニで売っていた『ころっけちゃん』の新作ね。なんか『レイニースクリーン』のキャンペーン中だけ展開している西洋わさびパウダーとかいうのがついていた訳だが」

「……うむ、それはそれでもらっておくのです。ホイホイ型お兄ちゃんを決して認めてはいないのですが……!!」

　ぎゃーぎゃー言いながらも、愛あい歌かは揚あげ物をシャカシャカ振ふるための紙かみ袋ぶくろをいそいそと広げている。

　一方の緑リユウ娘ニヤン藍ランはと言えば、

「あのう、恭きよう介すけちゃん。油っこいのだけだとかなりピーキーだと思うんだけど、普ふ通つうのお弁当とかは買ってこなかった訳？」

「途と中ちゆうで豚ぶた肉にくのソテーとグリル野菜を挟はさんだサンドイッチを買って食べてきたよ。それよりリューさんにお尋たずねしておきたいんだけど……」

「その前に」

「？」

「向こうの子、ケアしてあげたら？　さっきからビクビクしまくってて輪に加わる気配もないんだけど」

　改造チャイナドレスの美女に指し摘てきされて、恭介は背後を振ふり返った。

　いつも快活なはずの図書委員ちゃんが、広大なリビングに入った途と端たんに借りてきた猫ねこみたいになっている。服装はコインランドリーで乾かわかした『彼女なりに大人びた服装』一式。居心地悪そうに一本三つ編みを指先でいじくっているが、別に奇き人じん変人達に気き後おくれして人見知りになってしまったとかいう訳ではないだろう。

　理由は単純だ。

　水着少女愛あい歌かが体重を預けている『ソファ』の存在に違ちがいない。

　体長五メートルもの猛もう獣じゆうがうとうとしていたら、誰だれだってカチンコチンになる。

「え、ええと、城しろ山やま君。それ、ペットって事で良いのよね？　いきなり起き上がってガオーとか叫さけばないんだよね？」

「さあ？　愛歌があんな調子だから躾しつけは全まつたくあてにならないし、そもそもホワイトライガーって人間が手て懐なずけられる種類の動物なのかも自信がないけど……」

「じゃあ何でみんな冷静なの!?」

「しーっ！　大声を出したり背中を見せたりするのはまずい訳だが！」

　だが一方で飼い主の愛歌は無防備極まる服装と体勢で猛獣に寄りかかり、どう考えたって獣けものの胃い袋ぶくろを刺し激げきする匂においを撒まき散らすジャンクフードを貪むさぼっている。もう、何が安全で何が危険なのかサッパリ分からない状じよう況きようだ。

「ヤバいと思ったらとりあえずリューさんの背中に隠かくれていると良いのではないかな。少なくともあの人なら不意に猛獣が暴れたって徒と手しゆ空くう拳けんで何とかできてしまうはずだから」

「……あのう、それはそれですんごく怖こわいんだけど。この人、ご職業は山やま奥おくに住んでいる仙せん人にんなの？」

　図書委員ちゃんは震ふるえる声でそんな事を言う。

　あらゆる召しよう喚かん師しを素手と暗器で絶ぜつ滅めつさせる腕うでを持っているのだから、ある意味ではホワイトライガーより強く警けい戒かいするのは正しいのかもしれないが。

「で、恭介ちゃん。聞きたい事って？」

「前の空港での騒さわぎで最後に出てきた『イリーガル』の殺し屋」

　恭きよう介すけはそう言った。

「あれについさっき嚙かみ付かれたよ。あいつについて、何か分かっている事ってある？」

「あー、あれかあ」

　と、緑リユウ娘ニヤン藍ランは何やら歯切れの悪い声を放ち、

「ムカつくヤツだから調べてやろうと思ったんだけど……どうにも、『イリーガル』の記録にないみたいなのよねえ」

「どういう事……？」

「あの状じよう況きようで出てくるとしたら『イリーガル』の利益にしか繫つながらないはずなんだけど、私達とは無関係な流れの召しよう喚かん師しだったのか、『イリーガル』が『フリーダム』辺りに依い頼らいを仲ちゆう介かいして派は遣けんさせた召喚師だったのか、あるいは……」

「……『イリーガル』に属していながら、その存在が隠かくされている隠し球、とか？」

　いきなり情報が途と絶だえてしまった。

　あの勝負一回で手を切れれば良いのだが、そうならない可能性も高い。であれば、癖くせや特とく徴ちよう、さらには弱点となる情報を入手できれば最高だったのだが……。

「ちなみに恭介ちゃん、アンノウンの腕うで前まえはどうだったの？」

「強いというより面めん倒どう臭くさい、といった方が正しかったかな。一〇分間フルに使ったけど、結局、規定級から神格級に移す事もできなかった訳だが」

「妨ぼう害がい型かあ。そりゃ確かに面倒臭そうね」

　緑娘藍は適当に笑いながらひらひらと手を振ふって、

「じゃあ恭介ちゃん、召喚師としての技術の他に、アンノウンの主義信条……言ってみれば『鉄の掟おきて』ってヤツの匂においは感じ取れなかったかしら？」

「うん？」

　図書委員ちゃんがキョトンとすると、改造チャイナドレスの美女は人差し指を立ててこう説明した。

「私みたいな『イリーガル』は、既き存そんの法律だの条約だのはいちいち守らない。守ったって得をしない、政府は私達を守ってくれない、ってのが大前提の組織だからね。そうなると、何を順守するか。そいつはチームの鉄の掟やファミリーの血の結束って事になるの」

「……誘ゆう拐かい、監かん禁きん、暗殺、何でもありの変態犯罪集団が何を言ってやがるのです……」

「あなた達『ガバメント』側からすればねえ。でも、私達『イリーガル』にとってはそれも正当なルールに基づく治ち安あん維い持じ活動、つまり捜そう査さ、逮たい捕ほ、起き訴そ、裁さい判ばん、刑けい罰ばつ、そういうクリーンな文脈に過ぎないわ。そして既存の法律と鉄の掟がかち合った場合、どちらを優先しろと迫せまるかは一いち目もく瞭りよう然ぜんね」

　だから、『ガバメント』と『イリーガル』は決定的に仲が悪い。

　全すべてを上から目線の国際ルールで掌しよう握あくしようとする天上人に、それらの土台となる民衆を内側から腐くさらせて自みずからのシェアを拡大させようとする天下人。

『フリーダム』はどちらにも迎げい合ごうしないが、どちらにも手を貸す事で、かつての長崎の出島のような治外法権を獲かく得とくしている状態に近い。……もちろんただ従うだけでなく、どちらかが必要以上に嚙かみ付いてくれば、苛か烈れつな戦争によってしっぺ返しを喰くらわす気は満々なのだが。言ってみれば、多た国こく籍せき連合軍や国際マフィア相手に単たん騎きで戦いを挑いどめる個人召しよう喚かん師しの群れ。それが（本来の意味での）『フリーダム』なのだ。

「この鉄の掟おきてだの血の結束だのっていうのは、『イリーガル』の中でも統一ルールになっていないの。もしも本当に恭きよう介すけちゃんを襲おそったのが『イリーガル』だとしたら……各おの々おののチームやファミリーごとに細かく分かれているから、召喚師の主義信条が分かれば的を絞しぼる事ができるんだけど」

　緑リユウ娘ニヤン藍ランに水を向けられ、恭介は肩かたをすくめた。

「生あい憎にくと、そこまでは何とも。せいぜい『殺し屋稼か業ぎように誇ほこりを持つ』『標的相手に会話に応じるが、感情移入はしない』『標的を始末するならトリックや騙だまし討うちも是ぜとする』『「雨中の少女」に執しゆう着ちやくを持つ』くらいかな」

　と、そこで図書委員ちゃんがおずおずと口を挟はさんできた。

「……さっきも尋たずねたんだけど、そんな殺し屋があたし達とどう繫つながっているっていうの？　『雨中の少女』なんて、ほとんどの人達にとってはただの噂うわさでしょ。しかも、聞いた話じゃ召喚師にとっては幽ゆう霊れいなんて大した存在じゃないっていうし……」

「リューさん」

「だーかーらー、例のアンノウンは『イリーガル』の記録にない人物なのよ。私に尋ねられても困っちゃうわ」

「そうだ、偽ぎ名めいかもしれないけど紅べに小こ道みち楓ふう希きという人物についてはどうかな？　うちの生徒会長をやっていて、同時に向こうの召喚師……勇はや斗ととか言ったかな。そいつの依より代しろをやっているはずなんだけど」

「べにこみち、ねえ。んー、ちょっと待っててね。今、『イリーガル』の連中にメール飛ばして情報集めるように指示を出すから……」

　と、緑娘藍はスマホを人差し指で操作しながらそんな風に言った。

　どこまでも気軽な調子だ。

　味が薄うすいと思ったのか、愛あい歌かは食べかけのコロッケをもう一度紙かみ袋ぶくろに戻もどしてからジャカジャカ振ふり回しつつ、

「……ぶっちゃけ、その殺し屋が幽霊の元ネタになった殺人事件を起こした張本人なのではないのですか……？　それなら、幽霊を追い駆かけるお兄ちゃん達が、向こうからは真相に近づくのではと危険視されてもおかしくないと思うのですが……」

「それは、違ちがうと思う」

　と、図書委員ちゃんはすぐに否ひ定ていした。

　理由は単純で、

「だって、あの事件の犯人そのものはすぐに捕つかまったもの。頭のおかしい男で、お父さんとかお母さんとかはニュースを観るなって言っていたけど、それでも覚えてる。遺伝子チューニング？　だっけ？　骨格無視した筋肉の塊かたまりみたいなヤツだったって話だし。あの子、せいぜい一二歳さいくらいでしょ。昔に起きた殺人事件の黒幕だなんて思えない」

　恭きよう介すけもそれに賛成した。

「小さな子供だから人は殺せない、って考えには異論はあるけど……まあ、連中が真犯人ではないのは同意かな」

「どうしてなのですか……？」

「所属が『イリーガル』とは限らないって時点で身分はあやふやだけど、おそらく殺し屋って部分はそう変わらない。あいつは自分のために殺すタイプではない訳だが。そして図書委員ちゃんの家の事情を考えると、わざわざプロの殺し屋を雇やとって子供を襲おそわせるようなメリットがあるとも思えない。これが国際企き業ぎようの重役とか、政治家とかなら話も変わってくるんだろうけどさ」

「でも、そうなると訳が分からなくなっちゃうわよね」

　緑リユウ娘ニヤン藍ランがそんな風に言った。

「現実問題として、恭介ちゃん達の前にはアンノウンが立ち塞ふさがっている。無む駄だ打うちだらけのビギナーズラックに頼たよらず、安定した実力で筋道を立てて神格級を呼び出し、空港占せん拠きよ事件を一いつ瞬しゆんで解決してしまうような凄すご腕うでが。彼らは何が目的で戦いを挑いどんできたのかしら」

「……どこかに噓うそか、間違いがあるのではないかな」

　恭介は呟つぶやく。

「『雨中の少女』、過去に起きた殺人事件、『イリーガル』の召しよう喚かん師し、プロの殺し屋……。何かの前提が狂くるっているから、歯車が嚙かみ合わないように見えている訳だが。でも、本当はそうではないんだよ。僕ぼく達は殺し屋から追われるような何かを摑つかんでしまった。さて、僕達は具体的に何が見えていないんだろう？」

　愛あい歌かと緑娘藍は顔を見合わせた。

『部外者』として、彼女達は好き勝手に客観的な意見を並べていく。

「『雨中の少女』と過去の事件は関係のない全まつたくの別口だったという線はないのですか……？」

「あたしがお姉ちゃんを見間違える事はないわ」

「アンノウンはプロの殺し屋でなく、そう名乗っているだけの素人しろうと殺人者とか？」

「あの腕とプロ意識で？　それはないと思うけど」

　彼女達も本気ではないだろう。まずは、明確に無駄な贅ぜい肉にくと分かる所から順番に削そぎ落としていっているに過ぎない。

　そして、最後に残った芯しんの部分から浮うかび上がってきたのは……、

「事態の核かくは、『雨中の少女』ではなかった、とか」

　ポツリと恭きよう介すけが呟つぶやく。

　眉まゆをひそめたのは図書委員ちゃんだった。

「ちょっと待ってよ。それってどういう事？　だって、そもそも『変な事』は全部、あの幽ゆう霊れいが目もく撃げきされるようになったところから始まってんでしょ」

「……だから、その前提が間ま違ちがっているのかもしれない」

　恭介は慎しん重ちように言葉を選びながら、

「『雨中の少女』が本物なのは疑うところはないよ。僕ぼくだって一いつ緒しよに目撃したんだから。……でも、あいつは本当に自然発生した幽霊なのかな？　幽霊という現象は、召しよう喚かん儀ぎ礼れいの世界のルールで説明ができる。説明できるという事は、再現だってできるかもしれない訳だが。だとすると」

「ああ、なるほど」

　緑リユウ娘ニヤン藍ランは額ひたいに手を当てた。

　まだ事情が摑つかめない図書委員ちゃんに、恭介はこう結論付ける。

「つまり、全まつたく別の計画が進められているのかもしれないよ。その副作用として、たまたま『雨中の少女』が浮かび上がっているだけなのかも。そうなると、事態の核はあの幽霊ではなくなる訳だが。あれだけを追い駆かけていたって、真相やその周りに蠢うごめく相関図が全く見えてこないのではないかな」

　そして、『雨中の少女』の発生原因を追っていくと、殺し屋達の『計画』とかち合ってしまう。その全ぜん貌ぼうを摑まれる事を恐おそれて、彼らは先手を打ってきた。

　図書委員ちゃんの家やその周辺の携けい帯たい基地をあらかじめ監かん視ししていたところから見て、殺し屋達も『雨中の少女』がアキレス腱けんだというのは自覚していたはずだ。

　励起手榴弾インセンスグレネードを使ってあっさり消しよう滅めつさせないのは、何かしらの理由があるのか、それとも単純にランダムに出しゆつ没ぼつするので鉢はち合あわせるのが難しいのか。

「そんな……」

　図書委員ちゃんは反射的に否ひ定ていしようとしてから、しかし思い返す。

「でも……『雨中の少女』の噂うわさがネットを席巻したのって、あたしが高校に入ってからだった、かな。少なくとも、小学校とか中学校の時に、お姉ちゃんの幽霊を目撃した事はなかったはず……？」

「今になって現れたのは、今になって何かが起きたからだった。そう考えた方が良いのかもしれないね」

「ふうむ……」

　と呟つぶやき、愛あい歌かはコロッケの油がついた指先を軽く舐なめた。

　それからガラステーブルにあるノート大のタブレット端たん末まつに触ふれる。天井一面がプロジェクター用の巨きよ大だいスクリーンとして機能する。

　映し出されたのは、このトイドリーム35の詳しよう細さいな地図。

　地図の端はしには、赤、黄、緑、青といったカラーバーが表示されている。まるで天気予報の降水量を示す画面のようだ。

「愛歌、それは？」

「パケットアトモスフィア。『ガバメント』が組み上げた情報システムの一種で、簡単に言えば噂うわさの分布をビジュアル化するものなのです……」

「もっと詳くわしく分かりやすく」

「……ひきこもりの表現力を舐めないでくださいなのです。大手のモバイル系ＳＮＳと提てい携けいして、いつどの端末からどのキーワードが書き込まれたのかを自動検けん索さく、それを時間ごとに地図上に表すサービス、と言えば流石さすがに分かるでしょうか……」

　例えば、検索エンジンでインフルエンザを調べる件数が爆ばく発はつ的てきに増えた地域では、本当にインフルエンザが流行している……という調査報告がある。必要は発明の母というか、目の前にあるから検索したがる訳だ。

　愛歌が使っているのはそれをもう少しピンポイントに絞しぼったもので、検索ワードを入力すると、膨ぼう大だいな量の日記や書き込みの中から該がい当とうする端末を片かたっ端ぱしからリストアップし、その端末の位置情報を地図の上に重ね合わせて表示させる、といったものだろう。

　例えば、

「火事、で検索してみるのです。するとご覧の通り……」

　トイドリーム35の地図に色が加わる。青や緑といったまばらな光点の他、明らかに光点が集中しているスポットがいくつかあった。色は赤や黄といった警けい戒かい色しよく。

「……おそらく、実際に火事が起きている家の周辺なのです……」

「でもこれ、個人情報とかプライバシーとか完全無視って感じのシステムよねえ。流石は政府や企き業ぎようが軒のきを連つらねる『ガバメント』って感じだわ」

「……ＳＮＳは元々見せたがりの人達が利用するものですし、プログラムを使って膨大な文章をさらうだけなので、私達には具体的な日記の内容までは読めないのです……」

「いやいや愛歌、勝手に位置情報を表示させている時点でアウトに決まっているだろう」

「……お兄ちゃんは協力に応じる善ぜん意いの心を常識で踏ふみにじるお兄ちゃんなのですか？　ともあれ、これを使えば『雨中の少女』の噂がいつどこで広まっているのかが、すぐに分かるという訳なのです……」

　本命はトイドリーム35にあると的を絞り、実際に愛歌が操作すると、すぐにでも結果は表示された。

　それこそ天気予報のように、過去の時間を早送りさせていく事で、赤、黄、緑、青の光点の集合が生き物のように蠢うごめいていく。

　初めて『雨中の少女』がＳＮＳ上でヒットしたのはおよそ一ヶ月前。図書委員ちゃんの言う通り、四月の初めの辺りだ。

　そこから散発的に光点が現れては消えていくが、時々思い出したように爆ばく発はつ的てきに増えている箇か所しよがある。

「Ｒ区画、四月一五日午後一〇時。Ｓ区画、四月一七日午前二時。Ｄ区画、四月二三日午後一一時三〇分……」

「この真っ赤な場所で、お姉ちゃんの幽ゆう霊れいが目もく撃げきされていたっていう事？」

「これは目撃者がＳＮＳに上げた分だけだから、ひょっとしたら誰だれも見ていない場所でも出しゆつ没ぼつしているのかもしれないけどね」

「言われてみれば……あたしが出会ったのはここじゃないしね……」

　図書委員ちゃんは難しい顔で天井に表示された地図を見上げていた。

　恭きよう介すけは愛あい歌かに向けてこう告げた。

「このタイミングで何があったかは分かるかな。怪かい談だん系のテレビドラマが流れていたとか、悪あく魔ま関係の街宣車が走り回っていたとか、仮装パレードの真っ最中だったとか、とにかく何でも良いけど。これらの出没日時とぴったり重なるように起きている『何か』がさ」

「『ガバメント』にお任せあれ、なのです……」

　一度、愛歌はパケットアトモスフィアのウィンドウを最小化させると、今度は別のアプリを立ち上げる。高速で文字列がスクロールしていき、やがて人の目にも読める文章が次々と表示されていく。

「騒そう音おん問題でいくつか重なるパターンを検知……」

「具体的には？　人、車、建物、色々あると思う訳だが」

「建物みたいなのです……。ほらこれ」

　と、愛歌が結論を出した。

「……出たのです。トイドリーム35外周、戸と嶋しま工業第三玩がん具ぐ工場の操業記録と一いつ致ちしました」

「それって、トイドリーム35で売っているキャラグッズを作っている工場、よね？」

　図書委員ちゃんが怪け訝げんな声を出す。

　財政破は綻たんに陥おちいった地方都市を丸ごと買収して巨きよ大だい遊園地に作り替かえるトイドリーム社の国際再生都市プロジェクトだが、当然ながら地域住人の不安や反発もゼロではない。そうした印象を払ふつ拭しよくするため、遊園地の街にはほとんど生産施し設せつがない。食料にしても工業製品にしても、その大部分は周辺都市に頼たより切りの状態にしているのだ。富を独どく占せんせず、地域住人と共存していくための措そ置ちというヤツである。

「……新しく増設した生産ラインの慣らし運転中で、その期間と『雨中の少女』の噂うわさがぴったり合がつ致ちしているのです。おそらく、これが何かしらの影えい響きようを与えているのではないかと……」

「雨の夜に、工場の慣らし運転……」

　恭きよう介すけは呟つぶやくが、これだけでは答えを導き出せない。

「でもこれ、お姉ちゃんを呼び出してあたしを驚おどろかせるためだけにここまでの事をやっている訳じゃないわよね、やっぱり……。幽ゆう霊れいにあたしを殺させるよう仕向けるくらいなら、包丁一本買った方が確実だろうし」

「彼女の存在が目的そのものなのか、副作用のようなものなのか。もう、そこから調べてみるしかなさそうだね」

　もっとも、実際に街の外にある玩がん具ぐ工場へ忍しのび込めば、話も変わってくるだろうが。

　おそらくそこは、勇はや斗とと紅べに小こ道みち楓ふう希きが居を構えた、ヤツらの巣そう窟くつと化している。

「図書委員ちゃん」

「名前名前。……で、何？」

「あなたの望みは『雨中の少女』から身を守って欲しい、というものだった。それだけなら、この工場にまで深入りする必要はないかもしれないよ。これまで通り、出しゆつ没ぼつする『雨中の少女』を見つけ出してこちらから消しよう滅めつさせてしまえば、とりあえずは何とかなる可能性もある訳だが」

「でも……相手は殺し屋なんでしょう？　しかも、あたし達を厄やつ介かいだと思ったから殺しに来た。今さら舞ぶ台たいを降りるなんて手が使えるの？」

「襲しゆう撃げき時じの状じよう況きようを考えると、図書委員ちゃんの家やその周辺は以前から監かん視し対象になっていたと思う。それでもヤツらは手を出してはこなかった訳だが。僕ぼくの事はともかく、あの殺し屋達が図書委員ちゃんを直接殺す事はないのではないかな。真相に近づかれないなら、放っておくつもりなんだよ」

「……、」

「これらを確認した上で尋たずねるけど、ここからどうする？　方針はあなたが決めてくれて構わないよ」

「そんなの、決まっているでしょう」

　図書委員ちゃんは、迷わずに答えた。

　相手の召しよう喚かん師しの技量は肌はだ身みに染みているだろうに。

「……お姉ちゃんは今でも怖こわい。あたしを殺そうって本気で考えてる。でも、こんなのってない。その工場が、お姉ちゃんを呼び寄せているかもしれないんでしょう。いくら倒たおしたって、工場が動く限りはまた出てくるかもしれないんでしょう。そんなの、そんな苦痛は許せない。人を何だと思っているの。人は死んだって人である事は変わらない。死人の人権を守ろうなんて、わざわざ口に出さなきゃ分からないっていうの、あいつら……!!」

「方針を」

「その工場ってのをぶっ叩たたきたい。そのためには力がいる。城しろ山やま君、あなたの手を貸して。それできっと、全すべてを丸く収められる」

　あの時とは違ちがって、『たすけて』とは呼ばなかった。

　誰だれかに何かをされる事を望むのではなく、自分が行うために手を貸せと、彼女は言った。

　恭きよう介すけは、小さく笑う。

　笑って、彼はこう答える。

「では、それで行こう」

　はっきりと。

　自みずからに発はつ破ぱをかけるように。




「どこの誰だか知らないが、ここから先は戦争だ」













　　　ある双子の調査記録02







　最終電車、あるいは回送行きになる列車の中で居い眠ねむりすると、そのまま行方不明になって二度と帰って来られなくなる。でも、人が消えてしまった事実は何故なぜかニュースにならない。




　噂うわさには様々な派生形があり、中には今まで忘れていた初はつ恋こいの人と再会できるとか、逃にげていなくなったペットが帰ってくるとか、なくした宝物が出てくるとか、恐きよう怖ふ系以外のものもある。ただし派生形はグアムなど国外でも蔓まん延えんしており、信しん憑ぴよう性せいはさらに希き薄はくになる。




　すでに日付が変わろうとしていた。

　それでも、蓮れん華げが『妹』の彼ひ岸がんを見つける事はできなかった。

「……、」

　混乱する頭で、冥めい乃の河かわ蓮華はこれまであった事を思い返す。

　……モノレールの車両が停まっていた場所は、どうやらトイドリーム35の操車場の一つのようだった。全すべての車両を隅すみから隅まで調べ、電気の落ちたドアをどうにかこうにか両手でこじ開けて外へ出たが、やはり暗がりの中から『妹』は出てこなかった。

　操車場は広大だが全て屋内施し設せつだった。窓まどらしい窓がないため、ここが地下なのか空中で宙ぶらりんになっている大きな箱なのかは分からない。

　この時点で、いくつかの可能性はあった。

　例えば、蓮華が居眠りしている間に彼岸が途と中ちゆうの駅で降りていた可能性。

　例えば、操車場で一足早く目が覚めた彼岸が一人で先へ進んでしまった可能性。

　例えば、消えたのは彼岸ではなく、蓮華の方だった可能性。

「ケータイは……やっぱり駄だ目めか」

　安物の携けい帯たい電話の画面を覗のぞくが、何故だかアンテナは全まつたく立たない。ノートサイズのタブレットの方も、通信はできない状態だった。

　さらに操車場を調べていくと、蓮華はコンクリートの地面に濡ぬれた足あし跡あとを見つけた。自分が履はいている下げ駄たのものに似ているが、『さんざん歩き回って自分の足跡を見つけた』とかではないだろう。奥おくへ奥へと続いていくのは、おそらく彼岸のものだ。

（彼岸本人か、彼岸の履物を盗ぬすんだヤツかは分からないんだけど……）

　罠わなだとしても、次のヒントに繫つながる情報であるのは間ま違ちがいない。

　ごくりと喉のどを鳴らし、蓮華は濡れた足跡をゆっくりと追い駆かけていく。

　その内に、風景の中に妙みような点があるのに気づいた。

　場所は確かに操車場で間ま違ちがいないのだが、各種の整備機材に動かした形けい跡せきがない。まるで警察の現場保存みたいに透とう明めいなビニールが掛かけられていて、機械油の匂におい一つしないのだ。

　疑問に思いながらも先へ進む蓮れん華げだったが、いきなりヒントが途と絶だえた。

　足あし跡あとは、外へ出てしまったのだ。そしてステンレスの扉とびらの先は夜空からじくじくと滲にじむような長雨だった。路面全体が濡ぬれているため、『濡れた足跡』は消えてしまっている。

「くそっ!!」

　蓮華は乱暴に吐はき捨て、降りしきる雨も気にせずに外へ出る。ドアの辺りを中心に、どこかに何か『次のヒント』がないかを捜さがして回る。『妹』の手がかりは見つからない。焦あせりが募る蓮華だが、同時にやはり奇き妙みようなものを見つけてしまう。

　シン……と。

　どこまでも静まり返った街。

　以前足を運んだ時は昼夜の境なく二四時間電でん飾しよくで埋うめ尽つくされたような場所だったはずなのに、今は豆電球一つ点ついていない。行き交う車の排はい気き音おんも、人々の話し声も、全まつたく聞こえてこない。路上にはゴミ一つ落ちておらず、生活感が何もない。

（なっ、何？　どういう事、何が起きているっていうの……？）

　はっきり言えば、全国放送のテレビ局の電源が落ちるよりも奇き怪かいな現象だ。何しろここは観光で成り立っている場所で、『常に一定数の観光客をキープしないと、一〇〇％確実に財政が破は綻たんする街』なのだから。

　啞あ然ぜんとしながら周囲へ目をやる蓮華は、そこでさらに何かを見つけた。

　ビルの壁へき面めんに取り付けられた大型看板だ。操車場の整備機材と同じように、やはり透明なビニールシートとダクトテープで留められている。大量の雨あま粒つぶを受けたビニールから透すける形で、看板の上に躍おどっている文字が目に飛び込んできた。

『トイドリーム35に素敵な愛あい称しようを決めよう！　キャンペーン実じつ施し中ちゆう。みんなのアイデアを街の名前に!!』

「……なに、これ……？」

　蓮華は思わず呟つぶやいていた。

　トイドリーム35はトイドリーム35だ。何か別の名前があるなんて話は知らない。

　見覚えのある街の中に、明らかに異質なものが混じっている。

　まるで作りかけの街のような……と非現実的な事を考えながら頭上を見上げる蓮華だが、そこでまたおかしなものを見つけた。

　ビルの壁面に取り付けられた、空港のパタパタ表示板のようにレトロな大時計。だが夜光塗と料りようで表示された数字の組み合わせは、明らかにちぐはぐ。年月日は何十年も先を示している。

　一つの建物でも、階層によって経けい年ねん劣れつ化かの傷いたみや汚よごれは全く違う。

　一列に立ち並ぶ街路樹も、一つ一つがデコボコで生長度合いはてんでバラバラ。

　それこそ、何枚もの写真をビリビリに破いてツギハギしたような、ムチャクチャな風景。

　蓮れん華げは少し考え、それから光源代わりにしているノートサイズのタブレット端たん末まつに目を落とした。例の切り抜ぬきの他、少しでも『調査内容』に嚙かんできそうな有む象ぞう無む象ぞうの噂うわさ話ばなしを蒐しゆう集しゆうしていたのだ。

　スキャンした切り抜き記事を指先で次々にスライドさせていく。

　すると、データの中から見つかった。今の状じよう況きようと合がつ致ちする噂が。

　一つは、タウン情報誌のライターがトイドリーム35内で聞き取りしてきた『とされる』怪かい談だんの特集だ。




『電車の中で少しうとうとしてハッと目を覚ますと、自分の他に誰だれも乗っていない事が分かる。先頭の運転席は怖こわくて確かめる気も起きない。ガタガタ震ふるえていると、瞬まばたきした一いつ瞬しゆんで元の乗客だらけの電車の中に戻もどっていた。私は夢から覚めたと思い込んでいただけで、そのまま夢の中をさまよっていたのだろうか？　それとも……？』




　もう一つは、写真週刊誌の中で小ネタ的な人気を博している『公式記録の中に残る奇き妙みような報告集』のコーナーの切り抜き。




『プランナーは現場を視察しながら携けい帯たい電話片手にこう喚わめいた。これじゃあ手前の馬ば鹿かデカい看板が邪じや魔まをして、駅から私達の広告が見えないじゃないか、と。事務所にいた工事施せ工こう者しやは図面を見ながら揃そろって首をひねった。そんな巨きよ大だい看板なんてどこにもないはずだが、あいつは今何を見ているんだろう？』




　冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんはどこへ消えた？

　いいや。

　そうではなく。




「……私は今、どこに立っているのよ……？」




　誰もいない街。

　明かりの消えないはずの風景から一切の光が消えた場所。

　どう考えても本物のトイドリーム35には存在しない異物の混ざった景色。

　……それは、そもそも本当にここがトイドリーム35であると保証できるものなのか？
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　サイバー攻こう撃げきを恐おそれ、アナログ化、マイクロフィルムで保管された文書ファイル。

『ガバメント』による敵性勢力の調査報告書より。




『殺意のアンテナ』と呼ばれる組織があった。

　構成人数はおよそ一〇〇名から二〇〇名前後と噂うわさされているが、詳しよう細さいは不明。

　元警察官、元軍人、元ホワイトハッカー、元医者、元消防士、元報道関係者、元政治家、元科学者、元飛行士、元銀行員、元諜ちよう報ほう員いん……皆みなが第一線から引き抜ぬかれたスペシャリストで、各おの々おのの技術を組織の中で共有・学習していく事で『治安を守る側の動き』を徹てつ底てい的てきに分ぶん析せき。その裏をかいて自由自在に網あみの目を潜くぐり抜けて活動する、とされるが、こちらについても事実なのか伝説なのかは不明。

　活動目的は極めてシンプルで、死すべき人間を検けん索さくして排はい除じよする、といったものだ。

　つまり。

　情報を集める諜報系と、ピックアップした人物を確実に抹まつ殺さつする暗殺系を兼ね備えた精せい鋭えいの組織という事になるのか。

　この『死すべき人間』の基準については、特定の宗教、国家、企き業ぎよう、そうした枠わく組ぐみの利害を超こえたところに位置付けられており、外側からの圧力によって変へん更こうが為なされる事はない。感覚としては、タイムトラベルなどで見られる『歴史の書き換かえ』に軸じくを置いたものなのかもしれない。検索リストに表示された人間を殺害する事によって、彼らがどのような『理想の世界』を築こうとしているのかは一切不明。組織の構築と維い持じのためには莫ばく大だいな資金が必要なはずだが、少なくとも、それを投資するに足る理由がある、くらいは考えていたのだろう。

　よって、表向きには汚よごれた金を追い求める犯罪組織というよりは、歪ゆがんだ教義に基づいて行動する思想集団に近い扱あつかいを受けていたはずだ。

　それが排除されなかった、いいや、排除できなかった理由は単純。それだけの『力』を持っていたからに他ならない。

　頂点に立つのは一人の男。

　創始者たる者の名は安やす住ずみ玲れい司じ。

『イリーガル』アワード９１０、『テロメアの終しゆう端たん』という異名を持つ凄すご腕うでの召しよう喚かん師しでもある彼だが、その人生の幕引きは意外なほどあっさりしたものだった。

　自決したのである。

　極めて短い遺書が残されていたものの、その信しん憑ぴよう性せいについては未知数。そもそも本当に自殺だったのかを疑う声も少なくない。

　ちなみに、その遺書にはたった一文、こうあったという。




　死すべき者を殺せなかった。せめてその罪を命でもって償つぐなう、と。
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　海外の配送業者などが使っている、後部座席の窓まどをプレートで埋うめたようなバンだった。からし色の非常に目立つカラーリングの車が一台、真夜中のトイドリーム35の外周、工業地帯の一角に停められていた。

　後部座席一帯は全すべての座席が取り外されており、代わりにストレッチャーと蛍けい光こう灯とうが取り付けられている。

　救急車に似ているが、違ちがう。

　ストレッチャーの上にうつ伏ぶせで寝ねそべっているのは、生徒会長の紅べに小こ道みち楓ふう希き。彼女はエステなどで使用される紙製の下着一枚だけを穿はいて、長い黒くろ髪かみを束ね、真っ白な背中一面を大きく光の中でさらけ出していた。

　ヒィウ、という軽い口くち笛ぶえの音があった。

『着き替がえ』の間も車内でニヤニヤ笑っていた、若い男の技師のものだ。

「……こりゃまたすっげえな。生徒会長さんとは思えねえデザインだ」

「こいつのメンテナンスを頼たのみたい。塗ぬり絵と同じで、色の薄うすくなった箇か所しよへ、模様の上から針を落とすだけだ。簡単な小こ遣づかい稼かせぎだろう？」

「ま、今はもうタトゥーも手て彫ぼりの時代じゃねえ。機械任せならちょちょいのちょいで終わっちまうがな。ただし、作業が早い分だけ痛いぞー？」

　油圧のシリンダーで稼か働どうする金属アームを動かし、電動ミシンのような機材を少女の背中に押おし当てながら、若い男の技師は簡単に応じた。

　そう、これは移動式のタトゥーショップである。

　国際再生都市トイドリームの流入によって、各国の文化や倫りん理りも随ずい分ぶんと『欧おう米べいなら当たり前』に上書きされた。和彫りは『組織犯罪』の印象が未いまだに強く根付いているが、西洋式のトライバルタトゥーくらいなら珍めずらしいものでもない。

　紅小道楓希もまた、背中一面、両方の肩けん甲こう骨こつを埋め尽つくすようにトライバルの鋭するどい模様が刻きざみ付けられていた。全体としては電子基板のプリント配線で翼つばさの形を描えがき出した、といった印象に近いか。

　とはいえ、これはファッション用ではない。

　首輪や手て錠じようと同じ。依より代しろとしての『戒いましめの象しよう徴ちよう』だ。

「麻ま酔すいは使う？」

「それじゃ意味がない」

「わお、筋金入りだね」

　モーター、歯車、クランク、様々な機械部品が箱の中で連続駆く動どうする音と共に、紅べに小こ道みち楓ふう希きの背中一面を、刺さすというより焼くような痛みが埋うめ尽つくしていく。

　当然、プロの依より代しろでも痛みそのものは否ひ定ていできない。

　だが嚙かみ締しめる。そこに意義を見み出いだして愉ゆ悦えつする。

「今時の若者（笑）なんてさ、歯医者と一いつ緒しよでできるだけ痛くしないでくれって頼たのむもんだ。それがタトゥーの刻きざみ方一つに一家言だなんて、学校一の優等生とは思えないよ」

「優等生だから、名家の出身だから、こんなものが『戒いましめの象しよう徴ちよう』として機能するのさ」

「いましめ？」

　そう、タトゥー自体は珍めずらしいものではないが、それでもＴＰＯくらいは存在する。

　名家の出身で生徒会長、末は世界企き業ぎようトイドリームの重役ポスト行きまで手が届く。世間的には紅茶とケーキとピアノとバイオリンと乗馬と茶道と華か道どうで血肉ができていると思われているからこそ、背中のトライバルは『致ち命めい的てき』なのだ。

　印象とは真逆の『秘ひ密みつ』。

　絶対に人に肌はだは見せられない。

　その拒きよ否ひ感情が『戒めの象徴』として最大限に機能する。

『物品に依い存そんした「戒めの象徴」の場合、それを外部から奪うばわれたり破は壊かいされるリスクがある。だから体に刻み付けろ。小さな傷きず痕あとでも火傷やけどでも何でも良い』

　……昔々、召しよう喚かん師しのある男から教えられた方法だった。その男はすでにいないが、今でもこうして律りち儀ぎに守り続けている辺りに、紅小道楓希は自分で笑ってしまう。

　召喚師は自己の弱さを認めた上で、なお高みへ手を伸のばそうとする人種だ。

　依代は主体性を他人に預けた上で、なお栄えい誉よへ手を伸ばそうとする人種だ。

　少なくとも、彼女はそう考えている。

　だから消えた召喚師への依存さえも断ち切れない。

　傍かたわらに置いてあった携けい帯たい電話が小刻みに振しん動どうした。

　レーザーと超ちよう音おん波ぱで絶えず皮ひ膚ふ表面をスキャンしているとはいえ、背中一面の手入れをしている最中なので、腕うでも動かせない。肩けん甲こう骨こつが動いてしまうからだ。無視していると、さらに短い沈ちん黙もくを挟はさんで二度三度と携帯電話が震ふるえる。

　おそらく『勇はや斗と』からだろう。明らかに指示を仰あおいでいる。まるで小旅行で見知らぬ土地へ連れて行かれた子犬が、普ふ段だんの悪戯いたずら好きのなりを潜ひそめて脅おびえたように家族へ目線を投げるようなものだった。

　紅小道楓希は、携帯電話へ投げた目線を柔やわらかく細める。

　若い技師が疑問を挟はさんだ。

「彼氏さん？」

「いいや。だが私の支えだよ」

　死した召しよう喚かん師しの全すべては、今のパートナー・勇はや斗とへと叩たたき込んでいる。

　そこに至るまでが大変だった。依より代しろは召喚師から契けい約やくを断たれると、一いつ般ぱん人じんに戻もどる。召喚儀ぎ礼れいの世界に関する全てを忘れてしまう。それは召喚師自身が死亡した場合も同じだ。だから、たまたまの偶ぐう然ぜんで、紅べに小こ道みち楓ふう希きが別の召喚師に拾われなければ『思い出す』事もなかっただろう。

　そいつを騙だまして従うふりをしながら、記き憶おくを保った。

　そして『最高の素材』を見つけ出した。

　英才教育が一定の成果を上げたところで『仮住まい』を処分して、『最高の素材』へ契約を鞍くら替がえさせた。

　だから生徒会長は、すでに死亡した男のぬくもりの中をたゆたっている。

　それが疑似的に作り出されたものであったとしても。

　オリジナルの火を、移し替えるように。

　全てを振ふり回してでも、だ。

「でもお嬢じようちゃん、大だい丈じよう夫ぶなのかい？」

「何が」

「世間があっと驚おどろくような秘ひ密みつを、こーんな行きずりの男に見せびらかしちゃって」

「『常連』『顔なじみ』を作らないための移動式ショップだろう？」

「ははっ、こんなべっぴんさんなら嫌いやでも目に焼きつくって！　ひょっとしたら俺おれは悪い男で、美人さんのアンタにあんな事やこんな事を命令するかもしれないよ？」

「ああ、それなら大丈夫さ」

「ありゃま、そんな安あん全ぜん牌パイに見えちゃいます？」

「いいや。お前がどんな人間だろうが、どうせすぐに忘れるからな」

「？」
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　日付の変へん更こうを待って、恭きよう介すけと図書委員ちゃんはトイドリーム35外周にある工業地帯を目指した。

　理由は明らかで、戸と嶋しま工業第三玩がん具ぐ工場の新型製造ラインの『慣らし運転』……その時期と合わせるためだ。何かが起きているのなら、何かが起きている時を狙ねらうのが最も多くの情報を手に入れられる好機だ。もちろん、それは同時に最も警けい戒かいされているタイミングで踏ふみ込む事をも意味しているが。

　モノレールを使って、トイドリーム35の外を目指す。

　車しや窓そうの向こうは雨が降ったり止やんだりを繰くり返していて、ちょうど今は雨の切れ間のようだった。

「……工場が動いているっていう事は、今日もどこかでお姉ちゃんが徘はい徊かいしているのかしら」

　図書委員ちゃんが窓まどの外を眺ながめながら、物もの憂うげにそんな事を言っていた。

　トイドリーム35の外へ出ると、一気に光が引いた。そこにあるのは原色の闇やみだ。年中無休で電でん飾しよくに埋うめ尽つくされた遊園地の街とは違ちがい、こちらにはまばらな蛍けい光こう灯とうしかない。夜の闇を消し飛ばす事などできず、全体的にねっとりとした黒が辺り一面にのたくっている。

　ホームに降りると、気温も一、二度ほど低いように感じられた。

　地図がなくても、トイドリーム35の位置は明確に分かる。はるか彼方かなたに、夜の闇を無視してぼんやりと輝かがやく一角が見えるからだ。

　ここが外周部。

　トイドリーム35と共存していくため、時には居住性さえ無視して無数の工場を乱立させていった場所。

　路上に停められているトラックの側面などにマスコットが描えがかれているところを見るだけで、その経済的な依い存そん度どが確認できる。

「土のある地面って不思議よね」

　図書委員ちゃんは足元の水たまりを見ながらそんな風に呟つぶやいた。

「いや、あたし達の方が変なのかな。人間ってすぐに慣れちゃう生き物っていうか……」

　モノレール駅の周辺は黒土とちょっとした林が目立つ程度。アスファルトの道路と街灯がある程度で、ほとんど開発されていない。そこから五〇〇メートルくらいなだらかな坂を下った先に目をやると、横一面をどこまでも遮さえぎるフェンスの壁かべが広がっていた。

　戸と嶋しま工業第三玩がん具ぐ工場。

　一口に工場と言っても色々あると思うが、三メートルほどの高さのフェンスの向こうに広がるのは、自動車工場に似たイメージだった。外観は、ただの四角い箱。一辺一キロ以上もある。五階以上の高さを持つ正方形の工場。唯ゆい一いつ、歪いびつに見えるのは平べったい屋根の上から等とう間かん隔かくで突つき出た煙えん突とつくらいのものか。

　恭介は小型の双そう眼がん鏡きようを片手に、工場の敷しき地ちのあちこちを観察していく。

　一分もかからなかっただろう。

　それを手て渡わたされた図書委員ちゃんの方が面めん喰くらっていた。

「えっ、あ？　もう良いの？」

「良いけど、何で？」

「だって、要よう塞さいみたいに大きな工場でしょ。こんな真夜中だってたくさんの警備員が……ほら、こうして見るだけでいっぱいいるじゃない！　あっちこっちに防犯カメラもついているみたいだし、忍しのび込むなんて一言で言っても、すんごく大変なんじゃあ……」

「そうでもないよ」

　恭きよう介すけは言いながら、図書委員ちゃんが覗のぞき込んでいる双そう眼がん鏡きように横から触ふれた。

　奪うばうためではない。

　彼女の視線を誘ゆう導どうするために、双眼鏡の側面を指先で押おしてズラしていく。

「まず第一に考えなければならないのは、『どこから』侵しん入にゆうするのかっていう事。工場には窓まどらしい窓はない。出入口は全すべて施せ錠じようされていて、車両用には鋼こう板ばんの分厚いシャッター、人間用は強化ステンレス。ドアの近くには操作パネルがあるから、おそらくカードキーが必要な訳だが」

「いきなり手て詰づまりなんですけど……」

「では着眼点を変えてみよう。ほら、あそこ」

　恭介は双眼鏡を動かして、次のポイントへ移す。

　四角い箱のような工場から少し離はなれた、それでいてフェンスの内側にある地点。大型トラックに匹ひつ敵てきするサイズで、横よこ倒だおしの缶みたいな形の金属タンクがいくつか並べて置いてある。地下方向に向けて、何本もの配管が伸のびていた。

　他にも、横にはいくつかの大きなコンテナが並べてあった。

　タンクの側面にあった文字を、図書委員ちゃんは怪け訝げんそうに読み上げる。

「火気、厳禁？」

「タンクの形状から見ておそらくガスタービン用のＬＮＧ。工場の規模に対して随ずい分ぶん少ないから、非常電源用の燃料ではないかな」

「あんなのどうするの。火を点つけたら大おお騒さわぎになって忍び込むどころじゃなくなっちゃうし、工場の壁かべから離れているから、大だい爆ばく発はつさせたって壁に大穴は開かないんじゃない？」

「そこまでやる必要はない訳だが」

　恭介はそこまで言うと、図書委員ちゃんから優しく双眼鏡を取り上げた。

　今度は手近にあるものを指差して説明していく。

「ここはなだらかな下り坂」

「だから？」

「そしてあちこちにはマスコットの描えがかれた大型トラックがたくさん」

　あちこち指差した後、恭介はトラックから下り坂をなぞり、工場までのラインを繫つないでいく。

　告げる。

「外から開けられない鍵かぎを開ける方法は簡単だよ。……内側から開けさせれば良い訳だが」
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　普ふ段だん、扱あつかいやすい軍服を纏まとっていると、無む駄だに糊のりの効いた警備員の制服というのはゴワゴワして仕方がない。おまけにこの雨続きで、上からレインコートまで着込む羽目になった。手持ちの銃じゆうも心こころ許もとない。衣服の懐ふところに隠かくし持てるサイズに制限されるのは分かるが、銃身が二〇センチもない短機関銃にマガジンが三本では、殺しというより時間稼かせぎに近い役割しかできない。自分達の持ち物の内、最も高価な装備が軍用懐かい中ちゆう電でん灯とうだという辺りでもそれは明らかだろう。

　彼らの鉄の掟おきてにはこうある。

　正義とは『力』だ。よって弱き者はより強き者の活かつ躍やくを後あと押おしするべし。それが戦術上の敗北を喫きつしても戦略上の勝利へと繫つながる道筋を作る、と。

　……平たく言えば、召しよう喚かん師しの足元へ爆ばく弾だんを投げ込まれたらお前達が危険物に覆おおい被かぶさって食い止めろ、という訳だ。

　そして、犬死にが嫌いやなら自分の『力』でのし上がれ。

　誰だれが最強になっても良い。だがその最強となった誰かは今の地位が多くの仲間の血の下に成り立っている事を自覚し、もってその『力』を弱き者達のために還かん元げんせよ、と。

「……、」

　この場において一番恐おそれている相手は、当然ながら召喚師の介かい入にゆうだ。

　そうなった場合、夜よ闇やみの中で侵しん入にゆう者しやを釘くぎづけにし、その間に彼らの中心に立つ召喚師が戦せん闘とう準備を終える。そういう分担だった。強力なライトは敵の目を封ふうじると同時、深夜でも肉眼で確実に標的を捕ほ捉そくできるようにするための措そ置ちである。

　だから。

　工場の敷しき地ちを巡じゆん回かいしていた『兵隊』達は、そんなトラブルを想定していなかった。

「……おい？」

　誰かが疑問の混じった声を放つ。

　なだらかな坂をゆっくりと下るような感じで、一台の大型トラックがこちらに向かってくる。ヘッドライトは点灯していなかった。車の動きも、運転手の意思を感じられない。アクセルを踏ふんでいないというか、ただハンドブレーキの利きが甘あまくてずるずると坂を滑すべり下りている、とでも言うべきか。

　ただ、時速五キロだろうが一〇キロだろうが、それは二〇トン以上もある鋼はがねの塊かたまりだ。

　拳けん銃じゆう弾だんを放つ短機関銃ではどうにもならないし、そもそも誰も乗っていないなら警告も銃じゆう撃げきも大した意味は持たない。

　途と中ちゆうで道を外れて林の木々をメキメキとへし折っていく大型トラックは、ついに金かな網あみのフェンスをぶち破って敷地内に入り込んでしまった。

　啞あ然ぜんとしたまま、何となくトラックの動きを見送ってしまった『兵隊』達だったが、そこで彼らはようやく鋼はがねの塊かたまりがどこへ向かっているのかに気づいた。

　工場の外がい壁へきから少し離はなれた場所に保管してあった、非常電源用の燃料タンクだ。

「ま、ずい!!」

　叫さけび声に、意味なんてなかった。

　巨きよ大だいな金属タンクが猛もう犬けんに嚙かまれた空あき缶みたいに破れた途と端たん、シュドッ!!　と闇やみ夜よを引き裂さく猛もう烈れつな大だい爆ばく発はつが巻き起こった。
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　道路から外れた林の中。自転車よりもゆっくりと徐じよ行こうしていた大型トラックに併へい走そうするように進んでいた恭きよう介すけは、破れたフェンスへ目をやりながら傍かたわらの図書委員ちゃんへ小声で言った。

「始めよう」

「始めるって……ここから!?　爆発のおかげで蜂はちの巣をつついたような騒さわぎになっているじゃない!!」

「でも、代わりに理路整然とした警備シフトはガタガタに崩くずれている訳だが。今なら『注目の分布』に大きなむらができていて、そこを縫ぬって進めば安全に敷しき地ちの中を歩き回れるよ」

「あなた……本当にクラスメイトの城しろ山やま君よね……？」

　図書委員ちゃんは何故なぜだかそんな確認を取っていた。

　警備厳重な施し設せつに忍しのび込む方法は大きく分けて二つ。

　こっそり進むか、堂々とやるかだ。

　流石さすがに破れたフェンスから直接踏ふみ込む訳にはいかない。そちらは多くの目が集まり過ぎている。だが代わりに、踏切のように開閉するバーと足元の可動式スパイクで守られた工場正門の方がガラ空きになっていた。警備員が詰つめるための、『電話ボックスよりは大きな箱』の中にも誰だれもいない。

　おっかなびっくり、何故だか中ちゆう腰ごしになりながら図書委員ちゃんが呟つぶやく。

「ここの人も火事の方に行ったの……？　そりゃ楽ができるのは嬉うれしいけど、どうしてここまで……」

　彼女が火事の現場の方へ首を向けると、大量の黒こく煙えんが大型トラックのある辺りを完全に覆おおい隠かくしつつあった。火の勢いは増すばかりだが、それに合わせて人の数も増えていく。

　あれだけ頑がん丈じように閉じていた金属の扉とびらを内側からパタパタ開けて、だ。

「反政府ゲリラの武器庫であれ、麻ま薬やく組織の貯蔵庫であれ、見つかっては困るものを溜ため込んでいる連中は絶対に自前の消火部門を確保している訳だが。普ふ通つうの消防車に頼たよると『秘ひ密みつ』がバレてしまうからさ」

　恭きよう介すけは詰つめ所の中に身を乗り出して何かいじくりながら、そんな風に答えた。

「そして非常用燃料はたとえ爆ばく発はつしても工場本体は吹ふっ飛ばない位置に調整して設置されているんだ。だから、そういう場所には『誤爆したら困るもの』が他にもたくさん集められる。……タンクの横にあった金属コンテナは、きっと連中の火薬庫だろうね。そっちに引火すると色んな意味で困る訳だが。状じよう況きようが『ただの火事』では収められなくなって、周りの注目を集めすぎるからね」

「そうか、それで……」

　言いかけて、図書委員ちゃんは思い返した。

　警備員の目は一ヵ所に集められ、厳重に施せ錠じようされた扉とびらは内側から開放された。

　だが、問題はそれだけではない。

「でも、あっちこっちに防犯カメラがあるじゃない。工場の中なら全すべての通路全ての部屋が監かん視しされているだろうし、どうやって中を自由に歩くのよ」

「だから、そのセキュリティの線を今切った」

「……、」

　啞あ然ぜんとする図書委員ちゃんは、恭介が千切れたケーブル類を軽く振ふっているのを目もく撃げきした。

「爆発の衝しよう撃げきとその後の熱で、地中に埋まい設せつされているケーブルがおかしくなった。……今ならそう思ってもらえるよ。ではさっさと工場の中にお邪じや魔まするとしようか」

　黒こく煙えんのスクリーンで埋うめ尽つくされた敷しき地ちの中へと、恭介は踏ふみ込んでいく。その後から、図書委員ちゃんが追い駆かけていく。

　どこもかしこも怒ど号ごうの嵐あらしで、あちこちでバタバタという足音が続く。そのたびにビクビクと肩を震ふるわせる図書委員ちゃんだが、恭介の方には変化がない。

「工場の規模と敷地面積から見て、五〇人から一〇〇人は必要だね。消火活動のせいでセクションの区切りを無視して大集合しているから、誰だれがどこを歩いていたって不思議には思われないよ」

　そこまで言うと、恭介は口の中だけでこう付け足した。

「『ガバメント』なら軍事レベルのレプリグラスを辺り一面に配備するし、『フリーダム』は個人召しよう喚かん師しばかりでそもそも大勢とは行動を共にしない訳だが。……リューさんはああ言ったけど、どうにも『イリーガル』っぽい匂においがするんだよね……」

「でも、あたし達は着ている服だって全然違ちがうじゃない。こんなトコ見られたらやっぱり目立つって」

「見られなければ良い。この闇やみと、おまけにひどい黒煙。召喚儀ぎ礼れいの世界では、たとえ紙の膜まく一枚隔へだてているだけだって『肉眼で捉とらえられなければ』問題ないんだから。『足音と人ひと影かげ』だけなら、あいつらは右往左往する同類の誰かだって判断するに決まっているよ」

　恭介のスマホは、周辺を飛び交う電波を拾って音声化させていた。

　平たく言えば、『兵隊』側の声を傍ぼう受じゆしていた。

　どうやら、工場の中の誰だれかが消防センターと会話をしているものらしい。

『ああ、ああ。だから問題ない。記録を見てもらえれば分かると思うが、今、うちの工場では夜間に新型製造ラインの慣らし運転を実じつ施ししているんだ。多分、爆ばく発はつに聞こえたものの正体はそれだろう』

『ですが、近きん隣りん住人からは確かに爆発事故との通報がありまして……』

『心配ない。新しく作った煙えん突とつの内部には保護用のコート剤なんかが残っていてな。べったりこびりついた塵ちりを払はらうために、わざと火勢を高めているんだ。自動車のマフラーのアフターファイアをもっと酷ひどくしたような感じになるかな。だから、遠くからは爆発みたいに聞こえたのかもしれない。なあ、こんなのでサイレン鳴らして駆かけつけたら、恥はじさらしも良いところだぞ』

　流れるような口くち振ぶりから察するに、あらかじめいくつもの事態を想定した分厚い対処マニュアルがあるのだろう。あるいは顧こ問もん弁護士のように、『口先の専門家』を雇やとっているのかもしれない。

　しかし同時に、こんな言い訳に奔ほん走そうしているという事は、まだ工場側は対処に追われている真っ最中だ。冷静さを取り戻もどしていない今なら、警備体制に穴が残っている。

　これなら問題なく潜せん入にゆうできる。恭きよう介すけはそう判断した。

　その時だった。ザリザリザリ!!　とスマホの音声がノイズで埋うまる。




　びぢっ、という濡ぬれたゴムを擦こするような音が耳についた。

　まるで、子供用の長なが靴ぐつが濡れたアスファルトを踏ふむような。




「……………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………」

　図書委員ちゃんは無言のまま、音源へと目をやった。

　真後ろ。数メートル先。

　城しろ山やま恭介が作り出した黒こく煙えんのスクリーンのせいで、視界は悪い。だが明らかに辺りを行き交う大人達とは違ちがう、二回り以上も小さなシルエットが煙けむりの向こうに透すけていた。

　ボロボロに折れた傘かさを差した、レインコートの影かげ。

　こちらを向いているのか背を向けているのか、そもそも『頭部』と呼べるものがきちんとくっついているのか、それさえもここからでは判断がつかなかった。

『雨中の少女』。

　その幽ゆう霊れいは茫ぼう洋ようと浮うかぶばかりで、一言さえも発しない。

「……行こう」

　恭きよう介すけはそう言った。

「あれだけ追い駆かけていても、事の真相には近づけないよ。だから図書委員ちゃんはこの工場までやってきたんだろう」

　金属製の格子によって遮さえぎられたガラスの自動ドアの横の壁かべに、夜間出入りのための小さな扉とびらがあった。そこから中へと踏ふみ込んでいく。意外な事に、一番最初に出てきたのはオフィスビルのような正面受付だった。こういう工場でも見み栄ばえは大切にするのかもしれない。

　壁に貼はり付けられた案内板を頼たよりに、非ひ常じよう灯とうのランプしかないほぼ真まっ暗くら闇やみの廊ろう下かを歩いて慣らし運転中の新型製造ラインへ進んでいく。半導体工場とは違ちがって、間にクリーンルームのようなものはなかった。扉一枚挟はさんで、そのまま体育館よりも広い製造ラインが待っている。

　ひたすら長いベルトコンベアと、その左右に並ぶ大小無数のロボットアーム。それがボウリング場のように何本も並んでいた。ほとんどの作業が自動化された設備は、やはり自動車工場をほうふつとさせる。

　ただし、

「動いていないね。誰だれもいないみたいだし」

「でも、まだモーターやシリンダーは温かい訳だが。作りかけの商品はコンベアの上に残っている。火事のせいでみんな出で払はらって、ラインを一時的に止めているだけだろうね」

「……パンフがある。スマホと連動して動き回るマスコット人形だって。こんなに大がかりな設備が必要なのかな……」

「トイドリームが嚙かんでいるんだ。無む駄だに高い出費をしたっておかしくないよ」

　流石さすがにフラッシュは使えないが、スマホを使って製造ラインの各部を撮さつ影えいしていく恭介。

　図書委員ちゃんは何をすべきか分からないまま、とにかくあちこちへ視線を投げながら、

「でも、この工場がお姉ちゃんとどう関係しているんだろ」

「それを今調べている訳だが」

「この製造ラインだって窓まど一つなくて、どこにも外に繫つながっていない。『雨』なんかと関わるようなものがあるとは思えないんだけど」

　ここで作られた商品に何か秘ひ密みつの小細工でもされているのか。

　それとも、

「『雨』と関わりがある、か……」

　恭介は言いながら、ベルトコンベアの端はしに固定してあった機材に軽く触ふれた。サイズはガソリンスタンドにある洗車機よりも大きい。コンベアを完全に包み込む金属の塊かたまりの正体は、溶とかしたプラスチックをケーキ職人のホイップのように垂らして形を整える設備のようだった。どうやら、ここにあるのは一いつ般ぱん的てきな金属の型に流し込んで成形するものとは違うらしい。

「融ゆう解かい用のスチームパイプ、おそらくは業務用の大型ボイラーと直結……そういえば、四角い工場の屋根には何本も煙えん突とつが立っていたような……」

「え、ちょ、城しろ山やま君!?」

　図書委員ちゃんが慌あわてた声を出したのは、恭きよう介すけが停止したベルトコンベアの上へ仰あお向むけになり、そのまま巨きよ大だいな機材の口の中へと上半身を突つっ込んだからだ。

　電気が通っていないと分かっていても、見ているだけで指先がむず痒がゆくなる光景だ。

　だが作業に没ぼつ頭とうする恭介は露つゆにも思っていないらしい。

「……この匂におい、ひょっとすると……」

「どうしたの？」

「図書委員ちゃん、渡わたしていたポーチを開けてもらえるかな？　中にボールペンくらいのガラス管があるから、それをこっちに回して」

　指示に従うと、恭介はさらに機材の中で何か作業を進めた。

　やがて、彼は洗車機よりも大きな設備から体を引っこ抜ぬく。例のガラス管には細いケーブルが取り付けられていて、それはスマホの尻しりにあるコネクタと接続されていた。

　そしてスマホはどこかと連れん絡らくを結んでいる。

「リューさん、今、そっちにスペクトル式で解かい析せきしたデータを送った訳だが。おそらく励起手榴弾インセンスグレネードに使われる成分の残留物だ。あれはオーダーメイドで召しよう喚かん師し一人一人違ちがう調合をしているはず。このパラメータを細かく調べれば何か有益な情報が出てくるかもしれないよ」

『オッケー、ただし「イリーガル」に借りを作った事はお忘れなく。ひょっとすると、これでアンノウンの素性が分かるかもね』

「どういう事？」

　図書委員ちゃんが疑問の声を放つと、恭介はこう答えた。

「この機材はスチームパイプとボイラーを通じて煙えん突とつまでラインが繫つながっている訳だが。そして『雨中の少女』は雨と深く関わっているんだよ。さて、ではこの雨の成分はどうやって決定されるのかな？」

「ひょっとして、煙突から出てくる煙けむりが……？」

「召喚儀ぎ礼れいで使われる励起手榴弾インセンスグレネードの成分に似たものが出てきた。製造ラインの慣らし運転に合わせて『雨中の少女』が出てきているのも間違いないだろう。煙は風に乗って、かなり広こう範はん囲いに広がっているよ。こうなると日本中、いや世界中で噂が囁かれているのにも違った見方ができるかもしれない。これがどう関わっているのかはまだ分からないけど、とりあえず第一歩だね」

　体育館より広い製造ラインの全すべてを短時間で精査するのは不可能だ。

　大おお雑ざつ把ぱに調べを終えると、恭介達は製造ラインを離はなれる。

「次はどこへ行くの？」

「この匂い……さっきもどこかで嗅かいだんだ。そう、確か向こうの方だ……」

　言いながら、恭介は来た道を引き返してしまう。

　さっきも何も、こうしている今さえ何の匂においも感じ取れない図書委員ちゃんとしては、困こん惑わくしながらも従うしかない。

　恭きよう介すけは製造ラインから正面玄げん関かんへと戻もどり、周囲をぐるりと見回す。

「（……ここだ）」

　彼が声を潜ひそめたのに合わせ、図書委員ちゃんも自然と息を吞のんだ。

　数ある鋼こう鉄てつの扉とびらの一つ。

　そこに耳を寄せ、五本指の先で扉の表面に触ふれ、そのまましばし待つ。まるでドラマの中に出てくる、聴ちよう診しん器きで金庫の内部を窺うかがっているような仕草に似ていた。

「（……呼吸音は二つ。何か話しているね。たとえ相手が召しよう喚かん師しでも、励起手榴弾インセンスグレネードを放たれる前にケリをつければ問題ない）」

「（そ、そんなに上手うまくいくの？）」

「（……扉に鍵かぎはかかっているみたいだけど、そんなのは向こうから開けさせれば良い）」

　ひっ!?　と、図書委員ちゃんは思わず声を上げそうになった。

　恭介は一転、辺り一面に響ひびき渡わたるほど大きな音で、ゴンゴン！　と乱暴にノックしたのだ。

　ドアの横に張り付いたまま彼は大声で呼びかける。これまで得た数少ない情報をあちこちに織おり交ぜて、だ。

「『勇はや斗と』さんの指示です、セキュリティ関係の配線チェックに来ました！　一つ一つの部屋を調べて、どこで断線しているかを順次調べている最中ですので協力願います。テスターはこちらにありますので、すぐに終わりますから！」

　無防備にドアノブが回った途と端たん、風が吹ふき荒あれた。

　恭介は背中から取り出したブラッドサインを使って中にいた二人を迅じん速そくに無力化し、彼らのズボンのベルトを抜ぬいて後ろ手に縛しばり上げる。

「じきに警備シフトも元に戻る。それまでに調べられる範はん囲いで手の届く場所は全部洗ってしまおうではないか」

　図書委員ちゃんを中に招き入れると、恭介は扉を閉めて内鍵をかけた。

「ここって……？」

　三つ編みにメガネの少女は部屋を見回す。

　先ほどの製造ラインと違ちがって、機材は撤てつ去きよされているようだった。代わりにいくつかの大きなテーブルが並べてあり、その上にガスバーナーやフラスコといった実験器具が並んでいた。壁かべ一面はホワイトボードになっていて、直線や六角形に英数字がくっついた、いわゆる化学式がびっしりと書き込まれている。

　全体的に、学校の化学室みたいな有り様だった。

　そもそも『普ふ通つうの』オモチャ工場に入った事がない図書委員ちゃんには比ひ較かく対象はないのだが、ここが『普通の』オモチャ工場ではないのは良く分かる。

「調合リストだね。やっぱり励起手榴弾インセンスグレネードの大元になっている香煙インセンスみたいだ」

「……この……変な草とか、白い粉とか、透とう明めいな氷こおり砂ざ糖とうを砕くだいたようなのが？　これ、変なハーブのお仲間とかじゃないんだよね？？？」

「詳くわしい話はこいつらに聞けば良い」

　と、城しろ山やま恭きよう介すけはブラッドサインの先せん端たんで、伸のびていた白衣の男の片方、その額ひたいを軽く小こ突づいた。

　うぐ……という呻うめき声と共に、白衣の男は目を覚ます。

「ん、なにが……くそっ、両りよう腕うでが……君達は何なん……ぐう!?」

　疑問の声が叫さけびに変わる前に、恭介はその喉のどをブラッドサインで軽く押おして呼吸を詰つまらせる。

　上から見下ろすようにして、彼は告げる。

「ここで何をしていた？」

「ふぐっ、げほっ！　し、しゃべると思うのか……？　どこの賊ぞくかは知らないが、君達はもう逃にげられない。私はここで待っているだけで逆転勝利が転がり込んでくるんだ……」

「では、ご自じ慢まんの兵隊さんはどれくらいいるのかな。一〇人？　五〇人？」

「へっ」

「一〇〇人以上いるとしたら……一人二人が消えたところで、僕ぼくが困るとでも？」

　白衣の男は黙だまり込んだ。

　顔から嫌いやな汗を噴ふき出し、眼球だけでギョロギョロと恭介の顔を見上げる。

「そ、それはお勧すすめしない」

「何故なぜ？」

「ご、ご、拷ごう問もんは人が思っているより簡単なものではない。殴なぐれば正しい情報が出てくる訳でもない。は、ははっ。ここで私を殺してしまったら、欲しい情報も手に入らなくなるだろう」

「し、城山君……!?　ダメだよそんなの!!」

　と、今まで傍そばで聞いていた図書委員ちゃんが、青白い顔で割り込むように叫んだ。

　白衣の男はニヤリと笑った。

　こうなる事は予見できていた。だからそれらを織おり込んで、恭介は涼すずしい顔でこう言った。

「図書委員ちゃん」

「な、なに？　暴力とか、そういうのは、あたし、手を貸さないからね。何を今さらって感じだろうけど、拷問とか何とかっていうのは、毛色が違ちがっ───」

「ごめん」

　とすっ、という小さな音が響ひびいた。

　ブラッドサインの平たい先端が、少女のみぞおちへと奇き麗れいに埋うまった音だった。

　悲鳴はなかった。

　そのままずるずると図書委員ちゃんの体が床ゆかへ崩くずれ落ちる。動かなくなる。

　恭きよう介すけは振ふり返る。

「さて。これで、最後の良心は消えた訳だが」

「……っっっ!!!???」

　人の心理は同じ状じよう況きようが続けばどれだけ強い刺し激げきにも慣れていくが、緩かん急きゆうをつけるとあっという間に白旗を上げる。お化け屋や敷しきなどで入口から出口まで幽ゆう霊れい役が出ずっぱりなのではなく、時折無意味に長い廊ろう下かや何の仕し掛かけもない曲がり角などを用意しているのと同じだ。

「わ、私はしゃべらない。どのみち、君の腕うででは何も吐はかせられない！」

「別に僕ぼくがやる訳じゃない」

　と、恭介はその顎あごを、ブラッドサインの先せん端たんでくいっと持ち上げた。

　告げる。

「『林檎の蛇フオスフオロス』……レプリグラス製ブラッドサイン。これはただの棒じゃない。蛇へびのようにくねる棒を口の中に突つき込んだら、体の中をどんな風に進んでどこから飛び出すと思う？」

「……………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………できっこない」

「これは『イリーガル』の受け売りなんだけど、ここまでやっても人って死なないらしいんだよね。まあ、受け売りだからあてにならないし、僕には上手にできないかもしれないけどさ」

「ばがらふぐっ!?　ヴぁ、待って、ひゃってしゃべるひゃべりみゃすかひゃあ!?」

　あまり奇き麗れいとは呼べない唇くちびるをブラッドサインの先端でなぞっただけで、白衣の男は子供のように泣ないて喚わめき散らした。

　恭介は表情を変えずに尋たずねる。

「知っている事を、簡かん潔けつに」

「こっ、この工場は買収した。乗っ取ったんだ。経営責任者の男を三億で懐かい柔じゆうする予定だった。それでも首を縦たてに振ふらなかったから、今度は周りへ金をばら撒まいた。一〇〇人以上の友人知人がヤツの個人情報を教えてくれたよ。蹴け落おとすのはそう難しい事じゃなかった」

「……、」

「仕事だった！　『イリーガル』じゃあ国の法律よりチームやファミリーの掟おきてが優先だ。しくじれば掟に従って数値化された懲ちよう役えきや処しよ刑けいが待っている。普ふ通つうのニュースじゃ監かん禁きんとか殺人とか呼ばれているな。決定が下れば逆らえない！」

「何のために？」

「煙えん突とつだ。この工場は煙突を使って調合プラントで作った香煙インセンスを広こう範はんにわたって薄うすく長くばら撒まくための前線基地なんだ。偏へん西せい風ふうの流れに乗せてしまえば、それは国境をまたいで北半球の大部分を埋うめ尽つくす」

　……『雨中の少女』が雨の夜に現れるのもその辺りが関係しているのか。

　大気中に希き釈しやくされている香煙インセンスが雨あま粒つぶの形で凝ぎよう縮しゆくされて地上へ降り注ぐ。それが励起手榴弾インセンスグレネード炸さく裂れつ時にも似た効力を生み出しているのかもしれない。例えば日本全国、いや世界中で様々な怪奇現象を招きかねないような。

　一いつ般ぱんに、人工霊れい場じようは『幽ゆう霊れいが現れる環境』の『詰つまり』を取り除のぞいてしまうため、展開と同時に幽霊は消しよう滅めつしてしまうとされる。

　だがこのイレギュラーな雨粒には、そこまでの純度や効果はないのかもしれない。

　そして、人工霊場は例外なく『この世ならざる者』を強く浮うかび上がらせる効果がある。ただ幽霊の場合はそれを確認する間もなく消しよう滅めつしてしまうだけだ。もしも幽霊が消滅しない『半はん端ぱな』人工霊場があれば、やはり幽霊はその猛もう威いを振ふるう事になる。

（だけど、人工霊場の展開には『標的を肉眼で捉とらえる』必要がある。……誰だれの『目』が働いているって言うんだ……？）

　恭きよう介すけは少し考え、そして今度はホワイトボードの方を親指で指し示した。

「あの化学式には調ちよう香こう師しのエリ＝スライドの匂においがするけど。彼女が多用するデザイナーズメディシンの癖くせがあるよね。彼女もこれに参加しているのかな」

「……あれは外部スタッフだった。化学式の完成までの依い頼らいだ。だから埠ふ頭とうで料金を支し払はらった、報ほう酬しゆう分ぶんのドラム缶とアスファルトをな」

　とことん『イリーガル』の流りゆう儀ぎだった。

　いい加減にルールを忘れて頭をかち割りたくなる衝しよう動どうを抑おさえつけ、恭介は話を続ける。

「香煙インセンスの特とく徴ちようは？　誰のための調合なのかな」

「誰のものでもない」

　白衣の男は座り込んだまま、唇くちびるの端はしを歪ゆがめて笑った。

「あれは誰にでも適合する万能型の香煙インセンスだ。ただしその分雑味が増すから、一般の被召物マテリアルを呼び出すためには使えないんだ」

「なら何のために……？」

「……、」

「『雨中の少女』についても話を聞きたい。偶ぐう発はつ的てきな人工霊場を作るにしても、誰かが肉眼で標的を捉えなくては条件は合がつ致ちしないよね。誰だ、誰の目を使っている？」

「……、なあ。これはみんなのためなんだ」

　突とつ然ぜん、白衣の男は奇き妙みような事を口にした。

「今は分からないかもしれない。だけど必ずその時が来れば私達に感謝する。これは、そういう種類の命題だ。個人的感情の介かい入にゆうする隙すきなど存在しないんだ」

「その答えで、納得するとでも？」

「しなければ、別の手を考えるしかないか。ああくそ」

　直後だった。

　ガリッッッ!!!!!!　と、白衣の男の口元で凄すさまじい音が響ひびいた。

　己おのれの舌を突つき出した上で、思い切り顎あごに力を込めて上の歯と下の歯で挟はさみ込み、嚙かみ千切るための動きだった。

　───それに気づいた恭きよう介すけが、ブラッドサインの先せん端たんを口の中に突き込まなければ。

「っ!?」

　白衣の男がそれ以上何かする前に、恭介は座り込んでいる男の額ひたいへ己おのれの膝ひざを叩たたき込む。鈍にぶい音が炸さく裂れつし、白衣の男はもんどりうってそのまま昏こん倒とうする。

「ここまでか……」

　恭介は床ゆかに倒たおれたままの図書委員ちゃんを起こし、背中側から膝を突き立てる形で活を入れながら考える。

　被召物マテリアルを召しよう喚かんできない、万能型の香煙インセンス。

　大規模工場の煙えん突とつを介かいし、偏へん西せい風ふうを利用して北半球全体を覆おおい尽つくす広域散布計画。

　でも。

　それは、何のために？




　　　　６




　声が聞こえていた。

　製造ラインの直上。都合三階分ほどの高さの吹ふき抜ぬけになったスペースの一部が、大きく四角い形に盛り上がっていた。ライン全体をモニタリングするための生産管理室だ。主立った壁かべは全すべてガラス張りになっているが肉眼で下層を眺ながめる事にあまり意味はない。重要なのは壁際に並べられている無数のコンソールと、それらに対応した液えき晶しよう画面の方だ。

　とはいえ、『彼ら』が眺めているのは商品の方ではない。

　煙えん突とつの稼か働どう状じよう況きようの方だ。

　安やす住ずみ勇はや斗と。

　紅べに小こ道みち楓ふう希き。

「これで在庫の八割は消化した。頃ころ合あいだよ、ミストレス。元々『あそび』を含ふくめて散布量を決定していたから、もう大だい丈じよう夫ぶだ。多少前倒ししても計画は成功する」

「だろうな。しかし、思ったよりもかかったな。煙突の内側に随ずい分ぶんと無む駄だにこびりつかせたものだ」

「それでも十分だ。気象図は速報だけど、これで間ま違ちがいない。明らかに学問を無視した形に雨雲全体の形が変化しつつある。きちんと巨きよ大だいな陣じんは構築されていくだろう」

　わずかな沈ちん黙もくがあった。

　生徒会長の少女にして殺し屋の依より代しろは、椅い子すではなくコンソールの端はしに直接腰こし掛かけながら、こんな風に言った。

「……これで、『彼』とは道を違たがえたな」

「親父の道は誤りだった。だからヤツは死んだ」

「私は今でもその確信が持てずにいるよ」

「なら俺おれが見せてやる、ミストレス。計画の成功と共に、死のない世界を成じよう就じゆして」

「死のない世界、か」

「理り屈くつ自体は簡単なものだ。ただしその効果は絶大なものになる。あらゆる人間の間にわだかまる問題は一挙に解決する。それは俺達の勝利だ」

「……確認するが、地球全土を人工霊れい場じようで覆おおい尽つくす、という条件は満たされるのだな」

「恒こう久きゆう的てきにね。まずは北半球から始めよう。後は従うか、抗あらがう者は戦いすら必要とせずに時間の流れの中で死し滅めつしていくのみだ。絶滅した南半球の工場を使って第二の散布を行えば、惑わく星せいはくまなく覆える」

「それで、全人類を防護円の中に取り込む事が可能になる、と」

「防護円はあらゆる外的要因、そして病気や寿じゆ命みようなど内的要因の両方から召しよう喚かん師しを守り抜ぬく。普ふ通つうの励起手榴弾インセンスグレネードを使えば一〇分程度が限界だが、俺達の方法は違ちがう。それこそ恒久的、半永久的に持続する。誰だれにでも効果の及およぶ、プレーンで万能型の香煙インセンスだからな」

「ただし、防護円は被召物マテリアルの力の一部を利用して構築される。六〇億なり七〇億なりをくまなく保護するとなると、たとえ未み踏とう級であっても難しくなってくる」

「あれを除のぞけばな」

「……本当に、あれを制せい御ぎよできると思うか？」

「そのための仮説をどれだけ回してきたんだ、ミストレス。俺達の方法は完かん璧ぺきだよ」

　殺し屋の勇はや斗とは立ったまま、ドアに寄りかかるようにして薄うすく笑った。




　そのわずか五センチ先。

　ドアの反対側では、城しろ山やま恭きよう介すけが静かにその話を耳にしていた。




　あまりにも非現実的。

　いっそ誇こ大だい妄もう想そうとでも笑い飛ばしたくなるような、大おお仰ぎような計画。

　死のない世界。

　傍かたわらにいる図書委員ちゃんは、どんな表情を浮うかべて良いのか分からないまま、囁ささやくような声で恭介へ話しかけていた。

「（うそ、でしょう……？　あいつら、一体何を言っているの。死のない世界……？　こっちは殺し屋なんて職業があるだけでもびっくりなのに、どこまでぶっ飛んでいるのよ）」

「（……残念ながら、理論上は成立してしまうのが問題なんだよね）」

　恭きよう介すけは横に倒たおしたスマートフォンを扉とびらにかざしながら答えた。

「（依より代しろと違ちがって召しよう喚かん師しに才能はいらない。つまり誰にでも当てはめられる。一つの儀ぎ式しきに大量の人間を召喚師として勝手に設定し、超ちよう広こう範はん囲いに人工霊れい場じようを張り、防護円で全員を包んでしまえば……そして、それを半永久的に持続させる事ができれば、疑似的な不老不死を地球全人類で共有する事もできるだろうけど）」

　この場で細かく精査している余よ裕ゆうはない。とりあえず知り得る情報は全すべて記録してしまおうとしていたからだ。

　音源を考えると、少なくとも会話をしている片方は扉のすぐ近くにいるか、あるいは寄りかかっている。この状じよう況きようで扉を薄うすく開けようとすれば即そく座ざに気づかれそうだが、相手の動きに合わせて、できれば話している様子も録画してしまいたい。

　こうしている今も、扉の向こうからは若い男女の声が聞こえてくる。

『あれは言うまでもなく強大だが、同時に気き紛まぐれだ。安全性を確保できないプラズマ融ゆう合ごう炉ろと同じようなものだぞ』

『だが各人に依代を与えずに防護円を張るには多少の無茶も必要だ。そしてヤツについては肉体と精神を分ぶん離りさせただろう、ミストレス。今のヤツには自分の意思でその力を振ふるえるとは思えないよ』

『……そう上手うまく、人の思おも惑わく通りの枠わくに収まってくれれば良いのだがな』

『力は制せい御ぎよできる。たとえそれが太陽であれ、ブラックホールであれ。第三の召喚儀礼が定義づけられた時点で、人類は怪かい物ぶつに勝利したんだ。問題はない』

　一いつ般ぱん的てきな被召物マテリアルを呼び出せない、特定の召喚師を限定しない万能型の香煙インセンス。

　地球全土を埋うめ尽つくし、最大七〇億人分の防護円を一挙に展開できる被召物マテリアル。

　並の未み踏とう級でも不可能な超ちよう高出力。

（何だ……？　何の事を言っている……？）

　じりじりと、肌はだの表面を炙あぶるように嫌いやな汗が恭介の顔から噴ふき出してくる。

　あるいは、もう答えは分かっていたのかもしれない。

　ただ、全力でそれを認めたくなかっただけなのかもしれない。

　直後だった。

　ドアの前にかざしたスマートフォンの画面の中へ、横から覗のぞき込むように可か憐れんな顔立ちが割り込んできた。




《わたくしでございますわ。あ・に・う・え☆》




「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ッッッ!!!???」

　思わず、状じよう況きようを忘れて絶ぜつ叫きようしかけた。

　渾こん身しんの力を込めて呼吸を止め、音も立てずに後ろへ下がる。

　小さな画面の中の風景には、腰こしまである銀ぎん髪ぱつのツインテールに、ウェディングドレスにも似た真っ白な装束を纏まとう一人の少女が映り込んでいた。

　善ぜん性せいの塊かたまり。

　聖なる象しよう徴ちよう。

　光こう輝きの擬ぎ人じん化か。

　一いつ滴てきの汚お濁だくさえ認めない絶対的な白色。

　規定級、神格級、未み踏とう級の中でも……さらに『大三角』をはるかに超こえた最強の中の最強。

「（白き、女王……!?）」

『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz』。

　神話の神々の先にいる未踏級の中でも、一ひと際きわ段だん違ちがいの力を持つ存在。絶対の名を独どく占せんする者。そして常に人類規模の闘とう争そうの軸じくに据すえられる被召物マテリアル。

　長い時をかけて必死に作り上げてきた人の善悪を、笑顔で踏ふみ潰つぶしていく怪かい物ぶつ。

　また、その『強さ』が誰だれかを狂くるわせた。

　もちろんそれで『殺し屋』達を被ひ害がい者しや扱あつかいする気はないが、全すべての元げん凶きように女王は立っていた。

　極限の混乱に見み舞まわれながらも、城しろ山やま恭きよう介すけは訳も分からずに棒立ちになっている図書委員ちゃんをとっさに背で庇かばった。

《くすくす、そんなに驚おどろかなくても、今のわたくしには物理的干かん渉しよう力りよくはございませんわ。……まあ、嫉しつ妬とは恋こいのスパイスと解かい釈しやくできる値にも限界はあるけどな》

　だが様子がおかしい。

　混乱する恭介は画面と実際の風景を交こう互ごに見やる。

　横に倒たおしたスマートフォンの中には確実に最大最悪の被召物マテリアルが映り込んでいるのに、実際の扉とびらの前には何もいないのだ。

　まるで得体のしれない心しん霊れい動画か、あるいは、

「（ＡＲ……なのか？）」

《正確には、ネットワークを駆く使しした知ち覚かく網もうといったところでございましょうか。ＡＲは出力の一つに過ぎません》

　画面の中の女王は、ばちーん☆　と片目を瞑つぶって投げキッスをかまし、

《連中が言っている通り、『あれ』とはつまりわたくしの事。そして今の『白き女王』は『死のない世界』の要かなめとして組み込まれているようでして。安全策として、力の源たる肉体と今ここにある精神を切り離はなされた状態にあるのでございますよ》

「（被召物マテリアルはデジタルなカメラやセンサーには映らない。ネットワークにだって認識されないはずだ）」

《それは人工霊れい場じようの中に限った場合の話でございましょう？　まあ、こうしている今も北半球全域が薄うすく広く人工霊場に吞のまれつつあるのですが、あの香煙インセンスの配合では防護円を張るので手て一いつ杯ぱい、そこまで派手な干かん渉しよう力りよくは必要ないといった話でございますし。ほら、わたくしの『本体』そのものは、全まつたく違ちがった方式で呼び出されていますので》

「……、」

《まあ、退たい屈くつは最大の罪でございますからね。わたくしを好きに振ふる舞まわせておけば、檻おりをぶち破る事もなく肉体を貸してくれる……などと考えているのでしょう》

「（どんな方式で）」

《浦うら島しま太た郎ろうにかぐや姫、蓬ほう萊らい島じま、妖よう精せいの国、あるいはオルフェウス、イザナギ、古代メキシコの辺りにも似たような話があったような？　ここまで言えばお分かりではございませんか、あにうえ》

「（『世界の果て』……か）」

　かつて、トイドリーム35ではアザリア＝マゼンタレイン達『ガードオブオナー』が『精せい霊れいの泉』という絵本に出てくるような古い概がい念ねんを使った大事件を起こしていた。

　この『世界の果て』もまた、召しよう喚かん儀ぎ礼れいを知らない一いつ般ぱんの人々の間にさえ広く浸しん透とうするほどに有名な概念の一つ。

　海の向こう、山の向こう、空の向こう、とにかく人の手が届かない所には、人の手で成なし遂とげられない奇き跡せきや物品、食材などが眠ねむっている、とする話だ。多くの場合、そこに到とう達たつする、または往復する事によって、人はその死を克こく服ふくできるとまで言われている。

　だとすると、

「（『世界の果て』……と名乗るからには、人の手で触ふれられる場所ではないはずだ）」

《ええ。箱の中の猫ねこと同じく、人の手で開けてしまえば条件は崩くずれますからね》

「（具体的には、一体どこに？）」

《……このわたくし相手に何でも自由に引き出せるとでも？　物質にしても情報にしても、ブラッドサイン式から外れた今のわたくしに、召喚には対価は不要などという安全策はございませんわ》

　どこか楽しむように『白き女王』は言う。

　恭きよう介すけの目がわずかに細くなる。目の前のそれが画面の中の映像と分かっていても、恭介は音もなく場所を移動し、今度こそ改めて図書委員ちゃんを庇かばう構図を作っていた。この女王なら、恭介を苦しめるためだけに依より代しろを殺せと命じる事も珍めずらしくない。それが通らなければ、反則を網もう羅らしてあらゆる前提を覆くつがえし、その手で殺してしまうかもしれない。

　状じよう況きよう次第によっては、ドア一枚隔へだてた『殺し屋』達より優先すべきリスクの塊かたまり。

　そしてそいつはこう言った。

《ふっふっふ、ならばわたくしとの疑似的ツーショットでも撮とっていただきましょうか。そしてその一枚を待ち受けにしていただきましょうか。こうしてアクセスできている時点であにうえのアドレスはゲット済みでございますし、何だか恋こい人びとみたいな気分でございますわあ☆》
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「……、」

《お待ちになってあにうえ、ここでスマホを床ゆかへ思い切り叩たたきつけたら総員に洩もれなく気づかれましょう》

『白き女王』から常識を疑われるような発言をされたらもう世も末だ。

《あにうえ。わたくしは先ほど、こう引き合いに出したはずでございますが》

『白き女王』は小さな画面の中でにこやかに微笑ほほえみながら、こう答えた。

　その細い指先で、真上を指差しながら。

《かぐや姫、と》




　　　　７




　民間宇宙ステーションはトイドリームｏｐ‐01からｏｐ‐07までが稼か働どうしている。

　だが実際には、その前段階として実証試験のみに使われ、現在は廃はい棄きされたステーションが別に存在した。

　ｏｐ‐ＸＸ。

　それは巨きよ大だいな棺ひつぎとして、今も静かに青い星の周りを回っている。




　　　　８




「（なんて事だ……）」

　思わず、恭きよう介すけは呟つぶやいていた。

『白き女王』はさして気に留めた風でもなく、

《『イリーガル』らしく、ハゲタカファンドを利用して民間宇宙船会社を買収したようでございますね。そちらの技術を使って廃棄されたステーションに接せつ触しよくし、自分好みの改造を加えていった、と》

「……、」

《つまり、わたくしの肉体は月の近くを遊覧飛行中。言ってみれば、これはデジタルな幽ゆう体たい離り脱だつといったところでございましょうか。あにうえにも、その周辺にも、わたくしの指先は届きません。以前、『ガードオブオナー』なる組織がこの街で仕し掛かけた『縫ほう界かい召しよう喚かん』と違ちがって、無む尽じん蔵ぞうに被召物マテリアルが呼び出される事もありませんし。そもそも、『ガードオブオナー』が『統とう御ぎよ』で繭まゆの中にわたくしを放り込んで独どく占せんしていた間でも試験稼働できた。逆に言えば、その程度の搾しぼり滓かすですもの。警けい戒かいを解いていただいてもよろしいのではございませんか？》

「（……信じられるか。あなたがその気になれば、軌き道どう上じよう爆ばく撃げきだって、ステーションごと地表に突つっ込んでくる事だってできるはずなんだから……）」

《くすくす。やっぱりあにうえは小心者のウサギさんでございますわねえ☆　でもそれがとっても愛らしい》

　女王が具体的にどこにいるかなんて、関係ない。

　女王がどこにいようが、こちらの世界に現れてしまった時点で、こちらの世界をどこからでも粉々に砕くだく事ができると考えた方が正しい。

　どうしてそんな事が分からない、と恭介は懊おう悩のうした。

　安やす住ずみ勇はや斗とに紅べに小こ道みち楓ふう希き。

　こんなものを制御できるなどと考えた？

「（それにしても……『世界の果て』か）」

　そう呟つぶやいたのは、拙つたない希望のようなものだったのかもしれない。

　敵方でも良い。せめてきちんと制せい御ぎよ下かに置かれていてくれ、と。

　無む駄だな事だとは分かり切っていたが。

《過去のあにうえとは異なる方式でございますが……でもまあ、アイデアファイルの中には似たようなものがございましたわよね？》

「（あれは机き上じようの空論だよ。理り屈くつは通っているように見えても、実際には成立しないではないか）」

《わたくしを呼び出すのに必要な全すべての構成要因を箱の中に閉じ込め、後は誰だれの手にも届かない場所へ送り出す。召しよう喚かんされているのか、されていないのかは誰にも分からない。でもだからこそ効果がある……そんなお話でございましたわよね？》

「（だから無理だ）」

《それは認識の問題でございますわ。あにうえは極めて優すぐれた技術を持つが故ゆえに、箱を開ける前から本当の不備に気づいてしまう。ですから破は綻たんする。でも、その他大勢にとってはそうではございません。卵があればひよこが生まれると、無む邪じや気きに信じる。実際に、安定的に卵を温めるのがどれだけ大変な事かは、鶏にわとりさんにしか分からないのでございますわ。……だからこそ、その無知が、このようなごり押おしを可能とする力へと繫つながっていく》

「……、」

　現にこうして、『白き女王』は目の前にいる。

　間ま違ちがった方法だろうが何だろうが、彼女は力業でこちらの世界に留とどまってしまっている。

　この場合、恐おそろしいのは計画を主導した勇はや斗とや紅べに小こ道みち楓ふう希きか、それとも気き紛まぐれに流れへ乗っかった『白き女王』の方なのか。

《ほらほら。理論通りなら、こうして肉体を離はなれたわたくしは虫一匹殺せないのでございます。ですから気味の悪いものを見る目はやめて、無害で無力なわたくしと目め一いつ杯ぱいイチャイチャしましょうよう☆》

　恭きよう介すけは簡単に信じなかった。

　そもそも、だ。

「（……どうしてあなたが人間などに協力しているのかな？　宇宙ステーション、世界の果て？　その気になれば人の作った檻おりなんて簡単に破れるはずだ）」

《一応、そうならないためのセーフティが『これ』のようでございますけどね。ようは肉体を拘こう束そくする代わりに意思へ自由を与えて、わたくしを退たい屈くつさせないつもりでございますわ。不満さえ覚えなければ、わたくしが暴れる事もございませんから》

「（理由になってないよ。そもそも、最強の中の最強であるあなたに、別の誰かに従うなんてルーチンは理解できないはずではないか）」

《ですから、こうしてここにいれば、いつかはあにうえがやってくるものと考えて。そういう意味では、彼らは合格点でございました》

　屈くつ託たくのない笑みの中に、ガムシロップをさらに煮に詰つめたような甘あまさが混じる。

　好意は分かるが、舌先で舐なめただけで胸むね焼やけが起こりそうな、体の悪さを含ふくんだものだ。

「（連中は『死のない世界』なんて作って、何をしようとしているんだ？　あなたが協力を考えるような理由でも持っているのかな）」

《ですから、わたくしは人の世に興味などございません。あにうえさえ来てくださるのであれば、後の事はどうでも良い。彼らについては、まあ、上じよう座ざ部ぶというより大だい乗じようといった考え方に近いのかもしれませんけど》

「（人類全体の、救済？）」

《本当に、それ以外は何もないのでございますよ。殺し屋集団が死の因子を完全否ひ定ていした理り想そう郷きようを作ろうなんて、何とも皮肉の利いた意見でございますわよねえ？》

　図書委員ちゃんは、しばしの間、沈ちん黙もくしていた。

　姉の幽ゆう霊れいがあちこち出しゆつ没ぼつするのは困る。彼女自身、殺されそうになっているのだから。

　だけど、工場の連中がやっている事それ自体は、本当に悪い事なのか？

　死のない世界。

　誰だれもが不老不死になれる時代。

　もしも、そんな事が実現されたとしたら……、

「（この世の地じ獄ごくが始まるね。それは、ちゃんと分かっているのかな）」

　恭きよう介すけの言葉が、図書委員ちゃんの胸むねに突つき刺ささった。

　彼は『白き女王』に向けて放ったのだろうが、傍そばで耳にしている図書委員ちゃんの甘い考えを抉えぐり取るには十分なものだった。

「（今ある文明は、人間が死ぬ事を前提に作られたものではないか。例えば、死し刑けいが怖こわいから犯罪をしない。大量の国民が死んでしまうから戦争も起こさない。そういう考えな訳だが。人権意識だって環境保護だって、みんな自分の命に返ってくるから協力できるんだよ。だけど、死のない世界はそれを全部崩くずしてしまう。……いきなりそんな時代がやってきたら、人が築いてきたあらゆるセーフティが吹ふっ飛ぶよ。あっという間に優しい大都市は廃はい墟きよだらけの世紀末に早変わりではないか）」

《あにうえ。今日この日に至るまで、人々はどれくらいの文明を築いてきたと思っているのでございますか？》

『白き女王』は、相手の正気を疑うような調子で呟つぶやいた。

　狂える声で、しっとりと。

《人々は世界四大文明くらいしか覚えていません。他にも色々あって、人々の暮らしと笑顔と幸せがあったはずなのに、誰も彼もが名前さえ忘れている。文明の価値なんて、その程度でございましょう？　わざわざ目くじらを立てるようなものでございますか》

「（だけどこれは次元が違ちがう。本当に、この星が砂さ漠ばく一色に変わりかねない訳だが）」

《恐きよう竜りゆうの時代も氷に覆おおわれて終わりました。ですが、吞のん気きに石油を使い続ける今日きようの人々が痛みを感じているとでも？》

「（そんな中でも『死ねなく』なるんだよ!!　七〇億人が砂漠の星で飢うえて這はいずり回るだけの時代がやってくるかもしれない訳だが！　何百年でも何千年でも、それこそ永遠にだ!!）」

「……、」

　図書委員ちゃんは、もはや口を挟はさめなかった。

　この世の地じ獄ごく、と恭きよう介すけが言った意味がようやく分かってきた。

　心のタガが外れて善ぜん意いが失われた時代。あらゆる街が壊こわれ、自然が失われ、灼しやく熱ねつの砂漠しかなくなった時代。それでも死ぬ事が許されず、ミイラのように干ひからびたままほんのわずかな水たまりを巡めぐって這いずり回るだけの時代。

　いっそ死んでしまう事が。

　絶対に手の届かない希望となってしまう時代。

　それはもう絵本の中に出てくる地獄だ。

　人類が地獄に落ちるのではない。この世が地獄になってしまう。

「（こうなる事が分かっていたんだろう）」

《ええもちろん》

「（分かっていて、あなたは彼らの間違いを指し摘てきしなかった！　深く考えもしないで理り想そう郷きようを夢見た彼らへ、従順に使役されるふりを続けて微笑ほほえんでいただけだった訳だが!!）」

《だって、あにうえさえ手に入るなら、人類も惑わく星せいも関係ありませんもの》

　陶とう酔すいしきったその声は、まさに夢見る乙女おとめそのものだった。

　顔色や口くち振ぶりが可か憐れんだからこそ、恭介には彼女がこの上なくおぞましい。

　悪意でもって悪事を為なすのであれば、元げん凶きようとなる悪意を取り除のぞけば良い。だけど『白き女王』には説得も脅きよう迫はくも通じない。外から刺し激げきを与えて操る事はできない。

《それより、あにうえは大だい丈じよう夫ぶなのでございますか？》

「（……何を言っている）」

《彼らはこの戦いを、『人類史上最後の死者』と称しようしているのでございます。つまり、罪悪感など欠片かけらもない。状じよう況きように際して容よう赦しやをするような人間ではない、と変へん換かんして差し上げましょうか》

　恭介は思わず部屋のドアの方へ目をやった。

　勇はや斗とと紅べに小こ道みち楓ふう希き。

　あの召しよう喚かん師し達に気づかれて仕し掛かけられるか、とも思った。

　だが違う。

《あにうえ、あなたは自分の力でここまで忍しのび込んできたと思っているようでございますけど、実際には道に落ちていたパンくずを拾ってきたと言った方が近い。そして彼らは召しよう喚かん師しである以前に、『殺し屋』でございますわ。確実に殺せるカードであれば、その手段は召喚儀ぎ礼れいに留とどまる必要はないのでございます》

「（まさか……）」

《巨きよ大だい工場の深部まで……そう、五歩一〇歩で外へは飛び出せない場所まで誘さそい込めれば、彼らにとっては勝ったも同然だった。それではつまらないとわたくしが思ったとしたら、いかがなさいます？》

「まさか!!」




　　　　９




　直後だった。

　工場内の主要な柱や鉄筋に仕し掛かけられた三〇〇以上のプラスチック爆ばく弾だんが一いつ斉せいに起爆した。
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　それは潰つぶれるというよりも、真上に向けたクラッカーが弾はじけるような現象に近かった。

　五〇〇メートルは離はなれていたにも拘かかわらず、無線式の起爆装置を手にした勇はや斗とのすぐ傍そばにまでコンクリート片は落下してきた。

　今度こそ誤ご魔ま化かしきれないのか、あちこちから消防車や救急車のサイレンが鳴り響ひびいていた。

　涼すずしい顔で勇斗は告げた。

「終わったよ」

「そうだな」

　応じたのは、彼の依より代しろの紅べに小こ道みち楓ふう希きだ。

　大勢の、それこそ一〇〇人以上の部下が詰つめていた工場を自みずからの手で吹ふき飛ばした訳だが、彼らの顔色にさしたる変化はなかった。

　……では、巨大工場の生産管理室にいた二人組は何だったのか。

　答えは簡単。

　影かげ武む者しやだ。

「話し相手を失ったのは哀かなしい。何しろ完かん璧ぺきに私という形に擬ぎ態たいする者だ。話が合う合わないという事なら、あれほど意気投合できる相手もいなかったというのに」

「だが、これが最後の犠ぎ牲せいだ。全すべては『死のない世界』へ繫つながっていく」

　そして、その犠牲があったから、城しろ山やま恭きよう介すけら『不殺王アリス（ウイズ）ラビット』は『潜せん入にゆう』に強く意識を割さいて、ある意味で油断させられたのだと考えている。

　必要な犠牲だった。

　あるいは、人類最後の犠ぎ牲せいだった。

　遠方から観察する限り、恭きよう介すけ達は人工霊れい場じようを展開させていない。という事は、被召物マテリアルも防護円も彼らの身を守らない。物理現象を超こえた破は壊かいをもたらす召しよう喚かん師し達だが、必要なプロセスを踏ふまない限りはただの人間だ。普ふ通つうの爆ばく薬やくで普通に死ぬ。

　一いつ般ぱん的てきな励起手榴弾インセンスグレネードはピンを抜ぬいてから三秒から五秒のラグが設定されている。爆発と同時に行動を起こしてももう遅おそい。

　敵は挽ひき肉にくになっているか、瓦が礫れきの下だ。

「どのみち、必要量の香煙インセンスはすでに上空で滞たい留りゆうしている。五年以内に新しい散布用の工場を買収すれば済む話だ」

「どうかな、勇はや斗と。工場は十分な稼か働どうには至らなかったから、全人類に商品が行き渡わたったとは……因果や縁えんを繫つなげられたとは思えないが」

「そうでなくても構わない。まずは不老不死の集団を作ろう。後は時代の流れが主導権を変えていく。残りは駆く逐ちくされるか、不死の群れに合流しようとするかの二に択たくしかない。それで『死のない世界』の完成だ」

　そこまで言って、勇斗は一度言葉を切って、さらに押おし出すようにこう告げた。

「じゃあミストレス。最後の仕上げに進もう」

「ああ」

　依より代しろの少女は流れるような口調で、

「藁わらに油は撒まいた。後は火を点つければ誰だれにも止められない」
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　一面は瓦礫の山だった。

　元々巨きよ大だい極まる工場だったが、徹てつ底てい的てきに崩くずれてなお、その高さは一〇メートルを超こえていた。

　一見すれば絶望的な光景だが、意外な抜ぬけ道があった。

　中は広大な迷路のようになっていて、完全に潰つぶれていなかったのだ。

「……くそ」

　恭介は呟つぶやきながら、長雨の降り注ぐ外へと抜け出していた。

　その腕うではぐったりとした図書委員ちゃんを抱えていた。

　表は何十台もの消防車や救急車がひしめいていた。真っ赤なサイレンの光があちこちで瞬またたいている。今までは彼らを押し留とどめるための『圧力』が存在したはずだが、今ではもう機能していないのだろう。

　図書委員ちゃんを抱えたまま、恭きよう介すけは背後の瓦が礫れきの山を振ふり返る。

「あの中に、一体どれだけ生き埋うめにされている事やら……」

《うふふ。お役に立ちましたか？》

　こんな時でも『白き女王』は笑っていた。

　すでに、彼女は恭介のスマートフォンの枠わくの外へと飛び出していた。

　再びしとしとと降ってきた雨あま粒つぶに映像を投射させるような格好で、原寸大の『白き女王』が恭介の隣となりに立っていた。

「レイニースクリーンか」

　恭介が呟つぶやくと、わざわざ指向性スピーカーで『表示された映像から声が出ているように』音声情報が返ってきた。

『白き女王』は両手を後ろに組み、無む駄だに顎あごの辺りからすり寄ってきながら、

《ま、建前では同盟、実質は主従。そんな関係性を分かりやすく示すショボい装置でございますが。トイドリーム35まで戻もどれば、高画質高品質のぴっちぴちボディを隅すみ々ずみまでご覧に入れて差し上げますよ？》

　そのまま恭介の体をすり抜ぬけてしまい、頰ほおを膨ふくらませる女王。

　爆ばく弾だんは巨きよ大だい工場の重量を効率的に支える『要点』を全すべて破は壊かいする事を軸じくに設置されていた。しかしそれは同時に、工場内部に広がる爆風から均一性をなくし、むらを作る結果にも繫つながっていた。

　恭介達はとっさにそのエアポケットのような場所へ潜もぐり込んで難を逃のがれたのだ。

　だが、いくら何でも恭介の頭一つで正確に計算できる事ではない。

　あの時、あの一いつ瞬しゆんで全ての爆弾を探し出すのは不可能だ。事前に爆弾の設置を眺ながめていた『白き女王』の証言がなければ、計算に必要なデータは揃そろわなかった。

　だが、恭介の目つきは険けわしい。

「感謝の言葉でも言ってほしいのかな？　これだけの事を放置しておいて……」

《では、感謝されるまであにうえに尽つくしたいと思います。こんなのはいかがでございましょうか？》

　雨夜に映る『白き女王』は、片かた想おもいの男の子の前で手作りの弁当を広げるような顔でそう言った。

　彼女にとっては大差ないのだろう。

《彼らの『死のない世界』は、単に特とく殊しゆな成分を大気中にばら撒まけば終わりという話ではございませんわ。それはあくまで下準備。地球全人類を召しよう喚かん師しとして扱あつかわせる、と言っても、一いつ般ぱん大衆は召喚儀ぎ礼れいを存じませんものね。ですから、プロの召喚師が最後の最後に仕上げをして、専門のイグニッションで点火させる必要があるのでございますわ》

「……、」

　その点火作業さえ阻そ止しする事ができれば、『死のない世界』の構築を潰つぶせる。

「雨と工場の煙けむり、キャラクター商品を購こう入にゆうした者と工場の稼か働どう状態を因果で結ぶ、世界の果て、最後の仕上げのイグニッション……」

　恭きよう介すけの呟つぶやきに、『白き女王』は顔の前で人差し指を振ふりながら、

《うふふ。流石さすがにここから先の答え合わせまで求めるようなあにうえではございませんわね。ではでは、あにうえの大だい活かつ躍やくを期待しておりますわ》

　不意に、女王の映像がノイズと共に大きくブレた。それは一〇秒ほど続き、元に戻る。

　びぢっ、という音が聞こえた。

　子供向けの長なが靴ぐつの底で、濡ぬれたアスファルトを擦こするような音。

　恭介は、ゆっくりと振り返った。

　図書委員ちゃんが気を失っている今、彼女の感情のフィルターを介かいさず、改めて向かい合う。

　気がつけば、すぐ近くに小さなシルエットが一つあった。ボロボロに折れた傘かさを差して顔を隠かくし、その下に血まみれのレインコートを覗のぞかせた、一〇歳さいから一二歳程度の女の子。幽ゆう霊れい『雨中の少女』。図書委員ちゃんの姉にして、一人で人生を謳おう歌かする彼女を殺害しようと目もく論ろんでいる、とされている亡もう者じや。

　作り物のレイニースクリーンとは違ちがう。

　世界そのものに浮うかび上がる、何かの間違い。

　唯ゆい一いつ覗く唇くちびるが、声もなく動いていた。

　図書委員ちゃんは最初から最後まで脅おびえていたようだが、冷静にその動きを観察してみれば、彼女が何を言いたかったのかが読み取れる。

　唇の動きはこう告げていた。




　いもうと　の　せかい　を　たすけて。




　……この『幽霊』は。

　一体いつから、どの程度の真実に気づいていたのだろうか。

　そしてその真実を、どれだけの人に伝えようとしていたのだろうか。

　彼女は、図書委員ちゃんの殺害のために出しゆつ没ぼつしていた訳ではなかった。

　死してなお、家族を守るために徘はい徊かいを続けてきていたのだ。

《うふふ。それが分かっていて、最初からあにうえはこの子を泳がせていた、と？》

「僕ぼくはそこまで万能ではないさ。図書委員ちゃんの言げんを鵜う吞のみにするにしては、『雨中の少女』の行動が徹てつ底ていしていないな、とは思っていたけど。結局、これを聞かなければ図書委員ちゃんの側に立って消しよう滅めつに手を貸していたかもしれないね」

　少なくとも、『死のない世界』を標ひよう榜ぼうした召しよう喚かん師し達は、『雨中の少女』の存在を危険視していた。そのために図書委員ちゃんの家やその周辺の通信設備に小細工を施ほどこしてまで。

　図書委員ちゃんをダイレクトに殺害しなかったのは、『雨中の少女』が妹に固こ執しつしているからだろう。恭きよう介すけと『白き女王』の関係に近い。ここで図書委員ちゃんを始末してしまうと、『雨中の少女』の次の動きが読めなくなる。だから生かしておいたのだ。

　破れた傘かさの布の隙すき間まから、ギョロギョロとした眼球がこちらを覗のぞき込んでいた。

　確かに、その見た目は普ふ通つうではないかもしれない。

　殺害状じよう況きようを鑑かんがみれば、素顔を見た途と端たんに悲鳴を上げる者だっているかもしれない。

　だけど。

　それは、『この子』のせいではない。

『この子』の心性が邪じや悪あくだという話にも繫つながらない。

　結局、『雨中の少女』が執しゆう着ちやくしていたのは、身近にいる大切な人達だけだった。だけど、それに気づいてあげられる人間がいなかったから、彼女は怪かい談だんの主役になってしまった。

《どうするのでございますか、あにうえ？》

　楽しそうに『白き女王』はそう告げた。

　恭介の答えを知っていながら。

　だから少年は、答え合わせでもするようにこう答えた。

　たすけて、と。『呪のろいの言葉』を耳にした『不殺王アリス（ウイズ）ラビット』の回答は決まっている。




「それはもちろん、仰おおせの通りに」
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　最終電車、あるいは回送行きになる列車の中で居い眠ねむりすると、そのまま行方不明になって二度と帰って来られなくなる。でも、人が消えてしまった事実は何故なぜかニュースにならない。




　今まで忘れていた初はつ恋こいの人と会える、いなくなったペットが帰ってくる、なくした宝物が出てくるなど、恐きよう怖ふ系以外の派生形もあるが、信しん憑ぴよう性せいはさらに希き薄はくになる。




　電車の中で少しうとうとしてハッと目を覚ますと、自分の他に誰だれも乗っていない事が分かる。先頭の運転席は怖こわくて確かめる気も起きない。ガタガタ震ふるえていると、瞬まばたきした一いつ瞬しゆんで元の乗客だらけの電車の中に戻もどっていた。私は夢から覚めたと思い込んでいただけで、そのまま夢の中をさまよっていたのだろうか？　それとも……？




　プランナーは現場を視察しながら携けい帯たい電話片手にこう喚わめいた。これじゃあ手前の馬ば鹿かデカい看板が邪じや魔まをして、駅から私達の広告が見えないじゃないか、と。事務所にいた工事施せ工こう者しやは図面を見ながら揃そろって首をひねった。そんな巨きよ大だい看板なんてどこにもないはずだが、あいつは今何を見ているんだろう？




　乱暴に肩かたを揺ゆさぶられて目を覚ました冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんは、その相手が自分の『姉』ではなく、見知らぬ中年の作業員だと気づいて短い悲鳴を発していた。

　向こうも向こうで迷めい惑わくそうな顔をしている。

　無精ひげだらけのおっさんはこう言った。

「あんた、いつまで眠りこけてんの。すぐ外であれだけギュインギュイン洗車機のブラシが回っていれば普ふ通つうは目を覚ますだろうに。最後の最後で俺おれが車両点検しなかったら、そのまんま車庫のシャッターの中に閉じ込められていたぞ」

「えっ、あ!?　その、お姉ちゃんは……」

「お姉ちゃん？　おいおい、まだ誰か隠かくれているっていうのか」

　うんざりした口くち振ぶりから察するに、本当に知らないのだろう。

　まだ少し重たい頭を振り、彼岸は『姉』とお揃そろいの安物の携帯電話を取り出す。時刻はすでに〇時を過ぎている。そして通話を掛かけても応答はなく、メールを送っても返ってくる様子もない。

「なあ、カチカチすんなら外でやってくんない？　もうここ締しめ切って家に帰りたいんだけど」

「は、はあ、すみません」

「あーもう。そのお姉ちゃんとやら、一応一通り調べてみないとな。もう一周見回りかよお……」

　ブツブツ言いながら作業員はモノレールの外へと出ていく。何となくその後をついて行こうとした彼ひ岸がんは、そこで危うく『落っこちる』ところだった。列車の駅と違ちがって操車場にはホームがないため、その分の段差が一メートルくらいあるのだ。事前に分かっていればどうという事はないが、不意打ちだと受け身を間ま違ちがえば片かた腕うでくらい折りかねない高さではある。

　作業員の男性は意外と機き敏びんな動きで彼岸の体を支えつつ、

「危ないなあ！　ここで事故られたら俺おれの責任になるかもしれないんだ。勘かん弁べんしてくれよ!!」

「す、すみません」

　結構ひどい言い分だが、作業員からすれば彼岸は不ふ法ほう侵しん入にゆう者しやの一歩手前だ。その行動の責任なんて誰だれも取りたくはないだろう。

　体を支えてもらった作業員から少し離はなれ、改めて辺りを見回す。

　天井近くを並へい行こうに走っている何本ものレールに、ぶら下がるような格好の車両の群れ。車庫らしきシャッターと、大型の整備機材の数々。広大な空間だが全すべて屋内施し設せつで、ここには長雨は入り込んでこない。

　他にもまばらに作業服を纏まとう男女がいたが、空間に対してあまりにも少ない。『いた』というより『残っていた』という印象の方が強いくらいだ。本当に、いわゆる『店じまい』の作業中だったのかもしれない。

　こうして見み渡わたす限り、やはり緋ひ色いろの袴はかまのように目立つ色しき彩さいはどこにもない。

　ふらふらとした足取りで、彼岸は操車場から扉とびらを潜くぐって狭せまい通路に入る。あちこちペタペタ触さわりながら、さらに進む。ステンレスのドアを開けると、外に出てしまった。

　ぐわっ!!　という大量の電でん飾しよくの光に目が眩くらみそうになる。

　トイドリーム35はただでさえ年中無休で色とりどりの光を放っているが、今は長雨で客足が遠のくのを避さけるため、『レイニースクリーン』という特とく殊しゆなイベントを行っている最中だ。まるで映画館のスクリーンのように、目に焼きつくような『面』の光で埋うめ尽つくされているのはそのためだろう。

「お姉ちゃん、一体どこに……？」

　操車場にはいなかったが、かと言ってどこへ向かったのかも分からない。途と方ほうに暮れて呟つぶやく彼岸だったが、そこで彼女は妙みような音を耳にした。

『……が……』

　奇き妙みような掠かすれたそれが、最初、声の断片である事にさえ気づけなかった。

　だが、

『ひ……、……ん……』

「おねえ、ちゃん？」

　呟つぶやいた直後だった。

　別の音が混じった。




　びぢっ、という。

　雨の路面をゴムか何かで擦こするような、不快な音が。




「……、」

　冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんは、ただ黙だまって振ふり返る。

　ゆっくりと、ゆっくりと。

　そこには。
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　　　　？




　ボイスレコーダーの記録。

『録音日時不明』のファイルより。




　親父はきっと、方法を間ま違ちがえた。

　死を与えて人を排はい除じよし、危険因子の除去でもって人の世をより良くしていく。この方法論だと、たった一人でも逃にがしてしまえば、もう『正しい歴史』は維い持じできなくなってしまう。その一点から全体へ波は及きゆうするように、『歴史』はどこまでも歪ゆがんでいく。

　だから、死を前提にした平和は作れない。

　作れたとしても、恒こう久きゆう的てきに維持できない。

　俺おれ達は方法を改める事にした。

　死を肯こう定ていするのではなく、徹てつ底てい的てきに否ひ定ていする。『死のない世界』を成なし遂とげる事で、そもそも人が争う理由を作らせない。人が人と戦う原因の大半は、必要なものが満たされないからだ。その筆頭が命の維持となる。

『死のない世界』構築直後には多少の混乱は見られるだろうが、すぐに大衆は気づくはずだ。もはや、自分達の中には戦う理由がない事を。

　幸い、そのために必要な道具は全すべて手元に揃そろっている。後は行動を起こすだけだ。

　惑わく星せい単位の人工霊れい場じようを生み出し、内部の全人類を防護円で守る副作用として、望まぬ現象が起こる事が懸け念ねんされるが、まずは『死のない世界』の構築が大前提だ。

　この完成に伴ともない、人の世の争いが取り除のぞかれたのを確認して、俺は初めて親父の全てを継けい承しようする資格を得るのだろう。

『殺意のアンテナ』。

『テロメアの終しゆう端たん』。

　二つの名は、その時に受け継つぐ。

　もっとも、『死のない世界』が完成してしまえば、どちらも形けい骸がい化かしてしまうかもしれないが。そうすると、俺が親父から受け継ぐ遺産はたった一つだけになる。

　楓ふう希きさん。

　先代からの依より代しろという事になるが、彼女だけは『死のない世界』を経た後も価値あるものとなるかもしれない。




　　　　２




「ああくそっ!!」

　そう叫さけんだのは改造チャイナドレスの美女、緑リユウ娘ニヤン藍ランだった。

　場所は愛あい歌かのマンションで、窓まどの外はしとしと降り注いでいた長雨の切れ間なのか、今だけは雨が止やんでいた。ただし星空は見えない。分厚い雨雲のせいなのか、トイドリーム35で行われている『レイニースクリーン』キャンペーンのせいなのか。

　湿しつ気けを嫌きらうのか、微び妙みように機き嫌げんの悪そうなホワイトライガーが大きな大きなあくびをしている。

　一方、ひきこもりの愛歌は昼間よりも（見た目には分かりにくいが）元気になっていた。彼女は猛もう獣じゆうに寄りかかったまま深夜のバラエティ番組を眺ながめつつ、リアルタイムで文句を掲けい示じ板ばんに書き込む作業に大おお忙いそがしだ。だけど『肉眼で捉とらえられないと忘れられる召しよう喚かん師し』の宿命なのか、ネット越ごしの応おう酬しゆうは誰だれにも相手にしてもらえない。アワード１００以下……つまり一いつ般ぱん社会に忘れられる事もなく召喚儀ぎ礼れいも認識できる子飼いの手を介かいさないと、彼女の情報はどこにも拡散しない。ネット通つう販はんも彼らを経由しないととことん忘れられてしまう。

　緑娘藍はスマホをスピーカーフォンにして、調査結果を画面に表示させたままどこかと通話している。

　相手は城しろ山やま恭きよう介すけだ。

「出てきた出てきた。勇はや斗との方じゃ駄だ目め、香煙インセンスの登録リストの方もからっきしだったけど、依より代しろの紅べに小こ道みち楓ふう希きでやっとヒットしたわ。『イリーガル』アワード９１０、『テロメアの終しゆう端たん』と呼ばれていた召しよう喚かん師しと組んでいた依代の一人として登録されている」

『依代の、一人？』

「『テロメアの終端』は、元々何人もの依代『候補』をキープしていたの。仕事に合わせて短期間で契けい約やくを結んだり解いたりして、ゴルフクラブのセットみたいに扱あつかっていた。紅小道楓希はその中の一人って訳ね。九歳さいから活動しているわ」

　彼女が高校の生徒会長として表おもて舞ぶ台たいに立ち、誰にも忘れられる事なく人間社会に溶とけ込んでいたのもまた、短期間の内に契約の解かい除じよと更こう新しんを繰くり返す事で得たものだ。

　元々、ハイリスクな運用をされていたからこそ、予期せぬ副作用の恐きよう怖ふを気にせずにそんな事を続けてきたのかもしれない。

　体に耐たい性せいがある訳ではない。心に耐性があるのだ。

『では、「死のない世界」を作ろうとしているヤツが「テロメアの終端」という事なのかな』

「いいえ、『テロメアの終端』はすでに死亡済み」

　改造チャイナドレスの美女はドライに答えた。

「その死後、彼が確保していた依代『候補』達はバラバラに散っていった。ある人物は一般人として市し井せいに帰り、ある人物は他の召しよう喚かん師しと新しく契けい約やくを結んだ。結局、『テロメアの終しゆう端たん』に最後まで寄り添そう依より代しろはいなかった。……たった一人を除のぞいて、ね」

『それがセンパイ……紅べに小こ道みち楓ふう希き、か。でも、彼女も「テロメアの終端」以外の召喚師と契約を結んでいるんだろう』

「それが『テロメアの終端』の忘れ形見だとしたら？」

『……、』

「『テロメアの終端』は、『イリーガル』の一員として小さな組織を束ねていた。そして、ファミリーは血の繫つながりを重視する。犯罪組織に親子の情なんてあるのかって疑問に思うかもしれないけど、これは周りが思うよりずっと重くて深い。『イリーガル』の特色って言っても良いわ。……たとえ、『テロメアの終端』自身が望んでいなかったとしても、大なり小なり影えい響きようを及およぼすものよ」

　肉体的、遺伝的な継けい承しよう者しやである安やす住ずみ勇はや斗と。

　精神的、技術的な継承者である紅小道楓希。

　二人が合流した事で、すでに死した『テロメアの終端』の後に続く者が現れようとしていた。それが、城しろ山やま恭きよう介すけの敵対者の正体だ。

「私達のアワードは、主に依代じゃなくて召喚師の方に依い存そんする。だから私は『ガバメント』のアワード１０００じゃないし、恭介ちゃんの敵は『テロメアの終端』とほぼ同じ事ができる立場にいながら、その名やアワードを継承できない。親子で同じ依代を使っていたとしても、依代経由でアワードを受け継つがせる事はできないからね」

『道理で、凄すご腕うでなのに記録に出てこない訳だね』

　恭介はうんざりした声で、

『しかも、話を聞く限り主格は召喚師ではないのかも。おそらく親子二代を眺ながめているセンパイの方が……依代の方がペアを引っ張っている訳だが。息子の方は彼女の英才教育を受けて、父親のノウハウを学んだんだ』

「構造としては珍めずらしいわよね。私の依代時代なんて、首輪つけてケージの中で管理されていたくらいなのに」

『……なんてコメントすれば良いのかな、それ』

「素直に想像してドギマギしてくれて構わないのよ、恭介ちゃんなら」

　緑リユウ娘ニヤン藍ランはあっけなく答えた。

　すでに彼女の中では消化されている出来事に過ぎない。

　元げん凶きようたる召喚師をその手でぶち殺した時点で、だ。

「『テロメアの終端』はその名の通りの殺し屋で、世界の邪じや魔ま者ものを殺せば平和な世の中がやってくるって本気で考えているような野や郎ろうだったらしいわ。でも、恭介ちゃんの話を聞く限り、今の息子達がやっている事は真逆っぽいわよね」

『ワンマンのボスだった「テロメアの終しゆう端たん」が死亡した事で、理想に陰かげりが生じたのかもしれないね。だから彼らは逆向きに舵かじを切ってみた。成功すればそれでよし、失敗すればやはり父親は正しかったのだと結論を得られる訳だが』

「ちなみにー……恭きよう介すけちゃんには一つ謝って報告しなくちゃならない事があるんだけど」

『一つだけ？』

「一つだけよ、人聞きが悪い!!　……ごほん。Ａ区画の国際空港でアタッシェケースを回収する仕事を手伝ってもらったじゃない？」

『ああ、某ぼう国こくの戦略概がい要よう書しよが収めてあるとかいう？』

「それ。……実はね、中身が非常に似ているのよ」

『？』

「仮想敵国を確実に崩ほう壊かいさせる方法。これが、いわゆる『死のない世界』にそっくり。ただし戦略概要書の方は恒こう久きゆう的てきな不老不死じゃなくて、一定期間『死のない世界』を作り、国のシステムを崩壊させた上で、スイッチを切るように『死のない世界』の機能を止めてしまう、といったものだったけど」

　言葉に出せばシンプルだが、その内容は相当えげつない。

　人の生活を維い持じするために必要な『優しい仕組み』を当人達の手で徹てつ底てい的てきに破壊させた上で、ある日いきなり不死性を取り上げる。するとどうなるか。衣食住に貨か幣へい、電気、ガス、水道……。とにかく人が生活を維持するために必要な『優しい仕組み』をなくした状態で、いきなり『当たり前に死ぬ体』に切り替かえられるのだ。

　生きていくために必要なものがないのだから、当然のように生きていけなくなるだろう。

　それが一億人だろうが二億人だろうが、例外なく。

　勝手に壊こわして勝手に死ぬ。

　壮そう大だいな集団自殺。

　たった一発の銃じゆう弾だんも使わずに国家を滅ほろぼす、残ざん忍にん極まる『平和的解決方法』だ。

「安やす住ずみ勇はや斗と、紅べに小こ道みち楓ふう希きの両名が国際空港に顔を出したのはこのためね。彼らの計画を傍ぼう受じゆして戦略概要書が組まれたのか、あるいは偶ぐう然ぜんの一いつ致ちから計画が露ろ見けんするのを防ぐためか。とにかくこいつを何としても強ごう奪だつする必要があった。だから味方のふりをして介かい入にゆうしてきたって訳」

『あいつら信しん頼らいしないで本当に良かった……』

「まったくね。空港占せん拠きよに関わった自じ称しよう『黒い羽』も、実質的には旧『テロメアの終端』時代の兵隊達だった線が見えてきたし。こうなると、第一波でケースを強奪できればそれでよし、駄だ目めなら味方の兵隊を皆みな殺ごろしにする事で介入者は私達の仲間だと信用させた上で、至近距きよ離りから召しよう喚かん儀ぎ礼れいを振ふり回すつもりだったのかもしれないもの」

　召喚儀礼の世界を暗器と徒と手しゆ空くう拳けんだけで渡わたり歩く緑リユウ娘ニヤン藍ランだが、彼女も『ルール』そのものからは逸いつ脱だつできない。一度人工霊れい場じように閉じ込められ、標的が防護円で身を守ってしまえば、こちらの攻こう撃げきはもう届かない。

　第二波で騙だまされていれば、彼女も危なかったかもしれないのだ。

『工場の爆ばく破はに部下の兵隊を巻き込んだのと同じやり方か……』

「『死のない世界』を標ひよう榜ぼうする割に、敵味方関係なくあちこちでボカスカやるタイプよね。無事に計画が成じよう就じゆした後に、自分達が真っ先に『飢うえる』んじゃないかしら」

『ちなみに、三大勢力は？』

「じきに動き出すでしょう。『死のない世界』なんて誰だれにとっても甘あまく聞こえて、誰にとっても害悪しかもたらさないもの。……ただし、連中は最初から恭きよう介すけちゃんがやってくるのを織おり込み済みで、自分の本ほん拠きよ地ちをド派手に爆破するつもりでタイムスケジュールを組んでいた。きっと、次の手でチェックメイトよ。大組織が動き出す頃ころには全すべて終わっている、と見るべきでは？」

『だとすると、やっぱり僕ぼく達だけでやらなくてはならない訳か』

「イグニッションの場に心当たりは？」

『あるよ、あそこしかないし』
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　安やす住ずみ勇はや斗と。

『テロメアの終しゆう端たん』と呼ばれた召しよう喚かん師しの忘れ形見は束つかの間ま、雨の止やんだ夜空を見上げて呟つぶやく。

「ヤツらは来ると思うか」

「来るだろうさ」

　応じたのは、依より代しろの紅べに小こ道みち楓ふう希きだ。

『テロメアの終端』の技術を一番近くから眺ながめ続け、その真しん髄ずいを新米の召喚師へ徹てつ底てい的てきに叩たたき込んだ張本人。特別そう強要した訳でもないのに、召喚師の側が自然と女主人ミストレスと呼ぶようになるほどに、だ。

「第一に、彼らは私が特とく殊しゆな手順を踏ふんで身分を守ってまで『ここ』に執しゆう着ちやくしていたのを知っている。第二に、『雨中の少女』は『ここ』の他に、外周の工場にも出しゆつ没ぼつしたのを見られたかもしれない。小さな異変は世界中で起きても、明確な『雨中の少女』の動きはこの街に集中しているしな。二つを照らし合わせれば、例の幽ゆう霊れいが計画の要かなめとなる地点に現れるのは、そういうメッセージを残したがっているのは明確だ。それに気づかないほど愚おろかではないさ」

「爆ばく弾だんで死ぬはずだった」

「もちろんそれが最良だ、理論的にも正しい。だが実戦では往々にして反則的な確率論……いわゆる奇き跡せきのような絶望がまかり通るものだと叩き込たたんだはずだが？」

　二人が佇たたずんでいるのは、トイドリーム35のＲ区画。

　紅べに小こ道みち楓ふう希きが生徒会長を務めている高校の校舎の屋上だった。

　彼女が『敵』として認識された時点で、城しろ山やま恭きよう介すけはまずこう考える。依より代しろとしての契けい約やくを頻ひん繁ぱんに更こう新しん・解かい除じよを繰くり返してまで、その立場を守っていた理由は何か、と。

『平和な高校生活を満まん喫きつしたかったからだ』などというセンチメンタルな答えに結びつけない限り、この高校が計画の要かなめの一つとして改造されつつあるのを予測するのは、そう難しい事ではない。

　紅小道楓希はこう質問した。

「気象図の方はどうなっている」

「民間サービスを利用しているが、良い感じだ。『影えい響きよう』が如によ実じつに現れ始めている。雨雲の流れ全体が、風向きや気圧配置を無視した陣じんの形に整えられつつある。北半球そのものが、一個の巨きよ大だいな紋もん様ように変へん貌ぼうしていくのが良く分かるよ」

「つまり、それを見れば『中心』がどこかもじきにバレる。しかも民間サービスでも分かるという事は、世界の誰だれだって確認できる開けた情報だ。これで第三の懸け念ねんも生まれたな。私達にできるのは、追っ手が到とう達たつする前にイグニッションを完かん遂すいさせてしまうか……」

　ギィ、という音が響ひびいた。

　それは鋼こう鉄てつの扉とびらが開閉する音だ。

　新たに深夜の屋上へ踏ふみ込んできた二人組を眺ながめて、紅小道楓希はこう告げた。




「……全すべてを薙なぎ払はらって必要な時間を確保するかだ。だろう、城山少年？」




　そうして、二組の召しよう喚かん師しは対たい峙じした。

　城山恭介と図書委員。

　安やす住ずみ勇はや斗とと生徒会長。

　幽ゆう霊れいが暴ばく露ろした『死のない世界』を巡めぐって、彼らは最後の戦いを始めようとしていた。
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　恭介が屋上へ辿たどり着いたその時、相手の二人は傘かさも差さずに雨夜の中で佇んでいた。

　両陣営の距きよ離りはおよそ一〇メートル強。

『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の異名を持つ召喚師は、相手に理由を尋たずねなかったし、説得を試みる事もしなかった。理由が何であっても止めるし、止めるために手段は選ばない。そういう意思の表れでもあった。

　ただ、彼は些さ細さいな事を思い出していた。

　───役に立たない防犯訓練に付き合わせて済まないと謝っていた生徒会長を。

　───学食で恭きよう介すけの丼どんぶりから無む邪じや気きにチャーシューを奪うばっていった少女を。

　───放課後の退たい屈くつしのぎに勉強を教えてくれた紅べに小こ道みち楓ふう希きを。

　想おもいを浮うかべて。

　なお封ふう殺さつし、平へい穏おんな日々から決別するように。代わりに少年はこう言葉を放った。

「名乗れ」

　それは定義の問題だ。

　言葉を受けた召しよう喚かん師しの安やす住ずみ勇はや斗とは、しかし言葉を返す事もせず、依より代しろの紅小道楓希の方へ目をやった。

　紅小道楓希は、背中を預ける召喚師に確認も取らずに一人でこう返した。

「我らは『イリーガル』アワード９１０、『テロメアの終しゆう端たん』」

「……、」

　城しろ山やま恭介はほんのわずかに目を細めた。

　短いやり取りだけで、大まかな輪りん郭かくが見えてきた。敵方二人の力関係、依代を主格とした計画、その依代が何を軸じくに心を支え、どんな願いと共に行動を起こしてきたのか。

　だから。

　総そう括かつして、傍かたわらに図書委員ちゃんを立たせたまま恭介はこう告げた。

「救われないね」

　直後の出来事だった。




　カッ!!　と。勇斗が足元に落とした励起手榴弾インセンスグレネードが炸さく裂れつする。

　そこを中心に人工霊れい場じようが展開されていく。




　召喚師達の戦いが始まる。

　総数二一六個の『花弁』を立方体の形に束ねた『薔薇ばら』が浮かび上がる。恭介は蛇へびのような、勇斗は三さん節せつ棍こんのような形状のブラッドサインを背中から引き抜ぬく。一挙に長大な棒となる。手持ちの『白しろ棘とげ』をそれぞれ勢い良く突つき出す。ドカカッ!!　という快音と共に前後からほぼ同時に『白棘』は『薔薇』の塊かたまりに突き刺ささり、バラバラに砕くだいていく。人工霊場の中に無数のスポットが生じ、その中に『花弁』が吸い込まれていく。

　図書委員ちゃんと紅小道楓希の肉体が、ギュルリと渦うずを巻くように変質する。

　恭介側は『中音』のコスト１、『始祖の緑ｋ』に。

　勇斗側は『低音』のコスト１、『始祖の赤ｂ』に。

　カラーリングが異なるだけで、共に全長三メートル強、重量七〇〇キロの粘ねん液えきの塊かたまり。だが三つ巴どもえでは恭きよう介すけの方が有利だ。

　しかし勇はや斗と側は急いで被召物マテリアルを錬れん成せいさせ、別の『音域』に切り替かえようとはしない。

　続けざまに宙へ浮うかぶ『花弁』へ狙ねらいを定める恭介に対し、『殺し屋』はこう叫さけんだのだ。

「楓ふう希きさん!!　屋上を崩くず───」

「───させるか!!　図書委員ちゃん!!」

　言葉を被かぶせるように恭介は大声を放った。

《分かった。とにかくあいつを止めれば良いのね!!》

　ガッギィ!!　という鈍にぶい音が響ひびき渡わたる。紅べに小こ道みち楓希が形を変えた『始祖の赤ｂ』が足元に広がるコンクリートを叩たたき割ろうとするのに対し、割り込むような格好で自みずからの体を盾たてにした図書委員ちゃんの『始祖の緑ｋ』が妨ぼう害がいしたのだ。

　三つ巴の関係では恭介側の方が有利なので、多少の攻こう撃げきを受けても即そく座ざに致ち命めい傷しようになる事はない。

　そして『足場』崩しが不発に終わった一いつ瞬しゆんの空白を利用し、恭介はブラッドサインを使って勢い良く『白しろ棘とげ』を突つき出している。

　次の錬成を促うながす。

　三つ巴とコストの双そう方ほうで優勢に立ち、相手を最弱・コスト１から出さず速そつ攻こうで叩たたき潰つぶす構え。

　だが、そうと分かっていても、なお勇斗はこう叫ぶ。

「いつまでも、間に割り込めるとでも思ったか!!」

　巨きよ大だいな拳こぶしのように形を変えた真っ赤な粘液の塊が、続けざまに屋上を襲おそう。

《ぐっ……こいつ、速い!?　使っている化け物はあたしとほとんど同じはずなのに……!!》

　図書委員ちゃんは機き敏びんに動くが、どうしても撃うち洩もらしが生じ、コンクリートに不気味な亀き裂れつが走り回る。あっという間に限界が来た。バギン!!　という鈍い音と共に、まるで巨大極まる落とし穴のように視界全体が真下へ落ちる。

　安やす住ずみ勇斗は、おそらくこう考えているだろう。

　下は教室か廊ろう下か。いずれにしても狭せまい屋内フィールドで、ここから先は次々に『足場』を変えて戦える。床ゆかはもちろん、壁かべ、天井、黒板や机やロッカーまで、ありとあらゆるものを数秒単位で『足場』へ移し替え、縦たてに横にと疑似的な重力の方向を曲げて城しろ山やま恭介を徹てつ底てい的てきに振ふり回す。相手にブラッドサインを振るう暇ひまも与えず、こちらだけが一方的に被召物マテリアルの錬成を繰くり返す事で相手を圧あつ倒とうする。

　だが、恭介は黙だまって状じよう況きようの推移を観察したりはしなかった。

　ダンッ!!　と。

　凄すさまじい音を立てて、崩れゆく屋上の瓦が礫れきを踏ふみ締しめ、砲ほう弾だんのように前へ突とつ撃げきしたのだ。

　狙ねらうは安住勇斗自身。

　二つの防護円がかち合い、ゴッキィィン!!　という金属めいた轟ごう音おんが炸さく裂れつする。当然、あらゆる死の因子から遠ざけられている二人の召しよう喚かん師しが、それで倒たおれる事はない。

　それでも、ほんのわずかに、ぶわりと安やす住ずみ勇はや斗との体が浮ういた。

「っ、？」

「図書委員ちゃん!!　僕ぼくの体を叩たたくんだ!!」

《オッケー！　あと名前!!》

　迅じん速そくな反応があった。

　この世ならざる怪かい物ぶつが、城しろ山やま恭きよう介すけの防護円を後ろから容よう赦しやなく打ちよう擲ちやくする。先ほどとは比べ物にならない力が加わる。まるで、物理の実験である、糸で吊つるした二つの金属球をぶつけるようなものに近かった。

　怪物の生み出した全運動エネルギーが恭介から勇斗へ伝でん播ぱする。

　恭介の位置はほぼそのまま、一方の勇斗は真下に落ちつつあった状態からほぼ水平方向へ大きく吹ふっ飛ばされる。

「な、ぁ!?」

　予想落下地点が大きく変わる。真下の教室から長い直線の廊ろう下かへと投げ出される。

　新たな人工霊れい場じようが生まれ、場に残っていた『花弁』が一いつ斉せいに押おし流される。

　落とし穴の底に向けて自みずから飛び降りたと思ったのに、穴の底はさらに二重の落とし穴になっていた。そんな気分だった。慌あわてたように勇斗は足のバネの使い方を切り替かえる。その分だけ行動が遅おくれ、策を弄ろうした勇斗側がデメリットを被こうむる羽目になる。

「……、」

　その間にも恭介はブラッドサインを振ふるっている。区切られた小世界を自由に乱反射する『花弁』を『白しろ棘とげ』で正確に狙ねらい撃うつ。

　すでにその被召物マテリアルは『突撃魚nh・cb』。

　コスト４、音域は低音。闇やみ夜よを自在に泳ぎ回る、剣けんのような一本角を備えた巨きよ大だい魚ぎよと化している。

　流石さすがにこれ以上最弱の『始祖の赤ｂ』のままでは危険と感じたのか、ようやくブラッドサインで『白棘』を打ち出しながら、安住勇斗はこう叫さけぶ。

「楓ふう希きさん!!」

　赤い粘ねん液えき状じようの肉体からタコのように根を蠢うごめかせて這はいずり回る食人花へと変へん貌ぼうした生徒会長が、やはりその場で廊下の床ゆかを砕くだく。

　またもや『足場』が消失する。

　勇斗が狙いを定めていたのは外側に面した壁かべだ。ここを起点に、三六〇度ぐるりと城山恭介を疑似重力で振り回す。そういう狙いだったのだろうが、そこで勇斗の目が信じられないものを目もく撃げきした。

　先んじて。

　まだ疑似重力は変化していないというのに、恭きよう介すけの靴くつ底ぞこが真横の壁かべへ張り付いていたのだ。

　壁走り。

　水を入れたバケツをぐるぐる振ふり回してみれば分かる通り、十分な助走と遠心力さえ活用すれば、人間の足でも二、三歩くらいなら壁を垂直に走る事はできる。ただし直後に派手に転げ回り、受け身に失敗して片かた腕うでをへし折る程度の覚かく悟ごがあれば、の話だが。

　しかし、今なら着地の心配をする必要はない。

　何故なぜならすでに『足場』は崩くずされ、勇はや斗との体は動き出していて、今さら敵方の『殺し屋』が体の動きを止める事も叶かなわないのだから。

　重力が思い出したように城しろ山やま恭介の体を真下へ引き摺ずり下ろすよりも早く、新しい『足場』が設定されてしまった。

　だから、恭介が転ぶ事はない。

　そのまま新しい『足場』で戦せん闘とうは続行される。

　一方。いくら状じよう況きようを決定づける勇斗側でも、自分の体重を殺すためには膝ひざのバネを使わなくてはならない。新しい『足場』ができる前から壁に張り付いていた恭介よりも、ほんの一いつ瞬しゆんだけ行動が遅おくれてしまう。

　振り回している側に立っている勇斗の方が、自分で弄ろうした策に首を絞しめられる展開になっている。

「こ、いつ……!?」

「どうした。ご自じ慢まんの手札はもう品切れかな」

　ブラッドサインを精せい密みつに構え、城山恭介はただ笑う。

　この場の主と従がどちらにあるか、それを改めて突つき付けるように。




　　　　５




　依より代しろの紅べに小こ道みち楓ふう希きはふつふつと心の内から得体のしれない感情が湧わき上がるのを自覚していた。

　今の彼女は数メートル大の食人花『食する花lvz・j』に変へん貌ぼうしていた。これに限らず、基本的に被召物マテリアルは好戦的で暴力的な思考に埋うめ尽つくされるものだが、そうした影えい響きようとは別のものだ。

　廊ろう下かの壁へ垂直に立つようにして、パートナーたる召しよう喚かん師しの安やす住ずみ勇斗は敵対する城山恭介と戦いを繰くり広げている。

　その支し援えんを受け、食人花と化した楓希は恭介側の被召物マテリアルたる一本角の巨きよ大だい魚ぎよと激げき突とつしている。

　はっきり言って、良くない状況だった。

　最適の数値を入力して最適の計算をしているはずなのに、最適の答えが出てこない。

　仕し掛かけているのは勇はや斗と側のはずなのに、何故なぜだか策の中にいる恭きよう介すけ側が常に有利な場所に立ち続けている。

　まるで自分の残ざん弾だんを相手に手て渡わたして、その弾丸で撃うたれているような理り不ふ尽じん。

　ところが、

《くっくっ》

　変へん貌ぼうした少女の内から湧わき出るのは、喜びだった。

　その思考が己おのれのパートナーへ洩もれているかもしれない事など、考こう慮りよせず。

《ああ、まずい、まずい、こいつはまずいぞ。昔からの悪い癖くせが出てきた……。仕事の最中に遊びを持ち込みたがるだなんて、一体何年ぶりなんだ、こんな気分》

　廊ろう下かに垂直に立つ安やす住ずみ勇斗が、こちらを怪け訝げんな目でチラリと見るのまで分かった。

　そう、彼女は追い詰つめられて喜んでいる。

　自分をギリギリまで追い込む事のできる人間が存在した事に歓かん喜きしている。

　まるで遠い過去を思い出すように。

　歴戦の『殺し屋』と手を結び、常にギリギリの戦いの中で生きてきた、あの空気と同じものに触ふれているかのように。

《超こえる、捨てる、色々言いながらも、結局私はあの人の影かげを……『テロメアの終しゆう端たん』を追い続けている。あの時代を焦こがれ続けている。忘れ形見には、忘れ形見以上の価値もない。ああ、つまり、そういう事だったのかね》

　無む駄だな副作用のリスクを負ったのは依より代しろという立場を隠かくす事で同業者との無用な戦せん闘とうを回かい避ひするためだったが、別に生徒会長になる意味は特になかった。目立たない大人しい生徒を演じる事だってできたはずだ。

　それを無理に押おしたのは、死した召しよう喚かん師しの教えとは違ちがう歩みを一通り試してみた結果か。

　皆みなの期待に応こたえ、皆の視線の前に立ち、皆より先のどこかを目指す。

　結局、駄目だった。

　どれほど人間的に成功したところで、あの召喚師の影は決して消えない。すでに彼の面影は紅べに小こ道みち楓ふう希きという少女の血肉と化している。

　たとえ、その忘れ形見を踏ふみ台にしてでも思い出に浸ひたりたい、と考える程度には。

　救われないね、と恭介は吐はき捨てた。

　きっと、たった一言の応おう酬しゆうで看かん破ぱされた。

　おそらくは、召喚師の安住勇斗にさえも。

《だったらどうした》

　ガッギン!!　ゴン!!　と食人花の牙きばと巨きよ大だい魚ぎよの一本角を激げき突とつさせながら、紅小道楓希は全すべてを嘲あざ笑わらう。

《たとえ全てが露ろ見けんしたとしても、忘れ形見の心が私へ傾かたむき続けるようには教育してある。ああ、これも、そうか。何でも思い通りになり過ぎてつまらないというのは、極限のわがままでもあるな》

　依より代しろの気持ちは、すでに召しよう喚かん師しには向いていない。

　彼女にとって至上の存在は、たったの一人しかありえない。

　むしろ、そんな時代を思い出させてくれる強敵の方にこそ、まだしも好感を抱いだくほどに。

《勇はや斗との口から出る言葉は全すべて私のもので、私の口から出る言葉は全てあの人のもの。そうと分かっていても、勇斗は私の期待に応こたえる。傀かい儡らいでも道化でもない、依い頼らいに応じて暴力を出力する『殺し屋』として、そうなるように徹てつ底ていした。……だが残念かな、私はね、勇斗。順当に成長する優等生よりも、そんな予定調和の枠わくを壊こわしてくれる可能性に賭かけていたというのに》

　一〇〇点満点で落第とは、確かにこれでは安やす住ずみ勇斗は報むくわれないだろう。それを平然と押おし付ける紅べに小こ道みち楓ふう希き自身、規格外の悪女であろう。

　血と知。

　遺伝と技術。

　双そう方ほうから板いた挟ばさみにされた『殺し屋』の召喚師の少年は、しかしそのわずかな隙すき間まの中に自みずからの居場所を作り出し、腹の底から女の名前を叫さけぶ。機械のように指示を仰あおぐ。

「楓希さ……!!」

　だが。

　哀あわれな少年の言葉が止まる。ゾッ……と。何かに気づいて脅おびえたように、彼の口が、いいや体の動きが静かに止まる。

　召喚師は、足元へ目をやる。

　そこは校舎の外側に面した壁かべで、つまり一面は窓まどガラスだった。わざわざ被召物マテリアルの手など借りるまでもない。ちょっと足を踏ふみ鳴らせば簡単に割れてしまいそうなものでしかない。そして透とう明めいな足場の先に広がるのは、どこまでも広大な空間だった。水平方向には何もない。これを割ってしまったら、冗じよう談だん抜ぬきに数百メートル、いや、ひょっとすれば一キロ単位で落下が続くかもしれない。

　防護円がある内は命の危機にさらされる事はない。だが、どこの高層ビルの側面が次の『足場』になるか全まつたく予測がつかないため、戦局は絶対に有利にはならない。それは、全ての計算を丸投げにして、自分の命や人生をギャンブル任せにしてしまうような愚ぐ策さくの中の愚策だ。

　だというのに、

《駄だ目めだ、止まるな勇斗！　『テロメアの終しゆう端たん』はそうじゃない、垂直に立つ天井か床ゆかへ足を押し付けろ、それでまだリカバ……》

　紅小道楓希は、人形の背を押すように叫ぶ。

　召喚師を無視して、被召物マテリアルが勝手に次の行動に移ろうとしていた。

　しかし、それより早く、

「図書委員ちゃん」

『殺し屋』よりも冷たい声が響ひびいた。

『貪る翼lvz・fd』。コスト５、音域は中音。鳥というよりも巨きよ大だいなエイと生々しい人間の歯並びを組み合わせたような怪かい物ぶつが、恭きよう介すけの言葉にぴくりと反応を示す。

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。

「やれ」




　ガッシャアアア!!　と。足場に広がるガラスの大地が躊ちゆう躇ちよなく砕くだかれる。




　胃い袋ぶくろに重くのしかかるような落下の感覚が楓ふう希きと勇はや斗と、双そう方ほうの全身を襲おそう。絶句しながら敵対する召しよう喚かん師しへ目をやる。勝ち目がなくなり、自じ暴ぼう自じ棄きの賭かけに出たか。そんな（勇斗からすれば）楽観的な意見が頭に浮うかびかけたが、直後に間ま違ちがいだと気づかされたはずだ。

　恭介の顔色には、驚おどろきがない。

《やはり……すでに一〇〇〇メートル先のビルの配置まで『戦場』として正確に把は握あくしているか。まさに黄金時代そのものだな、城しろ山やま少年!!》

　これは先代、真なる『テロメアの終しゆう端たん』の領域だ。

　所しよ詮せんはその忘れ形見に過ぎない安やす住ずみ勇斗に為なせるものではない。

「お、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　もはや、召喚師には言葉もなかった。

　だが互たがいに命を預ける召喚師と依より代しろは、意思を直接接続させるラインが繫つながっている。

《チッ、着地に備えろよ、勇斗!!》

『殺し屋』の意図を汲くみ取った紅べに小こ道みち楓希が、燃え盛る鉄球のような被召物マテリアルが、落下中の勇斗へ真横から突つっ込み、その軌き道どうをほぼ直角に捻ねじ曲げる。砲ほう弾だんに近い格好で飛ばされた勇斗の体が、校舎の横に併へい設せつされていた体育館の外がい壁へきへと突き刺ささる。

　一〇〇〇メートル落ちを回かい避ひし、体育館の外壁を新しい『足場』に設定する。

　新しく張った人工霊れい場じようの壁かべに思い切り叩たたかれるような格好で、城山恭介もまた追つい従じゆうする。真っ赤な『花弁』の群れもまた。恭介は流星のような勢いで体育館の外壁へと着地する。

　いいや。

　バゴッ!!　という轟ごう音おんと共に、恭介の肉体を守る防護円が『足場』の外壁を容よう赦しやなく突き崩くずした。

　勇斗も含ふくめて、全員が明かりのない体育館の中へと垂直に放り込まれる。向かいの壁へと着地する。『花弁』が真っ赤な流星雨と化して降り注ぐ。

　目を剝むく勇斗に、燃え盛る鉄球となった楓希は舌打ちするところだった。

《『殺し屋』が無様を見せるな!!　『ここ』を崩されても、再び夜空を水平に飛ぶ羽目になっても、次の足場がどこになるか分からなくても、最悪、ビルとビルの隙すき間まを潜くぐり抜ぬけて街の外にまで飛び出すとしても……それでも不敵に笑うのが『殺し屋』だろうに!!》

　だが、勇はや斗との焦あせりも無理からぬ事ではあるだろう。

　人工霊れい場じようの効力は一〇分間なので、流石さすがに大たい気き圏けんの外まで放り出される事はないだろう。だが水平落下中に効果が切れれば生身の人間がどうなるかなど目に見えている。

　分かった上で、なお発破をかける。

《止まるな勇斗！　ファミリーの理り屈くつを思い出せ。これはダムの亀き裂れつと同じだ。『殺し屋』が躊ちゆう躇ちよを見せれば、その一点から突つき崩くずされるぞ!!》

　そして、やはり城しろ山やま恭きよう介すけは躊躇しなかった。

「図書委員ちゃん」

「くそっ!!!!!!」

　声に、安やす住ずみ勇斗は体育館の壁かべの上を全力で走る。床ゆかのある方に向けて、だ。同時に紅べに小こ道みち楓ふう希きに指示を送り、『真上』から突っ込むような格好で『足場』を破は壊かいしてもらおうとする。

《殺すより生き残る選せん択たくを優先するとはな。だが仕方がない!!》

　燃え盛る鉄球を叩たたきつけ、破壊行こう為いでもって希望を叶かなえる。

　壁と床。

　直角に交わる一点まで到とう達たつした勇斗は、『足場』が崩れた瞬しゆん間かんに床へ足を着ける。

　ようやく、勇斗は『空中放ほう逐ちく』というどうしようもない状じよう況きようだけは回かい避ひして、わずかに安あん堵どしたようだった。

　だが、

「さて」

《そうだ》

　ヒィウン、と恭介はブラッドサインを軽く回した。

　手を封ふうじられて、しかし、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の顔色は変わらなかった。

「広大な床。壁にも天井にも容よう易いに足の届かない場所。……これで、あなたのご自じ慢まんの疑似重力戦法は使えなくなった訳だが」

「……っ!?」

「そして『足場』を細かく切り替かえて妨ぼう害がいされるのを除のぞいた純じゆん粋すいな召しよう喚かん儀ぎ礼れいの腕うでだけなら、あなたはそれほど脅きよう威いにはならないよ。シンプルな『白しろ棘とげ』の打ち合いになれば、必ずこちらが優位に立てる。違ちがっているかな？」

《当然、消極策を繰くり返せば自由度が減る。相手は最初からこの状況を作るために煽あおっていた》

「は、はは」

　安住勇斗はブラッドサインを構えながら、暗がりの体育館をぐるりと見回していた。

　両側面の壁かべには大きな穴が開き、天井まではあまりにも遠い。あるのは一面磨みがかれたフローリングの床ゆかだけ。確かにこれでは、どうにもならない。次の『足場』を作るための起点が存在しない。

　だが、

《まだだ。言ってやれ、勇はや斗と》

「ハッ。忘れているのか、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』」

「……、」

「ここは普ふ通つうの学校ではない。数十本の柱で支えられ、宙に浮うかべられた空中フロート状の敷しき地ちに建てられた学校だ！　それなら!!　自由な空間は下に広がっている!!」

《そうだ、それでこそ『殺し屋』だ!!》

　言葉と同時、紅べに小こ道みち楓ふう希きが形を変えた、燃え盛る鉄球にも似た被召物マテリアルが、真上から落ちた。

　落らく雷らいに近い挙動。

　直後に、世界が大きく割れた。単にワックスで磨かれたフローリングの床が砕くだけただけでは留とどまらない。その奥おく、建物の基き礎そ、それを支えている空中フロート状の人工的な平面敷地全体が割れて砕けて散らばって、ガラガラと崩くずれ落ちていく。

　真下に広がっていたのは、高度二、三〇メートルほどの距きよ離りと、その間に挟はさまる何重もの巨きよ大だい陸橋。そして空中フロートを支えていた無数の太い柱の群れだ。降りしきる雨あま粒つぶにプロジェクターの光を浴びせて浮かび上がる夜景を楽しむ『レイニースクリーン』は主に屋内観賞を軸じくにしているため、外の、しかも夜空を空中フロートに塞ふさがれているこの辺りは人ひと気けがないのだろう。巨大陸橋に誰だれかがいる様子もない。

　そのどれでも利用できるし、そのどれでも『足場』にできる。

　状じよう況きようは仕切り直しだ。

　ここから先は自分のペースで持っていく。完全に逆ぎやく襲しゆうを果たす。次の『足場』に着地した時が全すべての終わりだ。

　そう考えていた勇斗だったが、状況は彼の予測を裏切った。

「図書委員ちゃん」

　城しろ山やま恭きよう介すけが呟つぶやいた直後だった。

『鮮血追う槍bih・ei・dp・tq』。コスト９、音域は低音。五メートル以上の空飛ぶ巨大な槍やりが一息に動く。

　ゴッ!!　と。凄すさまじい音と共に被召物マテリアルが突つき抜ぬけ、勇斗が足を着けるはずだった巨大陸橋を真っ二つにへし折ってしまったのだ。足のバネの準備をしていた勇斗が空中でバランスを失いそうになる。しかも、恭介側の被召物マテリアルの猛もう威いは一回に留まらない。何重にも重なる巨大陸橋を次々と砕いてしまう。
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　全ての『足場』を失い、その先に広がっていたのは真っ黒な闇やみを存分に吸い込んだ、

《まずい、まさか……!!》

「う、み!?」

　水を割る音が安やす住ずみ勇はや斗との耳に突き刺ささった。

『海面』は、人工霊れい場じようの次の『足場』としては認識されなかった。

　人工霊場ができない以上、『花弁』の群れも引き寄せられない。周囲には何もない。

　驚おどろく『殺し屋』だったが、やがて彼は思い至る。では、次の『足場』はどこになる。このまま沈しずみ続けたとしたら……。

《何十メートル下にあるかも分からない、海底を『足場』にさせられるのか!?》

　楓ふう希きが見ている前で、みるみる内に二人の召しよう喚かん師しが沈んでいく。

　防護円は外的・内的、あらゆる死から儀ぎ式しき中ちゆうの召喚師を守る。そのため、大量の海水は防護円の中まで入ってこない。

　しかし逆に言えば、手足を伸のばしても水は搔かけない。故ゆえに泳ぐ事もできず、そのまんま沈み込んでいく。どうやら防護円内の空気が浮うき輪のように働く事もなさそうだった。

　長大なブラッドサインを振ふり回せば防護円の外にある水を搔く事もできるが、これだけで人間一人分の重量を水面まで持ち上げるのは難しいだろう。

　挙げ句。

　ガッギン!!　という轟ごう音おんと共に、同じく防護円によって守られている城しろ山やま恭きよう介すけが安住勇斗の頭上へと容よう赦しやなく降り注ぐ。防護円のおかげで衝しよう突とつのダメージは全まつたくないが、その重量までは無視できない。

　二人分の重さが彼らを暗くて寒い海の底へと誘いざなっていく。

《勇はや斗と……!!》

　助け出そうにも、恭きよう介すけ側の被召物マテリアルがこちらを睨にらんでいる。

　コストでは不利。

　このままでは足止めされるどころか、楓ふう希き自身も撃げき破はされかねない。

「なにを……自分が何をしているのか分かっているのか、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』!?」

「ああ、この辺りだと、海底まではざっと三〇メートル程度かな。防護円が展開されている間は問題ないが、一〇分間のリミットを消化した直後に水圧が襲おそいかかってくるだろうね。……これは、ゆっくりと素す潜もぐりしている普ふ通つうのダイバーとは勝手が違ちがう訳だが。たった三〇メートルでも、いきなりスイッチを切り替かえるみたいに放り出されれば、そのまま圧力のショックで気絶するのではないかな」

　そして当然、水の中で気を失えばその後勇斗の身に何が待っているかは明白だ。

　もがき苦しむ権利さえ失って、無む抵てい抗こうで溺でき死しさせられる。

「だが、そうしたら、お前だって……!!」

「……、」

「違う、のか。いいや、抜ぬけ道なんかない。お前は酸素ボンベなんか持っていない。あったとしても、全身の血管や内臓を締しめ付ける水圧の問題は解決できない。だとしたら……!?」

「今までさんざん振ふり回してくれただろう。例の疑似重力」

　まるでコンクリートの塊かたまりを抱えさせられたまま夜の埠ふ頭とうから突つき飛ばされたような格好でぐんぐん海底へ向かいながら、恭介は脅おびえの色を見せずに答えた。

「具体的には四Ｇから四・五Ｇといったところかな。この程度なら絶ぜつ叫きようマシンでも再現可能なレベルでしかない、つまり防護円の中でも普通に浴びるけど、これに特とく殊しゆな呼吸法を組み合わせれば、専門の加圧室に入らなくたって血中酸素の調整くらいはできるものさ」

「…………………………………………………………………………………………………………」

「あなたと違って、あらかじめ高圧順応を済ませていた。……これ以上の答え合わせって、まだ必要かな？」

「う、うお、うおおおおァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　安やす住ずみ勇斗は狂くるったようにブラッドサインを振るい、『白しろ棘とげ』を大きく突き出そうとしたが、そこで彼の手が止まってしまう。慣れない水中戦で勝手が分からない、という以前の問題だった。

『足場』の崩ほう壊かいによって新しい人工霊れい場じようを張る場合、スポットは新しい人工霊場を基準に作り直される。

　そもそも、新しい人工霊れい場じようが設定されない限り、スポットは生まれない。取り残された『花弁』もこちらへスライドしてこない。つまり、手元に『白しろ棘とげ』があっても被召物マテリアルへ干かん渉しようできない。

　どうしようもなかった。

　紅べに小こ道みち楓ふう希きはこうしている今も恭きよう介すけ側の被召物マテリアルと絡からみ合い、潰つぶし合い、殺し合い、戦いを繰くり広げている。巨きよ大だいな槍やりと燃え盛る鉄球。だが純じゆん粋すいなコストや三つ巴どもえの『音域』では、恭介側の方が有利。沈しずんでいった召しよう喚かん師しを拾い上げる余よ裕ゆうはない。そもそも、次々に『足場』を切り替かえて相手のペースを乱さない限り、元々、楓希側にチャンスはなかったのだ。

　助けは来ない。

　水面に浮うかび上がる事はできない。

　まるで死の鎖くさり。安やす住ずみ勇はや斗との両足が、ついに水深三〇メートルの海底へと無理矢理に押おし付けられる。

　新しい人工霊場が設定され、疑似重力が彼を縛しばる。

　命を縫ぬい止めた事実を証明するように、大量の『花弁』が頭上から降り注ぎ、新たなスポットが口を開いていく。

　これで……安住勇斗の勝利は潰ついえた。

　負ければ防護円を失い、水圧に押し潰されて意識を失う。勝ったとしても、『チェイン』待機状態の九〇秒でどこまで行けるか。Ａ区画、国際空港で神格級のリヴァイアサンに潜せん水すい艦かんを大きく真上へ突つき上げさせたが、あれは標的の真下に被召物マテリアルが潜もぐり込むための大きなスペースがあっての話だ。

　また、防護円ごと召喚師を弾はじき飛ばす（つまり一いつ瞬しゆんだけ接せつ触しよくする）程度ならともかく、過度に長い時間、被召物マテリアルが召喚師の肉体に干渉する事はできない。分かりやすく言うと、被召物マテリアルの巨大な手で召喚師を摑つかんだり、その背に乗せて移動するといった事は難しい。状じよう況きようはケースバイケースだが、ウナギや濡ぬれた石せつ鹼けんを摑むようにするりと召喚師が滑すべり落ちてしまう事が多いのだ。

　結局、勇斗自身が自力で真上へ泳いで距きよ離りを稼かせがない限りは使えない。先ほどまでの校舎と違ちがい、みっちりと詰つまった硬かたい岩がん盤ばんを一〇メートル単位で大きく砕くだくとなると、それなりに錬れん成せいを重ねなくてはならないが、『妨ぼう害がい』にだけ注力してきた勇斗側ではそこに届かない可能性も高い。

《勇斗》

　だが、そこで『殺し屋』の心臓へ大きな力で脈を打たせる。

　方向性のない、頭や胸むねの内から直接響ひびき渡わたる声が、『殺し屋』に活力を与えていく。

《勇斗、それは問題じゃない。『死のない世界』を成なし遂とげるまでは、私達は『殺し屋』だ。生き残る事と殺す事を天てん秤びんにかけたら、後者を選ぶ人間でなければならない》

「……、」

　ギリッ、とブラッドサインを握にぎる手に力が戻もどる。

　それが、離はなれた位置にいる楓ふう希きからでも分かる。

　その手前で、

《だから早く被召物マテリアルを錬れん成せいさせろ、『テロメアの終しゆう端たん』の勝利のために!!》

　何かが、折れた。

　その原因がどんなものだったのかを、果たして楓希は理解できていたか。

　はるか下方、海の底でブラッドサインを手放した勇はや斗とは、ぼんやりと頭上を見上げていた。

　リミットまでは数十秒。

　だがそれだけの時間があれば、恭きよう介すけ側の被召物マテリアルが燃え盛る鉄球と化した楓希を削けずり殺す事もできるだろう。

　恐きよう怖ふはあった。

　だがそれにも増して、生徒会長の頭には戦せん闘とうの歓かん喜きがこびりついていた。

　これがないから勇斗は黄金時代には達せず、これがあるから楓希は黄金時代を反はん芻すうするのか。

　そう、反芻。

《ああ、ああ。私はここで負けるんだろう》

　単純な事実を、目の前の猛もう威いの形で突つき付けられながら、しかし楓希は笑う。

　本当は。

　心の奥おく底そこで渦うず巻まいていた彼女の欲求とは……、

《それで証明される！　やはり『テロメアの終端』は最高の召しよう喚かん師しだったと!!　誰だれが乗り越こえようとしても、誰が切り捨てようとしても、決してその座から引きずり下ろす事はできない唯ゆい一いつ無む二にの召喚師であると!!》

　ただ楓希が勇斗を裏切れば、その背中を刺させば良いという話ではない。

　あくまでも全力で計画を練り、実行し、かつ、それを他者の力で、よその召喚師達の手で撃げき滅めつしてもらわなければ『テロメアの終端』をも含めた公正なランキングは成立しない。

　彼の至上は証明されない。

《倒たおされるべき身内に、倒すべき敵。まったく、お前達は最高に使い勝手の良い召喚師だった》

　声はパートナーたる安やす住ずみ勇斗とのみ接続していて、城しろ山やま恭介には届かない。

　だが構わない。

　紅べに小こ道みち楓希は、『テロメアの終端』の依より代しろたる無む垢くなる悪女は思いのままにこう叫さけぶ。

《だから感謝をしているよ、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』。お前という強敵は、ある意味で、私を救ってくれたんだからな!!》

　忘れ形見には興味もなかった。

　死のない世界なんてどうでも良かった。

　少女がただ望んだのは一つだけ。その偉い業ぎようを永遠の殿でん堂どうへと収め、誰だれにも踏ふみにじる事のできない最上の記録として守り続ける事のみ。

『テロメアの終しゆう端たん』の方法は正しかったと、それ以外の手段で代用しようとすれば痛い目を見ると、そう証明したかっただけ。

　聖域を荒あらす者は、たとえその肉親や子孫であっても許しはしない。

　挑ちよう戦せんできると、そんな考えを持つ事すらも。

《はは》

　目的は、成じよう就じゆされる。

　紅べに小こ道みち楓ふう希きという名の依より代しろは、かつて寄り添そったただ一人の召しよう喚かん師しをそっと思い浮うかべる。

　恋れん愛あいと呼ぶには遠い、だが尊敬と呼ぶには近過ぎた男の横顔を。

《あははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!》




　リミットなど必要なかった。

　巨きよ大だいな槍やりが燃え盛る鉄球を勢い良く貫つらぬき、被召物マテリアルの敗北と共に海底で防護円が弾はじけ飛ぶ。

　紅小道楓希、そして安やす住ずみ勇はや斗と。

　両者の敗北が決定づけられた瞬しゆん間かんだった。




　　　　６




　いくら高圧順応を済ませていたとはいえ、やはり即そく席せきでは限界がある。とはいえ、防護円があるままでは浮ふ上じようできない。戦せん闘とう終了直後、『チェイン』待機時間を自みずから放ほう棄きし、図書委員ちゃんを被召物マテリアルから人間に戻もどし、『自分の手足で泳ぐために』防護円を解いた途と端たん、恭きよう介すけの視界が大きくぐらついた。

　かろうじて、意識は失わずに済む程度。

　それくらいの安全性しか確保できない。

「……っ」

　とにかく歯を食いしばり、海の底を漂ただよう『殺し屋』の腕うでを摑つかむ。さしたる抵てい抗こうはなかった。敗北した召喚師や依代は自らの奉ほうじる神々を目の前で惨ざん殺さつされたのに等しい精神的ショックを叩たたきつけられ、二四時間以上自失状態が続く。誰の言葉を受けてものろのろと従うだけの操り人形と化すが、そんな状態で放っておけば溺でき死しは確定だ。

　海面を目指す。

　華きや奢しやな少女に戻もどった図書委員ちゃんは、すでに上を進んでいた。彼女には、あらかじめ人工霊れい場じようの上じよう端たん辺りで集中的に戦うように指示を出していた。より正確には、常に下を取り、生徒会長・紅べに小こ道みち楓ふう希きを上へ上へ人工霊場の天井に押おし留とどめろ、と。

　人工霊場はデフォルトでは一辺二〇メートル前後の立方体だから、海底が三〇メートルなら上端は水深一〇メートル程度だ。それくらいなら、水圧で全身を一気に搾しぼり上げられる事もない。

　図書委員ちゃんも図書委員ちゃんで、水圧に苦しめられる（それでいて敗北者特有のショックを全身に受け、正しい意味でのゾンビになったような）紅小道楓希の腕うでを摑つかんでいる。

　その後を追い駆かけようとして、しかし、恭きよう介すけの頭に鈍にぶい痛みが走り抜ぬけた。乗り物酔よいを派手にしたような吐はき気が喉のど元もとまで迫せまりくる。

（くそ……軽度の潜せん水すい病びようか……）

　圧力が低い所から高い所へ急激に放り出されるのも問題だが、逆に高い所から低い所へ向かうのにも問題はある。血中の窒ちつ素そが気き泡ほうを生み出して、頭痛、吐き気、内出血などを誘ゆう発はつさせるのだ。これがいわゆる潜水病、あるいは潜せん函かん病びようと呼ばれる症状である。

　とはいえ、水中に留まる訳にもいかない。

　歯を食いしばり、吐き気を無理矢理押さえつけて海面に顔を出す。

　水深がもう二〇メートルほど深ければ、深刻な症状が彼を殺していたかもしれない。

「ぶはっ!!」

「ちょ、城しろ山やま君、それ何なの!?　血走った目の端はしから血の涙なみだみたいなのが出ているけど……」

「むしろ、この程度で済んで良かったよ。それよりどこか、上れる場所を探そうではないか。荷物を抱えたままだといつまでもは浮うかんでいられない訳だが。こいつらが我に返ったら、それはそれで厄やつ介かいな事になりそうだしね」

　自失状態の召しよう喚かん師し達が溺おぼれないよう、恭介達は背泳ぎに近い格好でぐったりした体を下から支えたまま泳ぐ。ラッコの気分を味わいながら、高校の空中フロートを支えていた柱の一本に取りつき、蔦つたのように絡からまる階段を使って上を目指す事にした。

　図書委員ちゃんは生徒会長を背負ったまま、真上を見上げる。

「な、なんか……あたし達の学校、とんでもない事になってない？」

「そういう事に頭を割さけるくらいの余よ裕ゆうが出てきた方に喜ぶべきではないかな」

　恭介はそう吐き捨てた。

『テロメアの終しゆう端たん』という召喚師から枝分かれした、召喚師と依より代しろのペア。

『死のない世界』を目指した者達と、その計画。

　最後の最後に行われるイグニッションを行う者がいなくなった時点で、全すべては潰ついえた。これで、人の死を憎にくみつつも容認する事で成り立つ世界全体が一夜にして崩ほう壊かいする事もなくなった。

　全すべては丸く収まったのだ。

　この時点では。




　　　　７




　学校の校舎は屋上が大きく崩くずれ、体育館は丸ごとぺしゃんこに潰つぶれた上、足場の空中フロートまで叩たたき割られて海の藻も屑くずと化していた。崩ほう壊かいは校舎の方にまで及およんでおり、全体でコの字をした建物の内、実に半分近くが消失している。

　ギリギリで残っていたのは、主に何もない校庭側だった。

「ふう……」

　崩れかけた校庭まで辿たどり着くと、恭きよう介すけは図書委員ちゃんと一いつ緒しよに、茫ぼう然ぜん自じ失しつで操り人形状態の『殺し屋』の二人を人工の地面に下ろした。ブラッドサインと励起手榴弾インセンスグレネードを没ぼつ収しゆうし、両手を後ろ手に縛しぼり上げる。

　拘こう束そく作業が終わると、恭介はスマートフォンを取り出した。

「愛あい歌か。気象図の方はどうなってる？」

『……風向きや気圧の変化を無視した「不自然な流れ」は解消されつつあるのです。このまま行けば、十数分もしない内に「陣じん」の形を維い持じできなくなるでしょう……』

「他に、潰しておくべきものは？」

『……現場検証と称しようして例の工場へ「ガバメント」の人材を放っているのです。彼らが瓦が礫れきの中から見つけた資料によれば、イグニッションさえ完了しなければ大気中の特とく殊しゆ成分は長期間組成を維持できず、黙だまっていても分解されてしまうのだとか……』

　だとすれば、後は時間の流れに任せるだけで解決しそうだ。

　恭介は簡単にあいさつを済ませて通話を切る。

　その時だった。

《やーほー☆　あ・に・う・え》

　横から割り込む少女の声に、少年の目つきが険けわしくなっていく。

　振ふり返ると、ボロボロになった校庭に新しい人ひと影かげがあった。全体が淡あわい光の粒りゆう子しにでも包まれたかのような、白いドレスに銀ぎん髪ぱつのツインテールの女王。最強の中の最強と呼ばれる未み踏とう級の頂点。レイニースクリーンの力を借りて長雨の中に浮うかび上がり、指向性スピーカーを使って音声を放つ彼女が、ニコニコと微笑ほほえんでいた。

「……何をしに？」

《何をって、まあ、わたくしもそろそろお暇いとまさせていただきますので、しばしのお別れをお伝えにでございますわ》

　言いながら、『白き女王』は真上、長雨の降りしきる夜空を指差しながら、

《わたくしの『本体』は廃はい棄きされた民間宇宙ステーションに保管されておりますが、あちらについても計画を主導する召しよう喚かん師しが倒たおれた事でご破算となるのでございましょう。すると、自由に闊かつ歩ぽできるこの『意思』もまた、一度崩くずれて元の場所へと帰らなくてはなりません》

「本当に？」

《ええ》

「本当にそれだけ？」

《……あにうえ、もしや『押おすな押すなよ』芸でも身につけようとしているのでございますか？》

『死のない世界』は潰ついえて、首しゆ謀ぼう者しや達が引き起こしたいくつかの不思議も今こ宵よい限りで全部なくなる。

　図書委員ちゃんがそこまで考えた時、脳裏にある存在が浮うかび上がった。

　いくら思い出そうとしても、顔の部分がぽっかりとした空白で覆おおわれた存在。

　最も近くにいたはずの誰だれか。

　束つかの間ま、雨に浮かぶ女王の像が大きく揺ゆらぐ。

　びぢっ、と。

　応じるように、ゴムの長なが靴ぐつで濡ぬれた路面を擦こするような音が響ひびいた。

　バキバキに折れた傘かさで顔を隠かくし、その下に広がるレインコートを真っ赤に染めた、小こ柄がらな少女。

「お、ねえ……ちゃん？」

　震ふるえるような呟つぶやきに、『雨中の少女』は何も答えない。

　いいや、厳げん密みつには声を声として放てない。傘の下で小さな唇くちびるは動いているかもしれないが、今の体勢だとボロボロの傘が邪じや魔まになっていて、唇を目で追う事ができない。

　彼女も、消える。

　因果を捻ねじ曲げ、映らないはずの何かを映し出していた超ちよう常じようの『仕組み』は、時間の経過と共に崩くずれていく。そうなれば、もう『雨中の少女』が現れる事もない。レイニースクリーンに支えられた『白き女王』と同じだ。雨の終わりと共に、あるべき者が、あるべき場所へと還かえっていく。その流れは誰にも止められない。無理に堰せき止めようとすれば、安やす住ずみ勇はや斗とや紅べに小こ道みち楓ふう希きのように何かを大きく狂くるわせてしまう。

「……、」

　しばしの間、図書委員ちゃんは『雨中の少女』と向き合っていた。

　その胸きよう中ちゆうにあったものは、きっと本人以外の誰にも分からないだろう。

　誰が何と言おうがそれは自分の姉妹であるのは変わらない。一方で、周りの誰からどんな説明を受けたところで、根っこの部分にこびりついている恐きよう怖ふ心しんがそうそう簡単に払ふつ拭しよくできるものでもない。

　やがて。

　それでも、図書委員ちゃんはこう告げた。

「これで……良かったのよ」

　今回だけの話ではない。ある惨さん劇げきが一つの家庭を絶望に突つき落として以来、ずっとずっとわだかまっていた時間を再び動かそうとするような、そんな口調だった。

「……だって、このまま、冷たい雨の中を永遠にさまよい続けるだなんて間ま違ちがってる。みんながみんな、得体のしれない化け物みたいに扱あつかうなんて絶対におかしい。だから、ここで一度終わらせるべきなのよ。死後の世界があるのか、生まれ変わりなんてあるのか。そんなのは知らないけど、お姉ちゃんにだって、きっと、あるべき場所とあるべき流れっていうのがあるはずなんだ。だから……」

『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の少年は一いつ瞬しゆんだけ、ある双ふた子ごの少女達を思い浮うかべた。

　だけど結末は人の数だけある。それ以上何も言わず、恭きよう介すけは励起手榴弾インセンスグレネードを一つだけ、図書委員ちゃんに手て渡わたした。そのまま小さな掌てのひらを包む。依より代しろの手の中にありながら、恭介の目で見て標的を捉とらえるために。

　勇はや斗とや紅べに小こ道みち楓ふう希きが用意した、歪いびつなものとは違う。本当の意味での人工霊れい場じようを呼び出すもの。場の詰つまりを取り、不自然にこの世界で引っかかっている幽ゆう霊れいを『ここではないどこか』へ押おし流してしまうもの。

　さまよう魂たましいを、介かい錯しやくするための小道具。

「……、」

　これで良かったのよ。

　口ではそう言ったものの、実際にその重さを手にして、図書委員ちゃんは顔をくしゃくしゃにしたまま押おし黙だまっていた。だけど、流れに任せるままでは、恭介に頼たのむままでは、絶対に後で後こう悔かいする。召しよう喚かん師しはそう判断していた。

　やはり、『雨中の少女』は何も告げない。

　ただ、バキバキに折れた傘かさが中心の持ち手を軸じくにくるりと回った。これまでの徹てつ底ていした無言と違い、その小さな動きには微かすかな意思が感じられた。そしてその意思は、張り詰つめた空気を和やわらげるような効果をもたらした。

　これで終わり。

　正確にはもう終わってしまった命を、認めるような行い。

　しとしとと降り注いでいた長雨が、わずかにその勢いを弱めた。雲の切れ目などに差し掛かかり、雨が止やむのかもしれない。そうしたら、『雨中の少女』は消えてしまう。もう二度と浮かび上がってはこないのかもしれない。

　だから、図書委員ちゃんは恭介と一緒にピンへ指を通し、抜ぬいて、最後まで見送ろうと考えた。

　なのに、横から邪じや魔まが入った。




『……う……』




　妙みような音が聞こえた。

　いいや、それは『声』なのか。




『う……おお……』




　壊こわれたオーディオセットから響ひびくように、歪ゆがみに歪んだその『声』が、何を言おうとしているのかは分からない。

　だが、少なくともこれは『雨中の少女』のものではない。彼女は元々『声』を音として発する事はできなかったのだから。

　かと言って、城しろ山やま恭きよう介すけや図書委員ちゃん、『白き女王』などとも違ちがう。

　では、一体誰だれなのか。

　全員が音源の方へと振ふり返った直後、それは起きた。




『うおおおォォォォあああああああああああああああああああああああああああああああ!!　いい加減にこっちに気づけって言っているのよォォォおおおおおおおおおおおおおおおお!!』




　ズヴァヂィ!!　という青白い火花が飛び散るような爆ばく音おんが炸さく裂れつした。

『白き女王』の映像にノイズが走る。

　同じ方向へ落ちていたはずの雨あま粒つぶが、音源を中心に全方位へと軌き道どうを捻ねじ曲げられる。

　爆発と共に、『声』を放つ何者かが空間を割り裂さくように現れる。

　それは。

　長い金きん髪ぱつと黒くろ髪かみを持つ、双ふた子ごの巫女みこだった。

　恭介が怪け訝げんな声を発する。

「冥めい乃の河かわ蓮れん華げに、彼ひ岸がん……？」

[image: ]

「おー……やっとこっち側に浮うかんできたか。私達がいたのが何層目かは知らないけど、いずれかの世界の人間に強く観測されると存在が引っ張られるみたいね。場が重なり合っているってやっぱり怖こわいなー」

「ひっ!?　ち、ちょっと待って、あそこで微笑ほほえんでいるのは、その、『白き女王』なんじゃないの、お姉ちゃん……？」

　状じよう況きようについてこられない図書委員ちゃんが口をパクパクとさせる。

「私達がいたのがって、なに？　あ、あなた達、一体どこから出てきたのよ？」

「ん、あなた誰だれ？　ま、何でも良いけど」

　黒髪の巫女、蓮華は適当な調子で図書委員ちゃんの存在を流しつつ、

「私達はトイドリーム35の神かみ隠かくし事件を追い駆かけている最中に、巻き込まれたっていうのが正しいのかしら。ま、そっちで傘かさを差している女の子と似たようなもんよ」

「……………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………なん、だって？」

　何層目。

　神隠し。

　いずれかの世界の人間に強く観測されると存在が引っ張られる。

　……冥めい乃の河がわ蓮れん華げの言葉はどれもこれも、今まで恭きよう介すけ達が積み重ねてきた前提とは合がつ致ちしない。何故なぜなら彼女が見ている傘を差している少女とは『雨中の少女』に他ならず、彼女は何年も前に殺害された、図書委員ちゃんの姉の幽ゆう霊れいなのだから。

　だけど、だ。

　仮に。

　もしも、その大前提の方が狂くるっているとしたら……？

「ちょ、ちょっと待って！　神隠しってどういう事？　お姉ちゃんは、そんなのじゃない。あれは、行方不明なんて希望の残る状じよう況きようじゃなかった!!　きちんと殺されて、もうどうしようもなくて、だから幽ゆう霊れいとしてこうやってあたしの前に現れているのに……!!」

「突とつ然ぜん現れたり消えたりしたから、その子が幽霊にでも見えた？　でも、その子はただの女の子よ。原因はその子にある訳じゃない。私達だって全部正しく理解できている訳じゃないけど、実際に『迷った』から分かるのよ。……おかしいのは、人間じゃなくて世界の方だって。私だって最初は彼ひ岸がんにお化け扱あつかいされたしね」

　結論になっていない。

　論理が成立していない。

　冥めい乃の河かわ姉妹が唐とう突とつに出現したからには、そうなるべき理由があるはずだ。現代を生きる彼女達がどこかで神かみ隠かくしに遭あい、再びここに戻もどってきた。それなら理解できる。だけど『雨中の少女』は違ちがう。違わなくちゃおかしい。何故なぜなら、彼女はすでに数年前に死亡しているはずなのだから。

　なのに。

　なのに！

　なのに!!!!!!

《くすくす、あーあ。あと一歩であにうえを堕おとせるところでございましたのに》

『白き女王』だけが笑っていた。

　彼女は続けてこう言ったのだ。




《バレてしまいましたわねえ。『雨中の少女』が実は生きている、なんていう事が》




　城しろ山やま恭きよう介すけの。

　頭の中で、血液が沸ふつ騰とうするような錯さつ覚かくがした。

　思わず状況も前提条件も全すべて無視して、雨の中に浮うかぶ幻げん覚かくへ摑つかみかかろうとする。

「女王ッッッ!!!!!!」

《あン、あにうえ。もしもわたくしと本気で触ふれ合いたいのなら、あにうえ自身の手で新しい仕組みを組み上げてくださいませ》

　女王はじゃれついてくる子こ猫ねこを見るような目で、

《そもそも、召しよう喚かん儀ぎ礼れいにおける幽霊の定義は、場が目め詰づまりしたおかげで逃にげ場を失った力が、水みず溜たまりのように留とどまったものでございましょう？　すでに数年前に魂たましいが失われた後、現世を目詰まりさせても排はい水すい口こうの中の水が戻ってくる訳ではございません。論が通っていませんよ、あにうえ？》

「それなら、今まで何があった……？　いや、まさか、そういう事なのか……!!」

《ええ、『雨中の少女』は生きている、というパラメータを元に再計算すれば、あにうえの頭の中には正しい答えが浮うかび上がってくるのではございませんか？》

「つまり、最初から分かっていたんだな……」

《何がでございましょう？　例えば、何かを変えられるかもしれなかったチャンスを、その最後のカウントダウンを、みすみすあにうえが棒に振ふっていた事実、とか？》

　明らかに、『白き女王』の声は楽しんでいた。

　届かないと分かって、それでも恭きよう介すけは叫さけんでしまう。

「分かっていて、僕ぼくの意識を逸そらすために余計なヒントを与え続けてきた!!　『死のない世界』解決のために動く傍かたわらで、すぐそこで別の少女のタイムリミットが無む駄だに失われていく事を知りながら！　今、ここで不自然に生きている彼女はこれからどうなる？　リミットが過ぎたら!!　僕の思っている通りで正しいのか!?　だとしたら!!」

《だあって》

　どろり、と。

　ガムシロップを煮に詰つめたような笑顔と共に、女王は頰ほおに手を当てて答える。

《世界を救う人類を守ると散々謳うたっていた『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』が、実はその陰かげで知らずに『まだ生きているたすけられる』一人の女の子を見捨て、殺さつ人じん鬼きの下に突つき返していたとしたら……。それは、あにうえの心をへし折ってわたくしのものにするのに使えそうではございませんか？》

「な、にを……？」

　雨に打たれながら、顔をくしゃくしゃにしたまま言ったのは、図書委員ちゃんだった。

　混乱のままに、彼女は叫ぶ。

「何を、言っているの。さっきから！　だって、お姉ちゃんは、だって、もうとっくの昔に死んでいなくちゃおかしいのに!!　現に今だってあんなにずぶずぶの血まみれで、幽ゆう霊れいとして表に出てきているじゃない！　生きてるって、みんな揃そろいも揃って、一体何を……!?」

　その狼ろう狽ばいに、『白き女王』はくすくすと笑っていた。

　かつて『ガードオブオナー』に担かつぎ上げられ、今まで『テロメアの終しゆう端たん』の後こう継けい者しや達に利用されていても、『白き女王』は嫣えん然ぜんとしていた。彼女の沸ふつ点てんは別にある。恭介と絡からまない限りは、彼女はあらゆる非礼を許容する。

　そして気がつけば、『白き女王』の手にはアイスクリームが握にぎられていた。

《真実の有無くらいでうろたえないでくださいな。例えばお嬢じようさん、『これ』はどこにあると思います？》

「え、え……？」

《答えなさい、早く》

　抗あらがいようのない圧あつ迫ぱく感かん、それでいて依い存そんを招きかねないほど芯しんの強い声があった。

　思わず、息を詰つまらせるようにしながら、図書委員ちゃんは声を搾しぼり出す。

「どこって、それは、あなたが、持って……」

　言い終える前に、『白き女王』は一歩横へ移動する。

　アイスクリームは手を離はなれても宙に浮ういていた。のみならず、その距きよ離りも随ずい分ぶんと遠い。雨に浮かぶ二つの映像が重なっていただけで、アイスクリームの映像は『遠くで、大きく』描びよう写しやされていたのだ。

《人間の知覚などこの程度。今は分かりやすく距きよ離りで譬たとえてみましたが、例えば過去と未来、例えば原因と結果、例えば肯こう定ていと否ひ定てい、例えば此方こなたと彼方かなた、例えば偶ぐう然ぜんと必然、例えばあにうえの世界とわたくしの世界。表裏の価値がお分かりになりました？　きっかけ一つあれば簡単に歪ゆがみ、揺ゆらぎ、薄うすらぎ、混ざってしまうものでしかございませんわ》

「何を……」

《あらあら。ご自分の常識が絶対的だなどと他の誰だれかが証明してくれましたか？　何でしたら召しよう喚かんするのがあにうえの世界で、召喚されるのがわたくしの世界。……誰がそんな事を決めました？　あにうえ達だって、何かに呼ばれているだけかもしれないのに。ちょっと誰かが何かをいじれば、普ふ通つうではありえない時間や場所や状じよう況きようで浮かび上がるかもしれないのに。そう、例えば、ファイルをゴミ箱に捨てても、強力な検けん索さくをかければ再びデスクトップに浮かび上がるのと同じように。あるいは逆に、あるべきファイルが何かしらの理由で消えたように振ふる舞まうように》

　図書委員ちゃんは口をパクパクさせていた。

　冥めい乃の河かわ姉妹もまた、言葉を挟はさまなかった。

『白き女王』の言げんに打ちのめされて、驚おどろいているからではない。それ以前の問題として、圧あつ倒とうされているのだ。まるで日本語のできる宇宙人を目の当たりにしたかのように。

《そもそも、矮わい小しような人の身一つで世界の全すべてを見み渡わたせる、などと考えるのが誤り。所しよ詮せん、世界の上うわっ面つらをなぞり、分かる範はん囲いで検索表示されたものを眺ながめて満足する程度の個々バラバラの知性に、同規模の異世界を丸々一つ飲み干し、平へい伏ふくさせたわたくしの言葉を否定できるとでも？　今回はたまたまバグやエラーで見えないものが表示されてしまった。削さく除じよされたファイルが戻もどった。わたくしという化け物が、世界をまたいで戯たわむれるのと似たように。どうしてそれだけの事が理解できないのでございましょう》

「……、」

《たかだか十数年程度の人生で、世界の基準や常識を語るなど笑止千万。そんなもの、わたくしが一言放てば砕くだけてしまう、葉の上の朝あさ露つゆ程度の価値しかございませんわ。もっとも、あにうえのように濃のう密みつ極まる時間の使い方をしていれば話は変わってくるがな☆》

　もはや助けを求めるように、図書委員ちゃんは恭きよう介すけの方に目をやった。

　女王の言は狂くるっていると、そう言ってほしかったのかもしれない。

　だが恭介は恭介で、彼女の求める『常識』を与えてはくれなかった。

「『テロメアの終しゆう端たん』の後こう継けい者しや達は、全世界的に薄く広く香煙インセンスを散布する事で、世界の理ことわりをじんわりと歪ゆがめてしまっていた訳だが。おそらく彼ら自身も気づかない内に。ここまではイメージできる？」

「う、うん。でもだからって、それでお姉ちゃんが生きているなんて話に───」

「繫つながるんだよ」

　吐はき捨てるように、自身でも苦く悩のうするように、恭きよう介すけはそう続けた。

「例えば、目の前に一枚の窓まどがある。この窓を真っ赤に塗ぬり潰つぶせば、窓を覗のぞくと赤一色に染まった景色が見えると思う。……でも、赤い窓を見るだけでは、表と裏、どちらの面を塗と料りようで塗ったのかは分からない。つまり表裏の概がい念ねんがなくなってしまう訳だが」

《ええ。ならば窓を触さわれば分かると思いますでしょう？　でも違ちがう。視点Ａから窓を覗いたのか、視点Ｂから窓を覗いたのか。果たしてどちらが外で、どちらが内か。立っているのは、覗いているのは、さあどっち？　観測者にはもう分からない》

「『赤い窓』がトイドリーム35なら、それに引きずられるのは世界全体か……」

《たった一つの歪み、広域汎はん用よう香煙インセンスという名の『窓を曇くもらせる汚よごれ』が、表裏全すべてを覆くつがえすのでございますわ》

　ビュン!!　と『白き女王』の輪りん郭かくがブレた。

　そう思った時には、レイニースクリーンの力を借りた女王が灰色のノイズで埋うめ尽つくされた。小さな虫の集合のように蠢うごめくその影かげは、明確にツインテールの少女でありながら、気を抜ぬくとロールシャッハテストのように印象が千せん変ぺん万ばん化かしていきそうだった。

《故ゆえに、分類や区別にさしたる価値はない。表も裏もない、過去も未来も至近も果ても原因も結果も肯こう定ていも否定も此方こなたも彼方かなたも偶ぐう然ぜんも必然もあにうえの世界もわたくしの世界も、全ての壁かべがたった一つの小細工で崩くずされて混ざり合った環境。もはや前提や因果の連つらなりは必要ではございません。今、目の前にある全てがリアルとしか表現のしようがない。であれば当然……》

「人として存在し、息を吸って、歩いて、言葉を話す以上───そして、それが幽ゆう霊れい以外の何かと定義された以上は、今ここにいる『雨中の少女』は生きている。生きているものと、みなせてしまう……」

　ミシミシミシ!!　と恭介はきつく奥おく歯ばを嚙かみ締しめていた。

　己おのれの計算ミス、あと一歩で『白き女王』に丸め込まれるところだった自分を恥はじるように。

「ここで彼女を助ければ、彼女は生きる。ここで彼女を殺せば、彼女は死ぬ。シンプルなルールって事だろう？」

《ええ、だからこそ面白い》

「でも、それがどうして『雨中の少女』を起点にしているんだ？　足りないもの、失われたものを呼び寄せるだけなら、それこそ恐きよう竜りゆうの時代がやってきてもおかしくなかったはずなのに」

《まあ、巷ちまたの噂うわさでは別れた恋こい人びと、いなくなったペット、なくした宝物と遭そう遇ぐうできる、といったものもございましたが。おそらく、誰だれが、何を、観察するといった行こう為いに意味はないのでございましょう。Ａさんの願いが叶かなったから初はつ恋こいの人が出てきたのではなく、ＢさんとＣさんがＡさんの初恋の人を知りたいから出てきた。そんな風に、当人以外の些さ細さいな願いが小さな範はん囲いを検けん索さくし、それらの集合が少なくとも薄うすく北半球を覆おおい尽くした。なくしたはずの失うせ物が、ゴミ箱から復元するように再び現れた。それが今の状じよう況きようなのではございませんか？》

「それは計算できている。でも理由になっていない訳だが」

《では、今回の状況を組み立てたのが『テロメアの終しゆう端たん』の後こう継けい者しや達だったから、という点については？》

　灰色のノイズの集合、ともすれば自分自身と向かい合っているような錯さつ覚かくすら覚える『白き女王』の映像は、ご褒ほう美びでもあげるように答えた。

《ちなみにオリジナルの『テロメアの終端』がどうしてくたばったのかはご存知でございますか、あにうえ？　……自殺、だったそうでございますわよ。どうやら生しよう涯がいでただ一人、死すべき人間を死なせる事ができなかった。そのせいで無む辜この命が失われ、その責任を自みずからの命でもって償つぐなおうとしたのだそうで》

「……、」

《そう、その死すべき者こそが『雨中の少女』の殺害犯。安やす住ずみ勇はや斗とや紅べに小こ道みち楓ふう希きとは直接関係なくとも、彼らは彼らで『テロメアの終端』の影えい響きようを如によ実じつに受けております。……ひょっとしたら、計画を組んだ本人達さえ自覚がなかったのかもしれないのでございますわね。それでも》

「知らず知らずの内に、儀ぎ式しきのチューニングに偏かたよりを生ませてしまった……？　だから因果を曲げて、全すべての元げん凶きようとなった事件の前後と変化の軸じくを繫つなげる羽目に陥おちいった……？」

　恭きよう介すけが、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　そもそも『死のない世界』自体が、耐たえ難がたい現実から目を背そむける思想の塊かたまりだった。そして彼らが……いいや、大元の『テロメアの終端』が最も受け入れがたいと感じた現実は何か？　そう考えれば、おのずと答えが出てくる。

　ある少女の死を否ひ定ていしたい。

　巨きよ大だいな人工霊れい場じようで因果を捻ねじ曲げ、表裏の概がい念ねんを曖あい昧まいに消失させてでも。

「それを、僕ぼくは『確定』させてしまうところだった……。ああ、ああ、図書委員ちゃんから言われていたのは『雨中の少女』の案件だったはずなのに！　脇わきに逸それて『殺意のアンテナ』だの『テロメアの終端』だの『死のない世界』だの、関係ない方に突つっ走った!!　そうしている間にも、『雨中の少女』のカウントダウンは迫せまっていたはずだったのに!!」

《あら、気に病む必要はございませんわ。あにうえがそうなるように、パンくずを落としてヒントを与えていったのはわたくしですもの。……だって、そうしなければ、あにうえはちょっとした寄り道で『雨中の少女』をあっさり助けてから、本線に戻もどってしまうでしょう？　それではつまらないですし》

「ま、待ってよ」

　図書委員ちゃんは震ふるえる声で言う。

　彼女が否ひ定ていしたがっているのは、『雨中の少女』が……つまり自分の姉が生きている、という事実を受け入れたくないからではないだろう。

　何か、とてつもなく大きな悪意が背後に控ひかえている。全すべて台無しにされる。そんな予感が渦うず巻まいているからだ。

「お姉ちゃんはあんな血まみれで、ボロボロで、あれが『まだ生きている頃ころ』のお姉ちゃんなら、あんな格好のはずがないじゃない！」

　どろり、と。

　灰色のノイズの奥おくから鉄てつ錆さび臭くさい『錯さつ覚かく』を滲にじませながら、女王は悪意に嗤わらう。

《いつの、どこの、なんて関係ないのでございますけどね。そもそも、その見た目はあなた達が意識のフィルターをかけて認識しているだけの話。例えば、事前情報を知らない冥めい乃の河かわ姉妹からどんな風に見えていたのかは見物だと思いますけれど》

　話を振ふられた双ふた子ごの姉妹は砂すな嵐あらしのようになっている『白き女王』に脅おびえているものの、話自体にはついてこられていないようだった。

　そう、彼女達は『雨中の少女』をただの女の子と呼んだ。幽ゆう霊れいかどうかはさておき、草くさ刈かり鎌がまを頭へ一九回も振り下ろされた少女を見て『ただの』『普ふ通つうの』はないだろう。冥乃河姉妹には、恭きよう介すけや図書委員ちゃんとは違ちがったように見えていたのだ。

　見え方が違っていたのなら。

　本当はどこにでもいる普通の小さな女の子だというのなら。

「どう、なる、の……？」

　恐おそる恐る、といった調子で、図書委員ちゃんは呟つぶやいた。

　ただの再会では終わらない。それはこれまでの不ふ穏おんな会話からも見て取れる。

　見捨てる。殺さつ人じん鬼きの下に突つき返す。そんな言葉が彼女の胸むねを抉えぐる。

「お姉ちゃんはこれからどうなるの!?」

《あ・に・う・え》

「……『雨中の少女』は殺人事件の被ひ害がい者しやだ。だけど全てが混ざり合ったこの場所で、被害者『だけ』と巡めぐり合う必然性はどこにある？」

「ま、さか」

《そう、『ヤツ』が来る》

『白き女王』が、代表するように楽しく告げる。

《『雨中の少女』と同じく、当人以外の誰だれかが知りたいと無責任に検けん索さくして。何をやっても結局こうなるんだと告げるように。草刈り鎌を持ったあの男が、彼女の前に現れる》

「噓うそでしょ……。噓だよね!?　お姉ちゃんはまだ立っている、ここにいる、生きている、たとえどんな形だって！　何かが変わるかもしれないのに、もう一度何もできずに殺されるですって！　そ、そんな、そんなの。ううん、大だい丈じよう夫ぶよ。だってあたし達は、超ちよう常じようを操る召しよう喚かん師しだの殺し屋だのだってやっつけたんだもの！　今さら、そんな、ただの犯罪者が出てきたくらいであたし達の敵じゃないよね!?　そう言ってよ!!」

「……女王」

《ええ。すでに接せつ触しよくまでの計算は終わっております。あと何十秒後の出来事だと思います？　さて、あにうえには間に合いますのでございましょうか》

　そして、と『白き女王』は呟つぶやき、雨に映る映像の中で指を鳴らす。

　途と端たんに、ノイズの集合は消失する。後には美しい女王だけがくっきりと立つ。

《結局彼女は何者なのか、過去から来たのか、生まれ変わりか、精せい密みつなエミュレーションか。それは関係ございません。赤く塗ぬった窓まどに誘いざなわれる特別性は、『死のない世界』の消失に従って霧む散さんしていく。それさえ待たずに、誘われた因子は別の因子の手で破は壊かいされる。ある少女の死が確定し、この場に集束していたあらゆる事象は元へと拡散していく。時間の止まった世界で一〇を数えれば新しい時間の軸じくが発生してしまうのと同じく、距きよ離りを飛び越こえるはずのワープがトンネルのような奥おく行ゆきを使って表現されるのと変わらず。この北半球は『雨中の少女』の死後の世界でありながら、同時にそれを決定づける生存の世界でもあるのです。……つ・ま・り、ここが最後の分ぶん岐き点てんでございますわ、あにうえ》

「……、」

《あにうえの前にある選せん択たく肢しは二つ》

　映像の『白き女王』は自みずからの体を天てん秤びんに見立てて、左右の掌てのひらを雨空へ向ける。

《一つ目は、正しさに従い、殺さつ人じん鬼きを見過ごす事。世の理ことわりや明確な結果を歪ゆがめるなど間ま違ちがっていて、間違っている事は悪い事で、だからこれから正しく殺されようとする少女を見捨てるのが善ぜんなる行いだと言い聞かせる訳でございますわね》

　くすくすと。

　怪かい物ぶつの中の怪物は、そっと囁ささやくように。

《二つ目は、優しさに従い、殺人鬼を倒たおす事。世界なんて捻ねじ曲げても構わない、その結果、人々の正しい積み重ねが崩ほう壊かいしても問題なし。とにかく目の前の一人を助け出すため、七〇億人全員の因果を捻じ曲げてしまえ。一人救ったんだから後はどうでも良いじゃんと言い聞かせる訳でございますわね》
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　手の中にあるのは、たった一つの最悪な解決法。

『白き女王』や冥めい乃の河かわ姉妹の話が正しければ、確かにここは分岐点だ。『雨中の少女』が殺されれば死んだという事実が元の世界を塗り潰つぶすのと同じく、彼女を狙ねらう殺人鬼を今ここで確実に迎げい撃げきして殺しができない身体からだにしてしまえば、それで何かが変わるかもしれないのだから。

　過去のニュースの傍ぼう観かん者しやではない。

　全すべてが不確定な世界の中で、当事者として立つ事ができたのならば。

　だけど、変えてしまって良いのか。

　だけど、変えない事が正しいのか。

「……たすけてよ」

　図書委員ちゃんが、震ふるえる声で呟つぶやいた。

　一度は別れを覚かく悟ごしたが、それは『取り返しがつかない』という前提があっての話だ。これから殺されると分かっていて、まだ幽ゆう霊れいになる前の姉を見捨てられるのか。頭部に一九回も草くさ刈かり鎌がまを振ふり下ろされたというその惨さん事じを見送れるのか。

　答えなんか決まっている。

　だから図書委員ちゃんはこう叫さけんだ。

「助かる道があるのなら、お姉ちゃんが死なずに済むかもしれないなら、あたしは何だって試してみたい！　城しろ山やま君、何をどうすれば良いのか教えて!!　どうすればお姉ちゃんを助ける事が……!!」

　でも。

　だけど。

　ボロボロの傘かさが、くるりと回った。

　破れた布地の端はしに、隠かくしきれなかった少女の顔の下か端たん……小さな唇くちびるが覗のぞき見えた。

『声』は出ない。

　それでも、唇くちびるの動きは確かにこう告げていた。

『たすけ　なんか　いらない』

「……っ!?　どうして!!」

　ほとんど涙なみだ混まじりで叫さけぶ図書委員ちゃんだが、『雨中の少女』は続けてこう唇を動かしたのだ。

　決定的な拒きよ絶ぜつを。




『あなた　の　せかい　を　こわしたくない』




　そんなのは、もう、不気味な幽ゆう霊れいなんかではなかった。

　この事件の一部始終をその目で追い駆かけ、妹の活かつ躍やくを眺ながめ続けてきた少女のものでしかなかった。

　あれだけ降り注いでいた長雨が、束つかの間ま、止やんでしまいそうになっていた。

『雨中の少女』の体が、霞かすむ。

　ここで消えれば、きっと次はもうない。

　手を握にぎっても、どこかに匿かくまおうとしても、『雨中の少女』自身が消えてしまうのではどうしようもない。そして街中を走り回ったところで、恭きよう介すけや図書委員ちゃん達に見つけられるのか。まるで『そうであるように』闊かつ歩ぽする殺さつ人じん鬼きの方が早い。そういう事にはならないか。

　つまりは。

　彼女の結末が、決定してしまう。




　　　　８




　長い長い夢から覚めるような気分だった。

　そして気がついた時には、一人の少女の周りには誰だれもいなかった。自分よりも大きく成長していた妹も、妹の周りに佇たたずんでいた少年少女も、とてもとても怖こわい白色のお姉さんも。

　場所は、同じトイドリーム35。

　一いつ瞬しゆん、過去の……いいや、元の世界に戻もどったのかとも思った少女だったが、そうではないとすぐに気づく。街並みは似通っていたが、塗と装そうや看板などが全まつたく違ちがう。そもそも、少女が本当に殺されたのは、オープン間近で電気の通っていない街並みだった。秘ひ密みつ基地のような感覚で忍しのび込んでいたところで、あんな怪かい物ぶつと遭そう遇ぐうしてしまったのだから。ピカピカのモデルハウスのような街並みだったからこそ、どれだけ叫んでも誰も助けに来てくれなかったのだから。

　ここはまだ歪ゆがんだ街、妹の世界。

　そして、場所だけなら重ね合わせるように同じ殺害現場。少女は世界中の人達から、『雨中の少女』という幽ゆう霊れい、いいや過去に起きた陰いん惨さんな事件に対して些さ細さいな興味を持たれる形で『検けん索さく』をかけられた。つまり呼び出された。ならば、最も相応ふさわしい場所は、やはり少女が殺されたポイントなのだろう。

　さらに言えば。

　無意識で、不ふ随ずい意いで、無責任。そんな『検索』の対象として、削さく除じよしたはずのウィルスを復元してしまうように、被ひ害がい者しやだけでなく加害者まで適用されていたとしたら。

『雨中の少女』として呼び出されたのと同じように。

　あの殺人犯もまた、ここへやってくる。

「……、」

　終わりが近い。土台となる『死のない世界』は大きく崩くずれ、副作用として発生していたバグやエラー、そうしたものに支えられた不可思議な空間も壊こわれかけている。にも拘かかわらず、奇き妙みような事にこれまで以上に少女の輪りん郭かくは鮮せん明めいに浮うかび上がっていた。まるで酷ひどい悪あく趣しゆ味み。彼女が殺される瞬しゆん間かんの痛みを、恐きよう怖ふを、破は壊かいを、とことん生々しく味わわせるために、敢あえて強く表示させているように。痛みを与えたいから痛覚を戻もどし、悲鳴を聞きたいから喉のどを与えた。そんな大きな悪意さえイメージさせるほどに。

　傘かさを差したまま。

　レインコートと長なが靴ぐつに雨あま粒つぶをぶつけたまま。

　少女は、ただ見上げていた。

　雨具も身に着けずに佇たたずむ異様な『そいつ』。子供の目線から見上げている事を加味しても、明らかにパースの狂くるった巨きよ体たい。骨格を無視する勢いで筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした肉体の正体は、一時期テレビを騒さわがせていた遺伝子チューニングか。体の外から禁止薬物を注入するのは違い反はんだが、体の内から滲にじみ出るものなら仕方がない。少なくとも、現行のルールブックでは裁さばけない。そういう考えで、片道切きつ符ぷの臓器手術に挑いどんだ成なれの果て。結局、短たん絡らく的てきな抜ぬけ道はルールブックが更こう新しんされた事で埋うめ合わされ、超ちよう人じん的てきな膂りよ力りよくを持つ彼らはスポーツ界から追放された。

　ぬめったような光沢を放つ草くさ刈かり鎌がまの刃は。グローブのように大きい掌てのひらにはあまりに不ふ釣つり合いな凶きよう器きは、武器を使う事で文明人の仲間入りでもしたいのか。あるいは、拳こぶしで直接叩たたき潰つぶすと『名めい刺しを残していくようなもの』だと判断しているのか。

　口の中で何かブツブツと呟つぶやいているが、少女の耳まで届かなかった。声が小さいというよりも抑よく揚ようが奇き怪かいで、得体のしれない呪じゆ文もんのように聞こえるのだ。

　これからどうなるのか、何となく少女は理解していた。

『夢のような時間』の中で、大きく成長した妹が、自分の事をどういう風に見て、どういう風に説明していたのかを思い出していた。

　私はここで死ぬ。

　元の世界に戻る事もできず、今ここで死ぬ。

　少女は死んだという事実だけが、元の世界へと戻もどっていく。

　きっとそれはもう変えられない。そして、悪い事ではない。だって、どんな方法であれ、死んだはずの自分が生き残るのはおかしい。おかしい事はいけない事で、いけない事は悪い事で、少女がここで殺されてしまうのは正しい事で、正しい事は正義の行いであって、正義の行いには善ぜんなる心が宿るはずなのだから。

　だから善は、少女を見捨てた。

　だから正義は、少女が死ぬと分かって見殺しにした。

「ああ」

　少女はポツリと呟つぶやいた。

『そいつ』が何かを喚わめきながら、少女の体を突つき飛ばす。

　勢い良く後ろへ転んだ少女へのしかかるような格好で、草くさ刈かり鎌がまを振ふり上げる。『そいつ』の目線から、顔か頭部へ集中的に狙ねらいを定めているのが良く分かる。

　ここで死ぬ。

　一九回も振り下ろされて、おそらく『顔』や『頭』なんてものがなくなるまで、徹てつ底てい的てきに殺される。

　それが分かっていて、しかし少女は暗い瞳ひとみのままにこう言葉をこぼしていた。

「……これで、良かったのよ」

　束つかの間ま、全すべてが交差した世界で、妹は大きく成長していた。

　おとぎ話みたいな場所で頼たよれる仲間を見つけて、笑って生活していた。

　それを壊こわす訳にはいかない。

　だから。

　正しさに従えと、凶きよう刃じんを見み据すえながら自分で自身に言い聞かせていた。




　なのに。




　ドゴァッッッ!!!!!!　という轟ごう音おんが横から割り込んだ。

　それは硬かたく握にぎり締しめた拳こぶしだった。

　のしかかって草刈り鎌を振り下ろそうとしていた『そいつ』の頰ほお骨ぼねを砕くだくような勢いでめり込んだ拳が、全体重をかけてそのまま振り抜ぬかれる。少女の上から『そいつ』の体が振り落とされる。そのまま雨に濡ぬれる路面をごろごろと転がっていく。

　見覚えのある顔があった。

　拳を放ったのは、一人の少年だ。ぐっと大人っぽく成長した妹の隣となりに立っていた人物だ。

　城しろ山やま恭きよう介すけ。

　そして、『ここ』にいてはいけないはずの人間だった。

「……どう、して……？」

　掠かすれた声を搾しぼり出す少女に、恭きよう介すけは屈かがみ込むと、レインコートのポケットへ手を伸のばした。

　出てきたのは、スマートフォンだった。

「プライバシーの話は後に回してもらえると助かるかな。『白き女王』の悪意が見えた時に、ＧＰＳをオンにして忍しのばせてもらった。何しろ、いつ現れていつ消えるかはこれまでも不規則だったし。少しでも拾える可能性を増やしておきたかったんだ。出しゆつ没ぼつ時じに電子機器に異変が起きるようだから心配だったけど、位置情報は拾えたようで何より」

「そうじゃ、ない！　だって、私は、だって、ここで殺されなくちゃ……!!」

　その時だった。

　恭介はそれまでの会話を断ち切って、少女に背を向けた。

　自身の体でもって、盾たてを作るように。

　理由は簡単で、殴なぐり飛ばされた『そいつ』は、未いまだにもぞもぞと蠢うごめいていたからだ。『そいつ』は、黙だまっていればすぐにでも起き上がる。少女が死ぬのが正しいと、どんなに抗あらがっても必ずその道に乗せると、世界の全すべてが宣言するように。

　だから、その行こう為いこそが間ま違ちがい。

　そのはずなのに。

　少年は少女をその背に庇かばいながら、振ふり返りもせずにこう言った。

「何でだと思う？　適切な答えを導き出すのに、そんなに難しい計算は必要ないはずだけど」

「だって!!」

　少女は、自分の身に起きた事を否ひ定ていするように叫さけんだ。

「だって、私が生き残るのはいけない事で、私一人のためにみんなの土台を引っこ抜ぬいちゃうのは悪い事で、私がここで殺されるのは正しい事で、正しい事には従わなくちゃならない事で！　どこにも!!　この世界には、どこにも私が入り込む余地なんてないじゃない!!」

「『世界を変える』なんて、誰だれでもやっているだろう。ただ、多くの人は自分のしている事に気づいていないだけで」

「でも!!　死んだ人を生き返らせるなんて、誰にでもできる事じゃないもの！　そんなの反則だってみんな言うもの!!」

「だとしたら、それが『何故なぜ』悪いのかを考えた事はあるかな？」

　恭介の背中はそう告げた。

「イレギュラーな方法を使って、すでに決まった死者を助けてしまう。それが悪いと思われるのは、その変へん更こう点てんから影えい響きようが世界中に広がって、全部改変されてしまって、まっとうな人の努力を否定してしまうからだろう。明るい幸せや笑顔を勝手な都合で消去してしまうからだろう」

「だったら……!!」

　少女は、喉のどが嗄かれるほど叫さけんだ。

　全すべてが交差する世界で、成長した妹を見た。そこでは彼女は笑っていて、そこには確かな幸せが広がっていた。自分の居場所がない世界は寂さびしかったけど、立っているだけで怖こわがられる世界は哀かなしかったけど、だけど、それを壊こわしてはいけないという事くらいは小さな少女でも簡単に分かった。

「だったら、どうしてあなたはあなたの世界を壊してしまうの!?」

「壊れてしまうとは限らない訳だが」

　即そく答とうだった。

「それならこう考えれば良い。もしも『流れ』を歪ゆがめても、それが誰だれの幸福を奪うばい取る事もなく、誰の笑顔を奪う事もなく、本当にみんなのためになる事だとしたら？　……そこに、何の罪があるっていうんだ。そして罪がないのなら、悪を生み出さないのなら、死にゆく人を助ける事への枷かせなんかない訳だが。あなたは、ここで救われたって構わないんだよ」

「……、」

「これがラストチャンスだ」

　突つき付けるように、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』は少女に告げた。

　再起動の準備を進める怪かい人じんと相対しながら、しかし明確に、少女に向けて。

「あなたが見てきた遠い世界の中では、図書委員ちゃんは笑っていただろう。彼女はそれなりに幸せで、それなりに満足できる生活を送っていただろう。でも、もしもの話。そこにあなたが混ざっていたとしたら、『それなりに』の取れたもっと素晴らしい世界になるとは思わないのかな？」

「でも、だって……」

「そもそもさ」

　恭きよう介すけは吐はき捨てるように言う。

「『正しい世界』って、一体何だ」

「私が、私が殺される世界でしょ!!　そうやって積み上げられた時間でしょ!!」

「本当にそうかな？」

　もう自じ暴ぼう自じ棄きになったように叫ぶ少女に、しかし恭介は冷静に応じた。

「……あの『白き女王』の邪じや悪あくが、そんなレベルに留とどまるものか。あいつはわざと噓うそをついていた。僕ぼくの心を折るためにね」

「え……？」

「あるべき世界に引き離はなされるのを待たず、この混こん濁だくした世界で『雨中の少女』は殺人犯に殺される。だから事実は何も変わらない、間にどんなイレギュラーがあっても予定通りに少女が死ぬ事で流れは元に戻もどる。そんな風に誘ゆう導どうしていたけど、全然違ちがう。場所が同じだろうが殺害犯が同じだろうが、あなたは混こん濁だくするこの街にやってくる予定はなかった。『ここ』で殺されたら、やっぱり厳げん密みつには『あの事件』は起こらなかった事になる。つまり、あなたを助けても見捨てても、どっちみち世界の改変の発生はもう避さけられないんだ」

「そ、んな。噓うそよ、そんな……！」

　つまりは、無む駄だ死じに。

　七〇億との天てん秤びんという虚きよ構こうの産物を突つき付ける事によって、たった一つの噓でかけがえのない命を奪うばおうとする、究極の悪行。

「それが分かった上で、『白き女王』は僕ぼくに選ばせようとしたんだ。助けられるはずだった少女を正しく見殺しにしたのに、それでも全てが歪んでしまうところを。だったら間ま違ちがってでも助けておけば良かったものを、僕自身が自分の意思であなたを見殺しにした事実に潰つぶされるところを！　そうやって『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の名を徹てつ底てい的てきに汚けがして、僕の心を折って、都合の良い着せ替かえ人形を手に入れようとした訳だが!!　そんなヤツの言葉に従って死ぬのが、本当に『正しい世界』を守る選せん択たくだっていうのか!?」

　啞あ然ぜんとしていた。

　それでは、結局何だったのだ。少女自身が、成長した妹を守るためにその命を捧ささげようとした覚かく悟ごも全部、あの純白の笑顔で踏ふみにじられるだけだったのか。

　底なしの悪意に、少女は今一度その小さな身を震ふるわせていた。

　一方で。

　まだ終わらない。絶望などでは済ませない。

　女王の邪じや悪あくに抗あらがう意思を持つ少年がいる限り、絶対に。

「だからもう一度言うよ。どんなに些さ細さいな違いだろうが、本来出会うべきではない条件で被ひ害がい者しやと加害者が遭そう遇ぐうしてしまった以上、もう世界の歪みは止められない。変わるしかない、いいや、変えるしかない。何にしてもリスクは同じなら、後は僕達の選択だ。良いか悪いかしかないなら、良い方に変えるしかないんだ。あなたはどうしたい？　一人の少女の命が救われ、そこを中心にいくつかの笑顔が生まれる世界と。何があっても結局少女は殺されるのが妥だ当とうで、大方の予想通りに一つの家庭は暗く沈しずんだままの世界。あなたは、どちらが正しい事にしたいんだ？」

　世界の正しさに、弾はじかれていると思っていた。

　世界の善ぜんに、見捨てられたと諦あきらめていた。

　でも。

　だけど。

「いい、の？」

　恐おそる恐るといった調子で、少女は呟つぶやいていた。

「何が正しいかを待つだけじゃない。私達が決める側に立っても、良いの？」

「卑ひ怯きような言い方をさせてもらおうか。事件の流れが少しでも変われば、あるべき世界での捜そう査さ状じよう況きようも変動するかもしれない。あいつが逃にげ切れば、あなたを殺した後に、もっと被ひ害がい者しやは増えるかもしれない。……だとしたら、もう状況を動かすか止めるか、ではないんだ。流れを見送ったって、リスクは変わらない訳だが」

「……、」

「目の前に爆ばく発はつ寸前の時限爆ばく弾だんがあって、その近くには僕ぼく達しかいない。警察だの軍隊だのは間に合わない。だとしたら、極限の選せん択たくの場に立つ資格くらい許してもらえると思う。ただ黙だまって爆発を待つか、危険を承知で解かい除じよに挑いどむか。命を賭かけて、歯の根を震ふるわせながら、色とりどりのケーブルを選んで切る。せめてより良いと思う方を選ぶ、それくらいの『正しさ』はさ」

「……………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………」

「〝いもうと　の　せかい　を　たすけて〟───誰だれの言葉だ？　何にしたってリスクが発生するなら、少しでもそれを減らすために、少しでも悲劇が小さくなるように、一つでも笑顔の数が増えるように、そんな風に努力するのは絶対に悪い事ではないはずだ。僕が言っているのは、そんなにおかしい事なのかな」

　その少女は、城しろ山やま恭きよう介すけの背中と蠢うごめく『そいつ』を、交こう互ごに見やっていた。

　しばしの間、言葉は出なかった。

　恭介の声を嚙かみ締しめ、少女は自分で見てきたものと向かい合う。

　あの景色の中に、自分の居場所はなかった。

　それでも、必要とされていなかった訳ではなかった。

　妹は『雨中の少女』の秘ひ密みつを追い求め、その存在が弄もてあそばれそうになった時には憤いきどおっていた。この場に留とどまろうが、元の世界に戻もどろうが、どっちにしろ同じ殺人犯に殺されると分かった段では、涙なみだ混まじりに助けてほしいと召しよう喚かん師しの少年にすがりついていた。

　結果として居場所がない事と、最初から存在を拒こばまれる事は違ちがう。

　受け入れられるものなら受け入れたかった。

　だけど、凄せい惨さんな事件が全すべてを引き裂さいてしまった。

　それだけだとしたら。

　何かの歯車が狂くるっていれば。

　自分もあそこにいても良かったのだとしたら。

（……立ち、たい）

　少女の胸むねの中で、何かがカチリと切り替かわった。

　ずっとずっと楔くさびの詰つまっていた歯車が、再びゆっくりと動き出すような。

（私だって、あそこに立って……妹と一いつ緒しよに、もう一度笑ってみたい……）

　だから。

　少女は顔を上げて。

　陰いん惨さん極まる『現実』を見み据すえた。

　世界の『正しさ』なんてどこにもなかった。少女を苛さいなんでいた重圧は、空くう虚きよな幻まぼろしだった。結局目の前にいるのは薄うす気き味み悪わるい殺人犯だけだった。たとえ身を捧ささげても事態は何も変わらず、ただいくつかの悪意が満たされるだけだった。

　見えない『道』は、誰だれかが用意してくれるものではない。

　自分の手で作って、自分の足で歩く。そういうものでしかなかった。

　それならば。

　城しろ山やま恭きよう介すけが看かん破ぱした回答が正しいのならば。

　選んでも、良いのなら。

「……やっぱり、やだ。私だって死にたくない」

　ついに。

　ぼろり、と。頑かたくなな塊たましいから純じゆん粋すいな気持ちが剝はく離りするように。

「お祭りにだって行きたい、運動会で一等賞だって欲しい、遊園地で遊んでみたい、完成したトイドリーム35で妹と一いつ緒しよに駆かけ回りたい！　中学生になりたい、高校生になりたい、大人になりたい！　恋こいだって勉強だっていっぱいして、ちゃんとお姉ちゃんはすごいんだぞってあの子に見せたい!!　胸むねを張りたい！　前を向きたい!!　未来を見たい!!　自分の道を自分で歩いて、誰かがこの背中を目標にしてくれるような人になりたい!!」

　少女の本音が世界へ放たれた。

　全すべてを覆くつがえす召しよう喚かん師しに向けて、精せい一いつ杯ぱいの力を振ふり絞しぼってこう叫さけんだのだ。




「だから……ひっく、だからお願い！　わらっ、わらひを、私を助けてェェェええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」
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　本来なら、絶対に届かなかった声。

　潰ついえた希望。封ふうじられた悲鳴。

　しかし、この少年は確かに聞き届けた。

　その簡かん潔けつな事実を示すため、城山恭介は一度だけ少女の方を振り返った。

　パーカーの背中からブラッドサインを引き抜ぬきつつ、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の異名を持つ召喚師は獰どう猛もうに笑ってこう請け負った。

「仰おおせの通りに」

　同時、ついに咆ほう哮こうがあった。

　相手も相手で、再起動を終えた。

　今まで濡ぬれた路面で蠢うごめいていた『そいつ』が、再び草くさ刈かり鎌がまを手に起き上がったのだ。

　対する恭きよう介すけはヒィウンと音を立ててブラッドサインを軽く回す。

　ここに妹はいない。

　あの不思議な力は使えない。

　ただの偶ぐう然ぜんだろうが何かの冗じよう談だんだろうが、刃やいばが体に深々と刺ささってしまえば恭介でも死ぬ。そもそもあるべき骨格を無視するほどに膨ふくれ上がったあの大男が自分の体が壊こわれるのも無視して剛ごう腕わんを振ふるえば、それだけで自動車のドアくらいぶち抜ぬけるかもしれない。にも拘かかわらず、少女をその背に庇かばう少年は『そいつ』に向けてこう告げたのだ。

「……あなたはとても運が良い」

　ブラッドサインの先せん端たんを、『そいつ』に突つき付けながら。

「何故なぜなら今日、あなたはここで殺人犯ではなくなるんだから。手足がイカれるだけで人生全すべてをやり直せるなら、安い買い物だろう？」

　叫さけびが応じた。

『そいつ』が凶きよう刃じんを手に駆かけ出したのを受けて、城しろ山やま恭介もまた前へと踏ふみ出した。

　これで終わり。

　本当に最後の最後の仕上げが始まる。




　　　　９




　その瞬しゆん間かん。

　城しろ山やま恭きよう介すけは相手の骨格から重心の位置を特定し、その手足の可動域を見極め、どこを突つき崩くずせば一いち撃げきで昏こん倒とうさせられるかを正確に演算しながらも、それとは別に全まつたく勝算とは関係のない事を考えてもいた。

（少女の足でも確実に逃にげられるよう、最低でもこいつの膝ひざを潰つぶす。もう二度と動かなくなるくらいに。僕ぼくにできるのは統合検けん索さく状態の『ここ』だけだ。全すべてが終わったら、この子は自分のあるべき世界をその足で踏ふまなくてはならない。そうなった時、安全な所まで辿たどり着けなければ何の意味もないんだから）

　冷れい徹てつに。

『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』という制約のギリギリのラインに、自みずからの意志で彼は立つ。

（……確かに、見る人が見れば間ま違ちがっていると言うかもしれない。ご都合主義にまみれた茶番劇だと嘲あざ笑わらうかもしれない。反則技を使ったって人類全体を大きく揺ゆさぶるほどの効果はなくて、せいぜい、一つの家庭を中心にちょっとした笑顔の輪が広がる程度の事でしかないのかもしれない）

　草くさ刈かり鎌がまが、真上から迫せまる。

（だけど）

　恭介は体を横に振ふり回して凶きよう刃じんを回かい避ひしつつ、さらに続けざまに体当たりしてこようとする『そいつ』を静かに見み据すえる。

（これが絶対的な間違いと罵ののしられようが、盛大な茶番劇と嘲あざけられようが）

　まるで弓を引き絞しぼるように全身の筋肉で力を蓄たくわえ、ブラッドサインの先せん端たんで照準する。

　狙ねらうは『そいつ』の右足。膝の皿。一撃で確実に砕くだくべく、冷れい酷こくとも言える正確さでビタリと見据えていく。

　止まったような、その時間。

　ここに来て。

　城山恭介は、溜たまりに溜まった鬱うつ憤ぷんを吐はき出すように、腹の底からこう叫さけんでいた。




「本当は、誰だれだって！　こうしたかったに決まっているだろう!!」




　シュドッッッ!!!!!!　と、弾だん丸がんのようにブラッドサインが解き放たれた。

　凄すさまじい轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　膝を、砕く。今度の今度こそ。絶ぜつ叫きようと共に『そいつ』は倒たおれ込み、無様にのた打ち回った。もはや怪かい物ぶつでも加害者でもなくなった『そいつ』の腹へ、さらに続けてブラッドサインの先せん端たんを叩たたき込む。槍やりで仕留めて暴れる竜りゆうへさらに剣けんを突つき立て、トドメを刺さすように。完全にその意識を断つ。

　世界は変わる。

　少女が惨ざん殺さつされた方が正しかったなんて、そんな意見を認めてたまるか。

　そうした当たり前の感情がある限り。
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　その日は久しぶりに雨が止やみ、晴れていた。

　曜日の関係で、五月一日は普ふ通つうに学校へ行かなければならなかった。

　城しろ山やま恭きよう介すけは薄うすっぺらな学生鞄かばんを手にしたまま、通学路である巨きよ大だい陸橋を歩いている。その道すがらで見知った顔を見つけた。

　何故なぜかいつも女子の制服を纏まとっている、簾れん堂どう明あき也やだ。

　召しよう喚かん師しは相手の視界に入らない限りはその存在を忘れられるため、恭介の方から声をかけて注目を集める必要があった。

「おはようございます」

「ハイおはようさん。……どして敬語？」

「実は低血圧ではと疑っていまして、ダウナー気味でありんす」

「朝っぱらからギャグ挟はさめるなら十分健康だよ、心配すんなって」

　簾堂は退たい屈くつそうな調子で、

「しっかし歯は抜ぬけのゴールデンウィークってのも面めん倒どう臭くせえよな。俺おれ達だってサラリーマンの有休みてえに休みの日をチケットでくれりゃあ良いんだ。夏休みにドーン！　冬休みにバーン!!　なんて大おお雑ざつ把ぱな感じじゃなくてよ」

「そんな事言っていると、猛もう暑しよまっ盛りに地じ獄ごくを見る事になるのでは？」

「……かもしれねえわな」

　とはいえ、ぶつくさ文句を言いながらもサボる気はないらしいのが、この男の美点なのかもしれない。

「そういやよ、知ってるか。ここ最近の幽ゆう霊れいの噂うわさ」

「……知ってどうする訳？　大豆や豆乳の小話と違ちがって何の役にも立たないっぽいけど」

「いやいや怪かい談だんで女の子をビビらせて暗い夜道をエスコートしようぜ！　レンアイってのは基本的に相手の弱みに付け込まなくっちゃ最初の入口は開かねえのよ!!　せーっかくレイニースクリーンってイベント用意してくれてんだからさあ！」

「簾堂さあ。財布を拾って届けた程度で恋こいが成じよう就じゆするなら誰だれも困らないと思うよ。というか、きっと出会い系スリが横行するのではないかな」

「馬ば鹿か野や郎ろう、これは入口の話だって！　そこで満足してあぐらをかいちまうから先に進めねえんだ!!」

　ぎゃあぎゃあ言う簾堂明也は朝っぱらから元気いっぱい過ぎて、少しばかり高血圧の疑いがありそうだなと恭介は思った。

「で、その幽霊というのは？　まさかと思うけど、『雨中の少女』とかではないだろうね」

「あん？　何だそりゃ？」

　簾れん堂どう明あき也やが怪け訝げんな声を出した時、学校が見えてきた。

　そう、見えてきた。

　安やす住ずみ勇はや斗とと紅べに小こ道みち楓ふう希き。彼らとの戦せん闘とうの過程で校舎も体育館も破は壊かいされ、四角い空中フロート状の敷しき地ち全体が半分ほど崩くずれ落ちた……はずだったのに、その痕こん跡せきは欠片かけらもなかった。

　そこは、いつもの高校だ。

　まるであの戦闘そのものがなかった事にされたように、ピカピカのままだ。

　そして女子の制服ばかり着たがるクラスメイトはこう告げた。




「何でも、雨の日に殺人未み遂すい犯はんをぶっ飛ばして女の子を助けた男の幽ゆう霊れいだってよ。正義感いっぱいのハッピーエンドだし、きっと伝説の武術家とか殉じゆん職しよくした警官とかの幽霊だぜ」




　城しろ山やま恭きよう介すけは、微かすかに唇くちびるを綻ほころばせた。

　そういう話になっていた。

　その戦いは、もう誰だれも覚えていないかもしれない。

　その戦いは、もうどこにも記録が残っていないかもしれない。

　だけど。

「それじゃあお姉ちゃん、またお昼にね」

「まったく、あなたは私のお弁当が欲しいだけでしょう」

　そんな声が、確かに聞こえた。

　視線の先に多くの生徒達に混じって、一本の三つ編みが揺ゆれている。

　そちらでは『二人』の少女が笑い合っていた。

　簾堂は不思議そうな口ぶりで言う。

「どしたの城山ちゃん？」

「いいや、何でもないよ」

　城山恭介はそれだけ答えて、『二人』から視線を外した。




　これが一連の事件の、優しい終わり。

『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』は、助けを求める必要のなくなった少女達とは違ちがう道を行く。
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　放課後。

　明日からは再び『歯は抜ぬけのゴールデンウィークの嬉うれしい方』……つまり連休となるため、普ふ段だんなら喜び勇んで学校を飛び出していくはずだった。

　が、城しろ山やま恭きよう介すけの顔は険けわしい。

　奇き麗れいな夕焼けの空から降り注ぐ天気雨。キラキラとオレンジ色の光を乱反射させる光景が窓まどの外に広がる中、一人教室に残っていた少年は、ある存在と正面から対たい峙じしていた。




『白き女王』だ。




　学生服を纏まとう召しよう喚かん師しと、レイニースクリーンによって表示される怪かい物ぶつ。

　彼らは赤い窓を挟はさんで、屋内の床ゆかと屋外の宙で向かい合う。

《あらあら。今回も報むくわれないあにうえ》

　彼女はくすくすと笑いながら、指向性スピーカーの力を借りてそう告げる。

《『テロメアの終しゆう端たん』の後こう継けい者しやを撃げき破はし、『死のない世界』を否ひ定ていして、人類文化を救済し、さらには余分な少女の命を一つ拾い上げて。一〇〇人しか乗せられないはずの救命ボートに一〇一人目を乗せたというのに、結局誰だれにも感謝してもらえないだなんて。いい加減にそろそろ人の世に絶望してきたのではございませんか？》

『雨中の少女』の改変に関連し、そこから先代『テロメアの終端』の自殺から続くはずだった『死のない世界』の事件そのものが丸ごと消失したはずだが、『白き女王』の記き憶おくは維い持じされているように見える。

　それが『この世ならざる存在』である被召物マテリアル全体のものか、あるいは『白き女王』のみの特別性かは分からないが。

　恭介は息を吐はいて、

「……何しに来たのかな？」

《センチメンタルな気分に浸ひたっているあにうえを軽く慰なぐさめに。ただ、あにうえってば割と感傷的なムードに浸るのがお嫌きらいでないご様子ですので、お邪じや魔までございましたか？》

「あれ以上の終わりはないだろう。特に何か喪そう失しつ感かんを覚えるような事があるとも思えない訳だが。少なくとも、あなたの思おも惑わくに乗っかって少女を見捨てる羽目にはならないで済んだのだし」

《あらあら。それでこそのあにうえでございますわ》

　本当に。

　心の底から楽しそうに、宙に浮うかぶ『白き女王』は告げる。

《正しさと優しさを秤はかりにかけた時、あにうえは容よう赦しやなく優しさを選ぶ。極論を言えば、あにうえは目の前の人を助けてくれないのなら、七〇億を管理する社会システムさえ平然と破は壊かいする存在と証明されましたもの。実際のところ、最後の最後のハードル、今さら『雨中の少女』が殺害されても歪ゆがみの発生は止められない、というポイント……実は、そう確信を得るための『根こん拠きよ』は何もなかったのでございましょう？　女王ならそうする、だけで動いていたのでしょう。いいえ、そもそも。たとえ悪意がなかったとしても、あにうえは構わずあの少女を助けていたのでございましょう？》

「……、」

《ええ、これでこそ、ええ、まさに！　わたくしが最も手に入れたかった解答でございますわ!!　一〇〇点満点でございます、あにうえ!!》

「一体、何を知りたいと……？」

《それはもちろん》

『白き女王』は微笑ほほえみながら、ずいっと近づいてくる。

　わざと腰こしを折り、窓まど辺べの少年を下から覗のぞき込むような格好で彼女は告げる。

《必要とあらば、目の前の誰だれかを救えるならば、あにうえは『最低の方法』を行使すると決めた。これは正しいから採用、間ま違ちがっているから不採用。そんな風に一面的に処理するのではなく、清せい濁だくを併あわせ吞のむ存在として定義づけられた》

「それは、清濁の清しか認めないあなたとは違う道のはずだけど」

《だけど、あにうえにとってわたくしは濁と見られているのでございましょう？》

　何が言いたいのかが分かってきた。

　恭きよう介すけは女王の顔を見み据すえた上で、

「それはあなたの妄もう想そうだよ」

《そうでございましょうか？　あの『雨中の少女』は、わたくしを軸じくとした『仕組み』がなければ絶対に救われませんでした》

　くすくすと。

　笑みを含ふくみながら、甘あまい声で『白き女王』は続ける。

《つまり、後は同じ事の繰くり返しなのでは？　以前、わたくしはあにうえにこう申し上げましたよね。あにうえがわたくしと手を組めば、世界の問題の半分は解決するのではないか、と》

「……、」

《今回は、他人の作った『仕組み』を利用する形で折り合いをつけましたが、面めん倒どう臭くさい。超ちよう絶ぜつの技術と実力を併せ持つあにうえ自みずからが『仕組み』を作ってしまえば、もっと効率的に、もっと広こう範はん囲いで、様々な悲劇を塗ぬり替かえられるとは思わないのでございますか？》

　つい……と。

　レイニースクリーンで浮うかび上がる『白き女王』は、恭介に向けて細い手を伸のばす。

《さあ、あにうえ。あの少女を助けた時と同じ質問をいたしましょう》

　まるで、握あく手しゆでも求めるように。

《ここがラストチャンスだとしたら？　あにうえの選せん択たく次第でわたくしの利用範はん囲いを決定し、食い止められる悲劇と食い止められない悲劇があるとしたら？　さあ、あにうえは正しいけど厳しい選択と、優しいけど間ま違ちがっている選択、どちらをお選びになられますか？　どっちみち、わたくしがこの世界へ顔を出してしまった時点で、もう歪ゆがむしかなくなった世界の中で、どのような選択を》

「なるほどね……」

　恭きよう介すけは、自みずからの掌てのひらへ目を落とした。

　しかし、『白き女王』の手は宙ぶらりんのまま。絶対に、窓まど辺べの城しろ山やま恭介は宙に浮うかぶ彼女の手を取る事はない。

　何故なぜならば、




「そうやって、安やす住ずみ勇はや斗とや紅べに小こ道みち楓ふう希きも優しく誘さそい込んだという訳なのかな？」




　沈ちん黙もくがあった。

　空間全体が凍こおりつくような一言だった。

『白き女王』は笑ったままだった。

　そのままに、

《ふはっ》

　嘲あざける。

　満足そうに。

《ふははっ、ふははははははははははははははははははははははははははははははは!!　流石さすがはっ、流石はわたくしだけのあにうえ！　ここまでやってもまだまだブレないとは、ええ、まったくもう、ええ、本当に愛いとおしいのでございますわ!!》

「ただの錯さつ覚かくではないか」

《いえいえいえいえいえ！　これは、誰だれにでもできる選択ではございませんのよ？　レーザーだってそう、ニトログリセリンだってそう、ロケットだってそう！　人は、人の役に立てると分かった技術に対してはどうしても寛かん大だいになってしまう生き物ではございませんか!!》

「……、」

《わたくしを使えばより大勢を助けられる。わたくしと手を結べば終わってしまった悲劇も帳消しにできる。……だから辛く厳しい闘争を諦めてしまえ。そう自分に言い訳してしまえば、あっという間に『弱い迎げい合ごう』へと流れてしまうはずでございましたのに、まったく、このあにうえったら!!　見た目は達観しているくせに実はとても幼く瑞みず々みずしい正義感に溢あふれているものですから可愛かわいらしくて仕方がございませんわっっっ!!!!!!》

「あなたは失敗した訳だが。それでまだ笑うのかな？」

《とうぜんっ!!　だって、この敗北はわたくしの愛するあにうえが、わたくしが愛するに足る資格を持っていたのだと再確認する儀ぎ式しきのようなものでございますもの。ええ、ええ、こういう時はこんな表現を使うのでしたかしら。戦術的には失敗でも、戦略的には成功だと》

　そこまで言うと、『白き女王』は一転してこんな質問を飛ばしてきた。

《ですがあにうえ》

　鋭するどい棘とげを含ふくむ警告、ではない。

　あくまでも、楽しい楽しい時間を舌の上で転がすような口調。

《確かに今回は、結果として皆みなが幸せになりました。『雨中の少女』は殺害されず、実行犯は殺人者にならずに済み、それを取り逃にがした『テロメアの終しゆう端たん』が自殺する事もなかった。そうそう、人を殺す事で歴史を正しい方向へ導くという彼の思想は、標的を取り逃がしても何とかなってしまった事で瓦が解かいしたようでございますわ。つまりあれ以降、暗殺集団の手で人々が惨ざん殺さつされる事もなかった。まさしく完かん璧ぺきなハッピーエンドでございます》

「……だとしたら？」

《ただし、もしも状じよう況きようが正反対になっていたら？　世界の行方を左右する選せん択たく肢しを前に、自みずからの取った行動によって、まるでバタフライ効果のように世界全体が悪い方向へ歪ゆがんでしまったとしたらどうしたのでございますか》

「それはもちろん」

　と。

　恭きよう介すけもまた、こんな風に即そく答とうしていた。




「どんな手を使ってでも責任を取るよ。自分の手で変えてしまったもの全すべてに対して」




『白き女王』が怪かい物ぶつであるのなら、それと対たい峙じできる少年もまた怪物。

　少なくとも、その片へん鱗りんは確実に垣かい間ま見みえている。

　何故なぜならば、

《あははははははははははは!!　それでこそっ、それでこそわたくしのあにうえでございますわ!!　たった一人で世界を狂くるわせた責任を取れるだなんて、いいえ、本当にそれができてしまう技術と実力を持っているだなんて、あにうえは一体どれほど怪物なのでございますか!!》

　恭介は目を細めた。

　少年の技術と女王の力量。

　二つを組み合わせれば、何がどこまでできるかは誰だれにも分からない。

　そして、その果てを見てみたいとは思えなかった。

「あなたとは分かり合えない」

《ですから愛しているのでございます》

「あなたとは共に行けない」

《なればこそ、余計に燃えるのでしょう？》

　ジジッ、と『白き女王』の輪りん郭かくがブレた。

『流れ』の変わったこの世界で、『死のない世界』はそもそも計画自体実行されなかった。つまり、廃はい棄きされた民間宇宙ステーションに『白き女王』の本体を呼び出して閉じ込める前段階も行われていない、という事にされているはずだった。

　であれば、ここにいるのは何だ？

　明確な証明手段はないが、おそらく『人の手で起こした改変を力業で拒こばんだ女王』ではないかと恭きよう介すけは考えている。

　それもまた、限界に達したのか。

　彼女はもうすぐ消える。この世ならざる場所へ帰る。いずれまた、こちら側の世界のどこかに再び顔を出すために。

『白き女王』の消失に、城しろ山やま恭介は感傷的にはならない。

　突つき付けるように、少年はこう告げた。

「次はないぞ、女王」

《ええ、次こそは愛してみせますわ、あにうえ》




　そうして、二人は分かたれた。

　たとえ世界を救っても、一人の少女を不ふ可か避ひの惨さん劇げきから拾い上げても。

　それでも彼らが手を取り合う事は、決してない。
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　そんな訳で二冊目。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　前回の一巻が信しん仰こう心しんや忠ちゆう誠せい心しんといった『形のないもの』を軸じくに闘とう争そうを繰くり広げていたのに対し、今回は人の命というストレートに分かりやすいものを軸にしてみました。

　また、一巻では『ガバメント』所属（とされていた）アザリアをメインの敵にしたために、ややないがしろにされていた『イリーガル』の方を強く押おしてみる事に。おかげでレプリグラスはさっぱり出てきませんでしたが、その技術格差も含ふくめて、三大勢力のカラーは分かりやすくなったかな、と思います。アザリアの『貴族の血』とはまた異なる、『ファミリーの血の結束』。こちら、『ガバメント』と『イリーガル』を切り分けるネタとして、上手に機能していれば良いなあと祈いのるばかりなのですが。

　……となると次の敵は『フリーダム』系、になるの、かも？




　怪かい談だん。私の拙せつ作さくをいくつかお読みくださった方ならすでにお分かりと思うのですが、嫌きらいじゃありません。ただ、一点だけ不思議な点も。まあ怪談なんだから理り不ふ尽じんなのは当然なんですけど、何でこの手の話って加害者じゃなくて被ひ害がい者しやの方が怪かい物ぶつ化されているんだろう？　というのは前々からちょっと納得いかない部分があり、今回は幽ゆう霊れいを追い駆かける話を軸としながらも、単純に幽霊を怪物にしてしまわないお話作りを心こころ掛がけてみました。

　もちろんジャンルにもよると思うのですが、たとえ話の途と中ちゆうで何があろうが、最終的には幽霊を前にしたら『怖こわい』ではなく『助けてあげたい』と結論できるような人物を主人公にしてあげたいものですな。




　あと、何気に明確な『学校生活』はシリーズ初かも？

　人の視界から外れると即そく座ざに忘れられてしまう召しよう喚かん師しが一体どうやって学校生活を送っているのか、という部分については割と楽しんで書き込む事ができました。

　クラスメイト、担任教師、図書委員に生徒会長。……学校系のキャラクターって、どうしても『役職』がダイレクトに人物像を表現させてしまいますよね。まずそこから距きよ離り感かんを測った上で肉付けしていくというか。

　でも『いい加減、普ふ通つうの学園もので終わるなんて嫌いやだぜ!!』という訳で、たった一冊の中で盛大に学校をぶっ壊こわしてみました。これはお話を作っている側からすると、割とでっかい冒険だったりします。いくつかのシリーズに挑ちよう戦せんしている私ですが、実は平和の象しよう徴ちようである学校を主人公の手で瓦が礫れきの山にしたのは今回が初めてだと思います。

　夜の学校でガラスを叩たたき割り、反則技を使ってでも絶対に助からない少女を助けてしまう城しろ山やま恭きよう介すけ。一巻よりもさらに自由奔ほん放ぽうな感じが増したと思いますが、いかがでしたでしょうか。

　召しよう喚かん儀ぎ礼れいについては某ぼう魔ま術じゆつ結けつ社しやでお馴な染じみの薔薇ばらの象しよう徴ちようやシジルを参考にしているのですが、動きとしては『学校とか病院とかでたくさんのボールをあっちこっちバウンドさせて得点を競い合ったら爽そう快かいだろうなあ』という、極めて直感的なイメージを元にしています。励起手榴弾インセンスグレネードについても、壁かべや天井を歩きたいとか、空を飛んでみたいとか、そういう直感的なイメージを組み込むためですね。……まあ、これは『棒立ち、放ったらかしの召喚師』を回かい避ひするための努力の痕こん跡せきでもあるのですが。

　今回はさらにもう一ひと押おしして『召喚師自身の体を砲ほう弾だんみたいに飛ばしたりぶつけたり』といったところまで踏ふみ込んで、より直感的な動きを強調させてみました。二対二のタッグ感は増したかも？

『何だか良く分からんがこんなアトラクションがあるならやってみたい!!』と思っていただけたのなら幸いです。

　城山恭介大暴れの第二巻でしたが、個人的には彼の一番恐おそろしい所はエンディングの『どんな手を使ってでも責任を取るよ。自分の手で変えてしまったもの全すべてに対して』だと思います。

　この一文だけで楽観的に『目の前の女の子が救えるんだから、一％でも可能性があれば良いじゃん！』と言ってしまう従来のシリーズの主人公達とは決定的に違ちがうものが作れたかな、と。

　一見すると『守る側』に立っているように見える恭介ですが、彼は目の前で苦しむ人間をシステムが助けてくれなければ、七〇億人を管理するものであっても躊ちゆう躇ちよなく破は壊かいする事を考え、また、実際にそこへ手が届くかもしれない『危うさ』を持った人物、という訳ですね。

　かつ、成功したら、失敗したら、ではなく、どちらに転がっても必ず帳ちよう尻じりを合わせる、という視野の持ち主でもある訳で、『白き女王』に立ち向かう彼もまた、怪かい物ぶつの片へん鱗りんを見せているのです。……どちらがどちらを引きずっているのか、には議論の余地が残りますけど。




　今回のスペシャル召喚については浦うら島しま太た郎ろうやかぐや姫など『世界の果て』をテーマにしています。こちらへ来たかぐや姫と違い、向こうへ行った浦島太郎を『召喚』と呼ぶのは間違っている……かもしれませんが、本編中の『白き女王』の台詞せりふ通り、『こちら』と『向こう』の定義は誰だれが何を基準に決めた？　という問題を加味すると、これもまた見方によっては召喚の一種なのかなあ、と。

　この世（現世）とあの世（異界）を『自由に』またぐイメージなのか、この系統ってやたらと復活、不老、不死、不ふ滅めつなんかが絡からんでくるんですよね（中にはルールを破った途と端たんに克こく服ふくした『死』や『寿じゆ命みよう』がぶり返す、という話も）。お暇ひまな方は調べてみるのも一興かもしれません。

　また、最初の一巻目が神格級や未み踏とう級といったケレン味たっぷりな最強ランクをバカスカ投入していったのに対して、今回は最初のリヴァイアサン以外は徹てつ底てい的てきに規定級だけで戦わせてみました。敵側の戦術が妨ぼう害がい重視だった事も起因しているのですが、『最強信しん仰こう』だった前巻と違ちがい、今回は目的に合わせて適切な被召物マテリアルを選ぶ、それ以外はたとえ神々でも途と中ちゆう経けい過か、通過儀ぎ礼れいに過ぎない……と、これはこれで召しよう喚かん師しの『基本』を押おさえた構成にしたかった、という意図があります。『儀ぎ仗じよう兵へい』と『殺し屋』、立場によって超常の扱あつかいは大分変わるんだぞ、と。

　……あと、これやっておかないとひたすらインフレが続くだけになりそうですからね。




　イラストの依い河かわ和わ希きさん、担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。今回、一番難しかったのは『雨中の少女』だったと思います。彼女の正体はあれがああでしたので、初見で見破られてはならない、というのが大前提。デザインとか大変だったと思います。本当にありがとうございました。

　そして読者の皆みな様さまにも感謝を。学校が舞ぶ台たい、クラスメイトと一いつ緒しよに戦う、人の命が題材……と原点回帰を意識しつつ、これまでになかったねじれた要素は絶対に入れたい、というお話、いかがでしたでしょうか？　でも難しい話は抜ぬきにして、『本当は誰だれだってこうしたかったに決まっているだろう』という部分にも胸むねを熱くしていただけたのなら幸いでございます。




　それでは、今回はこの辺りで。




『白き女王』はデレているのに優しくねえ!?　のラインが大事です


鎌池和馬　
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